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SPIRAL LIFE HALL CIRCUIT 1995 
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7/14(FRIJ) 福岡 福岡 メル バル ク ホ ー ル 


恒 ) キ ョ ー ド ーー 西日本 /Tel.092-714-0160 


7/16(SUN. 名 屋 名 古屋 市 民 会 館 


避 ) サ ン デ ー フ ォ ー ク /Tel.052-320-9100 


2 大 阪 厚生 年 金 会 館 大 ホー ル 


( 間 ) キ ョ ー ド 一 大 阪 /Tel.06-345-2500 


%% 7/22(sAT) 東京 : 東 京 厚生 年 金 会 館 
※ 。 7 の 24(MoN) 東 京 s 東 京 厚生 年 金 会 詞 
7/25(TuE.) 東京 東京 厚生 年 金 会 館 


( 間 ) オ デ ッ セ ー/Tel.03-3408-0331 








$ チケ ッ ト 一 斉 発 売 5/21 唱 (東京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ) 
5 5/27 寺 (福岡) 
員 各 プ レイ ガイ ド に て 
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New Album“RAINBOW RACE” 
5.19OnSale 、- 


PCCA-00741 \3,000 (with ta%) 
e33*SOUTCG 


ーー て あぁ 
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『 


オリ ジ ナ ル ・ ラ ヴ New Simgle “ 夢 を 見 る 人 "” 4.28 On Sale coupling with “タダ ンタ” PCDA-00719 \1.000 (with tax) 


Original love on tour 1995 6/1⑭) 市 川 市 文化 会 館 ( 問 ) デ ィ ス ク ガ レー ジ :03・5704・3200 6/2( 府 中 の 森 芸術 劇場 ドリ ー ム ホー ル ( 則 ) ディスク ガレ ー ジ :03・5704・3200 
6/5( 月 )・6/6(⑦) 札 幌 : 北 海道 厚生 年 金 会 館 ( 問 )TMC :011・241・1644 6/9( 色 浜松 市 民 会 館 ( 問 ) 遠 文 連 :053・454・9999 6/12( 月 ) 宮 崎 市 民 会 館 ( 問 ) キ ョ ー ド 一 西日本 (熊本 オフ ィ ス ) :096・354・2772 

6/13( り 熊本 市 民 会 館 ( 問 ) キョー ド 一 西日本 (熊本 オフ ィ ス ) :096・354・2772 6/15( 林 )・6/16( 多 福岡 サン バレ ス 問 ) キ ョ ー ド 一 西日本 :092・714・0159 6/18( 日 長崎 市 公会 堂 再 ) キ ョ ー ド 一 西日本 :092・714・0159 

/20(X) 高 松 市 民 会 館 ( 問 ) デューク 高松 :0878・22・2520 6/21(》) 広 島 郵便 貯金 ホー ル ( 問 キャ ン デ ィ ブ ロモ ーション : 082・249・8334 6/23( 金 岡山 市 民 会 館 ( 問 ) キ ャ ン デ ィ プ ロモ ーション ( 岡 山 オ フィ ス ) :086・221・8151 
/28()・6/29( ホ ) 東 京 渋谷 ( 問 ) デ ィ ス ク ガ レー ジ :03・5704・3200 7/1) 長 野 県 民 文 化 会 館 中 ホー ル ( 問 ) キ ョ ー ド ー 北 陸 :025・245・5100 7/3( 月 )・7/4(X 東 京 ・ 渋 谷 公会 堂 問 ) テ ディ スク ガレ ー ジ :03・5704・3200 
/6() 神 奈川 県 民 ホ ー ル ( 問 ) ディ スク ガレ ー ジ :03・5704・3200 7/7( 多 新潟 県 民 会 館 ( 間 ) キ ョ ー ド ー 北 陸 :025・245・5100 7/9( 和 日) 金沢 石川 厚生 年 金 会 館 ( 問 ) キ ョ ー ド ー 北 陸 ( 金 沢 オ フィ ス ) :0762・60・0999 

14.( 金 ) 大 宮 ソ ニッ クシ ティ ( 間 ) キ ョ ー ト ー ロ ッ ケ ン :048・857・9900 7/15) 群 馬 県 民 会 館 ( 間 ) 高 崎 音 協 :0273・22・9999 桐生 音 協 :0277・53・3133 7/17( 月 )・7/18() 仙 台 : 宮 城 県 民 会 館 ( 問 ) キ ョ ー ド 一 東北 :022・215・8800 
/20 ホ 盛岡 岩手 県 民 会 館 ( 問 ) キ ョ ー ド 一 東北 :022・215・8800 7/21( 多 郡山 市 民 文化 セン ター ( 剛 ) キ ョ ー ド 一 東北 :022・215・8800 7/23( 日 静岡 市 民 文化 会 館 ( 間 ) 遠 文 連 053・454・9999 

/24 月)・7/25(X) 名 古屋 : 愛知 県 動労 会 館 ( 問 ) ク ラブ クア トロ :052・264・8211 7/27 (本 ) 大 阪 厚 生年 金 会 館 大 ホー ル ( 間 ) キ ョ ー ド 一 大 阪 :06・345・2500 7/30( 昌 京都 会 館 則 ) キ ョ ー ド 一 大 阪 :06・345・2500 

/31( 月 大阪 フェ ステ ィ バ ル ホ ー ル ( 剛 ) キ ョ ー ト 一 大 阪 :06・345・2500 8/3().8/4( 多 東京 ・ 中 野 サ ンプ ラ ザ ( 問 ) デ ティス ク ガ レー ジ :03・5704・3200 


NR ee 邊 >) 








| 9 末 え C7S ど 。 in PsyVOGUE.Sato BId.2F,1-6-8 Tomigaya.Shibuya-ku,Tokyo Japan 150 M3TSUKaGE 
* Phone / Fax +81- 3 - 3469-6116/ 6222 (Direct in ) EN 





RKO JAPAN SPECIAL 

24 よう こそ 、 僕 ら の ボッ プ ・ ワ ー ル ド へ !| 
若き ポップ 求道 者 = ニス パイ ラル ・ ラ イフ 大 解剖 。 
車谷 & 石田 、 初 の 20000 字 イン タ ヴ ュー・ バ トル ロイ ヤル 


KO JAPAN INTERVIEW 











14 休止 を 破っ て 突然 レコ ー デ ィング 開始 、 し か も 4 人 バラ バラ で !? 
7 6 愛 と 執念 の ロッ クン ロー ル in 武道 館 
96 2 年 振り 、10 枚 目 に し て まだ や る か 、 
の 実験 ボッ プ 『Six / Nine」 完 成 。 櫻井 、 今 井 に 激しく 人 迫る 
108 速報 ! 突然 の 活動 終了 
そし て 最後 の アル バム 「FORM」』」 イ ンタ ヴュー 
124 「 俺 、 や っ ぱり パン クス な ん だ よ 」 
田島 貴男 、 万 人 ボッ プス を 歌っ て も や は り ロ ッ ク 魂 
ROCKIN'ON jAPAN JUNE 1995 YOL.97 136 マサ ムネ くん へ の 素朴 な 疑問 「 愛 の ぶっ と び 間 答 集 」 
生命 な ぜ か 突然 「 日 本 ロッ ク 創 世 期 」 へ 突入 する 3 人 組 の 謎 
敗 及 貞 時 194 さら に 語る ! 無謀 な 子供 と クー ル な プロ 魂 が 
同居 する オル タナ ティ ヴ ・ キ ャ ラク ター を 2 ヵ月 に わた っ て 解 宮 
Pubsher 和 と 医 開 ま 
濾 谷 陽一 72 スト リー ト ・ ス ライ ダー ズ 元気 いっ ぱい “ハリー ちゃ ん ”" 
Editor in Chief 74 フラ ワー カン パニ ー ズ 「 絶 対 に 必要 な ロッ ク 」 の 救世 主 
0 PHOTO 
凍 野 ら ハッ ピー・ パ バースデイ ・ オ ザ ケ ン ! LIVE at 静岡 アク トシ ティ 
井上 貴子 84 LIVE G PHIXX 
兵庫 慎司 
中 込 智子 NEW COMEER 
Contributors 290 沖野 僕 太朗 浅田 祐介 
ch JAPAN _ REVIEW 
小野 半 佐 登美 15O 大 槻 ケ ンチ 、 奥 田 民生 、TOKYO No.1 SOULSET 
片桐 恵 CHECRK ITI 
208  ・ 高 浪 敬 太郎 、STRAY、Sheen 、 マ ルコ シア ス ・ バ ンプ 
中 島 英 構 Mi DER ZIBET、5th GARDEN、SAMUEL、 田 村 直 美 
スタ ー ク ラブ 、 仲 野茂 、 オ ー デ ィ オ ・ ア クティ ヴ 、RUBY RUBY STAR 
NN JAPAN TIMES 
三浦 誠 161 公開 文通 「 足 野 君 と 仲井 戸 君 ,. ザ ・ ル ー ツ ・ オ プ ・ 松 本 コン チー タ 、 恭 一 & 現 の 時 事 放談 
2 吉井 和哉 の ⑳ ま お セン チ 日 記 、 死 し て 尼 「 コーパス グラ イン ダー ズ 」…… etc 
川上 賢一 
186 LETTERS 
190 伝言 板 
ロッ キン グ ・ オ ンジ ャ パン 5 月 号 230 HOT NEWS 
定価 480 円 (466 円 236 DISC REVIEW 
cw2 人 246 場外 乱 R 
N.E.S ビ ル N 棟 6F 248 読者 プレ セン ト 


TE し .03-3496-6731 
⑥ ロ ッ キ ング ・ オ ン 本 誌 の 記事 お よび 
写真 の 無断 転載 を 禁 す 。 








TU 





デー へ s が か 











で Photograph by TAKEO 0GISO 


















に 






二 1 『 NG 


〇 Photographs by TAKEO OGISO 
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〇 Photograph by TAKEO 0GISO 
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商 半 左 、 い し うっ 心 撮 光 の 人 SS 本人 勾 振 
亜 G 下 補 、 の 公 い び うっ 心 て 必撮 遂 4 っ し ? 
肛 叩 宮口 トロ ー ス ト AHTHO し S で で 公 十 
過 づつ) リン っ うう 的 の 6 昭 ひ 刀 で や セ 
2J7『 NN トー 中 一 ・ ト に トロ AS」 全 で 来 ビ レン 
「 や マト ユ 穫 や ・ く K」 の うっ pG 唱 混 
さく や リリ 6 や 来 じ ” 足 公 10 條 回 G ト 
さく くじ や 忌引 愉 上 刀 っ で JpG^ お で 心 
も や 如 人 の っ 心 売 剛 全 中 て の や で 5 や 
リウ 『N ト トー 中 一 ・ ト ロ へ へ 」 人 SG 拶 で 
USRO 興じ S10OG 還 屋 さ ぐ 由 押 忌 可 う っ 
3 や 心 っ 心 二 涯 っ さや ちゃ むう 」 
@P 牙 葉 し ポ 赴 呈 前 むき っ ゅ ゃ 6 や も" 


@ 1 屋 直 6 で お で ・ 

「 杉 % つ ^ 画 豆 G( 上 )? ペー ーー 
革 で oe 距 測 上 0 で し セ 」 

@ | 申 っ 輸 G 調 所 し 尽 ce・ 
りー で ^ 四 Cmec・ jm 各 向 人 ド ま G 
幅 加速 つ 如く や ちゃ ()” ヤ で せ 忘 凍 陣 く 
te 所 思 の 昭 條 で 恩 お 9/ 衝 公 三公 で 台 S 
維 ー で PP う 愉 G 和 で の 的 で や ? 散 玉 to 
mG 財 杜 刀 人 で 糧 環 四則 の 公介 箕 S te 
で で しゃ 6) や で やき べ で 公 下 壮 つ レ 『「 マ て 
キ 守 て で せ て で キ 思 」 の 郭 っ つじ? 准 ^ ヤ 
nA PD お 6 ン 遇 を で の で を で 人 SG 


っ 6 旭 唱 画 公 も 0 で 0 衣 革 で 因む ^ 8 で 
けり 前 岳 十 公表 田 全 で で 心 シ うっ 由 搬 各 閣 
ュ ゴ な G 公 叶 公 で 刀 で つっ で し も 5 や 


で リポ ヤー 帳 避 で で の の 公 7 是 季 とっ 
そい 
を で 由 押 じい 中 キモ い D 邊 キモ で し 閣 he で の を SS 
ン ピ ワ ^ 6 で うり けつ で 公 さ つ 思 貼 押 じ 亜 め 必 
te で レタ いや "や で じ ゃ で しん で 8 や で 環 
SR や 暫 軍 の S 電 販 隊 GpG 思 老 半 で 公 誤 
ぐ P@ 和 の 許 唱 汗 じ 咽 記 調 坦 お し 誠 信 
AR つう も や"『 但 更 ) 岩 秋 難 一 」 め 公 
「 交 更 で 忠 提 隊 」 の 公 」 

@ ( 沙 ) 忘 財 散 / め 心 っ 心中 下 叶 で 上 で や 
S で ・ 

「 う いで ビレ つ で / 愉 で ・ 
^ ぐ を ピロ 」 

@ 店 壮 只 人 で で で を 人 で e・ 

りか そい 選 を ン レ ビレ 選 めで う 音 吾 語っ ピ 
ぉ KG 中 面 出 で で 刀 で し 由 ひ アリ” 
い j 心 居 SG 楓 っ 7 崩 款 の て AX で で AO の 豆 S」 
@ や で 公 て 牛 億 品 く で し 公 で の 心 仙 で で が 


ゃ ン 下 中 の 画 半 


うす \ 





人 
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YJUQ で で G め 記 繊 各 KGGRS ャ キト 錠 に 0 県 マ 人 8 ツン 010 を 0 セレ 


な で S“ 

「 る 算 塔 くい し 人 S で 8 お で 性 四 
っ 重 つ 9 つじ ( 近 )” し そる 御 寺 いこ 叶 間 
ン ふ うり US で や 愉 く SS も 歯 荻 ホー の 公 走 
い ヤ マン 抱 有 や ロリ SS びり 志 庫 SS で 刀 
で 見 お "日 く で Ptep で 思 到 で SN 到 
つう うつ 貞 弄 下 軍 くく K で UNOO や うっ 心 
( 陣 )"『 尽 りう っ Cynt@ も SS 電 』」 で や っ 
心 層 8 人 SG 誰 で 8 全 因 坦 つ 選 を 心 の 7 昌 
て 局 半 つや を 心 で や っ 心 ( 陣 ) パ 必 SS 血 つ 
SS 」 

「 や ^ 想 必 唱 蜂 宰 hie くし ちる ? 回 拉 つ 
し で 時 菩 電 OOnG ん で 6pGS つ 
っ RS で SS っ SS 押 佑 全 ペ ーー つ 尺 
Jp 忠 作 き ぐり 田邊 思 全 で 『 交 玖 ^ 堪 相 全 で 
軸 問 電 人 生来 で で ビレ 」 の 公則 し尿 で で 
漠 で P 叫 り " 中 で で ビ " 軸 突 電 ど CCO で GS 
うう 心 つ ビレ 『 四 全 麹 っ つ で 思 で し 」 で や うっ 心 
手 の 公 『 程 隷 全 りう っ Pe で 所 で し 」 で 
っ 心 名 人 S 公 "閉じ くつ で 人 心 民 Ser 


( 飲 )" 尽 め SS て 欠 公 閉じ し " セリ ンマ キヤ 
すし で で も 千 次 く ン GS で) 
ぐさ で し 選 避 を で や "や 迷 村 t9 福 G 
や ヤ 止 押 ぐ そ 御 問 公 "吉相 人生 條 5 ン レタ ぐ で 
リッ ン 民 志 豆 了 折 億 玉 で 記し も や 」 

@ 1161616“ 

「 ヤ セ ^ 回 伴 つ 思 で で SRK っ 引 結 や" 
SS で 尽 目 の 公 や リラ うー 一 半 ^ 計っ うめ 公 避 
む で り 心 局 突 信じ ち や" 信じ め 独 送 絆 中 
Sm めで め 愉 超々 く で マキ 記 S で ぐー 
揚 公 じゅ p お で Din FR で er」 で し 本 6 記 
っ や で し 目 公休 例 避 表 ン ヤン PS 
ぐい R 遇 つう つり 6 多 (コマ ) G 革 持 
筐 中 キャ ローK で G 地 品 く で を で 思 4 愉 
ざさ な うっ や "や で ビ ゃ や 璧 | ロ や 名 帆 舘 SS 公 
こよ こそ いこ 2 まま いま くい こい まこ 
品 き や G め 租 帖 生 マキ 害 し っ G 史 時 
を で さり 由 い し きぐ 公 時 を で 篤 衝 所 品 邊 
っ うっ り 上 E で リン で 思 で つう で 嘱 ( 郊 )? 
SG 所 ぐ 皇 じ セ 民 ( 赤 ) ャ SS 中 め つ ピ 
N0 J 」 


@ や 弄 ご し " 抽 品 豆 昌 お の ぐ RC で Ge 
「 刀 人 S で 狼 憶 @ 押 味 G 此 男 い うっ 愉 G や 
リン 中 季 セ ーー 倫 / や 心 筐 5 由 層 旧 店 で 
初 つ ビレ WP 全 で SS 全 凍 号 n6 つ で し 細 
り USC PS 人 か の 8 で し せ 提 T で きっ で 


「p り っ 本 全 16 っ の 公 で や 6 る 折 据 
ー さ 吐 G 輸 公 計 。 峰 本 つじ WW し“ 終 沙 
う SGS ペ ・ 攻 シン うっ や 交 で し ” 忠 ・ 
・ 相 唱 せ 開 G 時 直 衝 億 直下 全 濾 6 で し 据 
由 じ を oe で 害 3Dsp5 ヤリ ロレ 眉 公太 で 
っ むり | マセ 堅 で 吉 調 揚 全 人 玖 り し 愉 ペ S 
人 下 心 班 の で 約 和 福 く レ ド マ ふ | 
くやし 下 避 で や う 愉 ( 赤 )) や 6 公 上 史 で 
外 帆 G 骨 六 漠 じ 据 で te で じゃ や? SS 
人 S「『 癒 玖 。 刻 彼 全 つっ S 交 」 の 昭 っ S 篤 
QA へ A 暫 犯し で 天 お DS? 押 6 皮 
旧 で 県 民 ” ヤ で ピ ュ 吐 填 公 串 結 赴 シ で うっ 全 
< の で 紅屋 豆 還 齋 玉 つき を いで ひい ど 
嘱 屋 GrnQ お 8 細 つ ン と を で で 天 や) 
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S め 7 4752 


DS の 唱 「 窓 粗 つ 


SS 友 四 ビュ ap『S うい 恥 人 SG 串 因 


科 第 」 の 人 S9 ヤ モ レ 8 ぐ 公選 と SG マキ ぐー 


で を で 

@ ( 政 )6 世 全う で ・ 

ne 選 如 で 上 楓 っ や しゃ で 吾 埋 SS っ 6" 
レ ^ 弄 口 『4m 屯 必 堪 人 9 選 』」 で の じ 由 避 


*Jp ユ ー ミ ユー へ ルル で ヤレ 沿 の 人 S 本 りう 
皮 季 短刀 人 SO で KO で PP? や < 和 ル で 措 撮 阪 計 
で PP べく で O 刀 で 思 お 人 ” 填 貞 公 黄 四半 く 豆 
っ 公 ヾ マキ ヤマ キビ | 村 り jp 中 で きっ うつ づつ" 
場 中 上 で SC Q を で せ 筐 銘じ ( 陣 )7 計 人 で 7 
尽 10 和 で の 坊 お じ 妃 の っ 寂 刻 揚 倒 剖 
ぐ め きっ や 

@ ざめ 失 二 レン i6@ で 恩人 9 相 放 把 公 
閉 公 きっ < ( 辺 )7 

「 や 心 ヤ や 必 や 必 ( 売 )) で で 公 鋼 緒 じ 『 6 
約 っ うっ 衝 で や" 時 全 ぐ 尽 じ め 和 リポ ロリ 
弄 細 じゃ ゃ 心 只 つ K ネ ポー や や p や 必 旧 つの 
押 菩 り め や 心 穫 で 恩 お 人 皿 下 し 盾 本 つ 丸 
詞 揚 jp きっ つ 中 つつ 刀 届 畠 jp きっ で 昌 り 7 


な 


ぐち め ( 交 )7 や ヤ 心 折 St の 填 絢 唱 遇 @ 諾 


し pP じ つ Men ズ 料 更 ゴロ せ 穴 せ じ 
W 民 を で QAwN 人 で や リピ で の 
で 中) 公介 ひ 台 敵 認 上 っ SG 仏間 t9 
9 『 交 人 更 。 p ひ マキ ポー」 で で で し も シ コロ 
入信 民 を で 応用 和 も を で 上 さ で や う 愉 の 
Jp 璧 6 で で うり 『 器 直さ きつ の お 6G り ) 


ー の ー ニ 」 で や っ で 算 吾 写 き wYNS で 罰 S 


移 」 
e@ お っ SSSG り り じ ゃ ? 
「( 赤 ) 心 ペ 」 


@ 革 牛 ロ く で しめ 心 じゃ 公 ? 
「 寺 首 品 で で 3/ や 心 陣 甘 一 ATN ユ 
で で を う j6 つ 台 で と が ヘー へ で “ 2409 篤 ン 


甘 釘 窟 せ る 衝 悦 ゴロ 療 うろ し つ 志 代 We 和 


で で S 哉 判 品 きぐ SS 人 を うお る うっ も 」 
@ お お 1 

「 ヤ で 公 や 心得 全 ン ャ キレ マキ や 応 國 
8 久居 ざ や ? 人 マン 絡 公 < く 上 ンマ ャ セキ 
P つ 上 丸 避 」 

@ つ と 代 / 尻 ぐ G 監 公 押 鷺 玲 じじ 礼 つ 


紅 6mGIJ 和 弄っ 心 ww ト 8 で 守 


さ Ge・ 

「 ヤ 心 や 必 丈 愉 ” 6 衝 昌 押 中 思 で 回 め っ う 心 
宙 つ し "で や や セ 民 ” 革 首 問 財 
厄 必 昼 シンパ う 唱 7 衝 一 服 や? や ) 
人 〇 8 お で り 心 ) ヤ 密 つ 信 調 揚 日 き う シ で 
っ で 8 で 倒さ SS で 上 全 SS や ペ や ” S 
ぐ 公 『 交 ^ 維 っ O 衝 ペー 畠 信 上 で 思 で や 』 
いや うっ 心 究め 特 振り 和 0 が 
坦 呈 箇 人 @ 史 ひし うっ 必 ひき の リセ お で 
心中 GO で で の 雪 で で 如 れ 必 S 懲 つ 
US で くし ちゃ ( 押 )” 皿 工 世 SS ざ そい 
Q を っ う の jJ で 思 全 の や 必 屋 シ 選 し め 衝 
うめ っ 心 公 革 針 間 下村 圭 容 の っ つぐ ぐ やじ 弄 尺 
G 革 衝 品 pp 選 で や SS 公 「 還 革 G 局 m び 
PQ で で の め 衝 ペー 愉 6 う で つう っ 所 」 の や っ 
心 ( 赦 )) セー や 心 リ 心 つ し 革 針 o 財 シ で っ 
し を で 8 さ ヤ 必 う 心音 胃 人 くい ピン 09S で 
『 み IN く NG で っ ル い 公 貴 で つう っ 」 や 庄 
りさ で や? で 公 怪 革 衝 人 @G を ん いや" で べ 公 
や っ い 必 電 密 史上 つ 4 れ で し 條 っ set 
心 ロ き で 上 さ つ り し " 人 じ ゃ 。 や で 飛 環 玉 記 
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や で り 皿 届 双 S407 ポー ドミ 上 緊 全 G 形 選 公 セ 


人 S 韻 1G 展 刀 きく や 7 セン ヤ やっ うい 
革 鏡 時 G 取 結 硫 で 如 思 提 G 責 半 シ で っ 
し 叉 ぐし" く ヘ 憲和 を で 上 つじ 刀 ? や 
ヾ へ 心 」 
@ 避 人 S 一 ( 押 )? 

「 や "や で jjJnIN て 心 昌 和 で 記さ つり し? て 
か く か KS で し 相 作品 る 公 で 上 
HH ・ く 一 訟 思う SS の 人生 反 で 生田 で 明 
く 撤 く 革 リーー へ 私 の 皆 財 記 玲 ひ し ( 否 )」 
@( 赤 ) 避 で“ 

「 や リヤ レ 屋 師 ビズ 宣 じ 理 崩 つ 刀 県 坦 呈 玖 で 
P” 世 狼 療 吐 電 G 万 で 直 te 上 で 上 で 
で よめ” 吉 作 馬 し くれ や で x 入 めで 思っ 心 
で ()」 

@ お 1467 3m 記 6 や で 5 

「 や 人 の や を で 抽 皿 基 民 口 jp 心 | 十 恩 
人 皮 座 陽 咽 会 ( 赤 )7 尽 公 明 で きっ お 称 心 
っ て IN か ・K マ マー に Up や St0 の っ う 愉 人 愉 
SS 皮下 咽 会 更 で ビ ( 導 )」 

@ 戻 G 図 情 全 相 ビン eS 約 ( 陣 )? 
「33419 pn で 人 Se ビ つや ce・( 近 )9 


R で や さ . 
* く 


エ ふ ー 社 信じ 公 で 他人 生 ロ ロト レビ うっ 刀 で やつ 
っ ヾ し ちゃ む うめ S? 首 半 宝 G 咲 居 G 喘 宮 G 


時 で し 『 和 ヘン も うー」 の 公 S ペ 公 


泌 じ ” 本 り っ お で り 愉 生玉 っ っ 中 し ズ 収 
人 Ste 中 思 で 貞 で 思 お MP『 尽 恩 攻 8 一 
で りり の SCOap で の 吐 ン 由 ど レン で で 菩 
つう っ 革 外 奨 寺 典 公 沼 で 上 台 の を 公 館 三 :」 
いや うっ 心 ” 部 | 帳 つ レポ ロゼ 拘 っ 一 

性 で 尊 や ( 静 )」 

@ む お お お 7 

「 や” っ や 心 押 咽 門 @ 壮 邊 抱 りく で や? 
彰 p 是 せつ 五 つ し "ヤリ 全 ぐも お で り 心 押 で 
いや"Q で の 過 交 信 を で お で し 表 じ 7 
NR で で か ドミ トー 江 お 8 二 人 生 ひ で レ っ wo9『 ゎ 
ひく か で Xp 層 で 札 穫 人 」 の 公昭 っ S 公 
で ( 了 K)) GSm 箕 師 豆 さじ? ャ 
で すい 地 翌 い 財 シ で っ 公 で pm) で SS そい 
民 を うっ 時 攻 己 S で 公 P し 68 公 ロ く ヘ と 束ね 
を Cp8 で の め り 叩 さき 公 で 見 つ 『 多 で 公 忠 公 
さ 季 を っ う 公 で 一 コ の っ う 心 AS で し? 『 
ご 移 <N 季 忠 度 坦 更 品 上 りー」 で ビリ 


こく COJ 問 之 つ レレ 


ぐい | 翌 展 め 皿 普 昌 財 納 G 民 D 記 で 
P” スハ ミー 搬 半 地 明 如 叶 刀 人生 つ ピ 
P” ビー ヤリ ビーロ 記 も XX ヘ く ー 幼 弄 、 
いじ 円 う っ じ 交 いじ 及 敵 暴 中 天 む つ 公 財 っ ピ 
さき っ びり うつ AAIN さ SpG 呈 人 玲 ど し 『 ら 
を 交 選 へ Ap) で で へ 殖 浴 詳し 束 る 
で の 昭 や 直し 尿 台 で や も で 7『 和 
ぐさ G 信 直 We の 人 生 で の ビ う っ 心 加 品 で で し < 
ょ で Jm く AN・ く AG 前 の 公 二 ビ 『 
丈人 心 全 補 心 会 」 DD うっ 心 う レ 『 わ を 
SQ で の 能 じ うう 選 明 や 心 」 
9 人 SS で し” ヤ う CS 熊 民 で し 季 
咽 Gー ト ヘー へ の 悪 上 nmG 玉 1 較 
く ー へ 人 か の 誠 で し 区 ie で や る ()」 

@ む お 133? s り っ ( 陣 )? 

「『 人 S 介 で で 限 直 民有 隊 GS く 台 
答 一 」 の 人 愉 昭 ひじ? ヤ で し 尼 思 人生 で 胃 つ 
ピ ヤ ′ 准 湯 で RW レ ECO GS トト 
ー キ KT nA で 部品 き で 
"を 3 障 @G | 叱 つ し 3 且 忠 据 本 ン 


っ 親 刀 福 天 O 愉 衣 思 うき 7 ヤ 心 っ 心 舞 哲 
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S ど 7%44 ん 7 どど ーーーーーーーーーーーーーーー 


W 二 で や 刀 の 本 人 で 因む お う ? や p 心 押 で し 話 
具 く 選 ン パ で うっ 心 民 ()) 6 国 G 器 球 
つい @ 届 蛋 『 ヘ キテ ーー 醒 東征 や ー」 
りう 人 S い ひし S で し? SS 公 陣 つ 『 綴 隔 表 田 


きり っ で し リ う で 0 お 不 覆 K じ ……」 の 


RI 則 い じ ( 玩 )」 

@ S 回 っ Up 心 う うっ 居 りき で し 凹 属 へ 
HH ヘーAmAN つ シン OJQ を で 員 e・( 静 )? 
「 ヤ 愉 nTT ヤ で ビ お ボ 但 亜 つじ ょ 6 愉 
や 唱 叶 と で いひ ビー ヤキ う で 人 熊 し ト ーー つ 


じ ^ 提 昔 OO を CNGRSS 師 や < 医 」 
RSS で いじ ^ 提 相 全 私 トト ー ト 押 つ 因 


ぐし 叫 避 想 む ぐ や っ で 人 SG 上 写 公 
いく 私 客 下 つ ビー( 抄 )」 

@ 之 いし で 思 交 に: 

で 交 一 人 6 や 浅 じ SG 公 交 一 」 
申 っ SQP WS で GO を で GS" 
さめ 旧 加 更 G ら ローーG へ AN へ IN トート 
ー・ ふ へ ふ ト ー ふ トー・K 全 へ ・ 人 KK 公 和 
へ 人 誰 妨 つき さ ト 旧 ^ 移 で G 色 人 へ 皿 由 入 ・ 皿 貝 
沢 " ふも お っ へ へ へ 舘 選 つめ 愉 」 

@ むれ 11414465 棚 SS? 

「 人 へ 砂 購 択 ・ 頑 根 - 葉 っ X 信 舘 選 一 応 記 


っ S 語 加 則 もじ 堅 心 や 愉 先 り の 和 を で 
っ や ( 才 )" や ヤ で し 「 ル で 8 で し ppS 窟 
ぬ mー」 ス ) () も 必 公 旧 昭 で し 」 

@ むれ 116169 員 つ 私 りー 


「 ヤ で し 林 シ 租 忘 豆 さ し か や 民 り 6 


抑 咽 唱 倫 避 刀 さ ロ 『 押 敬 粒 例 を で 前 村 璧 


Rn』 の S で や ( 郊 )」 
@ や お お お せ 3" 


つ 

や 揚 箕 信 史 で 恩 お yp9 ヤ で シン うっ 公 
S94G m て マ つ けり 中 ご 握 G く ハー 時 貸 せ 」 
@ ビビ" 地 握 G 浴 斗 せ や め 心 で じ 表 te で や 
る o 

「 古 悦 e 叶 ロ く で 上 シ で うっ や も ^ を で XX へ 
くく 一 地 嘘 世 疲 電 間 RUE で し j 刀 了 や 必 
9 昭 い で や 棚 民 お や 中 や 心 表 慌 の め 公 
ね 公 で 台 公 で 7 HANKR の の 到 TN ミ ー< 
ー ハ の Sp 二 旭 ご つや 杏 公 へ く 
ー 拉 獣 G 下 時 五 つ 刀 で し ち る で 7 お p 心 
N ロ 扱 護 く つく ユー ヤ 心 っ 心 ロ KS で 
Sm 中 レレ 『 揚 や Pt 一 」 う ) 全 放 昌 本 
っ さや 全 で 四 表 りく 和 SS のり 下 上 ロビ 
ゅ お 交 で や ん te46/ 選 上 っ 宮内 汽 玉 で 刀 公 で " 


うり ご 意 和 《 慌 人 N ロ 一) で UPG せ り 


へ 人 の 秀 うり" や ^" m マ と つ GX ヘ へ く ー 公 
心 柱 部 公 約 い ひし "SI 日 マ ーー か ドー ドミ 
りー 必 く | 己 G 二 本 記 で 記し 民 」 
@ ロン で う 藤 机 ン で 

TS や 必定 や 虐め ゅ べつ 仏 叩 SS 
っ で の 交 W 和 hapn | マ 識 会 嘱 い お S 
も を で や り め や っ っ 陸 つ N く 遇 お 2 
昌 呈 短 思 珈 玉 じ じ " も リン っ うっ 選 思 選 
で 如 全 の 『「 つ を 約 | 可 唱 を O で 」 齋 上 っ 
S 鶴 つ PK ふ 公民 く 寺 で 上 で し ヤセ 
屋 人 ビ さ マ 振 ひ 如 で お 代 で 因む お 7 さき 人 
K 葉 人 の の さ 伯 Jp 心 ユ 2 
トミ 担 吉 や や を うち むる うめ っ う 心 の < 
必 必 和 ふ 和 ふ ー 和 8 で うう)o の ロ ーー や 揚 和 め 稼 っ 
P” や や 愉 の 日 忌 ン 地 枯 各 性 導 つ し 公 で ぐい 
ー ふ ー う の 公 つ SS 公 で 折 革 交 交 Ke で っ 愉 
福 洛 か で や SS 公 ひ 上 如 つつ" や SS 抽 沢 信人 全 つ 
て きっ うつ 足 公 字 馳 6 和 8 を っ や 8 っ で 
じ 昭 いひ レロ NKK テロ の 唱 公 と の 」 
@ ご SN 生 で 旧 多 拍 症 で 上 で で 
「n” 悪 全 の 心 属 p 班 や p 鐘 征 棚 っ うじ” ヤ 
G 只 で や し 副 お 思 で 刀 で お も っ う で せな te く 
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の 7 が 6 ん 754 


mm マン つ G 弄 1 トロ ー 征 公 の もじ ロ 皿 生 G 革 し じ G 提 搬 友 東 6C し 妃 


ヘー・ ト ー ス 逗 で や で 塊 民 Pi く で や うっ 
ぐ G せ 時 で の 区 つ 叶 GSB ン っ 公 で で ピ 
っ 心 答 枚 じ ? 電 や や 心 和 を で し 御 近 財 暴 加 
Cm で や ビビ 「 の 心 所 ビ ゃ p 剖 中 め 走 さ 
中 の っ TpG 人 S 前 必 で 8 取 お さっ う で お 3 
きっ 一 」 で や し 隔 い ひび レ レビ? の 昌 全て 選 居 し 7 
絡 賠 人 ふ 号 SpG の 唱和 ン 8 人 S 公 
で ee 囚人 で 史 基 誰 の 人 S/ 聖 新 の 公 医 芝 崩 
9 の 公 ペ ーー の 公 淫 つ 生 さ の 全 ) ヤ 必 っ 心 
心 寺 理 膜 の り 全 ン で 8 谷 t6 の つう 愉 」 
@ や で や 舞 名 と で で レポ さ に ト ユ コト マー 
S 代 OCGe・ 
「 人 SS ご 悪人 S で で 
@ や G 国 じ 細 公 や 

旧 で 上 時" 

「n で mn で ひも で ? セロ A 貞 に ーー 
中 で 爆 崩 村 oe で で で 訪 お 205 や リピ 
上 記 衝 ap: で で 7 者 最 人 で で 応 避 ら m 


ふう ) ()」 
公共 口 さ で し し w 補 人 る 


さそ ざ つ G 間 で 二 演 店 G 剛 映 公 巣 ビ "セリ 8 


6 で 箕 っ ント 國 m』」 の 人 「 く ヘー 和志 窒 
つづ りり で ン で っ う e」 の 人 S で や 。 うっ 選 う 


必 公 ビ / 組 間 つじ 9 セン ap 心 口 了 補 
ロ 全 ン ル で し 更 叶 人 で 忍 和 IO「 共 ロ K し を 
いじ 衣 加 っ 」 め 人 で ピ っ 心 融 宮 笠 中 衝 さ 人 


つつ レ 「 つ を 給 で 人 SO” を で や SG」 


いし 下品 S で じ 」 
@ っ 5 心 四 りり 上 り 人 で めで の 皿 心 Gm 台 り 田 


いう ロン で 倫 り し 示 つ きく er 


Fino spn8S 和 唱 昌 | 昌 DD 
きく S 由 池村 いひ ロン で うふ や へ ・ ふ へ ・ や 
AS 来 豆 SO jp 心 晶 さ D や G 四 3 
環 つ ン レ つや 愉 公 各 全 で 回 つ 『 維 答 一 ^ で 
NO 46 で SS で 刀 全 各 』」 の ビ う っ 心 他 る 勧め 7 
きく 公 や 心 舞 や の り 必 演目 道 号 SS 中 の っ 


npG 全く め で や wW 二 人 生 で っ で し 


心 舞 つ ン レ つ せ で 人心 公 SS で もち で 一 」 
@ 揚 めで で PP うっ で er 

「 っ ル ( 塚 )^ 査 や 介 SW ユビ W 紅 人 で 上? 
きぐ で 公 葉 te 咽 ツ GRIN 一 ロリ 4 で も 味 班 直さ 
つ を うち 公 "時 S で Jp 心 受 公 蘭 で て 
レン te 人 SO トーe 担 シ で っ し お め 公 
K さ ペーKUE で 貞 喘 理 全 人 Ste ペ 二 の)” や 


で ささ 必 や 心 心 つ ビ うう GS で 人 で 公 で で 


ン S で pie 男 下 人 や G 貴 人 で 生じ りさ 


い の 交 で 上 刀 で 思 も お 05 和仁 ロ ロー 本 本 し ロロ? 
きぐ で 公 う の 阪 会 ひ ン の) 押 G く さく ユ 癒 得 
9 忌 唱 慌 決 倫 で 見 さ つ 寺 年 散 S 下 配り や ヤ 
ぐ G 拓 で 論 り 一 つも G 忌 じ リリ )) 6 ピ 
来 つが で 串 思 相 の 6 和 キキ SN めのう っ G 
pu こう 2 だ で パリ ドコ コピ 
っ GSSc・ や Jp 條 共 つ うつ 陳 つ うつ "っ う 
っ S 父 一 」 い っ 心 皿 相 の 6 控 搬 座 豆 っ SS 
GS 二 じ 選 じ 」 

@ 朋 必 0 UK 隊 SS 皿 中 の 東 著 個所 想 旧 
GS も BS 釣っ 思 4S? 

nn で 人 愉 (TNnTT や ap 全 お の 愉 
h ロ G1 蛋 財 揚 0 し 措 う で 朴 人 で いし 公 
ょ Pte で 下 守 人 SC 『43p 愉 リ で レビン つ 
SS さっ で 刀 一 」 の うっ 心 相本 く G 由 っ 画 公 
や うう)G 臣 っ つのり うっ つや 心 公 5 や < 由 公 
『 さ ロー 作 幸 来 名 記 」 ド っ 心 訓 ロ SS で や? 
Jp 心 で へ 本 マー やや つじ " つ ー 〇 〇 玉 緊 
SR 必 肖 中 届 6 ビ ゃ p 心 所 の っ う 愉 中) 叶 で 
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yD 層 昧 型 交 で し 卿 p 肌 っ つじ S つ 「 鞭 1 由 己 506 つ 公 計 っ ー の ひじ 限 い ひじ 


PP” 末路 必 G 臣 府 失 で で 丸 忠 さく 
掴 ” 約 G 雷 全 國 りり 」 

@ や リリ に 区 舌 ン GSK 世 全 穫 で 上 で し で" 
「n で 5 忠 つ 掴 品 を で 半 山 思 つ し っ 如 名 
喘 ン と き で を で ヤヤ で し 雷 据 いり 選 を で 刀 
ぐし ちや で / 志 中 7 や を で 8 圭 や 概 妹 世 
幅 き 公 で 眠 で” 外 裕 G せ じゃ | G 緊 民 
抱 で じ 表 りり 『「 | 避 ロ く ヘー を O 心 所 」 び 
いで し を で し で お や? や 収 思 選 公 雷 
np で 公 表 h6 CO を で シレ” SS で 公 
Jp 心 『 尼 因り を 給 と :」 の つう 心 拉 給 思 
Jp 引っ 守 維 さき で PteG 學 咽 " 
つ 36. で て 尽 公 還 り で GS で 人 で さ ン リリ 搬 
串 ビ で GS 旨 』 の 公昭 思 で 叫 0? 
く 公 の 阪和 全 ひっ し 鐘 図 で 『 交 交 ” 博 
所 や で 只 」 の 昭 せ で レ ji 代 うこ ゃ 司 羽 
上 っ SG 公選 りり 必 昌 雪 j6 で ウレ” リド お 
リ ) い Q や 拘 豆 で 公 や の 心 仙 を 人 包 上 を で 記 
い ウ ヤ "ご 人 SS 生 で 純 間 中 を で し 愉 
Q^ や G 酸 男 人 で ぐさ で 人 Sp 心 悪 べく 衛 お 柚 
で さき で ビレ つ O 詞 SG で ee 尼 


いで 如 ぐ っ う GS 夫人 で ・ 
や 畠中 い い mG 愉 守 交 」 

@ 和 T 和 キ で の りり で 咽 見 で 思 6 民 “ 
nn で SS や p 必 習合 選 り あ 避 ロ 


寺 t@ の 還 語 7 


足 全 尽 祥 全 で 人 で さ ン ドリ や p 心 案 K@ つ 公 
きっ で CO ヤ つ 全 で 人 S で 刀 つ | て 公 
心 認 さ で 公民 で で の 人 全 つ ン ーー 人 公 
つっ うめ 6 昭 で さっ うお ーー で 公 再 心 て 画 
6 刀 10S び や つや 旧 6 條 8」 

@ 更 で 弄 く で 如 人 SG ユ ト ユ トマ マー 中 提 
mm マ て と つ お 壮 さ ぐし 季 上 人 で お つの を S っ うっ 


で RSSO で の 

nv で 心 全 や つて う 」 

@ や G 葉 キ ユ 生 トト マー 昌 中 ソ 
ん で つつ 札 ホ GS つ ト ユ トマ ー 巡 直人 じ 6 交 
っ 選 8 つじ うっ SS さ ン 選 を 皿 忠 公 直交 ビ じ 9 
) Jap 嗣 さき で つの つ を まる う っ 公 で うっ 心 慰 “ 

「n で NT pn や GS1 で て G ズ 陣 全 り 避 や 
つ #6 心 坦 も の 絡 宰 G せ し お 恨 公 区 穀 
9 瑞 つ 公 中 信人 で 妃 全 で や 1 で 公 叱 


さ ン で を で 上 で し う 心 の 心 つ つ 心 
Jp きっ 部 つや の 公 愉 中 そ 愉 そ モロ リロ S で < 
Jp 愉 和 東リ 6 ビレ 6 や 心 っ 必 ト トー 恒 Y 
いっ で ぐ で G お 8 尽 や で 人 で SS 公 で 刀 6 民 ” 届 
公 人 の 『 尼 因り さと を 交 E:』」 の ビレ っ 愉 G 公 同 相 
S 憎 呪 じ し か る で ? ap で 『 尽 で で で 6 と:」 
いや っ の つ 公 司 G 了 せき ン ピ ? つつ 3 で 
ン 器 で し 『 入 心 つ つも 心 全 で の 所 P 如 蘭 
ロリ / ル で 科 つ 給 さ 入 お さ きつ し 牙 つ て) 
6 レト て て 球 じ 地 で ホー さや で で や 
で ヤセ 。 jp 必 昌 で の うっ で 々 6 冊 や 棋 写 遇 
りつ し り 6 二 葵 丹 玖 加 っ さや pGW 一 一 居 
地 jp 時 で の め 唱 共 つ 心 恩 で 上 つ 表面 ら 罰 で 
つ ^ ん で 8 つ を 6GS | 四 つ うつ を S 
っ 公 ?" や ^ 堅 選 刀 時 G 斗 時 問う 唱 7 
陣 粒 音 半 つ 人 S①o 忠 1 ト 9 ロー 時 
つつ GS 短 お 9 Pap7 拓 ロ ー つ ビ つ S で 
ン 中 で し ST で の りり jj) で S 皿 下 じ っ うっ 
で AO で 人 Sc で 8 で うり で 人 生 移 で 上 うり) 
9 で 上 で SO で RS で の っ 心 揚 搬 人 も で 
リン 8 で し ? 條 リロ ー つ 思 符 っ っ 篤 『「 ル 
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い 38 さ つ ぜ 季 を 到 で 回 」 で ひし う 人 心 リ の で 
民 公 素 避 シン 8 で 上 4 ぐ 5 セ へ ANINAA 
KTP ュ 胡 呈 避 門 で Pi@ 到 品 ^ 卓 款 来 じ 
ろう ろり 富 唱 図 で し < 皿 下 も で 選 つ し 札 * 
上 紫 唱 趣 や 自 各 較 い し 避 上 で や や っ で 名 
Ne 入 一 トーリ (で や も 的 トミ で で G 均 
NO っ つっ 心 GU8 や 蛋 園生 更 te で 思 つ 」 
@ 押 刺さ トコ トマ ー 巡 朋 t@ 唱 8 りく へ 
ー つ を Q で の 柚 候 の 昭 0 し 加 ペ 7 

「no7 S6 つ 品 や p 畑 っ 画 各 we 来 S で む 
旧 つ すり 全 ン 較 お 記 お eS で や の” < 
SGI1 マ お ぃ ぬ 材 っ うし 刀 人 で お やめ ゃ SS ン て" 
避 W つ し 刀 人 で お しめ 8 っ 公 で 人 S 則 で 
y 心 を で し 場 お 玉 . の っ っ GS で 人 で 代 っ や 
で 2JJD で PJp^ うつ 和枝 そ マ と つめ うっ 愉 
江 拓 お りや じ 拉 加 SS 刀 人 S の の ご 意 *S 和 
) 志 福 届 証 攻 つじ 尽 公 和 を te 羽 公 牙 明 刀 パ 
め 3 由 いし 2 セ ^ wi 必 Sto の を で 36wG 
日 て や 尽 公 Pote で や じゃ 8 っ 信 で 人 め 心 つ 
っ っ 公太 で さっ うつ " 層 絢 つつ じゃ 「 ロ 」 
っ O 呈 画 お で 天 で Qp 愉 尽 唱 jp で 短 AO 


心 」) ( 履 ) 坊 ン で お 人 生 人 うっ 違う 心 


り ふ し 握 嘩 力 い し っ 演 きせ し 9 も ィ 


ヤ で 尽 表 6 で 県 陣 咽 季 填 更 見 ビュ 5 6 
『apn で で の で 」 の ? 駆 縮 っ 心 さ ー 
ミ 客 R で リリ 6P 稼 で 由 で" ビジ 
ヤ で 人 愉 や 握 環 明 め を で 県 で さや ちゃ " 慌 毅 公 
素 j% で や 人 S で 握 班 角 玖 を で 上 さ つつ し ヤ “ 指 
舞 鑑 め ゅ め ンマ キャ キビ つ で 心 公 江 ン 
し ()) や に で うっ ロ く ト ローK 上 トー へ や 
ーーp 人 いく 一 画 や 計 ペ 愉 心 中心 市 キ 
思 で 思 つ ( 閣 )) お で 中 共 咽 じ jpp 心 | 世 
IN て 心 化 で Tp で SS で 『 恒 恩 和 ロー」 
いっ 愉 っ 心 表 節 S 家 敵性 きい レレ 
(MK や セ で うつ ロロ や GS く 選 DK 中 セテ ーー ヘ へ 
か の 御 入 一 昌 独 し 人 2 世宗 で ビ ^ 躍 で ピロ つ 
6 い 刀 の 」 


_- ( 吉 ) せ さき 刀 の ? 


「 セ 2 ロリ 人 で 尽 昌 つや 忠生 の 昭 で や 7『) 
で 3 っ p 心 落 | 幅 S\@ つ 全 代 うっ 一 」 め 昭 で 
PP? の 唱 公 シン p 心 X 氏 キ ーG さ ロー ジー 電 妨 
"画材 いし p 素 K ふ 一 公 や 8 志 二 や 
NesS で SP 昭 ひき っ で 思 づつ ( 履 )」 

@ む むむ 3" 
「 く ぐい hK 下 PJjp で の 6 縮 交 由 を っ 
よさ うろ の )) で し 由 い を で 思 で ちち 短 つつ 7 系 


ささ K ふ ー 革 義 撰 し 刀 づつ 超 薄 記 せめ や 心 倒 味 
つ ? で る 凌 四 珈 所 DO し っ 心 失 46 4 で 
っ で うり リ や 画 っ つじ 台 人 生 で 7 台 | 幅 唱 S 
Ne xs6Q 洞 品 や 心 補 補 うう づつ” や で GR 公 
RS 林 連 の p 昭 で や P 如 づつ 」 

@ や で で 球 思 還 人 を で しゃ で 押上 
つづ SS 人 S で 上 で で 

「 必 7 押上 著 つ 公 S で 上 で や も で も < 
を で 8 さく ヘー ビル 上 人 で 上 く や ちや 
( 売 )"『 旨 公 っ っ X ヘ く ー 公 中 きっ 公 S 玖 」 
さ で レト さく マ キー うう SG 電 揚 つ っ 心 入 ヘ く ー 
名 汐 @Gp ぐ ヤー ロー ロロ 訪 べ で さ つべ で 選 
むふ) ()? 寺 密 具 い 如 さ つ PJp『 給 や 人 
XA く ー 来 nm6OQ を で 回 」 の 全く 全う で 
ぐ 8 り リ りう ビス ペペ く ー 叫 ひひ 全 愉 人 ン ピ 」 

@ 譜 く りさ つ 選 で し e・ 

「 ヤ や ヤ 豚 問 移 つり" pa で 下 届 G 
円 考 せ 塵 公 も 生 唱 (人 )) や 6S 人 SS 公 中 S 
ン P? や ^ 村 了 も で (1 ト ヾ ふさ ふ ふ ーー) 史 
田 思 た つ レ ン で 上 人 で お S で 思 お 」 

@ 嘱 尽 り で 台 明 作 の 心 軸 で Re 

「 必 ーー 尽 C で うう 6G 人 SS 区 ( 赤 )? 
SS で 6 で りう いい うく ヘー | 避 唱 を weG 公 
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ー ざ の 7 が 84 ん ん 7 る 4 


D つ 直上 で 税 St6 SO DO 回 医 衝 っ 公 Q 称 つ 加 つ 怠っ 公 作 8 


いや うっ 心 ト ユ トー ゼ 剛 つぐ で で で 到 で 上 
よう ) ( 交 )“ 尽 り ン 『 交 うつ で うさ で 
ぐう の G 撮 輝 や 抽 素 で の 公 や アー」 の うっ 心 
S せ ーー さる 胴 っ りう や ( 衝 )」 

@ お むむ 3" や (除電 唱団 te で お や も 條 7 
タリン Q 公 陣 い りや WPt6e・ 

「 ヤ や 心 や も タ 民 ” 給 義 一 理 芝 早 じ せ 提 te) 
昭 心 で や セ 」 

@ 冊 m と くい レ や で 世 芝 史 玄 唱 失 うっ G 
3$ 忌 じ で Ge・ リポ し | 幅 つ し 間 縮 称 
玄 り さっ うつ を で” や 括 総 史 率 口 五 つ 
Pt646 心 咽 や te 葉 パ つつ で | 是 銘じ te 
上 で で むつ を で ? 

TS や 心 タ 民 」 

@ し SGc・ 四 パ ばく で ロマ で 配 パ 村 つ つの を 
きっ や つや 候 " 

「n で 。 杉 つ し で うっ 」 

@ うり 語 つ しい ぃ 6 普 品 で で 野 咽 さっ うつ を で 7 
「 ポ や 3" や 心 S で や セタ 6 で " そい で Q を 
員 人 で 6 ン 由 で で し べく で 皿 史 員 じ 回 つ 
0 


っ 
で 』 う つり 全 『 表 暫 男 穫 やう 」 め 到 由 で 


い 


で し で 思 お 入 / 尽 じ SS で 人 で 心 計 交 で ・ 
べく 6 駅 し 問う っ G お 誠 和 愉 全 つ ン 
っ ヤセ 忌 で 」 

@ 所 むく で 中 選 叫 で ン 愉 を 細 で さっ や“ 
品 公 で 悪 で で へ ふ や ロ ー や ゃ 耳 叶 全 ま へ や 
INK つ te6J「 お へ へ IN ト K 詳 ど レ ン 記 も っ 」 
いし 由 心 会 で ? 

「 く 一 や 必 友 更 。 て 枝 つつ を うり)) 
りお 可 公 入 つ ^ 掴 唱 取 寒 お 305 Pp/『 ン 
中 い P 直 地 じ セ R で 」 で し 誠 人 玉 で 宗 表 
『 柳 っ 」 で いい 細 00e つ ? 皿 下 し 帆 條 G や p 
A 思 やり 層 つっ で マキ つづ つ ( 交 )7 思 お 7 
尽 じ で 愉 SS 紅 で の で の 肝 全 で 人 
や めで めで 上 お 96 jp で の っ っ 工 内 東 暴 五 te 
MO で SS 人 で ひじ 昭 愉 うき で ゴゴ 多 約 e 
や ペロー ミ ビ うう で やつ を 
っ つ 胃 Q 如 っ で 思 お や 8 で SS っ 
ぐ G 公 ” 押 品 刀 お 0 で 日 由 ぐ 38K 
さおり せま トー リロ SS で 上 で る る 
Ln で ヤヤ ひ ビ セタ 7 條 し 忌 を で しゃ p 


ち う 
と 
ノ 
ヽ 


きつ の る で 人 S で GU 宮 」 
@ ソレ” や で 全 司 名 と で 公 人 か ツ ロ ー 込 へ キ ヘ 
を で Pte の で 想 り jp で SS で PteG 尺 
S 紀 の 寺 8 間 嘉村 te で 思 お ? 思 で じ 四 で 
じ 引 信 や 叶う づつ" 悪人 到 叫 人 e 唱 葵 年 唱 財 さ を 
っ 下 征 きぐ リロ ーー 
「16163636? 6 や リー」 
@ 素 似 王 お 揚 呈 屋 唱 往く ざい っ oe つ を S 


Z O 


nenSP や 必 由 ひっ 喜 恩 も 0 の 玲 
人 思っ うつ ^ 寺 お で 交 則 の 刀 う しゃ S」 
@ 員 SC で 人 か G 皿 本 唱 8 皿 量 全 So 6 で ? 
FnQ で 7 本 1 代 to? 画 財 っ きっ 一 」 

@ で 玉 で つき" 喘 避け 直志 人 人 で IO の 
つ 刀 人 Q 尽 きつ 記 っ c・( 普 )? 


「/m へ NO 悪心 | 回 息 避 直 更 で 





さ 刀 っ SS 更 " を で 8 つぐ で 公 の で S や 記 屯 
必 い で GS の つ で さき う お pp 必 回 
革 衝 本 シン で うっ 公 で を で 個 つ 思う 尺 更 " や 
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S め 7642 ん 7 め 6》 


fi 志 「 選 っ うー pQ 諸 ー で NG 避 や 園 つ 


抽 便 民 財 " 拘 ロ くく で て 下 きじ 怠 可 つつ 丸田 や 仙 SIhTT 井 


@ 避 層 き で で や ce・ 

「 人 SU や ーー の oo 
財 さ 臣 ご 直 で" 潜 攻 じ 貞 居 咽 瑞 中 ( 元 )」 
@ つく 琶 人 で 可 環 @ 誠 所 ど し 四 c・ 

りー で の 民 日 で CS) 上 OCG 並 愉 SS 選 
画 幅 癌 押上 如 普 G 調 握 " 選 避 ) 圭 上 マ 
し 司 唱 肖 じ うし” や ヤ で や 司 め 局 全 信 い 人 で 
い Q を で し" O 公 で 貞 表 りり の 革 握 ベビ 
きっ うっ 思 お め 。 融 8 選 松 G 由 品 中 玖 む ビ 
「 で Hー マ ー コ の SR を で レレ シヤ で 堆 の 屋 
で っ 刀 医 上 じ 隊 り じじ " っ CS” G 幅 図 
飛 t@ 和 を で の 公 。 性 ロイ 入 ふと で で も で で 
P^ 謀 苗 G 剖 細 人 で し 」 

@( 沈 ) 民 ロ ヤ 必 思 で 上 で? 

で (人 )) ヤ 必 っ 必 刷 揚 人 ー ロ 人 St0「 交 
うり 4 和 記 玩 る? 4 宮 記 で 店 五 つ 栓 記 じ "や 
S 二 ロロ 湯 OS で し 状 装 る seG 公 衣 避 や 
レト トド ユ さ 由 へ 天 居 維 つつ を で 上 で や うっ 


ぐ GS 稔 り ピ 」 

むせ 1 臣 燃 GeHecx・ 

「 心 愉し 相 和 め 心 つも 心 で し 民 
忠 環 で し EE で や "やつ CD) で 中 で 皮 W 
SpGQ 要 っ で っ 紙 才 や お やや うっ ^ や 心 
つづ つ で 届 選 五 村人 生 で 」 で し 由 で て" で 
ゅ 旧臣 で 如 S セレ 「 尽 公 取 Wcrn で し 居 
RS で ビリ ロー 中 で し 幅 ど や " 則 敵 G 中 在 公 
ロー 心 び ^ 瓶 ぐ で で 由 人 で うつ きす 心 」 
@ 書 公 り で 

「 ヤ ロー 小 愉 作 准 誰 つ いり” 半 六 | 選 UT 
い トー トビ ^ 尺 旧 掴 央 G 工 玖 史 うつ せ ()” 公 
り 掴 て で リー で 鶴 つ 思 で 時 」 

@ く ド や SN ( 赤 )" 

「 や 6 約 ^ 記 着 陣 世 や トド ポー ユーh ト K 
%G っ うっ 局 」 

@ 二 下 補 くい いり ( 尽 交 を さ NR TNG「 
「 日 さ 填 策 聞 上 刀 全 で 刀 で 思 47 へ 吐 直 シン 


心 っ 6 表 ロ リーー ミ KN さて ふつ 世 を いび 
旭 人 S で 。 皿 中 G 革 し ( 赤 ) ト さ MGT ド ー 
キモ ミレ NN で ミス ・ ロ ヘ ホ ーー 公 和 を びす 翌 
Ne で レ 地 尽 公夫 ひし "に や ヤリ ビ ド ペ ー・ 届 候 
人 K・Hー、 公 据 で し し? 想 忠 め で し 抽 率 
いや っ 避 G お 抑 陳 G 敵 りつ SSR で 妹 ど や 
や で 中 愉 INX 押 衣 じ 克つ しい 台 で や ” 押 
史 き く 公 や 聖 心 ど も” そ 笠 所 e ゅ つ マ 
吐き ぐり ′ で ん で 8 析 咽 品 瑞 訓 班 中 
GS 思 や 0 政 9 ユー・2NTmHSG ヾ K 
ー さ へ 2 キ ー、 の 全 可 で を 心 で 下 ( 了 ) “ 
Jp 心 起 や 大 委 さ っ う で 玉 7 慌 諾 品 想 目 振 思 
G 着 路 じ 0"『 班 お 豆 っ 刀 う 公 で 人 福 お 潮 
よー ロ 座 刀 っ S( 赤 )? 臣 で 妃 移 の 人 條 
INh よ で で 因り で の 心 じ pp っ うう 
で つう )36 」 

@ ( 諸 ) 還 GS 叶 避 お の 心 宙 で NG? 


「 貴 忠 末 現 公 で 思 67 四 じ 貝 G jp 
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5/276 多 ん ん 7 だ あ 4 


皿 尿 じ 由 の ぐ GD 人 8 で 選 お "を 038 目 ぐつ か HH 公道 べり 麺 0 し SOO 心 欠 ( 移 ) 


で 江 ( 郊 )” 弄 細 お 衣 衣 を SS で 
6 ン ピ W 軸 7 尽 人 Cm を で 8 目 ぐ さや む 
H さ 尺 症 べ の 抽 で 上 で うっ 心 愉 」 

@⑥……… 人 Q い や "で うさ ン | 中 お 肌 公 で 
Pc 鶴 つ e・ 

「3D 人 nn 的 語っ つつ を SS さっ cec・。 や や 
製 細 二 来 じ t@ 公 足羽 寺 お 尽 や 由 人 で きっ うつ? 
給 ” 時 め 間 宝 を で 8 叫 壮 人 S で や 共 
ぐも 月 半 つじ しゅ 器 で で 0 で 3 理加 で 
PG や 但 で 見 全 の の つ で うっ“ 拍 せ し 人 篤 っ うつ ^ 
則 愉 の 先 66 中 の 四半 いじ Pe つや 栓 5 誠人 友 
必 析 公 州 尿 電 玉 の つう で や p 昭 で で レビ" 玖 ペ 
ささ で 玉 つ し め 覆 思 器 の で し " 玲 め 
INK や 皿 較 G 琵 還 史 で で も 中 っ や し 如 で 7 
っ 芯 で 下 寺 全く で で や 癌 し 可 G 還 ベーー 
A 代 や る ひで 抽 計 と の 公 ( 近 )」 

@ む むむ むむ 一 ゴゴ te@ 所 に 刀 で ポ ン シ ンド ピ が 


TTPTT や 必 っ 心 に に 照 記 財前 だ 
で 悪 W り で S 休 て で も や RS や 
っ 距 唱 認 お る 御前 時 則 G 歯 問 G 


つも で 人 SON ポー へ ・ 特 ヘー 東 押 OO を 
心 で も ビレ セ ー」 

@ 1 生 押 いし 尽 を で で 

「6 生 さき トト へ INA 近 を で で し 由 人 で 
で いり” 了 良 じ 生 で どー NK へ IN へ て 
W 交 で や 計 ( 赤 )) や 『 和 SO つも で や 心 っ っ 
つ を で S パー」 の 友 由 いり で や 6 心 必 〇 
り ⑤ め し 史 略 ピン で し "や リリ GIOS 
ローー 貞 で ビ で くく 全部 っ 刀 、 電 各 お 66 で 
SR で や "ビバ く 下 全部 うっ 刀 、 玖 を 6 で 
よぶ や や 6 妹 和 一 で の 」 

@ 二 閣 補 い 財 ビリ ーー ミ K 如 や 6” 回 箕 じ ト 
ドー ユーhK や "や で 公 尽 じ て く 下 公 郭 っ 
、 レ トマ ーー くい つき ン を うお で 
っ で" 

「( 売 ) で ロロ ーー 押 で も っ で や 則 人 で 
で し? ビレ 『 人 代わ も で Jp ぐ K ユ ー・ 
$ 押 46」 で や ヤリ 8P 距 の 玉 忠 と で 
っ "『! 企 押 尽 常 *% ソ レン で I@G」 で で で 如 で 有 < 
ド ャ ホー うう ロロ ド マ ャ ホー の 山 向 に ロト ド て 
ホー” リリ 6 国 更 閣 *WPpC で や 5 > や G 1I 瑞 


「[ 一 --- 


- で で ふ で キ や ふ さ し X 人 キー エー 担 せ な 


くじ 宇 幸 を 心 で や や 1。 や 史 用 選 ピ 
8 で 0G 表 避 六 固 り 公 ロ ーー 也 会 逢 
り 吾 te 6 の SO を で QG?P eo 叶 央 し 
を で KK 慌 レ つや で ・」 


@ (上 束 ) 革 首藤 ・ へ 下條 由記 p 香 6 

NO6 - う “ 

「 く ペー モー ミ 旭 百人 S つ 台 で 」 

@ つい ささ K 玉 ー へ ()? 

「 で し 悪 " そ 邊 補 G 此 生 で の 式 楽 @ 喘 由 
い 刀 つつ? ド IN へ へ や 烈 人 O で NG? 立 貯 


KA 

8 っ 代 愉 表 人 直 五 季 つ 可 で / 散 臣民 7 交 
人 り 閉 才 ビ く で 2 そん で し 思 で 5 < 
ハエ へ 3 忌 / 甘 氏 C ど し ゃ ー 吐 赴 普 寺 も 
を で や "も 押 上 で し SG で 志 悪 民 つ で 
ぬう セー くさ ペー モー ミル で や が 親 
Jp 古っ つく 共 pD ぜ っ う 虫 の を 8 公 で 記 公 で 
っ 人 S 愉 ローK・ ト 和 ふ 人 下 R 一 眉 上 っ SS 血 わ 
"や ゅ p 衝 ペー | く ユ くく ご 呈 う つじ 4” 填 
特 一 結 品 SO 吉 普 唱 / 隊 人 全社 ホー で 痕 肥 
いい マン で で 5 N ド ポー へ 特 ペー?"『 お も で 


3 4 





KW で 陽 


RS ン 舞 いひ 丸く で 旭 公 映 功 つ きも うっ 」 選 建っ 
"や で 全 で QKG 束 党 、 の 公 “ 引 田 三 、 
うり 玉 ピ セ 民 」 

@ 国 咽 填 ト ドー 民 " 

「 ヤ で S で や くれ マー スス ふさ 6 現 定 更 取 証 必 
を で や 民 リリ で 公 ) 二 要 8 忌 。 画 装 地 
下 峡 札 穫 雇 O し のめり )? 時 刀 ン 由 愉 中 叶 画 
S い びり 甘 狼 寺 少 つ で タン シン ペド ン < 了 引 
所 細 つ さき うし 哲人 疾 拉 忠 帳 め 細 記 諸 章 丈 
を で 思 を 心 で や っ う 心 ” 隊 ペ つ つ し お 所 届 で 
量 商 *w を 維 っ うく 思 公 で 淫 攻 日 半 G 上 収 芝 
Pap く で 8 っ っ 必 昭 で P 志 尿 上 っ で 誠 ち 
ふう ” 判 麺 叶 じ 可 公 らい ンー 園 つ いじ 」 

@ ペ せ 他 朋 全 つ 學 で 上 で 思 お 人 め 民 田 ン 
SG 呈 G 医 じ せ や 心 へ ローG 昌 喰 ビ ーー 
「 ポ Tp 心 応 革 骨 HG 似 人 じ ハト ー く 
ュ さく = で pet6 で 87 や 怠 人 や p 愉 民 
か へ 人心 SS 過 ビ "に pp 「p 世 画 革 じ 3 区 
っ い 忠 で ヤ ン i0」 で や 臣 芝 旧 くい 刀 
mm 誰 届 下 いひ 地 G で 心 SS 基 量 G 押 困 っ く へ 
R 下 」 球 維 じ 下 0 し で つう 因む 」 


@ (所 ) つ で 上 ペ べし 全く で し 

「 く で し 到 で や や 心 や 人 うめ や で て? うお 
P 相 中 じ 玩 細め 人 つ 刀 り の 倒せ 県 全 で 
Ji)O 公 取 結 し 陸 つ お で で 思 の JO で ビン 
Se | 人 へ か 日 ミ @G 珠 称 電 で 台 太 で 全く 
い ッ ン ie で むつ を Se・ や G 革 し ロリ 由 ン 
りお ん で 8 さや ヤ で で で さら で 台 RW つ さっ うめ 半 
叫 き で 如 6S” 親 長 暫 下 や Op さ 過 びり 
上 く お” 喘 屋 GK て シ う 聞 計 ご 模 量 
財 い p 国 で p 本 で や ( 和 )」 

「『S で 宙 り で ポーー ョ の 公昭 で や ( 塚 )? や 
リピ 所 細 人 かさ を 人 准 っ っ や G 旭 羽 尽 で SS 
っ 公 ① の で めで 近 民 中 6 で Q を で PS くさ 
ーー ミポ np も 0” 甘 狼 で 明 お 上 史 う つじ 
訳 ボ つき ン ピ p う う ト ふ 條 N 選 じ Q を で 記 
さつき で 上 思 お (本 硬く の で KK 條 全う 
も 紅 つ 史 や へ 下 シ うっ 王 っ で 思 や ( 玩 )? 爺 
阿 G ミ ー ミ ビル 9S で Sp 心 介 級 ビ 
0” や 赤 細 や ふつ と を で) jp 必 を で で 
を で や れ ( 吉 )7 配 Ned6 ロ へ つつ 人 SS うっ う で む 


和 


粗 の で 競 世 公介 0P 世宗 弄っ 0 っ 酸 公 慰 


0? や ap 愉 や の 台 到 で 彰人 G 叩 中 ま つ 選 を で 
0 や ^ 必 ト へ ・ く で そ さ へ で n ロ リー の 公 ル で 
を で や 」 

@ く ハー ゼ 百 人 し Ge・ 

「 心 で ” 世直し 幸多 上 " 客 突 G 臣 男 め “ 
を で ヤン 唱和 衝 率 G 局 で の OO@ 中 
9S” っ っ 所 ビン で " 面 G 届 で 
か く か KK や を で さめ 全 ” 村 ぶ 押 著 べ 画 
人 つ さ T ロ トロ U 澄 管 や で ビレ う ン の っ う 選 」 

@ つと Sp や 心 記 朋 HG 訳 仙 路 品 さ eS 
ぐ P 搬 ーー 

「 交 更 p 必 崩 長 " 畠 縦 め 押 著 を いで で ご 
を うう を で や 」 

@ 入信 一 下 拍 で AG かれ ド ボー ドミ 団 匠 村 
CAQGe・ 

「 特 一 Jp 人 先 で 思 つ か ドー ドミ さや で 串 つ 
龍司 p 帆 っ し 台 づつ 」 


@ < ポ t@ 証 決 く ス トー ペー> 羽 記 っ Sc: 
さよ 


っ 
「 政 8( 静 )) ヤム うっ 愉 GS つ を SS 公 で 上 思 9 
押 GIN か や ・ ド NRN 選 吉 うっ S」 


@ 拓 Pto 凍 司 由 0 ど リ レン 記 0 もっ“ 
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oo 


「x 一 "握っ う パ てい で 」 

@ 所 Pe 6 更 表 や G 野 パー 失 ^QC で 一 
「 記 で AG お SS<” 薩 器 め 全 凌 肛 め 公 
~ 品 ANU つ や を 心 の 公 。 本 性 G 掴 還 史 敵 
りつ 如 さ め 公 / 恵 *Q38『 公 シル 時 」 丈 公 
心 沙 台 下 ヘー ドロ リロ つ ビ NRNIN で て ・ と で ・ 中 
・ さ ー ハ 愉 刀 っ SS」 

@ SS で 6 つ R ロ 大 と きっ で 上 田 ン と で ( 近 )" 
「( 売 ) 的 っ 8 提 60 の 85 く 選 で ス 心 
公 く ーー ロト 心 武 季 思 で 8 で 吐 赴 に 
内 ン いっ m や "し SS 選 帳 て で っ 6 貴 
ャ トド く GT ヘ 中 に Kー ヤ 棚 吉 六 必 い 
人 S で の 友 局 S 社 0 し 季 し 7 や 心 
っ 疹 の 公介 t6 う 『 わ を 給 有 7G 史 貴 で 
を 所 人 下 上 玉 つき ^ 眼 っ 観 公 や で で や 
レ ゃ 7 抽選 妃 で 中 趣 G 貴 全 で 醒 中 避 
S き つつ 刀 う 全幅 の を で 全う 公昭 
人 
@ 講 中 っ 


「 つつ 記 


ゃ ご うり 


っ 忌 ( 細 )“ 

つめ やく 公民 NO で GU で 0 で も 窒 謀 
te Q 陣 :p で う で ^ っ? くそ て ー ビ p つ で 公 で 
心 入 心 和 ふつ レイ 心 全 の)" や 御 寺 6 只 全 
必 い ひめ 能 但 活 蝶 の を で し 刀 RS で” 革 導 地 


り 押 ・ 隷 ・ 昭 冶 *WP" 更 り り ト ドー 
元 崩 つ 刀 さめ 全 」 

@ 尽 いや で 現 * く マー を で PeS 交 ( 取 )? 
2 
GS” 了 厄 "や 億 ・ 寺 くく ヘー 公 で IO で 証 
"6 軸 上 で ポー く ヘ とく 6G” mOQ 
テ >G 慌 HuD く ヘー 人 S 約 ” 押 硝 で 避 
で 公 へ ロロ の つ 束 路 押 較 で つの を で やれ 
リー で SS で し 下 で Pe で ちや ( 半 ) 民代 
も ぐ で くも 0 で G 据 し” 了 表 公 で 悪 G 揚 いじ 
95 の 現 っ うっ 全 貼 人 で で し NG キト < く @ 容 畑 
忠信 唱 "や Se 上 中 G く ハン 堪り 
旨 レ ん で 麗 0 で GO や GO の N ト ユー 
ー 尽 答 い 如 や うっ 尺 や つつ で さっ うむ め ” 距 つ 皇 
つや を 心 で も 6 0S 民 くべ で 公 人 ハ て 
Kー" ロ ー ロ ー 選 "や SS 改選 を で やれ 」 
@ り トド ドーi ト NG く n く へ の つ ビズ で 収 旭 種 
つじ つゆ で 0 尋 お 思 ( 赤 )“ 
「F4GR も で FR も で 玉 穫 ロマ て で 人 応 
や へ で 一) 公 由 で で を で し れれ "7 『 代 選 
で 玉 を で し 交 室 巡行 、』 の RS PT 6 ン で 
で さっ 6G()7S や で さり うつ S 公 で 」 
@ う で で 揚 で ・ 


條 へ ピ 


「 革 帳 jpG せ を で ぐさ ン S で 如 記 “だ 抑 咽 人 
CSS っ うっ” 四 @ 倒 細 p 穫 うっ う 一 一 給 ” や 
ぶよ で いり 心 代 へ 條 で 直上 刀 6 心 SS" 
心 因 で 上 加 5 必 SS パ 怪 G 画 くく 過 り 心 所 、 
人 S" の の で 全う XX ロト マー ロロ 骨 や やり" や 心 
っ 心 由 押 じ 求 下 へ く 0 で し う 心 ーー 
ユーG 提 きぐ 記 お 95 や 必 っ 愉 G 公 皮 季 や 
や 」 
@ 6 ンド 公 で や で ( 現 )" 
「 交 更 ” 人 S り ーーG 只 品 だ で し 寺 装 
中 一 回 刀工 唱 棟 類 で 如 明 友人 玖 いや ヤ 
G 普 補っ で 8 っ 公 定 水 台 " 尽 公 「 中 時 
信 盾 表 台 人 各 め や つ で 8 う っ 」 め 公 貼 人心 仙 で 「 還 
則 い し で 思 SS 内 記 所 S) め 理 ぐつ 
さき うつ の を で うっ 人 S」 い ひし 店 きび や "つつ 刀 で 
尽 公 「 そ を SG 中 つ を やう ド 衝 公 世 
岳 三 』」 の 人 S び し 由 で ピ 」 
「 セ ヤセ っ う を 四 も で 凡 で 過 で や 組曲 さび" 
ヤ っ ピ や 区 玖 嘱 唱 上 民 で ビビ ヤ つ や 
や っ いく 下品 咽 じ く 中 へ ロロ つ “や 寺 
で ゴ つ し で の 8 つ 刀 さ の 人 篤 つ りり" 1 CO 揚 
RG3" や うい 人 
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「 経 を 弱 Imoo 由 臣 」 い 0 じ QSOP レ PO EEO し 殿 如 QNtJ 会 いも ー 


で 46 0 っ 8 昭 8 や リピ 全 つ っ) 照 
で で を う も で う ペ 思 お 7 時 で 思 で 組 
組 信 じ で で 7) 思 0 で 上 で つ を る ン レ 日 マ 
8 者 澤 じ 妨 めのう 心 」 

@ 下 内 見 見 で 県 ? 

「 や PTS や G 工 ひし 融 G 選 中 喧 で 叫 
SS” や 工 つ し じゃ 下品 つめ ゃ 悪 り 世 つ 
で で うっ 収 老 芯 全 邊 人 稚 で 如 会 7 日 マ 
4JJp 尼 公 /” Kー ペ ーー ロリ 由 で 加 つ 本 避 S 公 
い 時 評 上 う つや" ヤ で せ お で り 尼 季 惑 
きい 貞 」 

@ nAGOm の 

「 っ 6 や 心 で うさ うお も で 心中 
品 。 知 に 量 COCG ポ ーー 一 本 っ 中 旭 
っ ぱ ポ "を で リリ ー 革 壮 財 記 る / 政 天 
mW 詳 で で じ 」 

並 ^ ( 加 上 ) 革 沿 人 IN で それ く か や K セ し | 避 


「 癒 更 ” 代 9 人 SO 果 前 や 心 ズ 寺 物 交 
いや PA" つ 忌 や 8 丸く ピ 」 
@ | べべ 圭 ( 陣 )* 


「 修 じ 志 只 じ で や 和志 RIN 民 よ 避 。 ユ ロ 
^ ふ お むう ふり リロ ビレ で 江 ト さ ロス で ビ 季 し" 
や 上 トト さ ロ ロト ーNW 全 下 し ? や で し 中 で 
PS や | 舞 6 販 閉 六 で 明和 昭 條 " 親 衣 問 
お 吉 改 還 し ^ うつ で Op 革 較 吾 整 の で し" 形 っ X 
R つ し 喜 お 」 

@ ( 衣 ) や G 只 ロロ ロト ホー ヘ AA 刻 で e・ 
「ーー ツ 貼 心 和信 ネー ドド K・ ふ 心 へ うっ 
IN かく 必 K 公 意 ひ や 7 や 由季 を 叔 4 れ で 
や te で 6 人 S 回 っ 志 捉 8 で SS 公 で 妃 
ぶり 『 4 人 愉 」 愉 上 う り の お 」 

@ や で KN へ INJDG 公 邊 羽 思 っ さく ーー 
ロロ NN・ く へ と) 表 く へ ke で し つ ゃ ne 
きぐ で SC Qp で し に 貼 - 下 上 っ 上 
公 つ SS ( 陣 )? 

「m60 旧 ( 辺 )? 給 / 給 の 親 普 理 トー へ ・ 素 
ユネ さ K で しく ヘー 公 取 季 し" ヤリ ビレ マー に K 秩 
っ し ぬ G 際 〒H ロ ー・ 由 ヘー] 二 
で で GT っ Cph て 必 お 訪 公 も 役 暑 ピ 
で 上 で の で で 公 針 著 公 で ぐ く ひし 公 で 
を で 8 持 和 を っ 思 6 で 7 RST 現 人生 で 思 7 必 


ペーー” ヤツ ” KG 財 モル く GTA 目 Kー ビ 
6 刀 棚 時 ポロ EC で 上 で や ゃ ゃ 7 て G 貴 ? 
ヤ つ 尋 ぐ KK ふ ー” の 交 t6i ト で さ 心 ふ 
ー で 中 唱 志和 60 ビレ " し ささ K ふ ーG 詞 此 
人 S 翌 6teG”「『 隅 。 陣 加 つ で 」 で いじ ( 塚 )? 


-『 利 入 ー 租 と 到 居 現 下心 SS 可 つ し 租 


ン 」 い や 」 

@ 革 し 諸 思 0 で G 人 っ ( 画 )? 

「 ペ 7 穫 和 ペー6 馬 の 全 つの を SS 公 で 刀 羽 志 
っ ?『 固 軸 っ 上 つ し 品 ン で 』 り DP し? ヤ S し で 
も で も 紅 攻 6 レツ ヤ Gi トト で さ ふ ふ ー 色 IN トマ 心 
時 WW 刀 さり 人 09 や G ズ 公表 千 っ Pap 
ト へ に K ふ へ ハー 公 エ ーm 到 ひ し? ちゃ や 6 怠 
洋 震 1 や GT SS^ 正 で 唱 提 で し っ 
( 陣 )? 人 約 。G 親 上 代 で 思 素 ユ K ヘ ホーG 
く へ の 表 く へ の 全 つ 思 で 思 層 mIN・ ド 
ド し ? 全 2K 下 さき で 上 で し も 
親 上 玉 さく K ふ ー 公 回 い ひし 加 で 思 46 7 ん K 店 
ミ 3"Ih・ ド トド ヤセ で 回 を で 刀 り め 交 6 公 S 交 」 
@//K ふ 一 ・ 届 ミー スペ へ ハ 瑞 じ め 心 本 で 台 で | 
「 給 G 星 6 導 ド ・ ト KT ロ 公 SS 約 和 の 昭 で 上 5 
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お ワ カー 


ING 中 公 交 " 打 芝 思 ヘ ペー 入 日 や 
リー で 3 唱 泊 G 忠 路 ン で レ 。 や 馬具 さ 
公 や 本 で 人生 居 現世 下 も や 心 昌 ン SS 交 " 
いじ 昭 で し や "回 折っ て トド ー や の 昭 いや" 
P^ や で 中 近 代 じじ SIN で て 選 め 全 全 避 ン 
で PW 刀 で や 「 々 で 組 攻 つ っ き ン ピ ゃ うっ 
っ 公介 」 の DP く ヘ へ ヘー で さき レ テート 
PW ぬ を で や "NOUDS で や タン” ご 交 
必 く マー つつ SW を 交 い ひつ で や 選 抽 釈 軸 
9 め 全 つり 愉 6 心 公 さ の 昭 で G? 層 人 ペ p 
居 日 玉 咽 史 O 學 で 想 只 の 公 く OG や 中 
赦 G 環 公 必 時 で し 如く つ 上 さ 栓 際 
しゃ くく 6O 公 」 東 思う SS 販 地 選 じ う NG” や 
つつ.Q 下 上 能 G セ シヤ 3 器 赤 咽 会 移 び 
し /『 穴 河上 oe 中 臣 」 の で ビリ 回 
紅 居 二 Sm シ 」 さ で り 析 っ PS で や “ 
「S eo 慎 臣 や ン で KN0 で 』 で や 昭 せ や や" 
で ポー」 の 人 生 で EE で し 齋 貞 で リリ 
公 ふ 躍 じ や ( 才 )」 

「G で 公 で ー6^ p 心 "中止 く で 咽 つ 選べ 
っ te つれ も? や SS” 喘 屋 上 EC 丸 で 委 や で 
つっ うぷ ン レ PA で で の 政 0 し リ "うっ 


も 0 ぐ 呈 で セン te 人 S で 」 の 人 SI 由 いや "や 半 
公 下 軌 咽 で 思 お 多 も 7 や リリ 全 で 8 で 愉 7 
二 い 忌 で 妃 キ 私 公 じじ 0"!8 心 7 舞 
レ 基 や 心 全 一 』 の 公 M ひ し うっ 各論 中 女 咽 
殖やし 全 で し 人 愉 7 臣 還 人 で 心中 来 っ ? 
| 下り を で mmー」 の 全幅 で で 下 を やや” や 
愉 4Q や で の 下 で し尿 怠っ S( 陣 )) や も” SS 
ぐ 公 くべ で で や で で を で や 7『S 所 お 牙 杯 や 
HG 門 中 記 一 」 め 公則 で で し ( 郊 )」 

@ で むむ 1 一 や で や 邊 "中 ボ 因 G 団 叫 
りさ で 上 思 で や りう つの を S う Ge・ 

「 っ 尼 路 R 還 いし うっ 心 昌久 装 品 誠 め くつ 
を 8 公 で 思 で 思 お "中環 で で 双 世 
6 草 寺 "や リセ 円 窒 也 むし 6 公則 環 
レ | くっ うっ P れ も? や p 心 | で 写 伴 表 陣 ビ 中 ふ ユ 


- や 旭 嘩 陣 じ し で 天 む お 5 や ヤ G べ や や 心 眉 


英 品 応 芝 起 公 べ 盾 じ 旧 や ( 才 )」 

@ 加 内 取 ち 見 つつ や で 選民 回 で“ 
「 っ を ツヤ で せき うっ "やめ 民 選民 V じ 室 人 る 
し 部 括 蝶 いし 押上 人 の 幅 操 選 
只 じ 服 い 寺村 SS 公 で 刀 や で ? 旬 鐘 且 距 し 
尋 ぐ し 如 人 で や 皿 四 し を で やじ 収 を 公 S 公 
い 記 ( 赤 )) や 必 つっ 心 pS 旭 め 隊 で 8 ぐ 一 


ヽ へ IE 提 ひし G 公 人 St@ い し G3 太 ひし 
49 SUp 臣 さや 征 品 り 上 選 で で いり ぃ 6 
RS で や? 忌 %3 衣 古 民 幸生 nmGP 貼 Y 記 


い ヤ < 押 咽 葉 引 誠 む eG 親 旧 ご 揚 つと で e・ 


下っ つっ 條 Jp で 思 の 昭 い し 如 で 」 

em を で や SSNw 選 現 旧 S う 
*? 邊 せ 給 で 上 で リリ 末 映 屋 G 路 ポ 国 二 
人 篤 さ ツリ ロー 江 A ヘ そ へ の つい し 選 遇 で ちや て 
te-6 ( 趣 )" 

「 っ 衝 ^ 衝 8 旧臣 とう や 懲 師 
寺 全 SS 更 " 上 罰 上 沙 軌 瞭 」 

@ ( 玩 ) reteP ド 心 さ 6G 亜 Gtm ロ “ 

「 ロ の で 0 つの で te PNG 心 p 世 
鵜 生 ( 飲 )? ャ で し 押下 ホース へ 収 季 玉 で 上 
RS で 『I ト ー ふ へ 咽 ロ じゃ 敬 信 じ ベ SS で 
レ 舞 Gt も 心 S り の 字 提 選 ビ うっ ()」 
@( 了 ) ぐ きも お りう っ 搬 思 ヤヤ で ポー 

「 刀 で し 貴 mIhー へ へ 骨 い し 抑 や WO を 
| 
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同和 WHOSNG 応 で 己 吉 6 さ 唱 で し レ 男 GGI ト トート 最 公 や 妨 


で や せ を 心 つ も " く マ エー て 6 下 品 や 」 

@ で で で SS K ホ ー ミ 迫り で で SQ で 
ャ ン さ で アン で 

「 民 <( 學 )) K せ 一 頻 中 め 公 天 で じい レン 
で や を 心 つ も ” 課 環 叶 ふ ふじ 舞 つ レン で te 
SR で 引く 堪 服 いひ Q を で 思 つ や 」 

@ H 話 了 上 で 直 便 じ WW し さっ で し りゃ むら め 
La 

「3? 近 民 < く じ WW 刀 くく ヘ と ビジ 還 N 
一 くさ ペー や m で の を で し で 思 お も) や 
いり 心 悪 " 納 圭 じ 庄 べき で し 征 信 刀 つや 
を で や お で jn うつ で で SS の 宮 犬 慕 
つ PNIhNIN セ te 5 避 SS/ 垢 ち 政 選 散 公 
召 360@ で 五 旧 6 球 貞 下 FNK | 上 寝 和 
い 刀 表 の 意 tO 」 

@ jp ユン で G く ヘーe・ 

「nS IN や | 貞 思 五 宙 お 和民 」 

@ ビレ め 算 喧 っ 公 さ うっ や つき 愉 7 で つて 約 ? 
押上 著 品 つ 公 齋 い ひっ Pe 因む お つの を で? 

「 尽 信 代 の 避 く ヘー ロリ 表 つ し めぐ めで 
同 信 うい GS” で の 反 舞 症 te 表せ 


テヒ め 民 塊 ど し | て や 忌 環 路 押 つじ 
で 上 SO ヤ 心 つ 天 K と 私 心 到 で の で 時 
6 いう らい し" トミ くく 尽 所 pp 共 で io シン 
っ 届 貼 公 盟 6 で 如 さ の 全 つ Q を 心 で お 5 
いい リ 心 を で も ゴ 表 K@ で くさ で く へ を 表 6)) 
Jp SS 的 愉 史 うつ りき で や し” % つ | 了 面 
明 ぐ くき ン S で っ う で 6」 

@ 揚 仙 む し うう っ つつ を で で OCPL 

「 nm 」 

@「 宙 記し うう つ ゃ で 」W 碗 庫 村 te 妃 人 S 
避 を で 記し も セ 愉 で ・ 
「 旭 人 で の 如 生 で 店 
や 」 

@ で し 心 村 hG で" 
「 皿 届 じ 前 うっ PieG」 
@ や で つ S 課 中信 き っ うつ た で ネー( 秋 ‥)? 
や ヤ で や や 66 さき ロ ーー 章 補 ロビ 民 必 

… う の 忌 昭 で で 人 で er 

「 尽 じ 昭 で SS で 県 で RIO で ec・。 うう っ 近 
NNS 素 で ( 競 )) ヤ で や pn 「 く ヘー 
きく RS びー:』」 じ 昭 で Pte 只 唱 畠 光 の 王 直 で 


・ ト ー ト 字 走 びっ 


P" まさ K ふ ホー トト で さ 心 和 ふ 一 公 ” 冊 宛 で 
じ 選 全く ヘー 和 筑 銘じ 四 つう で 門 心 う つ 
PP 「 尽 公 則 加 っ 記 っ きっ うし りゃ 公 で で 」 で ピ 
由 で で 上 で 貞 お 7 人 8 拓 剛 肖 4m っ ヤ 必 天 57 
いし 由 璧 で お 『 匠 肖 Ste CO し teer」 
い ヤ "ヤリ 「 OS で SS 局 で PS で mm エマ 
つ で し く ヘ と ル を で te 選 S で 思 お で し? 
じゃ 埋 終 民 で 人 で 寺 全 で 0 ( 交 )?『 尽 公 
二 M 和 cr っ を 握り ーー ミ K 全 取 季 じゃ 」S 
ぐり 誤 加 つ し” 夫 ペ PA 爵 民 き ン さ で 
を で 0" や 忌 公 岳 % つ 人 S っ しゃ で し 
心 人 や ヤ SG 愉 避 芝 さり 上 で Q を で 
旧 ( 移 )」 

@ や で PT で Ge・ 回 っ GmG 
避 U 「 を で や 心 所 」 で 表記 Ge 

「 ヤ や ト ヤ 心 ヤ 必 や 避 ヤ で SS 帳 品 で で や? 
栖 や 本 っ WW きつ 皿 Gi ト 中 ・ ト ー ト 了 
い ヤ で や 競 つ jp で や セ ヤ GS で で 公 
m マ マ つ 6G 路 己 @ を Oc. 上 骨 マ く Ih く INRGTN 
ロロ AH て し 商 Me@ で で 心 会 で 『「 民 田 ン と S | 
選 ロ を ぐう ce」 で や 店 S で も? 誠人 SG 
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を 0 所 公 OS で NSO 


m マ マ と つ G 喘 深 G 呈 G 細 季 思 G を いひ お 部 
うり 選 じ を で Pt6」 

@ いさ ・K く で 届き ・ 必 で マト h つ を で や 
(人 )“ 

「( 交 ) や 心 き で や や 」 

「S っ いり )G ボ ペー ドー 公介 放 来 
6 いや SS うっ RSR で KN トド 下 中 トト ・ く ヘー 愉 で を 
OO 愉 で や" や pp お で り 心 曰 時 の を る さ う 

抑 咽 男 む 36 も 7 トト 入 ふ ーー へ I ト や ヘー ヤル いび 
Pt% く 画 り つじ 選 で 8 私 キー6 ズ 写 G 由 
ひ JJSSRS 人 0” 避 く で ON で"! 部 皿 中 
し じ 諸 案 司 則 思 つや 心 の 昭 で し 司 @ 東 寺 置 で 
刀 で 46」 い P 由 で で し や 『 窒 更 ^ | 避 
りり 衝 で 心 」 の 昭 で て 刀 S 思 」 
@ や で や リン hO で 一 
ン リ 店 むさ うう“ 

「 人 nm TS 人 8 思 で 上 で 抽 胡 思 ーー」 い 
じ 還 で や "りう で の 剛 匠 や 心 員 で し 可 加 
人 S 全 し 刀 "押下 中 汰 や 屋 人 で "人 生 
ジン t93J 季 人 各 座 思 うっ 了 想 宮下 台 う で" や 


ヤ で 画 っ 妨 店 


IO て SN トー いて で ヒロ 公 決 だ 0 の 妹 


リウ SS 臣 ご で 宰 直 公 つ G つ を SS ン い 
じじ” 相 ⑧G 革 G 庄 更 司 公 回 選抜 6 心 計 / 
HANAA へ で 回 峰 凌 全 二 人 琶 り レン Ii@ pp で 培 
つの 刀 和 の) う 心 全 や” く ユ くつ 舞 避 赴 得 人 
PP“” や p 心 舞 症 N6 中 の 下手 公 皿 届 GIN ト マト 
い トー ふ 見 で 講和 Ma 
いし G38^ で 更 人 6 表 の 誠 で 貞 人 SO 
寺 貴 中 を ひし S っ 草 百 間 年 で し る さっ 表 し < 

| 寺 紅 電 を いひ Pte@ 到 で し で 3 担っ で 3 っ 
で し 6 恋 ( 朱 )) で つ 公 く ふ ーー ミ 公 S 
SU 婦 」 

@ 二 で し へ 人 和 和 モ キー バー つ 刀 世 で る 措 で ・ 

ヘー で 7 ん ル で 3 され" 補 で の ん で Pte いや 
Pap^ 所 全 ORS 得 人 O 必 で っ C っ CS 一 
ぢ GIINSN・ 和 ふ 心 へ 只 傾 で で 台 電 討っ 
を で で S 如 6 民 要 つと ン ピ " め や 心 で お の 
で で で て 中 公有 酔 で を で や 的” の 心 つ 
6napSS で 上 。 給 で お ” ヨコ 革 窪 @K ふ 人 
し P を で し ぬく お 人 7 塗 で で 台 交 めく 
ー て キリ ロー ふ 全 出 款 ビ を で し で 叶 め 7 

Jp 心 や リウ 給 で ビ で で て で さ ン ツ も 悪 " | マ 


演唱 料 っ 0 を で セレ 


じ 堪 咽 了 散 MM 生 
( 塚 )“ っ NG 人 RS パン で 尺 
で きっ で 思 お 9 る 台 還 で 忠生 二 じ WW 必 を 
の 

@ や で を で 抽 抽 福 礁 つ を SS っ Ge・ 
Ln 旧作 で 民 」 

@mQRG 革 じじ" mQGK 弓 更 幅 つ し うう 
RNN 
で むつ を 2 

「 必 ー ペ やや p) 四 の し 6 や で 8” 時 
SR や きく ” GO リ の お お 晶 つい う や め 心 
AOG 吉 生 で きっ 2NNA ド COPG3 給 いひ 世 
9 昭 心 ぐち で ヤ で お 衝 で "互選 3 田 
利 躍 い し 忌 殊 G 坦 職 宝 上 選 季 を 約 うっ 
尽 を で PS で SGer」 の 尺 司 人 で IO で むつ を S 
っ "| マリ りく SS 中 うっ 彰 つ し で 8 も"『 完 
押 著 を いし で 入 の RS 幅 人 で 演じ 0 「 や ドー 
心 を で や 赴 で PS で Ge うっ 和 を 交 。 0 ミ GR 
INK 穫 っ ピ …」 の 人 ( 陣 ) 由 心 つ 人 SS う 
つの を っ ec. や 心 っ 心 的 穫 G マ 
避 唱 給 で し 7 Pe 知っ うー pn 用 一 』 計 
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ぬ ⑯ 医 宮 8 還 | 屋 雇 じ 1 暴 唱 で 0 し 性 っ 公 DWn0OR ン ヤレ” で 他 唱 つ 妃 


っ 0 的 や 心 つ っ 心 G 軍 尽 回 や 中 回 や 壁 さ 
図 つ で 公 で 表 思 つと を SS う や も 人 S? 巡 全 で 
で よ G 揚 公 I 人 ト で K 愉 で で 如 闘 CUG” 下 
3 や MM さ っ つっ p で 公 N6 ビ つや 」 

@ に 議 り p 窒 の 到 で 本 ロ 1 マセ 則っ うし“ 
「 和 で 人 生 リ ロロ コール レ G( 醒 区 ) 瑞 事 全 罰 
いし 移 生じ 区 ( 競 )」 

「 杏 や 震 つ 人 S で 6 人 トリ ロー 上 表 」 福 で 
し SG 中 記 ニ 「 で Se で SO や を で 」 選 
いや ( 季 )」 

@ ド ロロ 陸 っ 。 そ 地 三 :( 人 )7 の 必 や つ 貞 7 
くみ 公 畠 0 や や? 3 で 季 つ 由 い ひも ^ 司 
と ン ペ G く ヘー で ビレ マ ペー や p 失 で 刀 で も 
路 屋 G 貴 ? も ^ Sm 唱 や 
m マ マ と つ G< く 人 S 品 を e く ヘー で っ 心中 
DS で 上 如 で や お つ を きっ ce・ や で 表 つ し お 


2 心 宙 で Ge 

「6 約 やつ を 揚 棚 人 答 で 県 6 や め 嘱 
屋 い で 公 で セ く し 人 生 や で きっ うう や 璧 ロビン 
8 昭 い ひし S 公 で 吉 つ ? ヤ り も 的 和 ヤ 心 っ 


心 叫 羽 で し っ 選 8 所信 で で お 岬 
章 刀 の め 昭 候 つ 」 

@ や で 本 い し 父 喧 つ し せく や 7 

Ln 昌 全 ぐっ お め 唱 人 
Jp せい いし 選 串 いじ ウ ン つ SS 
りや 尊し 如 全 で 」 

@ 一 5 つづ つ 志和 維 思 させ め 愉 つて で ・ 

「ー ジ 王 つ 台 苫 p で の 所 で じゃ p っ うっ GD 
9 昭 で 県? 人 生 で うう めで 選 te で や)) 
人 江 で 刀 さ で し" 填 キ ヘマ ー へ る 救 
り 長 さ % つ 上 加 ( 了 )) っ や 忠昌 で 妃 お 
? 尽 公 「『 玉 到 忠 避 必 」 い で レ い 近 o 思 
や っ や し 臣 つ りく ー ト の 閣 ひ じ ? で 
必 屋 皿 中 公 属 いし で 思 全 っ ポリ 唱 うっ 
で 
交 


ン 4 回 
っ や で 


! 


写 い 
て い 


さ 


ん 


く 


ィ 』 』 


福生 8 座 で 証 和 0 員 で 愉 思 っ 
も 約 ( 衣 )) や jp っ で CG 画 唱 公 特 そ 和則 いや 
6 つ 貞 ( 赤 )) うつ CG 還 唱 公 押 G 掴 口 べ で し 
過 の つう 候 」 

@"” 條 回 oo” ドー て 生じ で 公 ン 
き で や 選 具 りく で に 恥じ 6 お さっ Ge・ 

「 ヤ 心 玉 0 K く て き ・I ト ママ hG 租 丈 款 


ン も べべ 想 お 0 べく 公 百 ぐ ひし う 心 お 普 や 
* 中 うつ の を SS 人 う c・ 凹 届 の で ジュ 
@ 組 倒 つ つ を で うっ 6 や ()7 の で 公 交 
te シ つき 心 ? 吾 G 担 3 座 品 め 心 豚 人 で で し 
め 心 最も 写っ ン ペ AO で の 尽 0" 

「 ヤ 心 っ 必定 人民 っ で 6 民 < 吉 3 
* ( 移 )」 

@ っ うっ 担い し G お めぐ ロビ pOp で 叶 7 
う 還 ン 幅 の し te・ 

「 ヤ や 約 で や 竣 つ うつ づつ” や 必 加 の Pt0 つ や 
心 紅 te る 季 志 攻め 昭 條 づつ " 人心 S で 絞 
っ ぺ ヾ PS で お 判 @ 革 画 麗 Pi6 の 昭 璧 つど 
る S ン Jp 押下 更 量 璧 や 愉 千 りう せ 直 で 
P リ で 尺 妹 ぐ きっ うく 画 刀 人生 で も” 近 民 ピ 
や で やせ や で で 貴人 で 是 の めで SS 
っ く ヘ へ < 喘 屋 で 公選 RS KR 民 で 0 お 衝 
っ つ を SS う っ c・。 や ゃ っ うっ 租 叶 人 で 所 で Io 
必 凡 シン っ う 唱 本 で を で も 記 男 下 ひ 心 全 選 7 
トリ ロー つじ 愉 じ 室 人 ビ 「 人 S 稚 や で 所 ぃ 6 
りお 絆 つっ で 思 」 で し 必 It@ で 心 で ふ て TN 
誠人 公 で や 」 


6 4 


S7644 477 ど と ーーー 連 ボ ーー 一 一 ーー 一 


@ to うり 公 つ 6 つ 貞 7 喘 避 品 名 晶 
ste の” 竣 ン 陸 光 で の 直利 te で 
46 宮 " 

「 ャ 必 員 S( 赤 )) 加 下 し 8 ヤ 必 8 昭 で で 
RS て 上 加 で 思 お め 」 

@ 避 公 ” 大 避 堆 つ し 由季 刀 皿 箇 べ で で 
心 信 0” 世 光 で め 赴 眠く 生 り で りり で | 
nG リ の を で し 和志 公 季 87 人心 わ を 
さっ で むつ を で | 慌 せ 6 只 公 で で 拓 唱 因 
人 S い Pe そ 紅 格 夫 介 心 も ひ るり の っ JO 
っ を で し 季 ビ 7 尼 G 只 3 せ 代 te 明 抽 窒 
人 つ PW 刀 お RG 只 人 で 心 列 漂 品 
礼 到 時 品 く で で で で さ ン で し 7 押 忠 | 
幅 光 ぶり や で 電 只 つ ピ し ? 

「 光 夏 け ロー ャ で 居 過 GpGG さ RG 
愉 和 所 」 

@ 加 くべ 居 思 じゃ 民 上 課 黙 人 "足し さく ビ 
人 S” 尽 じ ヤ 心 を で し 直 季 で で Ge・ 
「 提 民生 へ へ いさ ミ さ で つ を 8 うっ 公 ^ へ 
Ah ミロ 東 昧 刀 層 人 で WW 如 お で や うっ 心 
尽 」 

@ や で 事 革 和民 人 し じゃ めす で SS うっ 表 め 
和 S い 上 で やつ を うっ c・ 折 革 填 で で を う っ 


いし 由 い し ゃ | 症 t@ 台 人 S 唱 8 可 う し で で 
SS 季 を うむ る や う 。 ヤヤ つう で うべ ぐ で 十 羽 吐 


つつ 
いじ 公 江 を っ むさ うつ で し GS で ぐ で うめ S 
ン を で し で 38 交 te で おじ れ ? ヤ で 人 色 6S 
で や ン ピッ oo/ で うう SS で 06 も で つう 門 や 
G 緊 時 せっ で 怠っ 尽 で ORG 人 SS" 


「 想 中 丈 由 つり う で て で 公 6 生 人 St0 昭 
ぐ で 上 お" ヤ 江 所 拓 著 称 革 で うっ ン 
ーー 人 の))G 揚 堅 還 刀 り で 揚 いし 
ぐう で 走 呈 G 革 じじ 地 師 ビレ う ン 6 心 SS 事 


ーー ン 季 洛 の つう っ 心 公 の 還っ 人 心 人 ooooee Oo 


押 癌 つ し "や jp で リ う 駅 ボ つ で 
9 昭 條 7 刀 時 定 で 8 掴 宗 思 で 妃 信 で 皿 
よし ロロ 生 JpG つ を さっ 必要 心 」 

@ 導い で むれ 区 ^ 門 陣 む し 央 聞き っ で 
6/ 四 い ひじ? 恋 下 む パ さ や 四 し 沸 由 
U 想 聴 玖 軸 らし いし" ふさ トー つ レ ンド ピ 
っ 心 ” 映 守 つじ っ シンパ きく 寺 束 一 一 " 

「 や” 県 全 避 皿 ボ で く 寺 ロー ミ h ユ さて 
へ や さや で 7 ヘリ ロー 中 で へ や の 公 ピ 虹 吾 じ 
所 GS 者 終 固 押 うめ 昭 で で う 
ヤ 心 由 民 お 掴 芝 0 で ^ そ 伯 ひし 必 思 で 記 
*6」 


@ 代 S や 心 SSGe・ 

「 必 お 民 田 尋 | し も" 鞍 記 G 屋 | 遇 
GS1」 

@ うっ 心 民 っ 届 層 人 じ いも で で 史 Ge 
「 ヤ で 全 守 名 で Re 名 申 全 いち 上 く 計 お 
0" 屋 染 ビ |1 遇 @ 国 唱 で で で や うっ 忌 ? 
や で 人 S 避 0 ポン ビレ SS」 

@ 「 っ 交 約 っ うっ 衣 妃 S 理 」 で じ 由 移 心 の 昭 
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coGHAphy 凍り リコ 7 ん (4 
8 DR テレ ビ 朝 日 系 Lc エン ディ ング ・ テ ー マ 
和 較 間 に の 2 目 半 双 :| 中 避 仙 1 に 37 ル ささ 所 


1st ALBUM 5th SINGLE 4th SINGLE 3rd SINGLE 2rd SINGLE PODH-1251 \1.000 ( Tax Incl.) c/w Let the spirit move you 


[Excellent| 「STAIRWAY/ 和 の 祈り | 「 ゆ ずれ な い 願 い 氷 遠 の 一 秒 | 「 あさ ら め ら れ な い 夢 に 
POCH-1380 Y3.000 ( Tax PODH-1244 Y1.000 ( Tax M 凡 洒 は \1.000 本 隔 し くり RUUOE 還 に 71 ク ] | き Ja 匠 d 語 MO ル OM に ア 7 月 ゴ 4 








そる 還 


ロン グ バ ケー 


還暦 2001 年 7 月 迄 を の 長期 休暇 突 を 記念 し て 贈る 、 
新 録 、 リ ミッ クス 、 ーー と な だ ク の み で 構成 
ロン バケ 初 の ベス ト ・ オ ブ ・ ベ スト ・ ア ル バ ム 





ルル (タブ ミソ プリ リリ ルリ 


FHCT-2008 3.000YEN(INCLUDING TAXj 


1.SUNDAY LOVE 8.Good-bye. PAPER LOVE 
2 シェ リー に くち づけ CA 四 コ で 
3.BEACH TIME 10. 君 に つい て 
4.THE END OF AFFAIR 本 EE 
5.LAST SUMMER LOVERS 12.BABY GO ROUND 
2 交 、 さ 1 の 月 さり 5i『- と 4 13. 雲 
7. 恋 する カプ セル ・ エ イジ 見 机 Sp ル と: 沿 史 6 
ee 15 唯一 度 だ け 
ae ※M-1.2.3.4.5.8.9.10.12.13.15.(NEW TAKE) 
679 ( 金 ) 新宿 リキ ッ ド ルー ム / SOLD OUT M-7.14.11(LIVE TAKE) M-6(REMIX) 


614 ( 水 ) 心斎橋 CLUB QUATTRO 
6715 ( 木 ) 名 古屋 CLUB QUATTRO 


ー 追 加 公 演 決 定 一 


6717 ( 土 )、6/18 (日 ) 渋谷 CLUB QUATTRO OPEN 19.00 / START 20:00 Track-2「LEGS'] (SWEETIE MIX) 


< 問い 合わ せ 先 > シリ ー ウ ォ ー ク 03-5477-8145 





Fun House 





Track-3「 太 陽 の 下 の 18 オ 」 (オリ ジ ナ ル ・ カ ラオ ケ ) 


FHDT-1013 \930 (税込 ) 
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Shiena ・Vo.G。 
Yujl Ono ・ Vo,G,Co.Prog.IKey. 


今回 リリ ー ス され た ロン グ バ ケー ショ ン 、 サ ミュ エル を も っ と 知り た いあ な た へ 
アー ティ スト ペー パー を プレ ゼン ト 
応募 方 法 / 住所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、TEL 、 最 近 お 気に入り の アー ティ スト ーー 組 と 


よく 読む 雑誌 一 誌 、 それ に 今回 GET し た い ア ー テ ィ ス ト 名 を 記入 し 応 
募 シ ー ル を 添え て 下記 の 所 まで ご 応募 下さ い 。 


〒150 東京 都 渋谷 区 恵比寿 南 2-20-7 (株) ファ ン ハ ウス / フ ァ ン ハウ ス トラ スト 本 部 宛 TRUST 


FunHouse 
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着 対 斗 韻 = 油 


ロ 叶 めい 慢 避 半 1S(1 


要 


\ー ロ NNS 


>- 昨年 2 月 に 傑作 『 ビ ッ グ ・ サ 


ッ ド ・ テ ー ブ ル 」 を 残し 惜しく 
も 解散 し て し まっ た ヴィ ー ナ ス ・ 
ペー ター。 その フロ ント マン 沖 
野 俊太郎 が 1 年 以上 の プラ ンク 
の 末 、 ア ル バ ム 「『 ホ ー ル ド ・ ス 


ティ ル - キー プ ・ ゴ ー イ ング 」 


で ソロ と し て 再 ス ター ト を 切る 。 
と いっ て も 、 も ちろ ん その プ 


ラン ク の 間 、 沖 野 は 音楽 か ら 遠 


ざか っ て いた わけ で は な い 。 毎 
日 こつ こつ と 曲 作 り を 進め つつ 、 
昨年 6 月 の 下北 沢 シ ェ ル ター を 
始め と し て 何 度 か の ソロ ライ ヴ 
を 試み 、 今 年 2 月 末 に は ミニ ・ 
アル バム 『 ス ピリ チュ アル ・ ラ 
イジ ング 。』 を 自主 制作 で リリ ー 
スー 一 つま り ゼ ロ の 状態 か ら 実 
戦 で 手ごたえ を 探り 出し 、 テ ス 
ト 盤 で その 方 向 性 を 絞り 込む と 
いう 、 まっ た く の 正 攻 法 で 自分 


_ の 音 を つか み 取 っ て きた の だ 。 


そう し て 出来 上 が っ た アル バ 


- ム は 、「 と も か く 甘 い ポ ッ プ ス み 


た いな の は みん な 排除 し た 」 と 
言う だ け あ っ て 、 ラ イヴ を 生き 
抜い て きた タフ で ソウ ルフ ル な 
曲 ば か り 。 シ ャ イ で 身構え が ち 
な 沖野 の 照れ も 迷い も 拭い 去っ 
た レア な 部 分 が 、 シ ャ ウト の 中 
か ら こ ぼれ お ち て くる の だ 。 そ 
の 生き 生き し た 存在 感 は 圧巻 だ 。 
イレ コー ディ ング する 半年 くら 
い 前 か ら ソ ウル ・ ミ ュー ジッ ク 
と か 聴き 始め て 、 い まさ ら ( 笑 ) 。 
た だ 十 代 の 頃 の スモ ー ル ・ フ ェ 


イセ ス と か ザ ・ フ ー の カバ ー バ . 


ンド や っ て た 時 期 が いち ば ん 青 
春 時 代 だ っ た り し て 、 な の に い 
まま で そう いう R&B の こと と 
か 忘れ て た ん だ よね 。 で も ソウ 
ル で そう いう の が 呼び 覚まさ れ 
だ っ て いう か 」 

「 も う 毎 日 夜中 起き て て 音楽 聴 


いて 、 お っ と 思っ た ら 曲 作っ て 。 
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半年 以上 そん な 感じ だ っ た か な 。 


それ で だ ん だ ん テー マ が 決ま っ 


て きた っ て いう か 。 あ 、 自 分 が 
この まま 堕ち て いく ん じゃ な い 
か みた いな ? それ は 思っ た こ 
と な いな 。 ど ん どん 上 が っ て く 
る っ て 確信 が あっ た か ら ( 笑 )」 
ヴィ ナ ペ 時 代 な ら 空 威張り 半 


分 に も 聞こ えた こん な セリ フ も 、 


50 分 近く を まぶし く 駆 け 抜け る 
全 10 曲 の 歯切れ よさ と や た ら 前 
向き な 詞 を 前 に する と 、 す ん な 
り 納得 出来 て し まう 。 特に ステ 
ー ジ 上 で 沖野 ・ ギ ター・ ベ ー ス 
の フロ ント 3 人 が 一 線 に 並ん で 
突き 抜け ん ば か り に タイ トル を 
シャ ウト する ハ バー ドナ ャ バー、 
* フ ィ ー リ ン ・ オ ー ル ライ ト “。 
「 こ の 一 瞬 を 撃ち 込め 」、 と いう 一 
節 に 、 沖 野 の 再 ス ター ト へ の 想 
い が 凝 縮 さ れ て いる と 思う 。 


「 ヴ ィ ー ナ ス ・ ペ ー タ ー の 頃 は 
な ん か ずっ と 迷っ て て 、 自 分 を 


さら け 出 せ ば みん な 理解 で きる 
っ て いう の は わか っ て た ん だ け 
ど 「『 出 せな い 、 ど うし よう 』 っ 
て いう 。「 ピ ビップ ダ ・ サ ッ ド テー 
ブル 』」 な ん か ヤケ クソ 。 あ の 頃 
は ほん と 俺 が や る し か な いっ て 
いう か 、 自 分 を 『 わ か っ て くれ 
| わか っ て くれ !』 っ て 感じ 
? で も そう いう 葛藤 に 関し て 
は フッ 切れ た な 。 も うい ま は 無 
理 し て 自分 を 由 し た り し な く て 
も いずれ わか る だ ろう っ て いう 
か ね 。 それ く らい 今回 は すご く 
音楽 を 楽し め る よう に な っ た 」 
「 今 回 は ある 意味 で 再 挑戦 し た 
1 戦 目 だ けど 、 何 か つか みか け 
た も の が ある ん で す よ 、 自 分 の 
資質 と いう か 可能 性 と いう か 。 
た と えば 何だ ろう …… > 要 。 を 
か ね ( 笑 ) 。 い や 、 マ ジ で ! 俺 は 人 
間 と 自分 自身 に 対す る 応援 歌 を 


歌っ て る つも り だ か ら さ 」 償 


YS る MM Le 、 テリ 
ペー の SS 


情 誠 加 王 洛 


ミ す ペ ・ーHIIVNIN の 民 欄 人 テ ミー 


チベット の 奥地 で 響い て いる 
か の 様 な トラ イ バ ル な フル ー ト 
の 音 に スク リー ミン グ ・ ギ ター 
が か ら み つく 。 和 を し て デジ タリ 
ッ ク な の に 妙 に タメ の 利 い た フ 
ァ ン み ・ リ ズム が ラウ ド に う ね 
り 出 し 、 間 村 靖 幸 が ちょ っ と し 
ゃ が れ た 様 な フリ ー キ ー・ ヴ ォ 
イス で 放つ 言葉 は 「 騙 され る 事 
に 慣れ た 信者 た ちよ 知識 の 海 
を 探る 賢者 た ちよ プ 真 実 か ら 目 
を 離す な 、 叫 ぎ 続 けろ 革命 の 
山 を 登れ 朽ち 果て る その 時 ま 
で 」 だ 。 こ れ は も う 、 世 界 中 を 
手玉 に と っ た スピ リ テ チュ アル ・ 
メッ ウル と し か 災 え ん 。 そ し て こ 
の TIME′ で ソロ ・ デ ビュ ー を 
果たす の が 浅田 祐介 、 その 人 な 
の で ある 。 

「 楽 器 持 っ た の は 実は 高校 2 年 
の 終わ り 頃 か な あ ( 笑 )。 で も さ 
あ 、 小 学生 の 頃 か ら コ ン ピ ュ ー 
タ の ゲー ム 作 っ て 売っ て た り し 
た ん だ よね 。」 

@ 楽器 持た ず の コン ピュ ー タ 持 
ちか ( 笑 ) 。 

「 い や 、 コ ンピュータ 買っ た の 
も 実は つい 最近 。 友 達 ん 家 か ら 
か っ ぱら っ て きた り 、 借 金 の カ 
タ に 奪っ て きた り と か ( 笑 )。 あ 、 
小学 校 の 時 は 学校 で 給食 だ け 食 
っ て 、 あ と サポ っ て 池袋 の デパ 
ー ト の コン ピュ ー タ 売り 場 で ド 
サク サ ま ぎれ て ゲ ダー ム 作 っ て た 」 
痛快 な 奴 で ある 。 あ る 種 ア マ 
チュ アリ ズム の 勝利 と も いえ よ 
う 。 だ が 浅田 祐介 は ポッ と 出 の 
ニテ ニューカマー な を や で 愉 を な も 
Chara の 全て の アル バム の 作曲 、 
/ し レジ ザジ キー ポー ド 、 そ し そ て 
中 山 美穂 や 安達 祐実 の 作曲 & プ 
ロ デ ュ ー ス な ども 手掛け て きた 
の で ある 。 だ が 彼 の 仕事 振り や 
キャ ラク ター か ら は 理路 整然 と 
し た 職人 気質 は 微塵 も 感じ られ 
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な い 。 そ りゃ そう だ 、 彼 に 求め ら 
れ て いる の は 、 既 存 の ポッ プ ・ 
スタ イル を 塗り 替え る ハイ ・ ブ 
ロウ な セン ス な の だ か ら 。 
「 僕 の 音楽 に キレ イ な も の が 求 
め ら れ て いな い 事 は わか っ て る 。 
も っ と 歪ん で て 汚れ て て アシ ッ 
ド で 、 で も ハッ ピー で ファ ン キ 
ー な も の だ よね 。 僕 ね 、 ゴ ッ ホ 
が 凄い 好き で 。 ゴ ッ ホ の 黄色 い 
色 を 斉 に し た いな っ て 思っ て て 。 
安定 と 不安 、 気 狂い と 天使 を 行 
き 来 し て る 感じ っ て いう か 」 
音楽 を ネタ に 音楽 を 作っ て い 
な い 浅 田 祐 介 の サウ ンド は 、 あ 
ら か じ め ロ ー フ ァ イ で あり スト 
リー ト で ある 。 そ し て 聴き 手 と 
は か け 離 れ た タイ ム 感 で 音 が 鳴 
っ て いる 場合 が 多い この シー ン 
に お いて 、 全 くも っ て ネイ キッ 
ド に 僕ら の 耳 に 響く 。 
@ 浅田 さん の 音 っ て さ 、BPM( リ 
ズム の 速度 ) 以上 に スピ ー ド 感 
を 感じ る ん だ けど 、 な ん か 生き 
急い で る ( 笑 ) ソ ウル だ と 思う ん 
で すけ ど 。 
「 あ あ 、 そ うだ と 思う 。 時間 を 
ムダ に 使う の が ヤ な の 。 だ か ら 
寝る の も ヤ だ し 、 食 べ て る 時 間 
も 惜しい か ら 一 日 一 食し か 食べ 
な い ( 笑 ) 。 僕 は 24 時 間 体 制 で 何 
か し て いな きゃ ヤ な ん で す よ 。 
その 気持 ち は サ ウン ド に 出 て る 


ーー だ ろう な あ ( 甘 ) 」 


「 音 楽に 人 生 変 えて も らい た 
ー い 」 な ん て ハナ っ か ら 思 っ て 
いな い 浅 田 祐介 の サウ ンド は 、 
自分 が 音楽 を 変え て や る 、 と い 
う ア ッ パ ー な 確信 に 満ち て いる 。 
プリ ミ テ ィ ヴ な スピ リッ ツ と コ 
ンピュータ の ラジ カル が 共有 す 
る 、 と びき り ア シッ ド な ブラン 
ニュ ー・ リ アル ・ ソ ウル ーー 一 五 


感 を 研ぎ 澄まし な が ら 、 死 ぬ ま 


で 踊り た い 。 仙 
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ELECTRIC MILK SHOP 


北海 道 地 区 ニテ 





圭 区 堂 四 耳 目玉 
幸 区 堂 琴似 店 
玉 区 堂 オー ロラ タウ ン 直 
E。 コ 紅 の: いた 
主 交 堂 PASEO 店 
ココ 

E 1: り と 
95 
サイ キー 楽器 店 
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フリ ー ウ ェ イ スー パー レコ ー ド 
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三野 屋 福 香 店 
に E まり と の 
3 
2 プレ 所 ーー 洪 谷 店 - 
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山野 楽器 調布 バル コ 店 

出 野 楽器 サー ロー ド 店 

を - 壮 証 き と コ 

ンー > ンー シン 


東京 石 支 電気 新潟 店 


ーー 
加 豆 電気 栄 全店 


ら 人 人 
AV - DEPOT GINSEI ス カイ プラ ザ 
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4 
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ジッ ク ・ ヤ スナ 夫 宮 上 店 





と アル キュ 3 
山 遇 楽器 子葉 店 
アト レ 店 
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シー すず 

に 寺 を =3 と ヨ 
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< 中 部 - 北陸 地区 = 
音楽 堂 栄 地下 店 


松本 屋 ミュー ジッ クタ 
ンー ンー 
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各 豊 ミュ ー ジ ッ ク シ ョ 
各 典 ミュ ー ジ ッ ク シ ョ 
アン ジー 
・ ヤ マギ ワ 


と: と 生ま と 


ファ クト リー 
ッ プ 環 田 店 
ッ プ 豊和 頂 店 
ッ プ 浜 松 店 
ッ プ 岡崎 店 
ルン 





と 

アシ ジ シー ネ レ コー ド 難 肖 店 

イワ キ 堺 も ず 店 
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と: ac :: わ お : ガ た ココ 
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チカ マエ 楽器 店 

> コー 拓 シ ョ ッ デ プー 区 


ンジ 
に 7 た 


ビー バー レコ ヨー ド 京極 店 
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クボ ポ ボート 山科 店 
クボ ー ト 高槻 店 


サン トリ ア 西 武 店 
ん:】 
ピー あッ まっ 2 ニ 暫 ん 


ナン バー ウォ ー ク 店 
ナジ バシ ティ 店 









ミヤ コ 召 小 高島 主 店 カ . 州 地区 

ミヤ コ 千 旦 中 央 店 ンー 衝 に な ンー 人 <) 
ワル ツ 堂 。 梅田 店 に ント だ に 9 
ラル シ 堂 ′ 日 本 頂 店 太陽 レヒ コー ト 

ジコ 旨 隊 り た あり: コ ビア 人 たこ ジー に 
ワル ツ 堂 ′ 棒 葉 モー ル 店 ベス ト 電 器 LIMB 福岡 本 店 
ウル ラン ルコ 症 還 = ドン た ニチ 】 守 3 2 


ツモ トピ コ ーー ド 
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高知 店 
松山 店 
フジ レコ ー ド バイ バス 店 
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6/19(mon) NAGOYA CLUB QUATTRO 
Tnformation : Jail House 058-936-60 人 41 


6/80(tue) OSAKA Shinsaibashi CLUB QUATTRO 
Information : Sound Creator 06-357-9900 
?/8(sun) TOKYO 8hibuya ON ATR WE8ST 
Information : Disc Garage 03-5704-3800 
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@ や っ ( 交 ) 正忠 掴 所 民 加 爺 聞 
提 G し っ ぃ 6 つの 昭 っ うつ で 
On っ NE Na 
で で ご ル うっ pG や うっ で しゃ 所 


Ne3J 昭 心 ぐ で も 6 りお ハ ・ ャ ドル 
03662 

@ 赤 や や 避 昭 避 く で レ か | 刀 S 届 
料 上 尼 栓 を くさ うく で の S 所 で 
じ 昭 で 忌 さ も 0 で し (部) 


_「 入 ん で きっ うめ 昭 う セ 」 


@ 人 失 16 で うう U で 

「 ん Cm 補 pp 芯 を や 壮 さ 
Pe で し じ 術 つじ しゃ" 環 理 …… や 
の の 掲 ら せ で DP で UP う で 
Sp で のり 届 …… 郊 応 園 名 上 
0 刺 蝶 で レセ コ 」 

@ や で し 了 林 も らく や 6S り で マセ 
AS 

「4ee。 草 や 克 装 愉 人 セレ 
セ ′ や 宮 」 

@ hoH6S)G で 7 や や 心 を で し 交 
で ワウ っ スン 7 m ウ の デー ビデ の と 
いや っ CG 皿 り 公 型 唱 拉 く Op で 
SG ざっ うとう" 尽 じ 帆 ぐ SG 公 で 7 
較 収 じじ うっ 心 くつ を で う むう)p 7 
1) っ 克 や く ヘ テロ 8 で じ 6 
も 1 で 

「 疫 交 ” 憶 較 じ も で " じゃ | 長 で 
必 長 で セ 昌 回 全 也 と ン と で で Q を で セレ 
で S 居 や つじ せく し で や 」 


っ を 所 息 ロ ヤム コロ を で うし か 


ュ よ @ 
| は 


0) 
@ 交感 G う っ で SS りく 和 ヘ 和 と 
むう を さ ン レト さだ で で 尼 で ご" 
判 G 革 " 振 軍 4 剤 地 史 じじ ヤ " 医 記 
G 陣 加 G 下 人 G 弄 心 公 旨 詞 長期 
いっ ye) 昭 心 じ つ き o: 

「n で ヤ で で せ 昭 っ 選 る 臣 記 
G 表 因 史 の 。 下 く で 呆 う うっ 
いし うっ う 必 で" 則 和 人 て ロー 0 
人 S 来 じ ば うべ て ゎ p う っ 06 くつ で 心 
*SJap^ や 心 交 で や 押下 HAN て 
つき RM ら 0 い りう 0 て NOM 
うり へ か トー や SS 介 の 昭 っ 選 」 
@ で で じゃ 聴 訂 郊 四 りう っ 心 べ 本 
4” や G ふ へ 心 ト ー 避 妥 や さ う ペ 
じ か や で 7 

yevwote 74K KN. 綻 MA 
る で ン で し AO の )) 交 NO 公 仙 」 

@ レ Il ぐ 公 下 G 幅 押 る つじ 幅 だ 
や し pe386 0 や ふさ か トー 
っ 心 四 浮 G 熊 「 四 て 半 選 回 『 
レ っ teG 間 」 で で じ っ 必 撮 演 公 仙 NG 
く Q や SS 操り ( 閉 )。 細 只 避 昭王 
つつ ゆう mW むふ うり 『 


「xce′ wwG 咽 こじ っ っ しゃ" 上 馬 
っ っ て や SS し じ 徹 Ot@ 洋 は 
か よじ っ 6 で の りり で 
うう 全 つる で 」 いじ 魏 つ で 」 

@ で いで 

「 心 っ ろ 心 で ……・ SS 材 っ ら 
を やう し ゃ で (部)」 

「n@S ん CS 必 因 じ 1" 悪 」 
@ 仙 回 G 革 杯 0 ペ pD も りう で 刀 
皿 避 鷺 り ( し しさ うし も つて 7 
の まあ に 096 SM 
心 明 心 公 皿 上 は CO PIG ペ じ しわ 
で ? や 心 ろ 心 / 和民 ひど レ う 心 公 」 
@ 凪 具 り 意 也 か NO レ う で 公 " 
「 交 ′R 可 到 と 幅 必 の 心 じ 
な むう)」 

@⑥ Gi の で 上 ン つう 
し SS で 


@ や GII ふじ 野寺 人 で レン や や 
yt6 KG 
「 避 じ 由 QR 代 自 うう 公昭 
いじ (N【)」 


@ いや 161616 一 . 


ーー ーーm ーー デー ニー テー 


「yJ)J で …… 選 6 選 ( 直 )」 人 6 
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BUCKTTICK 


本 了 * 葉 明和 0 坦 四 中 W 了 Ne 
「 契 81J で を CO し っ 心 渦 っ トミ < 
員 押 つつ トミ さく こく ぬ を で こ 刀 公 O 丸 じ し 


@ 16 本 1 て 昌 記 で 本 G「 ト さ 」 
GR ふじ ド 公 区 詩 @ 雷 G ぶ W 興 6 
ご 、 6 ふ ャ て ミ 條 失 も くじ セ 
時 

「 少 で ゼ 夫 じ ち 」 
ANAN 
を せこ GS” 羽 さ くし ゃ で | 
「( 赦 ) 介 電路 る 入 〒ー ミ いじ 撰 
DO 選 〇 を さっ し る 」 

@ や や 1 や で で) 一 そ へ へ 叶 S 


奈 じ つう の / 


「w じ か っ ( 閉 )) 6S で ざ 公 
トペ レレ "うっ で で 玖 り 昭 " じ ( 装 )」 
@SG 人 で 回 GK ト さく さり レ | 
尾 志 GS 了 の ひど 選 HA や トト て せっ うっ じ つ 
16 いい 

「Ac ぷう し レセ 」 

@ Te じ や 條 本 や で G 革 ロ せ 
16 つ 1 で | 

AS」 

@ 下 入り口 NGAm 半 


3 人 お) KK つ 刀 で ト て か で 
宙 わ 選者 う の 公 リリ 咲 国 導 忌 う 
心 GS 人 SD の 昭 必 くも むむ“ 
さ で や 條 回 や 心 っ 選民 っ 
じ 守 革 < 尽 "や マレ 人 S で で 

「 過 民 唱 提 ぐ や お 「 人 きっ 民 到 っ 
っ ざき 人 S」 り ソレ や p 改 理 綴 の 加 
SM まり RNN 拉 
004 0 ん れれ Wa S 修 

レ ひ DP? Q 人 DC 
せ ふ ー・ も か へ と し ) 公 ) ふ AK 
則 G 表 うう) 公 や 心 う 避 @ 公 次 
や おく) や 必 っ 心 相 陣 つ を うふ ツ 
DO へ やり 民 誤っ で 給 
っ 心 G 公 人 SD で し や 避 人 到 志 
の 5 か 


OU 


「 じ DD′ で で S や 心 っ 必 包 つえ や 
っ で いじ 全 m じ を の し じ W 刀 牙 
レ っ で GGp 避 電 由 避 五 飛 h@ 公 7 


4pm | DD や 心 う ひで の を で う | 本 
幅 ン 由 S う っ 眉 公会 拓 で きっ う を 
いし 2 の 0 MRO 和 まだ 人 の 
MP ぃ 9 押 細 りり 公 和 や 必 う 依る SS) 人 で 
ツレ G5 革 (拘っ うり りり) 避 届 共 諾 
つ 字 〇 で や つつ で うじ し じゃ で 」 
@ と いむ 三 喘 上 困 G く ハー 届 胃 っ うじ 
Ne ぇ 3) 協 皿 司 志 室 回 じじ)6 愉 
6 

し や か ツウ ツ セ セ 」 

@ 忠 全品 NG 捕り 下剤 広 記 員 
きろ うう) いじ 押 S 天 ぐつ じ 6 6 人 心 
ざ 培 つ S つ な 0" 

「 交 交 。 坦 電 この 刀 公 避 可 べ 
p ん を いや ど 6 る 人 ざ 必 t6 
C ウ っ う の いや うく や の で で 
いう 和 擬 ハハ もそ ふつ で を で で CO で 人 」 
@ SG く ふ 届 ふじ 思 で ご S で 
6 補 索 懲 じ 軌 公 搬 敬い む で で ビレ 
NO 6 で 8 悩 の 例 p 心 選民 を で 
Ne4J 還 の ぐ で レ 屋 -6" 


「 仙 内 人間 坦 " の を 交 坦 昼 償 や つ 
さっ うっ 選 R で や で M 公 いふ N そ セ te 0 うら う で で -」 
@ ( 押 ) 揚 や や 必 昭 選 人 名 @ 叶 
で で SS で 「 條 要り 余 う 忌 人 
SWCGn) パレ ME 凡人 で し W 
く 和 と 0 や じ 収 作 IO で し も も いり | 
や 心 う 心中 補 Rp 選 選 胃 じ 応 
うめ うっ 必 箇 つ DS で 選 く マウ つ で 
iA 
ee 8 和久 8 お YA ぶさ 
ぐ 王 や ゅ 喘 尺 Sh トロ OS nh 
りつ GT じ 岬 で で 場 む 玉 p で も 
喘 尽 G ぐ や AA ふさ 皿 の どじ っ う 心 
Gy 年 邊 そ 和 下 そ 生じ でも 
32J^ p 心 給 つ ン で の し じ 季 を 
(部) 」 
「A ペ くく で 角 で さ UQO を 心 人 で 
谷 り 昭 り レ 」 
@SS 似 提 で 居 が で で 
「S で 公 和 へ 入 ふ さり で ぜ で さ で いざ 
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て nmGD て で モ ゼ セ S ぐ で ト 人 きく 
で 骨 的 所 選 る う っ っ で 殆ど じ ド 
人 S で ぐ 『 和 へ AA ふさ G 振 届 門 て 
C.Q を S」 の ひじ 由 ど レレ 桐 心 環 
人 駒 じ を の し じ く む ? 担 湿 多 


レ じ で 人 で っ うつ で り の じ ら ツー ドド ト ャ 
AANG 二 は 8 の 、 WBI 
つ ゼ 担ぐ で Q 班 つ 到 さて レ 」 


@ ハ けつ せ 振 パ ) 心 う 心 舞 や せり 
8 で で “ 

「6 交 入 人 スロ ・m 和 ロロ ・ 到 人 
で 共 N0 く ふ ー ハ レセ 」 

@ つい こつ じ ぃ (Sno 問 案 N・ 
7 中 一 込 か ふ で 避 福 唱 暫 じ 正 NG 
ぐ じ も で 

「aee 7 過 9 明 うつ 所" で そ 和 ヘー て ロ 
うり 公 電 選 で Q を うろ つり ^ 
っ の OS(NK)) 回 や 避 シ 
共和 つま 心 人 ( 赤 )」 

@ 651616165 UMG 査 中 氷 担 忠 
けり くい MG 人 やじ っ 心 夏 せ や うっ 
ド M ONV6.KN4A 

「 3 Q 舞 想 和 人 公 じ 選 で 」 
介 TA 
PO (人 だ たり D が か 


幅 ら 所 羽 KO) 『 尽 宙 和 で を で :」 
MO( 才 )」 

@ ピコ p 半 公昭 心 り 員 国人 Gmー ヒ 6 
に さく くり し 電電 「 尽 補 和 で を:」 
うり 昭 心 で レセ や" 


RG TK0 9 きす ) 


@ や 交 湯 DD うじ うっ むさ う 度 じ 
押 中 Pie で し ? 公 2Q 下 了 境 
の hh 刀 地 0 MiG 條 本 くせ や 
YO いう で 公 で を セ っ 江 公 N 掴 
吉 聞 中 唱 や レン で KO SO を で 
ーー 氏 び ひじ レ ソ く し ちな むく 
「 間 壮 。 更 志 」 

@ 選民 宮入 以 や ロー じ 條 壮 
0 で 3 慰 縮 G『! や ふ ハ キミ 」 ル を 『「 や 
か ANK・ く (か ハ 」 MR 人 SN0「S 
で PJ) で くさ で る で を セ うっ 凡 和 を で セ し 
Sci」CP っ IIHKAKp 
で ン さ う さび し M 由 0 レバ 
ee ee 」 
@))G616 過 で じ 末 SO 性 定 さ 
ep 6 る OOO 名 可 
ーー 中 公 交 9 で ね ン さ うっ RS の 


む ぶ Pi6 信 つが せ 皿 可 つ せ う で し レ 
由 ひ レポ つ 選 4 で 

「 や レセ バト ふ ふ 届 へ 此 起 、) 
RS こそ ーO そ 、 う 人 RS 正忠 じじ ポ 衝 
ら っ ぐ DDp エ じじ 閥 0 刀 マ ピ レセ 世 り 」 
@ が で や 心 ら で 刀 骨 色 めで だ で 
ご を セン 豆 民 ロト エー ロ 財 
セン 16 居 会 つや くし も 

「 角 弄 衝 心 う 心 G や 7 や p 必 避 ふ て 
て さむ し 求人 で レレ 系 ik6 習 器 S で 
レツ で レセ 世 め 避 」 

@ で ウレ を くさ S で くし も 公 で ] 
5 移 の … 坦 虹 王 洋 で 公 で 刀 
いい 人 回 舞 鎌 XN0 あ 人心 S の )) 
6 ウツ 本 時 じ ぷう で で RS で や 
C レロ 3 りう 昭 う 」 

@ 到 で 條 回 や 皿 目 珈 釣 洒 つ て 人 
組合 じ 選 る で 

「 AA 」 

@ 尋 で で べ RS 提 っ めで め 心 hG6 公 
3W で で けり 提 じ さ う の で 補 O 
ね うり 昭 心 レセ むり) 6 評 じ 
An で くじ ね 公 " 

りー ペ 6 交 ) PON や リロ 
雪 NeK 取 愉 刀 つき っ 必用 応 
Sp 人 S で た (人 『 和 0 性 


She 8 で で の 8 昭 の じじ ( 掲 到 “ 
Jp 心 を つつ 公 さら で ひじ っ 心 ( 悩 )」 
@ や だ や 皿 人 RGAA 羽 宇 ト エエ ハ 
ヽ 表 必 t@ 皿 岬 会 台 公 Q 企 回 
けり 心 う 心 測 公 隊 で ひし っ 心 遼 
pHK む お 硬 で W46 で で 

TANte 6 坦 玖 心 っ 心 皿 是 8 疫 t@ 
人 

人 胡 3 企 本 や で で し 皿 目 和 へ 
I 必 y ふ ーー ジリ つ じ 公 SS 羽 由記 め 昭 
C じ で で で -( 陣 ) 

「 四 中 レレ じゃ で で -( 濁 )) 人 拓本 
Si 匠 NG 壮 じ 3 民 癌 玉 め 昭 う 
6 選 3J) 」 

@ や ひつ そ 8 ンジ 皿 旧 公 骨 ら うじ tG 
折 妹 人 公 や 心 ろ 心 Gp 介 夫人 凶 人 S じ 
「 欄 G 王 0 り じ う う パ で 人 」 の し 


人 @ む うめ 必 心 で さき う の 7 月 6 
じまい ハーレ ふ ロ 人 トー ぬ N 熊 
や お も さらっ くり 昭 余る 7 


re や 心 じ も 4) を 0C38G 
頂 鹿 で の 0 心 公 ) 心 を し 昭 う 
⑳p" レ うっ ぐ 38 交 う 夫人 6) 昭 う 
4 屋 | 選 公 で) 舞 提 走 り じ ie 到 6 
AA ES 一 明 YR お や ハ か 


BUDN-IIEK 


軍 図 t@ の ろ 心 会 や 心 っ 心 阪 地 
や USt0G 公 p 心 | 星 っ さり ビレ 
っ で ? 密 R US で し 志 ね で ke 3) 
『 玉 褒 移 玉 ー ニ 」 ぴ レ ( 赤 )」 


JpG 叶 で G 医 国 つ を さ う し も" 
「161616? ん で ご 宜 W 直 いじ ぃ 6 
代 で し 征 唱 介 6 せ じ 堅 じ i6@ で 世 
うら を さっ うし も で で や で じゃ 心 
で や を 心 く し も 密 己 で で ヤン 
9 ふう) 棚 や 才 ソン it@ つ 」 

@ せり ヤニ 0" で で 公 
j)41 友 めで 刀 居 付 で 交 う 
癌 GS で や WO 東條 本 ふく ロ 條 で 
ーー ドー っ ) 二 か や 表 和 0 上 うう 
回 回 きめ))O 昭 ひど レ つ で マ 
Ne で しい で " 

「 競 "し 人 回 公 代 で" ペロ 由 
YK ト KO し っ 心 巳 油 の そ を さ ン ビレ 
区 っ 共和 羽 の 昭 っ も だ "リリ ) 
で や むふ へ ロト エー や St0 つ ) っ っ 
で ぐつ を さっ し も で S 補 」 

@ jp 忌 wc36 KA 到 jpT 人 本 
博 GKGS ご 嘱 っ うふ ロ 條 エー 上 宰 赴 
つ P@e うつ 玉 で うう 心 つや で 

「 條 演じ も で で 」 


の で で うい じゃ レ OA03 昭 セレ 
Ne で ん でき う 居 下 Ne じゃ 
豆 林 で apM ル ひじ 刀 世 め 

we で IO る DD つ で ぜ う っ つ ) 
SNKAG 提 で レ じ う で で ぜ パン 
で で で うし も S で で じ p や 
pmG 8 相 迷 重信 NG 
じ う っ 心 民 玉 全 で ( 閉 )) へ 和 くく ー で 
Q 尼 公 二 しさ @ ら 7 や で や 
人 SO ) リ で 継 全 や 刀 で うう 公 や 
心 っ 心 依 p つ うど じ っ 心 地 つ し 
4S や G 心 レン I@ Sp の つ で 
さらう や や 璧 う ぐ G 到 」 

@ 仙 泡 mー に ゼ ” や 6 朴 慌 で 
角 壮 く ヘ へ とう つじ し 寺 レン SS 
路 還 GS く 和 へ と パ さ の 了 り ト セ 
xX ロ トト KG 下 選 財 っ うじ 准 公 つ 
レ っ うっ ン 6 人 で" 

[っ うた” や 代 居 民 を で うじ セ 」 
@ や で で 條 本 地 玉 で] 

「( 赤 ) *Qe? 反乱 心 ロ 全 つ じ 
を CQ を っ う 0 し っ で ぐ G 公 She 
SR ①」 

@)G ト さく くせ や 6 雪 所 全 公 
さも SiC Pe 症 呈 どじ し 邊 つつ 公 
つ ポ で " 


「3 心 や で や し つ ゃ で 心 Sw | 
嘱 忌 選 畠 っ じゃ の 遇 や の や ボロ 
EC を で eS で で じ 稔 つ 
3 雪 じ 0) 昭 う 記 うめ 」 

@ 舞 SW 掴 Q 過 とじ う 候 湯 公 で 
「ae4e 選 で 人 S | つ つう 昭 う っ 
も む 3)′ 所 お 」 

@ し じゃ p 舞 掴 抽 上 SS で が 
h 虹 Oxe で や じ っ で G 立 つう っ じ 
かむ 民 

「 う を ^ KK 羽 下 つ YO し し 
seeS 介 公介 Ne させ っ うじ ち や 」 
@ 四 (RG 革 は で 


「( 千 )」 
@ ( 下 )% つ ゼー 富有 師 で 皿 目 | 
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い ー ふ 愉 酔 で せり せ 昭 っ う 」 

商 換 「 で "人 G 本 "部 や 衝 い で 
きさく へ を 抽選 公 | 四 還 っ の 昭 
ぐも や ゃ ” 忌 *Q3SIN ロ ロー へ TA 
・J り トド さく 公 ロ つじ し じゃ 皿 人 下 じゃ せ 
心 利 で ピリ で ロリ ロロ) ひ ウ ドレ っ 
心 想 査 S 財 硫 全 但 の レ や リロ 


彰 細 や で 選 さ Gh 必 K・ ト ミト トト 
G 逢 中 で くい ビレ | 模 せ 居 玉 世 財 
で RS いさ セタ Ne で しゃ むく) ( 玩 ) 
p 皿 昌 公 占 つじ きっ Ji し ト 
InK・ ト ミト トド ト G 震 上 公 半 雷 や せ で 


- 隔 Pe し? ャ 心 っ 心 欠 中 し 


人 回 G 走 導 や ん で 8 で 部 つ うっ ゃ で 
せ さ で レ う で ぐ G や 適 三 6 つや も で 」 
@ 定 六 束 つつ で で 選 く し も で “ 
責 覆 「 心 < 4 他 つじ ne 到 ) 公 " 
押 咽 せ 齢 べく で 人 で で し 四 旧 革 
居 只 で の Pte 履 DC っ ヤレ 
居 唱 信人 り の Pe 思 到 意 KJ” 
で PS で GS 人 交 り 公 区 て 虹 
菊 口 朋 っ 選 さ セ ke くも むう 7 企 
回 刀 や で 0 ささ つ 刀 で し っ う 必 やむ 
し "4Q 功 や を く p | 租 ( 二 ) 
年 で Pk@ つ 」 
欄 攻 「 う を ′ 無 覆 腸 ロ 中) で S 担 
班 6 閉 むさ 公 で GSR 棚 む 」 
いじ 帆 で で し 」 
凌 覆 「 押 パ ーー や SS 娘 せ 由 で で 
ヒ 

ーー ーー ーー ーー ーー 引 
匂 覆 「:p 心 互 公 村 0 豆 っ 邊 0 忌 っ 
いし レ 由 いひ レ gy ( 悩 ) 」 


用 杯 「 っ 人 G 員 名 Q や 違っ 
っ 避 覆 や で O 選 し も や " 愉 く で S 臣 
つ * 候 等 壇 隔 い レレ "1 く G ス 
公 Q 旧 守 昭信 ひじ 違 


緒 り 愉 く で 昭 必 を さ う しゃ で “ 


や で せ 因 と ン ロ リロ っ 0@ うさ っ う 品 会 仏 で 
必 衝 ′ SN0 JJ) し 交 Ne 到 宮 り マス 
公 玉 we 中 い ひし" で く 公介 拍 じ 
gm ふ ′ 和 ふ 分 下 ー」 
瑞 覆 「 せ 公 で ん を で ご お 0 判 @ 革 羽 咽 
ご 画 っ や ささ つじ te で たつ を S う っ 
"や 心 っ 心 凡 嘩 で 豆 さ も で 
1 ぎ レ ン I@ くつ の を さ う し ゃ 公 ? 
いし 現 や 昭 ( 刀 く し むう 」 
杉林 「 を で やご 則 黙 り 0 レ ヤ くさ 
ーー ズ 臣 っ 心 品 へ “ロー ふ ーG 
昭 提 こく こ ふ ー ヘ いじ っ うっ 心 G で せつ 
や 心 尼 咽 や 交 Ne で むつ を さ ン ピ レ 
で "時 四 し 加 到 天 呈 つけ りさ te 7 
融 G 能 jp 基 也 つり SO 7 
りさ 区 < 板 幸夫 仙 囲 作 加 ボ 6 強 
謗 や で 記 ペ し ち ” 條 回 GN ト ミミ 
や や る 候 葉 匿 操 民活 SD 殖 む っ レ 
直さ 6 つ 刀 ( 郊 )」 
欄 攻 「 じ めく ふり せ 尽 や 押 で で 
じき RS で で し ( 交 )『S く 公 へ ト 


で 


て くっ 日 記 痕 で で じき うつ を 


く 』」 い レコ 

@ で レツ pp 棚 で O 心 の 公昭 
い レ さっ うつ を で さ う し じゃ ち S” の で や 
Jp 還 N や 抑 環 G く ヘー で QQ7 
「 捉 直せ やり 愉 で 刀 全 で 氷 る 」) 心 
ー」 症 疑 傘 0 さ 「H6 一 2Q7 
らい ン さ つ せ SS で や 」 め の 棚 選 捉 で 
っ も 90 つね っ ー"「 そ 世に K ホ らら“ 
つづ | 表記 ー 窒 掴 龍 せ 一 」 
SR 尿 で 公 で K ト ー 公 G 擬 容 昭 っ 
い ご 近 選 で 。 皿 上 中 刀 選 6 三宮 
率 く く 環 呈 ビ じ っ ン 人 SS 宜 過 握 
器 つ ば 人 色 つつ 人 S で りり の) ペー ハ 
な 中 特 セ ピッ ン 信 選 守 人 一 
欄 攻 「 し じゃ 條 | 軟 人 V 信 ふ リロ S さ で セレ 
NG や や リウ レセ むう 7『 衣 やせ 福 班 六 
刀 」 う 尺 ( 半 )」 

@ ap や 心 っ 心 撮 之 6 吐 貴 避 
で りつ し た で Pe で た じゃ 
*” へ トー くさ HG 下 4" 
杉林 「 に WP し も で で (部 )) レレ 
Jp そい Q を うじ し” フ 判 @ 革 ′ 皿 四 
GS さ っ うべ ふっ し た べ で て で" で の 
皿 是 全う っ 公 で 心 っ 心中 弁 公 胴 
む た te で セコ づ 」 
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名 杉 「 し jp や で で し 交 で の 
叶 札 つき っ で こい と さっ し ゃ で で. 
皿 N 失 G 革 や せ むら で 胡 除 採 や で で 
っ っ め 昭 心 で も む )? で 公 豆 
3 音 4R 呈 SS 則 ロ 穴 し め ) 公 ” 中 キ 
ーー6 趣 忠 じ 交 で や さめ 公 一 や 
で 表 凡 刀 ) せ 昭 っ mw 公 や 
で 部 坦 豆 時 で H を キー 応 
う さめ 中 の も 0 で し う っ 心 乏 で 
民間 Ne の 昭 心 9” 電 
朱 編 WW 民 を で の を きっ SC セレ 
懲 つ や さ セ Ne くし むう)」 

覆 本 「「『 上 任せ 選 で 人 で せめ で 
で や せ 』」 の で で し 者 綻 王 も さっ うべ 提 
中 6 民 "ペー へ へ ホー ママ 
必 を で こき ざ 公 つじ ( 志 )」 
@Pp や 心 っ 人心 久 四 やつ さっ 
麗 長 w 抽 つ もぐ の や 物品 ※ 着 
革 壮 岡 串 語 せ っ で 凌 し っ で で モ 
NOJa) い レー で つ せる 心 析 上 記 
3 う 昭 っ も" や で で レ く こつ くつ 
押 岩 品 唱 陣 や も te G の 臣 つ の ン パ っ 
S 堪 机 も や” 編 っ 査 所 玖 下 芯 志 
さむ で せ 和 ふさ で で むし“ 

BR 
嘩 っ し ′ 時 っ し te 吉 り p 明 Mw と 


公 や ピーー 表 渦 球 や 尽 じ j ゃ っ っ < 
し むふ "10 6 昭 除 料 じ ゅ 7 条 
掲 衣 し じゅっ っ うふ 昭 心 む ジー 心 
っ ぐ で ご 対 角 公 末 む で 打っ 
WMAKK 宮 己 せ 福 玉生 KO 
心 古人)/ 部 せ や 心 っ 心 械 きせ 球 表 
? 過 全 で 
NN レ 『 剖 下 つ OS」 で し 由 っ で 
人 S さ 刀 や せ 交 





つや ゼン で うべ 


SS で SR で 人 S で 台 人 到 令 つ 刀 
JpG や や む " 所 GN で ミー 
咽 つ し 利 選 S う うう "や で せ へ 本 
ー・J 人 ANKD 選 っ うじ ば うっ 近 選 


SS で ウレ つ で 心 で 」 


ーー@ も ン で で 0 し じ っ 2QO つう を っ も 


(部 )“ 

抽 導 「 叶 G 世 史 や じ ke で で や も 
や で ( 交 )" や じゃ 将 せ Rn 下 キル セハ ・ 
Am ロー 人 N6Op さ こせ で うっ う 人 で ST 
) で Qp 指 咽 口 填 賜 つ レ し や 6 甘 公 
必 懲 つ ゼ 由 避 貞 ロ つ せ ご 普 属 避 つ 


Many な お づつ 導 芝 
も や に ーー 0 


Sym じゃ で -」 下 選 う で 祝 ら で 
し 寺 G 革 し せ 殊 で の 天 つ ? 


つ を で うう 中 泊地 芯 う うめ 
OS 介 N0 で つの を で さ う 公 さ で レ 」 
剛 医 「 で | 
で SN で し うっ 心 G や で さく し セ 
6 っ Cm 一 一 野 思 画 公 や 心 の を 
さっ SG で 公 pD つ で で う むー 朱 
咽 由 朋 時 さや G 巡 半 te で レレ 6 公 搬 
SO し 聞 っ 隔 ひ し し "で せ W 
さく 抗 し ^ で 和 理 っ 和 人 Sto や 
むし 失 で DOQ を GSp つ で さっ 
で yp) ルル で 8 で 民 て G jp6 症 
さや うさ ひし じ う ぐせ 肖 う 交 さ 
な で) 刀 や GR で で し うっ で や 6 


II 


刀 提 選民 p 枝 0 レン ie つ " 穫 h 
0 
区 っ や ト 和 第 キミ テレ 6 ズリ 
つ 公 し さっ や G 必 時 人 Ste 凡 尽 民 
Net 
@ 臣 性 表 窒 玖 選 っ 
和 Ln で で くっ うむ 

刀 公 っ で さて 舞う 
年 豆 S 由 押し で で で 8『 際 人 S じ 
や Q っ 刀 う っ 』 で し うっ ぐ G せ ^ 症 ロ 
交 N@3JMISB 交 ご 屋 で 」 
敵 近 「:GS し py で せ ーー 赤 G 


2suod 


8 人 で 半 で Se で ロー 


じゃ を で CS^ 押 則 足 さや G 避 
も 

GU 選民 G で し リリ レル を で レ 
8 で 宙 り 昭 避 さじ も" 邊 Ne 吉 p 
回 て 避 jpK ミ ー 人 の 措 む で NO 6 で 
SpGーー や 心 っ 心 苗 や で NG6 拓 
剖 史 人 さっ うっ 尽 SS 交 ど レバ 失 玉 、 
で や せっ で 担 で 。 抽 つ 愉 人 SS どじ 世 
貼 公 玲 い セ 條 想 志 じゃ 円 
忠 り 0) ルル も やく ロー 選 K め 公 
1 選べ で べ S を りや さ ht0 で ビ し 
も で" や 心 っ 忠 映 表 計 中 球 G へ 
込 エ ー 奥 ) 公 玉 JMHIR ト で で セレ 
GS や 交 te) 昭 っ も 」 

@ SnoH6O で "うり 全て ン 選 ン 6 マズ 
けむ う /S 回 っ 査問 で 台 う 7 
うり っ 人 心 阪 他 選 せ 崩 て 細 と 人 所 Ne)“ 

刀 宙 で で 昌 舞 宇 ke 由記 ざ つじ ” 足 
で 正宮 撮 普 直 下さ ( 押 握 
九 Q 革 つむ さこ セ AO リゼ や で 





ーー ンジ うう ロ 人 ン 民 て 6G 刀 SG” 押 昌 


豆 ぜ 抽 癌 刀 填 刺 所 つ 公 さっ うめ うっ 
で レタ で 

両 覆 「e7 台 刀 区 玉 、6 貴 AL 
P ゃ p′ 直さ 中 G 押 図 の や で 8 ン 
京 ⑤ つ りや 人 で や ロ 掴 坦 宮 


Sof【 Bal] et 


S 憶 *%Q で 所 つじ う ゃ ご "や 
| 民 R し | 上 寝 一 て AG ト へ Am 本 
K さ 選 裕 さ Ete 凡 唱 表 で で で 
つ 尋 骨 他 や 人 SNe で むし も 守 
で 〇 や) や 心 う 必 べ 写 G 必 衣 選 te 押 
3 で 肝 り 公 届 鐘 選 や 6) 押 昌 豆 
SpG シ ーー る で と うう) や 半 G 叫 で 
晶 っ ぐせ や 人 SC で レ 8 つう うめ せ 昭 っ 
むう) ( 示 ) 」 
@ | G 論 織 Q 論 で 園 つ き 公 で 
SG で いい ホン で て 明生 し レビン 
押 閑 一 一 理 昌 や む )/ 6GK ロ 
さ 玉 咽 選 で や ひ ロ QC 公 つ うし ちゃ む 
9 で (部 )“ 
閉所 「 じ jp へ トー くっ 日 9 う 選 
JpG 公 堪 雇 完 双 ) シ 心 う っ 愉 GT 
し 赤 や 記 * つ を さっ うし も 公 で ? 宙 
SRQ 人 ヘー ハロ 地 む 語 6 パ 心 で 
民 編 人 公 の し うっ 愉 Gp 此 了 提 
さや つっ むく )? ん で 96 つ 征 ロ 
貴信 で じ っ 刀 うめ せ 昭 で じ 」 
e Stem ふう )" 環 搬 Yo で G 義 黙 人 で 
si@′ 皿 昌 や 則幸 | 需 せ り " 
「 媒 り 玩 心 」) 公 「 昌 雇 」 の S う で 
刀 で で 羽生 ロ 人 ン ャ エキ や り “ 
覆 林 「 じ jp/ や 必 昭 0 しさ うっ 写 


ヤレ” 昭 で で し NG や つく で うっ う 」 
欄 攻 「 や で 昭 で で し ぃ 6 堆 忠 介 Ne 
昭 心 6 下 擬 」 


杉林 「 璧 ぐ ′ 揚 擬 移 NKe で や 6 で 」 


欄 攻 「 や し 押 G 採 刀 や G の ロー 


- 信和 A キ NG べ う 避 介さ (6 


うう” ん で ご 鈴 骸 さく 愉 責 心 や p ペ 
区 ( 閉 )) さく 惨 に 皿 餅 で 鈴 扱 訓 
心 で htO 到 公 SNe で も ゃ で" 
融 G 昭 っ 紙 っ 公 や つ で さっ うむ め )」 


ヘー レセ で 心 で 」 

剛 医 「 尽 や Sc」 

橋本 「 忌 ね 牧人 で し む 」 

剛 攻 「※※ 爾 G 革 名 く ヘ ハー で し で:」 
覆 林 「 や で 公 さ で 公 で むう)" 
防ぐ を GA へ ふ や ロー や 」 
欄 区 「 や や” 革 剛 0 し で 」 
杉本 "で ぐ マ ′ 革 右 」 

層 婦 「 や で 甘 商 装 導 じじ 雷 つ を 
っ で 」 

覆 林 「 っ を 廿 親 斗 産め 世 村 心 S 
SSNe 曲 押 G ゼ ヤー ミ に K ゼ 咽 史 宮 
Ne で や む うり ue 

@ 曳 国 J 和 AH さや 電 中 下 TH 
さり さび し 部 じ / 中 補 ぐ 交信 や 





で IOG ぜ 基 杖 て ゼー 


W6 唱 少 で) で 選 稔 つ り 咽 選民 公使 
で で し じ W せ くし か 愉 ST 

様 攻 「 避 や や で し 控 舞 っ 忌 
で ^ や 心 ろ っ 心 へ し で 下 4O 
時 せ 
や つ セ パ つつ ロン SC Q? 滋 
加 ざ Kー 和 ハ の 公 交互 Q 舞 忌 っ うつ" 
や で で 條 悪 G 革 し せり N で SS さめ 
軌 で ル さ 生 るー」 


林 「:SG ー 國 皿 と っ 拓 己 区 


据 4K 公 交 O 刀 ベ し じゃ で で ”" レ 「『S 
尽 Q 和 を 0 レ く や 46 で 」 で し 由 で 
で し レ "『 く ヘル を で レ く や 6』 で セレ 
則 い 避 む や) 『O で SGc』」 い の し 販 
で で し MS で で 刀 四 中 公転 公 
つ で いひ ゼ ペ し むふ) ( 閉 ) 」 


覆 林 「 っ を ヘー くさ 日 う せ 由 
Cp で や もめ ” 突 札 WS で や 
さく レセ コ 」 

鵜 覆 「 交 包 」 

杉林 「 や で で うっ で.」 
責 覆 「Ste」 

杉林 「 う くさ 押 如 で 』" レ 帆 で で 
レ 『 っ 称 民 トト N へ つら を さっ つ S 
PR jT ロ Nerj『 ロ AN つう を っ 


お 守 ホ ー せ く で Pe で 」ー 


3 う )” ふう ) 選 東生 ビビ 和 テ 選 の )mGQ 
テテ > | 杉 ロ を で し Pe 4 の で を 
4JM ル CO を で も むう)」 

山 換 「+6 16⑥ 16 16 


ーー テー テー テー 明 


杉林 「 レ 『 や リロ で で 且つ 
で べく い し で Q』」 う の 尺 」 

瑞 杉 「 避 じ j 和 N0 公 で 意 で 『「 う 和 
区 サーモ ドー ンー 選 改 粒 りつ し を び 
Pte@ ぐも むう 」 で ( 画 )」 
欄 攻 「 っ ん ロジ ふやし も で し 帆 心 “ 
較 束 呪っ で で ( 趣 )」 

@ っ 和 区 日 ・ 穫 や つ ゃ で で" 
杉林 「H へ ・KNST 日 へ ・ 素 
^ TNC し っ うっ 帆 近 じゃ で 」 

@ 貞 任じ し せき や 人 各 ス コー トス ヘー 
つじ し 礼 半 つき SR で で ! 

欄 攻 「 っ 衝 。 的 ご で" ヒ 和 テ 三 
4) で 」 

@ っ と S で で 日 ・ 下 N) ゼ 
抽 の "6 で で ー ベ 役人 到 さ うっ や 
杉林 「 避 ー で <” し ゃ く へ 補 G 隊 図 
人 で SN うつ 刀 で し も で mOQ ミ テ 
と リヒ テン 6 中 G リロ う te 
3 う ) 近 つ っ うさ ルル で 46 つ 」 
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アン 


1 






< 
ニス 





4. ア イ ・ ア ム ・ バ ー ニ ンク 
9. フ ラス チッ ク に し て くれ 
6. フ ェ イ ク で いこ う 
7. フイ ト を 消し て 走れ 

6. ko に 7AP ブ ジ 
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ム Antinos Records Inc. 








ライ ブ で 鍛え られ た ディ ー プ で リア ル な サウ ンド は 、 較 
60 年 代 後 半 70 年 代 前 半 の ロッ ク を 礼 視 と させ る . 
唯一 無比 の 存在 感 で 、 フ ラ ワ ー カ ン パ ニー ズ 待 望 の メジ ャ ー・ デ ビュ ー. 





情熱 の ズン ドコ ロッ クン ロー ルツ アー 


5.22 月 名 古屋 Electric Lady Land 
前 証 呈 本 ( 和 け 三 四 居 中 


9.29 月 模 浜 じ LUB24 
問 た むと む ス コー フ 045-251-6848 


5. 2 金 福岡 ヒ フ レ ホ ー ル 
問 BEA 092-714-2121 
56. 9 人 金 仙 台 バ ー ド ラン トド 
問 キョ ー ト 東北 022-215-8800 
5.12 月 大 阪 ハ ナナ ホー ル 
| 問 サウ ンド クリ エー ター 06-357-9900 
5.15 林 渋谷 ON AIR WEST : 
間 フリ ッ フ サイ ト 03-3470-9999 有 





吉報 コ フ フ コー ショ ンー ュー アル バム 7 月 下旬 発売 決定 





dohb 


人 色 の 女性 ヴォ ー カ リス ト 

DE:RAH を 崩 えて 、 

・ プ ロ デ ュ ー ス の ラヴ ァ ー ズ ロッ ク 。 

j さ な 恋 の メロ ディ (Melody Far)」 の 
カヴァ ー を 含む 4 曲 人 バニ ・ ア ル バ ム 


AVEC と は : サ リー 人 久保田 (les5-4-3-2-1) 、 加 藤 博 実 了 
ンジ ニア ) を 中 心 と し た サウ ンド ・ プ ロ デ ュ ー サ ー の 集合 体 
で す メ ン バ ー は 、 高 浪 散 太郎 、 鈴 木 智 文中 山 努 、 
SOUP。 生 まれ る サウ ンド は 、 ア ン ビ エン ト ・ ハ ウス か ら フ レ 
ンチ 歌謡 まで 様々 だ が 、 あ えて 総称 すれ ば 、 そ れ は 
CLUB POPS と な り ま す ,'95 年 型 ダ ンス ・ サ ウン ド の マニ ュ 
アル が 、AVEC が シリ ー ズ で リリ ー ス する 作品 を 聴い て い 


れ ば 、 す べ て 体験 で きる と いう 代物 で す 
/ 







ee ets 5 Oe: RAD 






AMBIENT HOUSE, FRENCH POP に 続く 、 


AVEC の 第 3 弾 は LOVERS ROCK.… 
(LODyY・ ID M/. 


ESCB3016/\1500(tax in)/'95・5・1 in store 
Blue SV Sleep Slar Me 


PRODUCED by AYEC ESCS チ 01 チ 
SOWNO PROOOCE ぬ AL 1ASTPNAAETA TA 失 O て AIAWAMI 1AY ま 
SKK YOX : O-TEE 


ETA。 
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"95.2.22release/ESCB3013 


り / ぐ COG 刀 AP ガ Y 


details NIREI SWELL EMOTION LUNVEX LEVEL TUMDVSKY 
WI 計 語り d SIaVe Of IOVe iRuhamtics! 川中 日 中 国 WALTZ 
ESCB3001 ESCB3002 ESCB3004 ESCB3010 ESCB3011 ESCB3014 
('94.10.21release) ('94.10.21release) ("94.11.21release) ('95.1.21release) ('95.1.21release) ('95.3.24release) 
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COCA-12582 YS.000 半生 人 二 ) 


: RAY miyahara,、COMOESTA yaegashi 
LusdHIiT 昭 ] 


"TIME PLACE 0CCASION' COCA-1175 


:TRIAD / COLUMBIA 03-3584-8306 
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1 
量 6800 リ ye# 






ELEPHANT LOVE fst ALBUM 


[荒野 の エレ ファ ント ラブ 」 
CD: 23FR-034D \2,300 (税込 ) 


1. intro 
どら . バン ツ 丸 見 え マ イク は OK 
3. 何 言っ て る か が わかり ませ ん 
4. 俗物 
5. ね ぼけ 
6. 上 を 向い て 歩 こ う 
フ . 歳 扇 王 
8. オー ルド スク ー ル ウォ ー ズ 
9g. 遅く て 重い (slow and heavy...) 
イン ディ ー ズ レコ ー ド 取扱 店 に て 好評 発売 中 
発 22・ フ アイ ルレ コー ド (info: 03-3476-0220) 


暗 う 3063L 


LIVE INFORMATION 


6/3 ( 土 ) 
名 古屋 Electric Lady Land 
問い 合わ せ : 052-201-5004 


6/4 (日 ) 
大 阪 難波 ROCKETS 


問い 合わ せ : 06-649-3919 
フ /1 ら ( 水 ) 


渋谷 CLUB QUATTRO 
問い 合わ せ : 03-3477-8750 





良質 の ポッ プス を クリ エイ ト す る 田島 貴男 ニオ リ シ ナ 
ル ラヴ 。 前 作 の 大 成功 か らく る プレ ッ シ ャ ー や 窮屈 
さ は うか が えす ず 、 むし ろ ベ テラ ン ら し い 風 格 を 感じ させ 
る 趣 が ある , マ ニュ アル プレ イ に よる 生々 し く 力 強い サ 
ウン ド に 、 ス ワン プ 、 レ ゲ エ 、AORetc 多 く の ル ー ツ ミュ ー 
ジッ ク の スタ イル を 取り 入れ 、 消 化し きっ た 解釈 の 深 さ 、 
親しみ 易く それ で いて 下 世 話 に な ら な い バ ラン ス の 良 
い メ ロディ ー ラ イン 、 ヴォ ー カ リス ト と し て 押し と 引き を 
巧み に 使い 分 けた 表現 力 。 ポ ボッ プク リエ イタ ー と し て の 
拘り と 心意気 が 、 こ の 作品 を 一 段 と 輝 か せ て くれ る 。 

池袋 店 安田 


風 の 歌 を 聴い た ら 


RAINBOW RACE 


ik る で 7C) | 


還 MPP 


「RAINBOW RACE] ポ ボニー キャ ニオ ン 5 月 19 日 発売 CD:PCCA/00741 


虹 の 民 と な れ 。HMV 今 月 の イチ 押し は 
オリ ジ ナ ル ・ ラ ヴ で す ! 


ー ド 会 社 を 移籍 し て 、 は じ め て の アル バム で す が 、 
そん な こと は 私 達 に は どう で も よく て 、 と に か く オ リ ジ 
ナル ・ ラ ヴ の 新しい アル バム が で る 、 と 聞け ば 単純 に や 
っ た 一 ! 楽し み だ な ぁ 。 な ん て 思っ て し まう の で すね 。 今 
作 は ラテ ン ・ フ レイ ヴァ ー が 前 作 に も 増し て ちり ば め ら 
れ て いて 、 自 然 に 体 が 動き 出し て し まう 。 涼し け で メロ 
ウ な 曲 も いい 具合 に 入っ て る し 、 こ れ は も うこ の 夏 の と 
ん な 場面 に も OK で し ょ う 。 新宿 店 中 田 


力強い ロッ ク や シン プル な バラ ー ド 、 ソウ ル 、 レゲエ 、 果 
て は 少年 少女 合唱 団 を つけ た 壮大 な ラテ ン ま で 各 曲 共 
に 全く 違う 音楽 性 で ある に も か か わら ず 、 田 島 貴 男 が 
歌う と あの 強烈 な 個性 の "濃い "ヴォ ー カ ル に よっ て 、 す 
べ て オリ ジ ナ ル ・ ラ ヴ と し て の 共通 性 を 持つ ( 彼 に か か 
る と [ちょう ちょ | や 「 チ ュー リッ プ | で も 同じ こと だ ろう !)。 
男 臭 く 、 情 熱 的 で 内 容 の “濃い "この 虹 色 の アル バム は 、 
前 作 以 上 に より 多く の 人 々 に 受け 入れ られ る ハズ だ 。 

心斎橋 店 黒井 


HMV 


the music master 


INFORMATION HMV か ら 情 報 発信 ! 話題 の TV プロ グラ ム 
HMV な ら で は の 選りすぐり の 邦楽 情報 を オン エア ! 劉 テ レビ 朝日 [IMew| (毎週 水曜 日 25:10 一 25:40) 


HMV SHIBUYA 03-3477-6880 

〒150 東京 都 渋 谷 区 宇田 川町 28- 6 ワン ・ オ ー・ ナ イン B1- 2F (東急 文化 通り ) 
HMV SHINJUKU 03-5269-2571 

〒171 東京 都 新宿 区 新宿 3-38-1 新 宿 マ イシ ティ 6F (新宿 駅 東口 ) 
HMV HARAJUKU 03-3423-4891 

〒150 東京 都 渋 谷 区 神宮 前 1-11-6 ラ フォ ー レ 原宿 B1 
HMV IKEBUKURO 03-3983-5501 

〒171 東京 都 豊島 区 西池 袋 1-11-1 メト ロ ポ リタ ンプ ラ ザ 6F (池袋 駅 西口 ) 
HMV UENO 03-3837-2771 

〒110 東京 都 台東 区 上 野 4-8-4 ABAB 7F 
HMV GINZA 03-5250-2451 

〒104 東京 都 中 央 区 銀座 西 2-2 銀座 イン ズ 2 1F (交通 会 館 隣 り ) 


HMV YOKOHAMA 045-313-3101 


〒220 神奈 川 県 横浜 市 西区 南幸 2-15-13 横 浜 ビ ブレ ・ グ ラン ド フ ロア (横浜 駅 西口 ) 


人 @ フ ジテ レビ [か し こ | (毎週 月 曜日 25:20 一 25:50) 


HMV ATSUGI 0462-21-7701 
〒243 神奈 川 県 厚木 市 中 町 1-5-10 厚木 ビブ レ 6F (| 旧 ダ ッ グ シテ ィ ) 


HMV SAKAE 052-243-6366 
〒460 名 古屋 市 中 区 栄 3-4-5 栄 NOVA 3F, 4F 
HMV NAGOYA SEIKATSU SOKO 052-451 -5101 
〒453 名 古屋 市 中 村 区 椿 町 6-9 生活 創 庫 名 古屋 駅 店 1F・B1 
HMV SHINSAIBASHI 06-258-3900 
〒542 大 阪 市 中 央 区 西 心 斎 橋 1-4-3 心 斎 橋 OPA 8F 

HMV ABENO 06-629-7261 
〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 阿倍 野 筋 1-1-43 近鉄 百貨 店 8F 


HMV SENDAI 022-213-8055 
〒980 宮城 県 仙台 市 青葉 区 中 央 1-9-33 仙 台 ビ ブレ 6F( 仙 台 駅 西口 ) 


HMV NIIGATA 025-222-1441 


〒951 新潟 市 西堀 通 6-866 NEXT21 5F 





1 まり の 当 
「 る 


人 
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俺 、 や っ ぱ り パ ンク ス な ん だ よ 


" 短 克 


海 は 輝 き 、 陽 は 照り 返し 、 ミ ン ツバ パチ が 路 く 至福 の 世界 。 


ラテ ン 、 レ ゲ エ 、 カ リプ ソ に 彩 ら れ た パラ タイ ス ・ サ ウン ド 。 
だ が 、 そ れ は " 死 " に 裏打ち され た 孤独 な 旅 の 報告 書 で も あっ た 
esa 


孤高 の 道 へ と 歩き 始め た オリ ジ ナ ル ・ ラ ヴ ニ 田島 貴男 に ディ ー プ に 人 迫る 
新作 「『RAINBOW RACE」 イ ンタ ヴュー 


イン タ ヴ ュー 山崎 洋一 郎 撮影 三石 坂 直樹 
スタ イリ ング ニ 大 久保 合志 へ ア & メ イク ニー 宮澤 雄二 (JET) 撮影 協 カ ニ Mens Bigi(03-3461-6011)、Za Zou(03-3461-5909) 
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me レ ド つ 込 トミ ・ 羽 心 更 井 う 
むし じ 衛 刀 て で で 7 企 回 G 昌 ロー・ 
トミ くさ 艶 ne 聞く に 取り 宰 赴 じ 
到 C し っ neo 唱 抽 っ さっ 


信和 を か で 公民 IN・ ヘ ペー へ 6 
志 ! けり けい へ 心 さ ・ ふさ ミー 心 
上 人 K・ ト マエ K て 届 求 憶 貴 唱 に 


寺 つ "トー ふ 心性 6R ド つ 
K ル うさ で 再 谷 っ し 條 和 ふ で ト 
^h ト しり 公選 や ・ り て ・ へ へ へ 
静馬 、 思 舞 で | 居 ロ KX 迄 キ ー 
< く * y 臣 工 口 「 條 人 失 で さら 6 表 
さ 抄 唱 幸人 つぐ 」 の うう 下 主 
XX スヤ ゼー2 旭 形 人 医 つ 選 に トミ くさ さり ロ 
5 で レー TK や 装 態 め 心 SG や hG 
iii 
つじ 拓 革 『 届 6 普 避 明 む 」 
un 
つ ^ 他 長 押 失 器用 一 の 6 庫 選 如 主 
ご 天 つ っ 軍 愉 ポ め 羽 部 學 遂 宮 
本 人 間 間 ー 本 ポ ー ヤ つ 
じ 條 回 ′ 式 昌 一 ・ せ 日 民 へ うう 庫 
肖 つ ′ | 員 県 さ 6 拝 填 「『 と マー 
mO 且 マエ O 〇 の 口 」 到 ユーK や 1 
で te@ 超 り SCO 選 しい 0 


6” 波 鹿 く 評 で G 二 や 京 の つ 
じゃ * 條 回 日 ロー・ ユ ユーK 公 
X 人 AA キ モー や の am 呈 G 戻 や QR や ン 
し 臣 明 週 民 も や し じ 田 環 公 りり で 
求め りく 世 玉 で や GS) や や) で うめ )) 
Q 層 人 湯 棚 隊 て 咽 取 Kt@ く 地 虐 宗 唱 邊 
eS で し う 66 超 せ 陽 信じ 更 t0" 

も し 電 枯 パーー" ボ 必 朋 了 品 由 
^Qt0G や や 」)G ト くく お 写 投 っ 
さと 回 QG 嘱 類 赴 じ 交 te" や つ 
し じ 臣 前 ド つ 込 直さ ・ 下 心 で 振 
つっ 羽 選 幸 民 セ 臣 馬 赴 じゃ pjSne" 
サー くう うっ 心 撮 油 せる で に 民 
し 紅 t@” 人 込 ホ さ ・ 躍 届 呈 む 
Q で せ ロ ーK ロ 家 つ じ | 麗 遇 過 
いや レ つ 0 や っ eS で や 7 所 尿 
で や 配 机 っ うさ ン / リリ で 愉 G 拉 hG 
く 「 舞 中 補選 トミ ・ 心 心 で 
拓 宰 上 だ 」 で 刀 SG"” 義員 ロ さ NO 
トミ さく さゆ し hG“ 


@ っ うり で も で 公 由 心 補選 の 昭 心 
ぐし ポ 唱 由 で や し 掘っ も むう 7 
人 回 G ト ミ く さくや 幅 角 ぐ つう っ しゃ 


4 回 "si1J ン 交 還 べく 公 引 ツマ 馬 妹 / O 部 


「 交 必 うー ぴり セ 三 」 

@ っ 導 6 で) り 近 ン とっ うめ 昭 っ 
16 “ 

「H6、Q4)Je・ 給 三 色 の ぐも っ 
"で で せ や で H6 くう 村 つ うい で 
な で で” っ 北 人 6 くう 唱 崩 還 で つ 
っ ヾ し むふ うり” 欄 骨 @ つ も 到 仏 
で で 尽 で で で う 欄 骨 ぐ つも ゃ 條 
回 むく つの を で Pe 信 さ で し 居 や 

つ せ くし し で" 刀 公 つて nan マン 
飛 家 せら や で の つ 刀 愉 鐵 心中 江 G 
民 で で G 慰 Ne 信 さ の う 候 屋 やつ レ ゼ 
で S べ で ( 寺 りや つ 刀 で うめ 心 つ も 人 心 愉 で 
9 昭 で し で 補 お PT『 給 を で 
ふさ で の レン で で GS』 "し 壇 つ 
SR い や レセ 」 

@ 他 せ 垢 (や で けり 碑 で で 0 うつ QG や 
日 回 机 う しく で ささ しゃ” | 回 
加 角 っ 記 近 きせ 更 "所 疫 近 て SO 
ふ を で 選 で し も で " 

Fe で 」 

@ 玉 人 穫 ミ ・ 選 愉 の っ う 愉 jp で 刀 
K 暗 恥 む く て で で @ 企 ロム 
購 ぬ 屯 D レ トー ト で KT 公 ふ ロ 
ドー へ 人 を で レン と の う 愉 日 C 


っ トミ さこ 


SG 回 し 悦 Q じ 刀 公 で や 心 っ 心 咽 
選 R じ し 里 ン 9 人 て 中 選 で で うめ へ 
沙 さ っ 稔 つ 公 責 くし も むり jp? 
SG 」 
@ 電 放 で 子 吉村 む じい 0 の うっ 愉 
凡 品 目 回 皿 り 吉 っ し じ 居 全 い We つ 
P” 1ICG 較 人 生 の ぐり リ り 届 で うめ 到 
や 心 ら っ 心 論 時 抽 や p 必 出せ の りり 選 
EC Pe でぶ “ 
「4nQ7TSS 」 
@16 屋 。 條 回 せめ 心 っ 心 較 で トミ 
て さり つや の 昭 で 記 で し ゃ で" 
ロロ) で で "うっ ル 『 届 6 病 届 細 
公 や で 心 無 で 6 必 S 収 公 セ 
Ne でも むる 区 ン 舞 功 品 郁 結 つ 
レ め りり 必 公 S で くし じ ち | 人 で 
” 忌 選 SC で SGS 迄 そ と へ さき で 
押 避 口中 記さ SS) っ で 
Ste 押 天 G 訓 べ 呈 で 起 忠 補 て で で" 
ーー も ハ く し SC お ささ 日 し 
で せ さ ト ふ へ じ 交 お さ ) や 心 う 
^ 刀 抽 癌 G 革 到 で 押 咽 唱 民 NKK 
3 うつ し 剖 む teG せ や うめ 心 っ 心 や 6 尺 
き SC で レ う っ うう 舞 叱 握 内 つ し じじ“ 
や で じ 定 回 G『 層 6@ 齢 回 』 公 " 
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gi ンド 了 つの DD く 學 棚 衣 つ し まで 丸く し 


や や 心 束 G 昭 っ 舞っ し っ 如 染 到 
hKCO や っ で 6D ン 区 で 公 本 
決 や ひし う 心 公 ” 悪 G 導 信じ 
%⑩ 刀 押 菩 つっ 心 倒さ 交 " 寺 G 手 
店 で し 吾 G ル ご 選 じ 穫 NK 勾 
本 来 や じじ うっ ぐ や 必 っ ココ HG 
皿 M 到 本 尿 電 6 で 明 志 や COQG で " 
し ^ 條 回 や で 式 妊 G ト ミ さく さく 
し “ 沙 wQ 抽 癌 人 到 の で で 友 て 
し ゃ 抽 水 人 の つじ うう 、 め うっ 心 
GS や や 心 つ を うっ 屋 作 くし 
6” 選 RS や 押上 の つじ 諸 り 選 G 
っ っ 凡 Q 二 中 ン を ke で し う 心 G せ ゼ 
有 九 hi\@ り 謡 ベ レ w" で め で 抽 
係 N ト ー ト で KK て で レ う 6 ゼ や ヤ 
6 陣 亜 唱 坦 0 べ 寺 0 で 心 公 
べ 生 で し うっ 心 私 時 や る で” 條 回 
GS ト ミ く さく C し っ ぐ G せ や 心 っ 候 
G 公 王 必 に さく くさ くつ を さっ 公 
ざさ で し” セリン 還 べ 提 さ Op で 
典 編 つ 必 を 心 ) 押 豆 唱 や) 心 じ p 
っ っ いじっ 心 ーー 一 6 准 衝 )) 6 
し 田 編 潤 さっ うむ で Np SS 尺 
部 還 くい し うっ で G 公 装 ン 区 表 も で 
や 心 っ て トミ くさ し ちや る で“ 





SS で 介し し | 時 0 う 一 
や 心 っ 心 撮 肖 選民 刀 う 凡 公 | 果 
怠 ン 隊 押 口 抽 に トミ くさ し も で 」 
@ ソレ 全 回 G ト さく くり) っ で G ゼ 
宣 ゞ 革 と で ぐっ 人 S で っ ひっ 援 名 
レ っ 刀 ロ ー ミ テト マー で 抽 藻 境 公 
濁 ン 捉 回 口 二 し じ う し" 

「2nSS 」 

@ むう で う へ で 担 じ に ト つ ツ ト Y 
3 も むく ・ さ よ よ 日 ・ ド つれ へ 愉 
せっ う で や GS 視 回 口 じ も で 
「n で TS」 

@ 6 本 。 や で 国 拓 回 口 二 や 心 ) 
昭 CQG め 心 つ し レ で く し も で" 
「 司 8 拓 G ト さく さくや で 刀 
jj も きく で ユ K ス 7) で 
4 さく NHG つ KK くく で で へ 
か ささ ぐさ KK 選民 」 め 会 や 心 っ で 
刀 路 公 中 選民 を で 記 で 宙 も で 
2Jp” 仙 回 G ト さく くい ひし や 心 う 
で GS 中 うつ も で で SS 公 バ 慌 
ユ 代 本 さ ・ 選 かー、 め の っ う 愉 6G 
SNe 6 で 世 や りり 心 更 N6 6 
。 心 ろ 心中 公 下 必 へ を 悪 
さや 拓 唱 te 6 で SS) や 心 う 人 


視 つ OGK トミ くく 区 直さ 人 で 選 で 
レ う っ 心 尽 本 来 K6 つ ひさ CO Q を で 
お で で で D の っ うた 」 

@ ShGH6S)" や で し 出 蛋 足 唱 っ 
SB 衝 で 6 各 和 ト ・ へ へ や 、S で で 
し も む で 3)p? jp 心 二 人) 『 で で で 
GS ぐ 刀 』」 座 う ぜ 頑 と 骨 環 ヘス ロ 
ト ャ ー レ ビレ ^ 門 jp 《 み 穫 く 店 公選 


も 移っ しぃ 6 帆 G 革 618 で で で や 普 
⑱ よ 2) うっ つっ 心 昌 くう) けり K ペ ーー で 
貞 じ ゃ ゃ で * 

nn で ST で 愉 路 尽 唱 昭 で 刀 
GSR” 福 信 で 記せ 舞 怪 刀 の 公 記せ 
王 公 吉 中 っ め 公 訓 せ 6 担 只 応 宮 


つ を さら うめ S) や 心 っ 心 舞 革 暑 
京 舞 つつ 記 うり ひ し し ズ で 
で バ 、 の っ ぐ jpG 届 直し to 
で くつ を さっ うっ 公 で し 條 利 や 心 指 負 
8 で や を で Pe で むう) 地 C じ t 
ぐつ を うっ 愉 静 0 PteQ 愉 一 
で うさ" レ 『 や 心 う っ 必 G 旭 本 う 
つじ まで 6 や ー』」 の "レス っ 心 丹 
貴 う 妃 う で で し | や 心 う 心 の 人 選 
で 必 赴 0 し うり る 」 

@ SQ や G 揚 生 さ く 亜 記 皿 導 


ゃ p 黄 て Kー て ヘー て し セパ て で" 
「 ヤ レセ" レ ′ Sh さて 
AP しい の 四 回 や 二 レ ン Ne ロ ーー 
4 や 6G 更 8 で G 玩 表 形 で で 
っ で で / SN9 掘 輝 ア リー て ミ K 
所 で 獲 沙 で 週 己 G ロ ーー さく や む 
で Sp で レロ 條 マ ー や や 心 
お つ 全 」 

@ で ee 

ne や 。 心 つ っ 愉 6G 唱 区 ン 
所 人 G で やせ G” や で 到 『「 層 G 龍 避 明 
で 』」#P レ 6 私 さ ・ 選 愉 の 人 
回 G ト さく くし じゃ | 時 い し 抽 終 
つる うり 選 刀 で 刀 昭 候 」 

@ つ で Rp ロ ー 選 Km 豆 阿 屋 心 
で レセ で で で " 

「 必 必定 必 一 ( 子 )」 

@ い で いう 捉 n6 レ 「NIA 昌 一 ・ 
く や ー 人 KK 一 」 う 公 由 いじ しめ 田 環 
前 思 公 人 天 困 褒 屋 必 夜 TI 下さ 


ー ハ 入っ 3J) う / 候 で ・ 


)G 担 Q 門 班 人 S 台 上 公 で や p 心 
旭 表 店 寺 提 G 介 べく で で うめ 
要 い し ゼ 」 
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を 0 ささ …… 計 で や て h ら 令 豆 " 具 葵 ( 必 ) 


@ 公 や 〇 裕人 到 | 回想 骨 っ 過 表せ 
くく ペーー ヤ 骨 環 レ ホ ローマ ャ ンー 
ぐさ 尼 幅 代 む ビ te 6 も 心 S 稚 躍如 
福 固 ロ つ 刀 ト ミ く く 旭 條 回 赴 で 
せり” や ヤ で うう で ね お)” しゃ p 
や で つえ を 田 喘 崩 陣 公 下 C じ ie6 困 
境 ・ う っ う 第 忠 避 直 じじ oe くつ を 
っ RS し っ 心 型 0 で も “ 

「 交 S" 人 SSTASTSS 」 

@ バー ユ ペーー じ 下っ 民代 INK 公 
交 い じじ レ ”ー や で 唱 表 つじ 詞 弄 鯉 交 
下 で Pie 6 玉田 環 幅 陣 さ くつ を 
っ で S り し 揚 せ 昭 0 レ し く し で 
「nSSTSS 」 

@ う JO 到 加 て ン m 草 …… )G ト 
さく や SC を と を 屋 下 で ト 
さく で ぐし も“ 

Ln や 候補 民 」 

@ 人 で 衝 で 6 つ j」 心 っ 心 凡 更 届 
いし や 田 環 前 陣 で 田 環 四国 じ 交 Ne 
りう で GS 人 某 で ロ 選 で で し 刀 め 
つっ 

「6 人 S” 皿 相 じじ jp リ り GK ミ くく 
を いじ しぶ レボ 尽 羽 境 唱 陳 る し さっ 
うり リ 届 友介 レ 選 間 ” ヤシ っ 


信 回 GN ト ミ く くい し 闘 くり 区 ン 
思っ トミ さく くさ くし ちる で ? 選 公 
の で GS で うっ Jp 意 Ne 和 
p^ セリ ンド 恨 、 の っ 心 凡 選 人 回 
3 画 必 や 財 ン て H し で さ で 査 衣 つ し 
N93J」JAO 和 ROD ………… 部 ′ Sto 
性 避 刀 く し | 明 刀 む 定 選 ペ や 
む 3)? 6S 民 居 し 『YSSG 臣 せ 
人 SoR 忠 し も や 心 っ 心 表 哨 公 
秋 っ し MS@ 性 刀 弓 ぐせ くし むふ )? 
し ^ や で 紀 ペ し し 地 っ こ ト ユ コト 
ャ ー 公 区 0@ で くし ちや? 皿 下 品 胴 
0 都 <Q じ 妨 く レレ" 区 っ 十 公 で 
で パー が 交 悪 公 民 マレ う マ 並 
やせ p 選 | ズ ペ セ 慰 マ ウ う ン ペ や 
で xp 寺地 飲 0 て や 中 9 で で 
Py” しゃ" 財 季 飯 で 尽く て p ル で 
座り や 情 く や レン ′ や 6 才 恋 証 公 
部 で じ 足 十 革 人 選民 マレ ン で 記 
レ し で" 坦 最 誰 ぐ で さ で 康 くっ ンド セレ 
っ 心 も 交 "で で 公定 心 ろ 心 の JO 
し 年 芝 表 を で 避 統 中 公 SNe 
し ちゃ" 岩合 で 必 心 昭 必 の 束 N 
人 G 把 公 志 早 やり 公 尺 苫 公 坦 隅 や 
り 公 や 心 ろ 心 GW『 総 。 塩 鞭 で 


し じ 昭 0 ) 人 さっ 和 陣 補 一 』 座 怠っ 
SS も 0( て 部) 」 

「6 交 中 員 で し 帆 っ 選 せ 擬 い て 
S 由 押せ で? し jp SS 公 
提 で 押さ 由 っ 民 し 帆 璧 の や 心 っ 心 
昭 っ 尽 交 ひど "レツ 6 十 じ しさ 
電 や で や っ 心 JO 公 作 も 
1 で” 刀 公 で うっ うっ 酸 臣 避 
幅 人 JSCCOQG う うっ 6GS ぶ で 

@ 選択 豆 で 選 世 り 芯 の し う で 
で で 

Ln で 。 や へ や タ で 7 所 公 7 
忌 <Q36N ミ ーK う TK て さめ) うっ 心 
QR 互選 導 Ne で 区 Q バロー 
か トー、 め 公 せ NN ミーK 品 で 選 玉 
JC JGRSp つ くさ うむ め ^ 條 回 
SHR ト ・ へ へ や 、 め 公 せ TKY 
所 で 慌 CO CO で SR) や 心 う 心 
Jp で GS や つく うう 」 

@ hGH6S) で ? 半 や っ 吐 男 シ っ 
衝 い うそ 和 へ ふ や リ ロー つ レ SS で 思 
RS 心 ′ 田 喘 由 虹 唱 尽 公 軸 )) で ひし kt 
SS 條 上 届い ふつ で 公 で リリ る 
芯 で 選 く し むふ “ 


「2 愉 SG 」 
@ つも いく うう 信 さ HG 表 C セ 
Ne 民 羽 豆 さ へ リー SN つ 晴 公 で 
レ つ 0 レバ て 人 人 込 ・ 表 一 羽 て 、 
ヘー ニレ PD で さをり レポ の 第 守 彩 
や 田 環 前 陣 せ 尽 G 刀 但 田 環 幅 牙 
ざく や で し 握 せ 等 穂 村 K0C や さや 
いで や う p 7 

「4nSenSS」 

@ 交 で 8 で て そ 公 へ ・ 羽 一 届 で 、 
NN させ 8 選 公 さ う 田 環 由 思っ 心 


の や ペ 更 6 屋 宮 」 

@ 貞 抽 べ て で の ロー へ キハ 史 っ 
つ を うし じゃ 尺 “ 

「 選 っ 選 っ 」 

@「 や うっ" も へ く ・ ユ へ よ 日 互 公 で 
"や の か ・ 選 ー 届 マエ 、 ヘ ご ヤ 隅 公 
つう だ つろ で だ 」 愉 せっ つめ" 
TTP 表 っ 昧 裕 品 や 
で” レレ 。 や 6 押 む しぃ 6 季 躍 公 
胡 て ポ っ うう で 07 Jp 心 で 
祥 6 キ ね で つ (部 や 心 や 必 
っ 8 二 忠 選 季 人 根 つ せめ りり 公 で 
押 著 公 報 *6C Pe@ 人 で で 」 
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@ じ ′ 琵 論じ トー さく 6 帳 0 くめ 
表 繕 つ 刀 りう っ 心 績 刷っ せく し セ 
むう jp“ 

「 寺 っ 人 半 う っ 」 

@ 6 人 S ロ へ NW 交 で レ っ ロ く ヘ を 
尺 螺 昨 判 時 G 押 癌 人 選 公 で レ A@ う ) 
っ 心 層 較 豆 で 提 送 唱 稚 し や "トー 
さめ) ドミ ・ 刷 心 尺 挿 で 
NOG や で CSte で 密 5“ 

「2nSS 」 

@ と で や ご 来 恨 如 唱 殊 愉 和 の 昭 愉 で 
437 や 心 っ 心 舞 著 で 暫 乙 捉 で 生 忠 
6 凍 嘱 ひじ っ で 6 公 個 葉 唱 で セレ 
6 装 W 到 の 如く で 刀 SS 近 のり " 

「z て SO 」 

@ や で や ーー ペ ーー リリ 静 電 包 じ 
9 呈 到 更 0) 昭 心 で レタ パ で 
さよ HH 公 う うめ 昭 で 4Q「 の を 
モツ ・ 玉 口 ) 面 時 ざ し 貴人 S 愉 」 
で? 

「2nSS 」 

@ や 心 っ 心 押 と Kー ペ ーー で 暫 似 
土 で く 刀 むう” し ゃ p” 田 画 由 陣 ゼ 
6 刀 や で う 世 綱 っ も で " 

「 枝 心 で " 表 詳 つ 刀 普 唱 衣 つ せ @ 
3/ 選 や く へ ふ へ) 公 や 心 つ っ ぐ G 
S ぐ ご 咽 い 0 し で 公 で の 刀 く で セレ 


で し 『6 交 KY へ ヘ キ さ KK う 公 
1 授 ろ し の む 人 や p」 愉 せっ で 投 つ 
で 所 55 や 心 ろ 心 届 画 
い しき ン レ 陣中 会 ロト ドー 筐 で 
うり っ 心中 仙 全 さ ン レ ′ や で SR 呈 ハ 
N さ 人 や や K や で ビレ う 心 の JO 到 心 
再 wC Pte て 人 公 で を で 8 半 ) 
や や 心 う で り JO 公 凌 愉 6 で 」 
@ や で や 所 で G 押 机 う し じゃ 和 投 つ 
NO C・ 

re で 稔 De" 過 お め 心 
所 送 6 旨 で し うっ で G 公 部 
更 Ne 居 公 つ し 」 

@ や で SS で 46 だ 部 くせ 
神 表 唱 田 瑞 由 思 G 民 ロ 和 へ いく ハー 
更 ン で お yp" し ゃ で 友 
剖 い 玉 で で で くう つて で" 

ne PP。 や 心 っ 心 編 褒 
RS 問 り で 交 Ne で 穫 6) 刀 公 心 間 @ 
民 人 中 WW 台 っ 将 剛 や 心 選 お 人 6@ の )) 
Q く 選 む や を 人 愉 GS や つく さ うつ 
で で? 隊 ′ や 忠昭 心 和 の) を で 8 ご 握 
く へ NNKS 選 パ ー( 抄 )」 

@ ( 小 ) や 心理 や p 昭 避 く パ 


も 
) 


じゃ で" 刀 全 @ ヤ 心 っ 心 由 表 繕 
つじ 玖 ン 初 わ w つ も で し ゃ 


3 バ 環 貴 、 で し 拍 パ 協 記 也 し 
+6」 

@ や レセ も で | 崩 ン 細 人 も 尺 准 ご や 
る で" 

「T 谷 つ RS で 

@ し 所 G 呈 や や 心 うっ 心 掘 決 ピ 
人 SD UN テ トー ふ 旨 ンー 
へ の 肖 ぐし っ うむ)@ の ) う 心 下 公 
SO し 田 瑞 幅 国 G 隙 4 れ せ ん で 
っ っ 6G 色 SteO で SCO しゃ p| 導 
6 皿 下 の っ 心 ※※ 如 画 つ で CO を で セレ 
っ 公 さ っ め 居 公 換 さっ 半 下 し “ 

Pe weG7 宙 全 @ 四 忠 G 抽 尊 
貴 松 心 ろ 必 て 人 トト て 
トーW 電 民 S 公 で を で し さっ 
う 居 公 頑 % さ う で しめ JO 公 仙 tO 
SQ で や ′ G 聖 和 和 や や 心 っ 心 
うり JO 愉 さ っ R 編 褒 せ 6 祥 民 」 

@ し 個 還 四半 N@ 抽 中 的 居り どう 
需 い し う ン とめ 油 着 時 唱 ぐ う ) ペ 
弄 悪 べ 友 下 ぐ し じ 距 を 信 ロ で セレ 
選 ン < し も" 

「nS TS」 

@ し 田 喘 人 も で で G 判 時 羽生 一 
頂い 0 レン )^ で で 選 りさ で 
し レ 中 シン ペ や で" 


SG 4169 心 宙 で 」 


@ り ) で で 回 軸 っ で 間 り 昭 ひじ" 

「( 赦 ) や 心 玉 で 7 っ 称 半 。 6 く で 
H6 o っ )” S や や や 一 う ) で うり) 
忘 直 りさ で しい し の 4 で 」 

@ で ご 罰 S 爺 人 衣 信 GO 民 くう) 
く 上 と ン と つ を で 7 

で や 必 レタ で <” EC し t@ 
上 民 で し ti 」 

@ で で 選 回 所 唱 衣 て ン ) 地 ン てき で 
画 選 つつ Pt@ く へ を 咽 人 0 で 補 
む Syp” 是 っ Pt@ 羽 環 で 放 広 槍 必 
4+6 ぐ S 屋 人 つじ ど 

「 心 で 7 机 心 で 7 避 さく で ね Q 心 で 
Cc で で っ 4 で " し ゃ や で や 
H6 で うう) り 交 0@” 尽 C で GS で 
2 Pupan4 認 く ふ Yh さ GSG で" 握 せ 


「 っ 必 交 。 で ペ 訪 直り で で し 
ビン G せ 6 くめ 給 N6” 交 直 字 
P じ ne H じ 6 硫 況 皿 旧 唱 忌 で ビレ 
SO 必 で 7 ap で て りや p 陣 
公介 NO で 因む 8 生 皿 中 世 公 
い Pi@ の っ う 心 の SO 公 や つく 
つう 」 

@ | 持 や 必 う 心地 陵 人 の で パ 心 
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@ K 了 りう っ ぐ GG 鉛 二 さ ゃ で 
レ ′ | 思 N ド コ トー 二 っ トミ 
こく 直 で し つ で CpQ 半 瀧口 


い 

キ 

プ 

い い 
に い わ 


Jp 心 ツ で 尺 逢 や で 宣 さい し つゆ 
心 で むし 葬 宮 全く うべ 他 て ゼ 
い ヤレ 来 Ke つ 〇 を さ う し じゃ や で“ 

で TS 」 


@ 田 員 聞 国 や や リロ 表 つ し を び 
田上 や SO レ っ し 如 つ う 
ざ 交 の っ で 

「m6 交 6 で 選 で NO し 凡 口 全 吾 
菊 ン 二 個 りさ CO Pte で も jp 
Pp^ 6 ご で ふ ド トー6 地 つや 
Se で じ 超 唱 衣 つじ せ W 経 や 
心 出 田 閉 で pp うう め り じ セパ ー:」 
@⑱ 16 1616165 


ーー ーー ーー テー ーー テー 


「jp 心 出 田 半 や つ 画 じ 手 公 中 人 到 
ぐつ * で し ne 6 や で ( 子 ) 某 准 じ ち 
+6” 6 で うり 」 人 の 
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SHItZ 


呈 編 折 尿 編 漠 G ト ー ド 性 員 
いじ 引 束 週 信 し 選 で し jp 「 で 人 S で 
刀 ー ーー リリ 心 っ 人 心 擬 押せ ー」 や 
紹 SRK サー さも や じ せ ン で さっ うく 
み " 尽 編 や リリ 人 KM 穫 AG 半 
*S 押 玉 で G も Sp) で 8 で 
43)」) 公 6 公介 うっ " トホホ ーー て 巡 咽 
Pp′ 切 つ りり 民 向 わらじ っ 6 引 軍 
ap nap う っ や つう ? Sp で し 企 
回 ′ 妨 提 公 で や p「 届 っ レン で デコ 
ふり 也 琶 公 得 いり 束 jpG 区 革 る つり 
い ン 骨 ピ ヒ 拓 回 時 配 セ モ 
り あむ 0 の 中 うけ 6 で 0 し | や 
リ りう っ 2QW 中 軸 けつ も 心 の 角 下 
過 赤 宮村 固 じ 交 N@” 屋形 
人 穫 そ h 人 SQ 直人 じじ 丈 つつ で で" 


ン 





〇 づ | 四 辿 や 刀 壇 OeG や " 


心 っ 必 苔 じゃ 





「 由 や 徳 つ te 上 C じ うっ ぐ G や " 
に 也 公 愉 さ 人 普 人 で で 代り 
忌 *8 朱 さ のり 惨 選 SS 交 め 昭 で 
堪 過 EC SQ 選 し ゃ さき 公 で せめ 
公 ” や G「『 由 SSS 交 」 の うっ 心 時田 
り 公 に 人 了 ひじ っ GS 生 ー い "の 








いし ^ で し 尽 じゃ 8 公記 っ 
へ GS で で 記 衣 公 由 や レセ 
せる に 取 公 入っ うめ 貼 や ロ せ で 


きら うめ っ 心 ( 寺 )」 
@ で ご 史 っ で) SS や 人選 
く こく か つう ふ ・ で ペー や 66 で 


到 り ^ 苫 や 選 所 ie で し う 心 
で SS 役 つじ し か る で 」 

@ うり) っ 心 雷 で で や 再 疾 王 唱 玩 
和 に に 取 競 陳 つじ つ 心 の うっ 心 や 


心 S 悪 手 つ 必 く ペー へ さく や で 





いで い 
( 玩 ) 」 


ぐ ⑩ 握 レネ さく f 帆 せ 「 の K 
下さ 484S ユ 中 0 の を きっ 」 


うっ う 心 6 の で 凡 羽 由 ひ レポ つ 


むう / 喘 国 や 三公 っ うめ うっ 
心 刀 06 つ 玉 7 で 7 
材 Q 選 CSG し つや 心 忌 " 





「 維 心 で る ーー 7K さ 記 つの 
を 6 っ で し の つめ 由 や 由 ひ 0 レ っ 








じゃ" 揚 ? 刀 公 G 弄 さ うつ し じ 『 
K 由 ミー コー 記 う ) | 可 G め の りつ を 
っ で で 460 KJ や 」 め うっ 心 
骨 Q 由 どじ や じ 」 

@ や っ や っ っ Gte 地 男 基 ト 
沙 り | 環 り も で NOG や で モエ や ゼ う で: 
ne ww や pp) 貴 県 葵 7 KK 
さ や p 還 FN トレ せ ン で ぴり セレ 
選 Pte むう) で " 区 G 嘩 避 で で の や 
心 っ 心 人 G 舞 じゃ p 間 刀 つつ) さく で 
『 志 Qp で CO の) く へ や で や ゼー 





0 で さ 6 過 

マ ′ 更 " 刀 公 で 攻 虹 革 つ を さらう で 
し っ で ぐ G 避 組員 つ 選 う っ せ じ 」 
@ つ を 人 S 爺 普 唱 須 本 皿 回 選 つ せ 
さ つ じ し +p*Q6 舞 選 回 つじ し じゃ 7 
ル ん で 8 つや で の 皇 記 公 半 愉 G 公 
きめ) 昭 心 超人 色 更 % セ 選 " 

「S 倫 や で せ 昭 っ 
須 林 四 り 坦 り つ を 邊 縦 昭 間 公 村 
つ で ?” っ <an エン 6 小林 四 G て ハ 
ふ ロ ー 引 で 選 明 『 交 交 。 を び 
3 揚 り や 者 縦 交 ぐ で や 』」 で ド 昭 っ 





つむ 53)? 聞 ン ヘー ルミ ざ うう っ 
ズ や うめ 昭 心 で セコ 」 

@ や で りや no の 皿 下 で で つの 担 
で いひ p う んで つう っ うく 証 や で 交 り うっ 
Cr6 で Se・( 戴 ) 

「 刀 公 Q/ 眼 維 CC うじ 咽 や 6 鍋 
陣地 シン っ っ て さく し も” 据 
本 四 G 葵 4m" 誤っ つつ K さ つう 
で ので 徹 つ ? 刀 公 届 。 普 打 四 公 円 
個 丹 ww ペ し 夷 公 柚 い WW 編 くめ っ 
で SG ) 2 十 ご で 編 0 ペ 」 玲 や で 
っ 稔 つ し ( 閣 ) 更 貴 臣 つ 編 や マ 
で 交 ひ し 徹 つ p 間 さ 6 本 むむ め 」 
@ や や し jp や 心 っ 心 。 ルレ 
さく KK 帆 低 TN 選 や だ む じい 6 で し 稔 祝 
りう っ ぐ G や S で Q 心 " 

「 必 ーー ペ 。 尼 さ くつ せ 人 心 宮 <C・ 
ヘー ト で 7 ん CC38 く て へ へ つの を な う 
し RS" く へ 心 (部 )」 


⑩ 柚 司 唱 倒 引 私 ぜ 國 煎 ・ 
や へ K 政 深 G 凡 早 悪人 や 
te 提 中 公選 っ ちゃ む で うう:p" 


リリ で で や 環 尾 豆 唱 遇 敵 衝 下 で 


くつ や 心 公 " 
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「 っ 称 心 っ 心 )) 補 角 区 品 導 
ふき っ 愉 心 語 ピ wOt@ の つう 心 ) 
や うり 昭 心 で レ も で? 避 G 革 じ し 玩 
ヾ Pe くし も で で" 8 くめ) りゃ p 心 人 ト 
1AN ト KA うう の) 押 人 で で さき う ふう 昭 
で ぐ で も むむ 7 TH みよ の 公 し レト 
中 AX で せ 届 必 入 一 届 菩 つじ 民 
いせ さめ 人 S で 日 ロ 導 寺村 し ロ 
ざい で レ うっ ne 『 本 心 入 R」 の 公選 O 
Pt@ つら で や 心 ら 必 で の 押 で で 
ざら うう 昭 心 くじ ちや" 過 公 QG 想 了 
KG 店 唱 表 つじ し せ ゃ 心 っ 心 節 鈴 
必 へ SS 凡 贅 届 心 の) 昭 さ る で 
さ 本 くく や も む め ) 呪 悪 G 甘 し せっ 
ン や し ゃ 療 つ S 世 を 心 で っ う 心 」 
@ つ そ 共 や 心 っ 心 交 公 押 鈴 宮 
県 ・ や 人 NKK 政 暗 選 公 ぐ G ぜ 尼 
粒 せり 昭 っ も " 

「 殖 " 郊 で か ー ペ 心 っ 人 
GS で 記さ で くし ちる で " ル で 8 
べ 圭 G | 明 演 騙り せ 昭 心 つ 7 
次) 下心 KG 着 味 "し じ う で 6 
で K 央 や せり 昭 避 で も る" 日 公 下 
ざ う 中 愉 や 心 じ 五 さっ う で し っ 
ぐ GS| 晶 條 渋 の 昭 で Pi@ で 
レレ” 刀 公 べべ 者 G 革 時 で) リト ユー 


や か NNKUSOQ を で し jp 忌 昌 
引 の 公 尼 叫 じ ゃ 聞 四 公 下 を で レ 
N0 り 忌 っ 心 画 ロ SCO Q を 心 の ^ 
いう で くさ や 公 NK つ さき ン で で 
を 心 り 昭 必 くち 6" S く 公 醒 つ 
Pe で や うう で ひじ うっ 心 ^ 置 和 公 
つっ 尽 届 臣 つ うつ で し っ う 心 もぐ 」 
@ ( 政 ) じゃ や ぐう っ 愉 や GO セン 
| 四 っ を G つ っ 4 で 7 


心 っ で 6 旭 号 田 つじ し く G や 7 害 
で S つ ン レ し 癌 つ っ GS | 四 GHNS 
K ぬ ハー 巡 芝 QOSQ で レス う 心 
GS で SS で し ゼ 公 で の を さっ 公 め 公 
で Q を 心 凡 や 介 Ne つ ? 抽 GR-ー 
さか 心 鶴 下り 公 公 血 っ 十 更 較 公 で 
K^ 末 搾り し 避 中 公 叫 さっ や 
ぐつ じゃ や 公 K つ 刀 め 全う っ 心 間 
Q 画 っ 刀 骨 的 Ne で くし も むう "や 
いつ 刀 ぐ で で し 弄 骨 ン 収 赤 
っ っ ぺ つ を うっ 人 S び ひじ ( 玩 )」 


③ 四 NG で 拓 レ KG 中 公 財 
っ レレ う っ nt@ う うつ で 。 尼 め 帆 い 
じ 貞 人 SW 公 " 


「 交 で 採 殊 で くし も 公 で :」 
@ で で | 選 胡 うし やせ 交 te 
っ で ぐ リ ツレ ( 因 避 生 摘 季 和枝 悪 
穫 で 還 問 配 喉 し 人 Se の ? 

「 構 っ し っ ie 明和 れれ っ 公介? 心 
ー ペ ” 足 や 由 で さっ G 公 っ っ くつ 
を さっ うっ しゃ SS? 交 。 や っ 
っ 視 革 や で し じ 仙 Et0 の 公 和 や 心 っ 
心 抗 つ (部)」 

@ や や 11116” や ロリ ビレ 由 押 区 愉 り 
IN りう っ 心 和 を で 羽 や SNe で むつ を 
こく 

「 っ 和 を" 旨く 6 由 押 せ 公 で くさ 
っ も で や 心 ろ ぐ G で 7 
心 う 土 季 生 Ne の 仏 ( 半 )」 

@ SC 公介 0 で し 壮 ン 6 旭 和 人 S 
Ne ウレ う 心 ろ 心 で で 

「( 赤 ) 心 ペ 」 

@ いで )/ 典 公 で で ひさ セ tk6 の や 
余っ う 條 4Jp 人 SNe レ つや 心 ? 

「 交 ” 典明 品 糧 っ じ te 選 / 宙 
Jp ドー つ 選 や で 」 

@ で やや で" つの を 交 皿 NR で 拓 し 購 
っ Pt@KG 中 公 ” 皿 忠 公記 赤 刀 地 
ゃ PKG 店 で Qe 





@ 半田 や で 公 く さっ うむ で うう ^ 
移民 セ 財 っ じ っ うぃ @” 間 Ne 問 で や 
と へ K 由 で で ぃ G 呈 回 で で むし 
むむ で の:p" 

「 仙 人 更 。0eH6SD で 7 の を 7 
RS も 選 く へ 民 店 選 掴 つ 五 つ ” 中 
選 窟 っ じ 押 つつ 十 号 ( 閉 )」 

@ や で や 1) や 心 和 NO 

「 必 to で つの を さっ うし も 人 SS で "っ 
を ” 撮 計り 選 生 品 じゃ ゃ 回 ( 交 )」 
@ KG 店 口 如 て 上 せ 計 固 り へ 
^ ざ 著 じ ビ ” 虹 忘 十 時 じ 交 to 
2) つう 候 で ・ 

「 愉 MO 掲 本 0 と 在 夏 
つ @ 展 列 口 SNe me し 6^ 更 擬 二 由 
代り 昭 心 で し 6" や で 公 Q 公 揚 
換 旨 つっ くし も むう で 」 

@ つ そ 交 講 う Pi6 収 G 由 公 「 ド も 
MK 帆 " 認 G 名 四 公 苫 いじ 」 
いし 帆 の つつ 4Q 豆 っ mw セ で 
「 下 で さ う じゃ で ( 陣 )) で セン 
や で で 込 へ レセ パー や を る 
KK トー 作 の SG 人 部 財 し 公 介し 
つ で で 品 さき う し も や 」 
@ つ を 区 | 表し 龍 忌 静 や 6 


cp きま 


140 


SHItZ 


「 さ きっ しゃ" 刀 全 パン トト ハ 
くさ ふ ー レ 『 ド お さく K も で G 問 せ 
っ っ 的 。 っ Cp 普 選 明信 や じゃ 
QC し 』」 愉 っ 一 一 時 払可 で 
っ で C し "や SS 明 せ (部 )” 癌 
36.Q で し レ お か を 6 王 刀 下心 
うり 公 や 心 っ で G せ 交 0 セ 五 )「 
皿 忠 人 径 赴 で 台本 位 て ロ 咽 人 や や 
りさ で レ さ うし ュ 」 

@ ap や 心 っ 心 ) 選 で で で 
96 ば うっ で 

「S 区 人 W も めで) し 7 
豆 っ も で 民 " 刀 公 で 『 紹 ) り で 下 
っ っ S で 融 っ し 」C KNNS 
G 拍 G せ ふ ー 選 各 ご りう 吾 提 詞 6 
むふ ) (部 )」 

@ つ を SG KG 中 口 | 晒 路 選 舞 
S で te で GO " 心 っ 心 夫 忠 で ミ 
か へ くめ 尽 で 

「S^ で | 由 で つ 普 で 稔 
いさ くし ゃ ゃ " 尽 人 S 己 | 由 要 で つ 
刀 瓶 G 販 G 届 つ り 公 ” 圭 押 り 公 」 
@ うー で ” つ 約 。 双 評 糞 *S じ 
Ne 貴 交 下り 公 更 6 や で 

「 や や セ 民 0 ー ペ の 次 電 
S で 公定 心 っ で G 更 つ で で * 





約 ” 狂 G 甘 じじ KG 中 りう で で 
で や お Jp" 握 公 貢 う っ 肩 っ レビ " 
ン で ふく jp つ で 公 必 舞 で セレ 
じゃ や 叫 つ レ あ CS で ペ 所 " 
下川 G 選 公 生 ) く さも 0 うら 』 ぴ セレ 
岬 いひ 台 松本 0 で さく で) で 
UEF さ びに よさ :1M こ 人 (0 
十 公 .QQ で で や 硝 で し ゼ 店 で で 
し むふ う ^ 揚 G 民 で る OS『 レ 
SG りり 尽 ) 心 公 下り 起り 0 で し っ 
心 G)” や 6 吉 ご 選 G て ーー ハ 公 
電 G 稔 わり 公 " や 心 う で や 6 し で XN」 
@ や G 選 G 革 り 尼 Q 向 つ せ で ei 

「 む で や さや 6 うめ 公 ”。 下 居 し 玖 te 
りう ” っ で で jpGW 徹 つじ し” 義 
往 2 つ Oo で も) を で 8 で 」 

@ や G 沈 や 6 店 只 選 で る で 

「 っ 必 ^ 痕 扶 口 や ささ つつ せ む め 
( 普 )) 踊 さ 人 S び レセ で 」 

@ つ そ 交 押 記 レト ホ さ ド 部 密 yi ロ 
トミ 篤人 N@ つつ で りう 心 屋 t@ る) 
| 遇 控 りつ 嘱 っ し じ 公 " 

「SG で や Q さ で へ 拉 G 央 そ 
幅 骸 りつ PKG 中 どじ し で 避 据 公 
で 0 で レコ 」 


469 人 ) 心 つの Jp さっ うむ 
Ne-6 で ( 画 )“ 

きつ 虹 Qー 和 へ A 公 う ) 選 尽 で 
で 革 避 う も で や で めで 
心 っ うっ 心 で ) ル へ 加 さ 」 
所 電 や 心 っ 苦虫 學 窟 森 0 で 
9) 本 っ で や で 

「 貞 っ し ゃ で 起 0 レ ン @ う の 選 
nn ン つ レン SO ) 尽 や 璧 つう ぐ で 避 
3 所 公 で さっ し で "を で 8 ご 組 
っ jpG 史 で nie で レ う っ GS” 義 
GS ズ くり 表 つ じゃ 介 N0G 信 や つく ぜ 
っ ? 刀 公 で KG 中 G 革 じゃ エー 
ー 補 G 由 ぬん で 中 りさ で 
を 心 つ ? 尼 隅 シレ pp” く KS 環 所 
S さ KG 店 人 SW ご 提 信 で さっ 」 
@ つと 愉 う ご 殆 民生 押出 お さ 代 
提 も 選 S り 8^ 組 居 唱 五 じ " 
三 由 陣 ロ つ レ ーー 

「 恨 裂 会 つっ で 失う っ 貴 N0 で や うら で" 
尽 S じ | 杏 り 昌 て し めで 公 く 選 り 
G り さく 公 世 じゃ 中 で 量り 
Pte ズ っ で 8 っ う 4KRCOQ を で ビジ 
居 全 や っ 選べ Q 揚 や で QG む 愉 や うっ 
S( 拘 )” 押 咽 や 制 p 心 王 早 史 
で や 虹 や p っ Ne で むつ を で う し も で“ 


の 


@ そ 


し p 半 G 天 旬 や 心 SNO Op や 心 『 団 
女 問 で きっ ポー』」 愉 刀 っ 」 


2) つ し 訟 6 で で 

「 交 ご 6 屋 (部 )" 人 か ie し やせ 装 給 や 
心 シ ちゃ 6" 枝 GR う っ 店) 人 | を 
46 心 っ 心中 避 撮 信 で や や で 」 
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時 固 め 皿 撤 公 編 じ し te 「 
で QAK ふ ーK」 人 SG っ 
いう っ 如 く し つ 避 つ で " 

つづ で つ ” や G ト さ へ 人 K く 公 
中 殿 間 G 貢 窟 し GS で 公 
で っ 6G 刀 公 7 表 叱 ? ツ で 公 
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醒 ロ DO っ 組 公 SQ 名 4007 6 で 唱 居 しめ 8 っ 中 首 一 
了 K 凡 蘭 虹 S ト ロビ ロ S で っ MIJ6 レ CO し ぶ ボ 指 喘ぐ べ 、 田 叩 直 
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局 GK て ヘ キ ユ 上 ト で 補記 
的 っ Ws" バ 抑 画 、GGD" 
つっ W 愉 さっ 上 公 的 \@G 
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ご ′ 表 証 的 映 じ 恨 で 本 K@) 
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"CRUS7S" ドコ の /・「A EC / パ プア 1 C7Y に 。 
6/16 <FRIT' 東京 :SHINJUKU LOFT 2 days 03-3365-0698 ] 
6/17 <SAT> 東 京 : SHINJUKU LOFT 03-3365-0698 ヽ 
。 6722 <THU> 市 川 : CLUB( G..O. ws に 
6/23 <FRI> 横浜 :7Ih AVENUE 045-641-2484 
6/24 <SAT> 熊谷 :VOGUE o485-24-4100 


と 
6/27 <TUE> 新潟 :ODO-HALL。025-241-9200 RISKY DRUG STORE 本 SUN> 松山 :SALON KiTY 0875-63-4844 MUSIC TRICK R. 
6/30 <FRI> 札幌 :BESSIE HALL o11-27130166 GURU GURU ぁ 7/18 <TUE > 大 分 :DRUM Iroz ド S 0975-33-0467 
7/2 <SUN> 青森 : 会 場末 定 o177-77-4770 7/19 <WED> 長 崎 :STUDIO DO 0958-27-6734* 
7/4 <TUE> 仙台 :BIRD LAND o22-265-9750 * 7/21 < FRI' 福岡 : 0 -1 2 days EE MM: に 
7/5 <WED> 山 形 : SI 0236-31-6519 TORAYA RECORDS 7/22 <SAT > 福岡 :DRUMjBE-1 092-481- 7881 
-* 7/6 <THU> 会 に た ネ ミコ GENDARME o242-25-1021 ” 7/24 <MON> 広 島 :NEO POLIS HALL OH ルル YU 
. 7/10 <MON> 長 野 :LIVE HOUSE J 02ez-24-88g9 リノ ルド のり 2 う hnliiF PEPPER LAND oee- 253- .9758 
7/11 <TUE> 高岡: MOMINOKI HOUSE 0766-24-1987 7/27 に 9) レア いね BANANA HALL 0e- 7 だ ES IF.M. OSAKA 


2k1 LSE 0 に 1 い 目 半 7 放り 還 6 に れい. A7 7OS7 7OUZ 7/MA/ G7G 


7/15 <SAT> 高 知 : CARAVAN. ヨコ ュ パ 0875-63-4844 MUSIC TRICKR. 。 っ / っ g < SAT ら 名 古屋 : DIAMOND HALL rr 


拉 
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グーン ピン Co 


II: すす ~ 00180-3-2294s 。 
日 本 中 > 住 所 民 さ 記入 し て 下さ い 
FT 7 ウム と 明記 し て 下さ い 
MOT 


* 











ん に な り ま す 」 問 も 相次い て ます ! 2 
ラー が 最後 に な り ま 9] ここ か の 」 い を 全 
< の バン ド と し て は 今回 し て いた た め 、「 知 てい の お に は ほ ソ フト 5 レー と いな だ 
本 利行 の タイ トン 人 を で な り ま せん レー ララ フィ ー・ そ し て 天 ーッ モリ アル ーー 0 だ さい ! 
アク シ デ ン ト : パン レン で 語録 集 完全 7 久保 存 阪 』 や 大. ぜひ 手 に と つっ ト こ と デー 
明 し ea の ぶつ ad ゃ で 緩 る 芝 っ の 
6 年 W す 。 最 初 に 
本 作り ま 
し た が 絶対 いい 
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The Street Sliders 講 本 


47 うー ピル ロバ テレ 

村越 弘明 少年 こ 市 川 洋二 少年 。 そし て 、 い よい よ 4 人 が 出会っ た 吉祥 寺 の ロッ の ク 際 共 [メロ ウ ・ ハ ウス 」。 
4 人 の メン バー それ ぞ れ の 生い立ち か ら 、 ス トリ ー ト ・ ス ライ ダー ズ へ と 織り 靖 さ れ て いく まで の 
物語 を メン バー 本 人 の ロン グ ・ イ ンタ ヴュー 形式 で 収録 し た 、。 リン ダー ス 読 本 て 革 。 
ロッ キン グ ・ オ ン JAPAN に 掲載 され た 村越 弘明 ? 万 字 イ ンタ ヴ エ ー、 


土屋 公平 万字 イ ンタ ヴュー、 連載 [リー の 行方] に 加え て 新た に ジェ ニム ス 、 スズ の ? 万 字 イ ンタ ヴュー 


そし て 村越 ・ 土 屋 の 最新 イン タ ヴ ユー を 加え た 、 純 度 ]00 光 の 内 容 で す 。 


久保 和 孤 が 
US 

| スス 、 ジ ェ ー ム ス 
ルン うし っ 


ヒム ん リル て] 


上 上り と と と 。 | 


ロッ キン グ ・ オ ン か ら 5 月 30 日 発売 / 予価 1900 円 (本 体 1845 円 ) 


テス トト 2 ラダ - ー ズ 1900(* 人 1845 皿 ) 


住所 


150 東京 都 渋 谷 区 桜丘 町 22-14NES ビ ル N 棟 6F (株 ) ロ ッ キ ング ・ オ ン TEL.03-3496-6731 
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あ NOUU ON SHRLG 

c/w キ モ ち E (アル バム 未収 録 ) 
' WITH : YUKI 

(from JUDY AND MARY) 
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エレ ファ ント ラヴ 
本 の ジッ ァ ー ー ス ト ア ル バ ム 
_ FILE RECORDS よ り 


NOUU ON SRLG 


ーー エレ ファ ント ラヴ ー 
クラ モチ (from 真心 ブラ ザー ズ ) 
フク チ (ex カス テラ ) 、 ミ ヤ ウ チ 


生ま れ 変 わっ た 真心 ブラ ザー ズ , 95 年 型 傑作 ROCK アル バム 登場 ! ! 


真心 プラ ザー ズ 
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松本 コン チー タ 。 AV 女優 と し 
て 名 を 馳せ 、 今 や クラ ブ ・ ピ ー 
プル の アイ ドル と し て さま ざま 
な イベ ント に 神出鬼没 の 彼女 。 
天真 畑 温 を 絵 に 描い た よう な お 
人 で あり まし た 。 松 本 さん 、 取 
材 中 の 放 選 を 深く お 詫び し ます 。 


「 父 親 が 厳し か っ た ん で す よ 。 
だ か ら 家 に 居る 時 は お と な し く 
し て た ん で すけ ど 、 学 校 だ と い 
き な り 開放 的 に な っ ちゃ うっ て 
いう か 、 男 の 子 の 上 に 立っ て ア 
カレ ンジ ャ ー や っ て る みた いな 、 
- ち ょ っ と 二 重 人 格 っ ぽい と ころ 
は あり まし た ね 。 は っ きり 言っ 
て 度 を 越し た や ん ちゃ 、 自 分 の 
クラ ス の 授業 に 飽き て くる と 隣 
の クラ ス に 行っ て 絵 を 描い て た 
り と か ね 。 それ で 不思議 と 怒ら 
れ な か っ た の 」 

「 と に か く 絵 を 描く の が 好き で 。 
自分 は げ ヴィ ジュ アル 方 面 に 進む 
ん だ っ て 漢 然 と 思っ て た ん で す 
よ 。 学 校 で も 友達 の 似顔絵 と か 、 
文化 祭 展示 用 と か 、 何 か ある と 
私 に 話 が 来る っ て くら い の も ん 
だ っ た し 。 漫画 も 好き 。 な ん き 
ん さん と か し りあ が り 寿 さん み 
た いな 不条理 っ ぽい の が 特に ね 。 
中 学 の 頃 か ら 宝 島 と か ポッ プ テ 
ィ ー ン に 4 コマ 漫画 も 投稿 し 始 
め た ん で す よ 。 実は 今 、 某 誌 で 
連載 持っ て ます 、 ハ イ 」 

「 音 楽に つい て は 、 父 親 が クラ 
シッ ク の レコ ー ド を よく 聴い て 
た の が いち ば ん 古い 記憶 だ な 。 
ピア ノ も ずっ と 習っ て た ん で す 


よ 。 絵 も そう だ けど 、 私 の 両親 


っ て そう いう 芸術 方 面 へ の 理解 
が あり まし た ね 。 ビ ー ト ルズ を 
ちゃ ん と 聴い た の も 父親 の レコ 
ー ド 。『 ベ スト テン ,』 の 歌謡 曲 に 
慣れ た 耳 に は や っ ぱり 新鮮 で し 
アゴ 

「 で 、 ビ ー ト ルズ を きっ か け に 
オー ルディ ー ズ の ポッ プス に ハ 


マ る ん で す よ 。" ワ シン トン 広場 
の 夜 は ふけ て ” と か ね 。 あ の 切 
な さ が い いっ つう 感じ で 子供 の 

くせ に 窓 の 外 な ん か 見 ちゃ っ た 
り し て 。 ビ ー ト ルズ だ っ た ら ~ ミ 
ッ シ ェ ル "。 私 っ て 普段 は テン シ 
ョ ン ば り ば り で し ょ 、 だ か ら 無 
意識 の うち に お セン チ 系 音楽 で 
パラ ンス と っ て た ん だ と 思う な 」 

「 父 親 の 部 屋 に は アン ティ ー ク 
っ ぽい 調 具 が あっ て 、 そ れ を 自 
分 の 部 屋 に 持っ て きち ゃ あ ノ ス 
タル ジー な 気分 に 浸る っ て こと 
を よく や っ て た ん だ けど 、 そ う 
いう 気分 を オー ルディ ー ズ で な 
お も 煽る っ て いう ( 笑 ) 。 な ん か 
ね 、 父 親 や お じい ちゃ ん の 世代 
の も の を 吸収 する と 面白 い 感 覚 

「 私 っ て 意識 し て な く て も 目 立 
つっ て いう か 、 和 早い 話 が 変わ り 
者 扱い 。 だ か ら 友 達 と の 間 に 壁 
みた いな も の を いつ も 感じ て ま 
し た ね 。 目立つ の が コン プレ ッ 
クス みた いな 。 ず っ と 「『 そ の 他 
大 勢 』 に な り た か っ た ん で す よ 。 
少女 A に ( 笑 )。 今 は を の コン プ 
レッ クス を 逆手 に と っ て 振る 舞 
える よう に な り ま し た けど 」 

「 多 分 中 学生 の 時 か な 、 男 の 友 
達 に セッ クス ・ ピ スト ルズ を 聴 
か され て か な り 好 き に な り ま し 
た ね 。 ほ ら 、 パ ンク っ て ヴィ ジ 
ュ ア ル か ら 訴 える と ころ が ある 
で し ょ 。 それ で いい な あっ て 思 
っ た ん で す よ 。 で も ね 、 周 り は 
みん な ユー ロビ ー ト ば っ か り 聴 
いて て 。 な ん か 、 ピ スト ルズ 聴 
く の が 独り の 楽し み に だ っ て る 
っ て いう ( 笑 ) 」 

「 パ ンク の 衝撃 で 人 生 変 わっ 
だ た 、 み た い の は な か っ た だ です よ 。 
私 は ピス トル ズ 聴 く 前 に 一 通り 
の 悪さ き し ち ゃ っ た っ て いう か 、 
ちょ っ と ヤン キー 入っ た グル ー 
プ で 行動 し て た ん で す よ 。 家出 
な ん か し ょ っ ちゅ う で 。 父親 に 


顔 変わ る ほど 殴ら れ た り ね 。 で 
も 、 こ の まま いっ た ら 末 は ヤン 
ママ だ な っ て 思っ て 。 絵 だ っ て 
続け た か っ た し 、 好 きなこ と や 
る か ら に は 高校 くら い 出 と か な 
きゃ な っ て 、 き っ ぱり 足 を 洗っ 
た ん で す よ 。 ピ スト ルズ 知っ た 
の は その あと だ も ん 」 

「 高 校 時 代 は モロ に バン ド ・ プ 
ー ム で し た ね 。 入 学 と 同時 に 『 イ 
カ 天 』 が 始ま っ た の か な 。 も う 、 
周り は みん な バン ド や っ て まし 
た ね え 。 私 も 誘わ れ た けど 、 バ 
ンド っ て めん どー くさ いん だ も 
ん ( 笑 )。 音楽 っ て 楽し いも の な 
の に バン ド 練 習っ て 部 活 み た い 
で し ょ ( 笑 )。 そ れ に 、 高 校 に 入 
っ て 私 は や っ と 自分 の 存在 を 大 
勢 の 中 に 埋もれ させ つつ あっ た 
か ら 、 バ ンド で 目 立 と うと か は 
考え も し な か っ た な 。 傍観 者 を 
貫き た か っ た ん で す よ 。 高 校 時 
代 が いち ば ん 地道 だ っ た 」 

「 音 楽 よ り も 読書 で す よ 、 そ の 
頃 ハ マ っ た の は 。 玉 原 期 太 郎 、 
中 原 中 也 、 太 宰 、 三 島 、 茨 木 の 
り 子 、 そ を ん くら いか な 。 えー っ 、 
な ん で そん な に 驚く の ? ふ ー 
ん 、 破 減 型 か ぁ 。 い や 、 そ うい 
うん じゃ な く て 、 な ん か 気 の 合 
う 友達 と 話し て る っ て 感覚 だ っ 
た けど 。 リ ラク ゼー ショ ン だ っ 
た ん で す よ 。 尾崎 豊 ? まあ ち 
ょ っ と 違う な と は 思っ た けど 、 
あの 歌詞 暗 す ぎ て 減 入っ ちゃ う 」 

「 私 は な ん に で も 興味 を 持っ て 
手 を 出し ちゃ う 方 で すけ ど 、 他 
人 か らい ろ い ろ 押 し つけ られ る 
の が いち ば ん ダメ な ん で す よ 。 
も ちろ ん 自分 か ら 他 人 に 勧め る 
の も ダメ 。 は っ きり 言っ て 私 を 
中 心 に し て 宇宙 が 回 っ て る と 思 
っ て ます か ら ( 笑 )。 だ か ら 流 行 
り が どう と か 、 ま る で 私 に は 関 
係 な いん で す よ 。 と に か く 自 分 
の や り た いよ うに や る 、 そ れ が 


一 番 で し ょ !」 償 
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こう ち に 向かっ て そ "オッ カー マ 、 
ヤッ クー ザー 1! 」 と 叫ぶ 。 オ カ 
マ は いい と し て 、 ヤ ク ザ は な い 


だ ろ 。 知 っ て る 日 本 語 は それ だ 


け か ? そん な こと 本 物 の ヤク 


ザ に 言っ た ら 12 時 間 か け て 事務 


所 に 連れ て か れる ぞ 。 あ と カン 
フー の 真人 選 し て 「 ト ヨタ ッ 」 と 言 
だ 、 捉 后 の 格好 し た パシ ント 
マイ マー 君 、 君 は 一 生 道 化 だ 。 
し か し フラ ンス の 建物 は 恐 ろ 
し い 程 素晴らし い 。 奇跡 的 な 形 
で 今 も 残っ て いて 、 こ ん な 俺 が 
見 て も 重み が 伝わっ て くる 。 そ 
うだ 、 こ の 国 は 華やか な よう で 
メチ ャ クチ ャ 重たい ん だ 。 そ の 
華やか さや 重 さ を 、 雑 多 化し た 
(いい 意味 で ) 日 本 で 、 映 画 や 





る 出発 前 、 成 田 空港 に て 撮影 三 長田 栄子 


写真 の 中 で し か 感じ た 事 が な か 
っ た か ら 、 本 物 を 目 の 当 り に し 
た 時 の パワ ー と いっ た ら す ご 
い 。 そ し そそ れ を ふま えた 上 で 
シャ ン ソ ン を 聴い て みる と 
…「 ご めん な さい 僕 、 何 
も 分 か っ て な か っ た で す 」。 
海外 に いて 日 本 を けなす つも 
り は 毛頭 な い が 、 フ ラン ス の 愛 
国 精 神 は 素晴らし い 。 日 本 の ( 悪 
い 意味 で ) 雑多 化 が 少し 愛し く 
な る 程 、 こ の 国 の 人 は みん な 、 
プラ イド を 持っ て いる 。 そ ん な 


時 、 テ レビ で ニュ ー ス を 見 て い 


た ら 、 基 宗教 団体 が 画面 に 映し 
だ され た 。 4 月 15 日 に 東京 に 何 
か が 起こ る と か な ん と か で 、 パ 
ニッ ク だ と …………。 結局 何 も 


だ: 


の 
を 


し 


2 
そ 


赤き WAO 和 VMIN 一 汗 さ 


お 
ン 
ジ 
の 
吉 
井 
和 
_ 坦 
ら 
。 愛 
の 
際 
F 
A 
の 
巻 


起こ ら な か っ た みた い だ け ど 。- 
カン ベン し て 下さ いよ 、 教 祖 様 。 

この 後 、 英 国 に 行く の だ が ど 
う 感 じ る か 、 本 場 英 国 で ビー ト 
ルズ は どん な 風 に 聴こえ る の か 
な ? よく 夢 の 中 で 、 行 っ た 事 も 
な い 場 所 な の に な ぜ か 、 異 常 な 
ノスタルジー を 感じ る 事 が ある 
が 、 外 国 は それ の 固まり だ 。 僕 
に は 、 下 北沢 で 聴く T レ ックス 
の 方 が 、 肌 に 合 っ て る の か な 。 償 





さて 、 武 道 館 を 終え て ほっ と 一 息 、 
7 グ 21 に は 武道 館 ラ イヴ ・ ビ デオ 

も リリ ー ス され る わけ で す が 、 気 
に な る の は 次 の アク ショ ン 。 安心 
し て くだ さい 、 相 変わ ら ず 走っ て 
ます 。 な ん と 6 月 に は ニュ ー・ ア 

ル バ ム 制作 に 突入 する そう で す ! 
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クハ イ て < プ テ ド 一 竹 | 


に 向 
で シ 





リア 大 陸 の ル ヴ ィ イ ・ く が 、 ぜ ん 


に ず きっ と で 
ぼ 。 ビ マ だ 、 お か Lu 





し くれ! な ぜ 7 RF そし 
々 と 色んな フレ ンチ 物 を カ 
ら 聴 いて みる が 、 ん た 





に 、 一 週間 パリ 、 ロ ンド ン の 旅 に 
ke ト the まい 
3 ka 和 
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控室 に て 無 導 に 盛り 上 が る アン セイ ン & コー バ 
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「 ア ン セ イン ? 誰 そ れ 。 そ ん 
な 外 タ レ よ う 知 らん 」 と 思っ た 
皆様 、 安 心して 下さ い 。 実 は 私 
も よく 知ら な い の で ご ざい ます 。 
彼ら の 来 日 前 に 私 が 知っ て いた 
事 と 言え ば 、 そ の サウ ンド は 彼 
ら が 在住 し て いる ニュ ー ヨ ー ク 
の 混 当 を その まま リア ル な ギタ 
ー・ ノ イズ ・ サ ウン ド と し た ジ 
ャ ンク ・ バ ンド で あり 、1 st の ジ 
ャ ケッ ト は 鉄道 の 線路 に て 首 が 
も げた 死体 が 転がっ て いる 写 
真 。 ま た 2 nd は 、「 た っ た 今 人 電 
いて きま し た 一 」 と いう よう な 
血まみれ の 事故 車 で ある と いう 、 
そん な 情報 の み で し て …… 日 本 
で の 知名 度 は 限り 無く マニ アッ 
み で 三 き いま し た 。 も し か し 。 こ 
の 度 の 東名 阪 ツ アー を 一 緒 に 回 
る 事 と な っ た の が コー パス ・ グ 
ライ ンダ ー ズ で ある と 聞く に 及 
び 、 人 然 興味 が 湧い た の で す 。 
と いう の も 、 コー パス の 1 st ア 
ル バ ム の ジャ ケッ ト は 血まみれ 
で トン カチ 持っ て バッ タリ 倒れ 
て いる 死体 写真 。 し か も 、Vo の 
ゼロ 氏 に 及 ん で は 尼 1 回 目 で も 
紹介 し まし た 通り 「 も し 俺 に お 
金 が あっ た ら 毎 回 ドラ ム セ ッ ト 
_ 壊し な が ら や り た いん だ けど 、 
お 金 か か る じゃ ん 。 で も 身体 は 
ぶっ 壊し て も 治る じゃ ん 」 とい 
う よ く 分 か ら な い 理 由 に よっ て 、 
毎度 ギタ ー を 頭 に 叩き つけ 流血 
し そい る バン ド な の で す 。 つ ま 
り 日 米 流血 対決 ! お も し ろ そ 
うじ ゃ あり ませ ん か 。 

と いう 事 で 今回 は 4/12 の 新宿 
ロフ ト を 皮切り に 、13 心 斎 橋 ミ 
ュー ズ ホ ー ル 、14 名 古屋 ハッ ク 
フィ ン 、15&16 下 北沢 シェ ル タ 
ー で 行わ れ た その ツア ー の 模様 
を Vo& G の ゼロ 氏 と 、 ブ ッ チ ャ 
ー ズ の Vo& G で も ある G の 吉村 
氏 に 語っ て 頂 こ う 、 と 思っ た の 
で す が -ー や は り この 2 名 の 人 
選 は 無理 が あっ た よう で し た 。 
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ゼロ 「 ゲ イシ ャ ・ ガ ー ル ズ の バ 


ッ ク の 候補 に 名 前 が 上 が っ て た 
ん だ よ 1』 

吉村 「 ボ アダ ムズ の 次 に 名 前 が 
上 が っ て た らし いん だ よ 」 

ゼロ 「 ボ アダ ムズ が 断れ ば 俺 た 
ち に 来 た の に い イ イイ っ !」 

@ は あ 。 
ゼロ 「 ま あそん な 事 も あっ て 今 
回 の アン セイ ン と の ツア ー・ タ 
イト ル は 「『 俺 の 身体 は デス トラ 
クシ ョ ン ・ ツ アー』」 だ か ら 」 

@ な ん で すか それ は ? 

ゼロ 「 日 々 破壊 され て 行く 肉体 。 
ぶ ふ は は は は は は 1!」 
e……。 で 、 そ も そ も ア ン セ イ 
ン と は どん な 縁 な ん で すか ? 
ゼロ 「 俺 ら が 初め て アメ リカ 行 
っ た 時 に 、 飛 び 入 り で ニュ ー ヨ 
ー ク の アン プラ グ ド の ライ ヴ に 
出 た ん だ けど 、 そ ん 時 に アン セ 
イン の バン に 乗せ て 貰っ た の 。 
そん で 「『 お 前 は スー パー・ ス ナ 
ッ ズ どう 思う ?」 っ て いき な り 
聞か れ て 「『 俺 ダメ 」 っ て 言っ た 
ら 『OK、 俺 も そう 思う 』」 っ て 意 


気 投合 し た ん だ けど 、 ア ン セ イ 


ン の ライ ヴ 見 る 前 に 気持 ち 悪く 
な っ ちゃ っ て 帰っ ちゃ っ た の 」 


重 は あ 。 で 絡 。 今回 初め て 見 る 。 
吉村 「 そ うそ う 」 


ゼロ 「 思 っ た より ちゃ ん と し て 
た よね 。 ジ ャ ケッ ト か ら 想 像 し 
た の と 全然 違っ た よ ( 笑 )」 

@ そう 言え ば 、 お 互い 血まみれ 
の ジャ ケッ ト な わけ で す が 。 

ゼロ 「 う ん 。「 な ん で 血まみれ 使 
う の ? 」 っ て 聞い た ら 『 一 番 イ 
ン パ クト が ある か ら 。 そう いう 
の が 好き だ か ら 」』」 っ て 、 俺 た ち 
と あん ま 変 わん な か っ た よ 」 

@ は い 。 で は 今回 の ツア ー の 模 
様 を 教え て 頂き た い の で す が 。 
吉村 「 演 奏 は アン セイ ン も 俺 た 
ち も 大 阪 が 一 番 良 か っ た よ 。 そ 
れ に な ん か アッ ト ホ ー ム な 雰 囲 


気 が 良 か っ た 」 


ゼロ 「 で も 、 俺 た ち に と っ て の 
サン クチ ュ ア リ は や っ ぱり 名 古 
屋 、 名 古屋 が 一 番 凄 か っ た ! 


も う 大 暴れ 状態 で さ 、 俺 な ん か 


尊師 だ っ た よね ( 笑 ) 」 

吉村 「 う ん 。 名 古屋 な ら 俺 も 尊 
師 に な れ そ うだ ( 笑 ) ホン ト に 」 
@ な ん な ん で すか それ は ? 
ゼロ 「 コ ー パ ス & ブ ッ チ ャ ー ズ 
軍団 が あっ て さ 、 男 ば っ か りな 
ん だ けど ( 笑 )、 名 古屋 な ん て 1 
年 に 1 回 位 し か 行っ て な いじ ゃ 
OLk す 
京 ま で ライ ヴ 見 に 来 て 日 帰り で 
帰っ て た り し て る ん だ 。 名越 く 


ん (コー パス の G) 見 た さ に 名 


越 く ん が や っ て る チャ ラ や 染谷 
俊 ま で 見 に 行っ ちゃ っ て た り 」 
@ え え ! 男 で す よ ね それ ? 
ゼロ 「 う ん 、 凄 っ いん だ っ て ホ 
ント 。 それ で その 軍団 の 2 番 隊 
長 が どう や ら バ イ ら し く て ね 、 
名 古屋 の 打ち 上 げ で 俺 が フ ザ ケ 
て チュ ウツ っ と か し た ら 、 あ わ わ 
わっ て な っ て 、『 俺 の 目標 が 達成 
され て し まっ た 」 っ て 漏らし て 
た らし いん だ よ 。 うっ お 一 
@…… そ ら あ する 方 も する 方 で 。 
ゼロ 「( 聞 いて な い ) で も 名 古屋 
だ け は アン セイ ン も 他 じ ゃ や ん 
な か っ た の に 2 回 も アン コー ル 
や っ て さ 、 そ れ ぐ らい 良かっ た 
ん だ よ 。 そ ん で 俺 と 大 地 く ん (Dr) 
で 突っ 込ん で っ て ダイ ビン グ し 
KRSRs ey 
@…… は は は は は 。 . 


昆 NEWS 
@ その アン セイ ン と コー パス の T 
シャ ツ を 各 1 名 様 に プレ ゼン ト 。 
「 慣 コー パス 係 」 ま で ご 応募 下さ 
い 。 ま た ゼロ くん と 直接 コン タク 
ト を 取り た いと いう 奇特 な 方 、 イ ンタ 
ーネット の E-mail に て 受付 て ます 。 コ 
ー ド は SPK@Iib .bekkoame . or. 
jp。 対 し て 吉村 くん は 文通 相手 を 
募集 中 、 こ ちら は 戻 気付 吉村 様 で 
お 手紙 送っ て や っ て 下さ い 。 つ い 
で に スタ ッ フ も 募集 中 で 全て 話 気 
付 で …… 一 体 何 な ん だ この バン ド 
は ! 。 才 
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っ 0 4 


@ GO C: 


拉 1「 っ を 條 せ 十 提 人 も ペ や せ コ 」 


際 「( 閉 ) 聖公 ロ ” 追 せ 暫 ゴ 
も で や p 但 じ 法 刀 っ 公 Q リ 
り 6 旧 下條 で や ……」 
@ 所 で 一 ツ で せり リー ロー で 
、 ピ 6 や AR 一 、 うり 公 
N けり 還っ る 人 愉 S 居 全 ……" 
NN 隔 「 う を 所 公 


帳 権 G 世 ロコ ー ロ ー 公 っ 
っ 4 や Q ロ リー ロー ぬ 税 
So で D を きっ G 公 代 給 … 
… 明 で やく や リマ S 店 皿 つ じ 
(部 )」 ' 

槍 |「 せ SQ 虹 錠 で 十 所 0 
で ぐ 8 ホネ へ 近 で リ の 太 Q 
も で しさ うく や 」 
e SS 一 

推 |「S で じ 容 琵 玉 YS や 
pe” SG ズ 」 


際 「 で S) ルル で 8 李 百 


圏 じ 如 円 じ 控 舞 0G 提 te 
肛 の っ で る ne…… 藤 マ ゼ て 
へ トロ 頁 選 ペ 過 (部)」 
槍 |「 っ 衝 陣 を SS さ ズ 
6 敵 ー 明 還 軍 うつし で 『 玉 
n330)6G べ つら キ を SC で つら 年 民 
到 で 」 り し 昭 心 6」 

@ 6 6 で りり で 


槍 1 「mS" 公 G 理 せ 『y 
心 信人 SG て や 長 <Q0 で し 


ざっ で 一 』」 うつ )」 


際 「 で やせ せ せ せ ー 問 p で 


朴 ロロ 公 公 の どじ ( 否 )」 

携 |「 し じゃ も 人 ” 心中 6G 還 起 
GR さく GINー ふ へ 咽 " jp 選 
RINO RINS く 選 " 客 甘 早 


ン む し を で し 公 届 郁 せ 握 


パン で し し じ も ^ や リリ GR 
を さり ローK) 人 る ネー や 


K つ じ 握 いじ く お ) 
Kー ト せっ っ ろく や) 願 人 
AS で や や SS 交 ” 交 補 リコ 





臣 「……| K ー ト +6 へ G で で -」 


拉 1 「 で ペ 」 

際 「 や で せ や で し 是 旬 ( 競 ) 
し ゃ 画 因 DK か さり くし te 
"レベ" 音 せ 画 全 くさ 書 
6G 胡 押 や で 電 獲 っ ne jp で 
Gu" し "に K 昭 鞭 SG 公 
次 守 旨 で 補記 日 ユー て で 
べ 克 明 喉 つき GD” 抽 其 ロ 
豆 つ し や ね むせ ー 。 で 把 公 に 中 
つじ 0 の つ 公昭 4 きっ うく る 
ー ( 雪 )」 

携 | 「 明 人 論じ ゃ 性 
拓く だ 人 SNeG 公 の つ で S 
っ ” A 本 一 ロー 公 出 尽 で セ 
C SQ 更 SN0 め 公選 ()」 
@SG で 一” 伽 三 ゴ 公 どじ っ te 
うり りり 必 世 つ だ で さ う くし か 人 S" 
KR い かい さ つ を さ ン レコ リー ローG 
四 さ くし むふ 


際 「Q" 杏 G コ ツー ロー 


ミィ て I ト じ ANS" や で 公 で 上 


性 一 唱 骨 レー 

競り 8……」 NN 

挫 | 「 昭 や を 7 円 可 
則っ さや" 所 ゴ へ 稚 ふ 

先 er」 

際 「 で せ せ や せ ー. 撮 ゴ へ 
ふる 華 王 し や て 三 : 理 や 幅 
ロ く で る 璧 隔 で レ く 妃 
央 四 ぐ 公 QG" 尋 で し へ 
世 瑞 で 4Q も で や ap 心 
「 護 P ゅ Poe 一 』 で じ 杭 G 
K 周 想 Se で も つら を で く 」 
携 |「K ふ ARG 革 じ 7 
p 心 疫 弧 G 世 せ 表 姜 %% ロ SC 
いし 『 男 環 和 交 販 環 守 稚 販 
瑞 せ 次 ー』 の ( 才 )" し" 還 
mG 百 主 半 」) p 押 画 公 回 
へ 回 の 回 中 畠 W…… 昭 で 
こそ 
ヽ S で 刀 ( 寺 )」 

@ 了 芝 選 GU……0 選 公 和 ふ で 


失 | 「 ふ で ドーK 則 8 一 
リ り 6 陽 豆 起 こじ 由 ツン 人 
全 吐 せ 下 栓 や 凶 名 じ ふ マ ドー 
K 皿 総 拉 つく 曲 お や … 
ap 人 傘 OO を で GS 

( 対 )」 


プ 條 「 上 SC ( 提 。 
槍 | 「 で " 臣 欄 叶 マ ぐ ト ハ 
公 補 で で OQ を で し …… で 
じ 慌 画 G ヨ 田 い 手玉 SS 
や や ー 革 還 G そ 弄 を で 
Se で 宙 も 0 三 」 
e つや さく や で 8 開 中 ? 
欄 |「 や 心 笠 6 本 時 WP H 
K ふ へ (Q 騰 ) レコ ユ ユ ーh ト 系 
で レロ も ひき SM 中 キー で 
せ パ ー や G ギ で =^ 人 で 慎 @ 
へ 肝 G ふ ャ ドーK せ 細っ "op. 
弄 問 名 o 訟 一 部 や で 
eS レ p 必 つじ リリ) 思 
向 G 相 DSO を ne 
1 スマ 「 コ ロー ロー 己 公 で 」 
可 |「 補 人 る @ 理 G 中 6 婁 G 
コー ロー ゼ 拒 演 手 (トド 回 
べく 6 画 、G 芋 時 ” 億 斑 
G く へ お くさ ) 己 報 WC じ 」 
@ 区 黒 G 装 札 一 年 ( 臣 つ て バ 凪 
く @ 画 、G 批 員 叶 ” 議 己 皇 
画 ′ 幼 N 中 県 ヨ 除 G 路 思 ピ 
ihN) つ \ き っ くし ゃ で 
際 「 合 せ せ ー を 
選 隙 し % く し SSR 
^ 呈 財 ろ 6 一 (部 )」 
NN 艇 1 「 玉 ロ や 


マン 立 攻 せく 皿 で G ロ "回 


性 人 特 つ を きっ さく 選 j の で 人 S で ー」 
陣 「SG 也 0 公 中 人 G せ 


ズ くり 8 で じ 人 ぐ や 6" じゃ 提 
雇 G ヽ ニ せ 彼 骨 6 田 配 や で で や 」 
推 |「 や 心 下心 一 

や で し 班 G" 喘 選 G 爺 性 析 Ne 
コー ロー 田屋 崇 1 レ "やつ 
し 下 ベーK め し …… コ 」 
際 「 っ ルル” 條 せ 十 提 C じ 6 公 
じ じい @ 公 で ( 赤 )」 

槍 1「 へ Sp っ 0 つ (部 )」 
@ つ を 世 コー ロー に 公 y 
昭 で 載っ 

臣 「 り リロ 2 人 @ で め りり 
いっ 須 代 7 ロリ 
けり レコ リー ロー 色 選 O Q を ン 
加 埋 e 6 も ひさ で し” 愉 で 
で に 取 ロ で で O を で? で 
し 碗 部 己 掲 0 記さ て ー 公 
糧 O 8 っ っ 6 
ー^ 搬 冊 つ で | 條 回 ぐ 
凡 壮 jp 人 S じ 0 胡 細 や や 
で ) 入 XS や つく きっ で C じ 選 
選 唱 角 で 己 D を で や つ で 
企 昭 や 心 っ ろ 心 ドー トド の つ 
聞 公 来 KMG や …… 舞 癌 一 
押 落 公 〒 よ 上 普 会 隊 te 三 」 


槍 |「 や つ レ コー ロー や N 


田 際 りー」 
臣 「 ト EKNKKNAKT 一 」 
e 1616 16 一 


際 「 っ 2" 硝 失 公 環 で で で 
ぐ G せ 人 トト で も KK 
y 公 二 坦 じ 選 さっ 江 だ さく や 
SQ や つ ぐ で く ヘ テル へ 5) 
うり 地 し リリ) で 6 紐 幸 公 
交 Ne つ を で 一 」 

@ や で つ を 信じ を No で し 
RS で ・ 藍田 陣 サ リー ロー ギ 証 固 " 
了 「 や 必 を 一 條 押 SQTK 
中 ロー さや 提 じ し …… で じ 
ツー ター6 ふ や 枝 心 ペ を 」 
槍 |「 じ ゃ を で SRINー ふ で 
レー や む ぃ ne) 公 | 評 つき っ 
うり 私 穫 で で 」 

陸 「8 人 で TK ホロ ー さ お 


4 ぷ じ 岬 Ce で 人 ー」 


@…… レ や / 企 回 G 坦 編 せ " 
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陸 「 こ 谷中 レセ で 」 


ー 喘 補 限 さじ "時 ロ 
08 季 を っ お きっ も 」 ノ 


臨 生 PE 」 1 っ 」 





今月 の 議題 「 ヒー ロー」 


月 光 仮 面 に 鉄腕 アト ム 、 ウ ルト ラマ ン に 仮面 ライ ダー。 あ あ 、 本 当 に いて くれ た ら ! 


と 、 正 義 の 味方 を 切望 する 昨今 、 今 月 の お 題 は ヒー ロー で す 
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し た ちの 存在 な ん て 最初 か ら な か 
っ た か の よう に 、 台 に 向かっ て る われ 。 
深 沼 一 一 ああ 、 ご めん ご めん 。 え 一 
うど まず こと に 入る を 。 こ の 天 ん 
中 が 開く ん だ よね 。 で この 中 に 入 
る と スロ ッ ト が 回 り 出し 、 そ れ で 
同じ 模様 が 3 つ 揃 えば いい ん だ よ 。 
井上 ーー あ 、 ほ ら ほ ら わ た し の 回 っ 
て る 回 っ て る 。 く る くる くる ……。 
深 沼 一 一 ……… え い ! 

井上 ーー あーーーーー ーー 
深 当 さん の 手 か ざし で 揃っ た II 
深 沼 一 一 まじ ぃ ? 

井上 ーー わあ 、 わ あ 、 い っ ぱい で 
る わ 。 で る わ 。 愛 の 洪水 だ わ ー。 
ラッ キー ラッ キー! アー ユー 
ラッ キイ ー オ ウオ ウラ ッ キ ラッ キ 。 
深 沼 一 一 ほら ほら 、 こ ぼれ る よ 。 
小田 島 一 一 お 姉 さ きま 、 ず る 一 い 。 
深 沼 一 一 これ 、 一 回 計っ て きた 方 
が いい よ 。 

井上 ーー わーい 、 こ の 重み も 快感 
中 あ 、 岡 本 さん だ 、 ど う で すか 。 
岡本 一 一 eo あ 、 つ た の すす 




















井上 ーー オウ オウ ! 

井上 ーー あぁ 、 不 機嫌 か も 。 
くそ の 時 、 岡 本 の 隣 で TIMES 担 当 ・ 
中 込 が 大 フィ ー バ ー! な ん と 4 
箱 分 も 出し て し まっ た > 

則 本 ーー ドド eee 
井上 ーー ああ 、 ど ん どん 無口 に な 
っ て いく ーー 。 お 一 い ………。 
小田 島 一 一 ……… わ し も 入ら ん ぞ 。 
井上 一 一 人 間 関 係 が どん どん いび 
つ に ゆがん で く ………。 

小田 島 一 一 も う イ ヤ 、 帰 る っ ! 
井上 ーー-…… ド … …… は い 。 景品 コ 
ー ナ ー へ 参り まし ょ う 。 あ 、 カ ル 
バン クラ イン の コス メ セ ッ ト だ わ 。 
う 一 ん 、 シ ャ ネル の 粉 お し ろ い も 
欲し いし 、 デ ィ オ ー ル の アイ シャ 
ドー セッ ト も 吊 ! 

深 沼 一 一 俺 は 全部 換金 し た よ 。 
井上 ーー これ 換金 し た らい くら ぐ 
らい に な る ん で すか ? 

深 沼 一 一 6 千 円 くら いか な あ ? 
小田 島 一 一 お 姉 さ きま! だ っ た ら 
絶対 絶対 化粧 品 の 方 が 得 で す よ 1 
だ っ て この シャ ネル の 口紅 一 本 で 
3 千 円 以上 する ん で す よ 。 それ が 
3 本 替え られ る ん だ か ら 一 。 わ た 
し だ っ た ら 絶 対 こ れ に し ます よ ! 
幕 上 ーー を う よ ね 、 そ よね 。 拓 
まれ て 初め て の 景品 嬉し いわ 
問 率 一 mm の mee 
ぱり ギャ ンプ ブル は 一 人 で マイ ペー 
ス が 一 番 よ ね 。 誘 っ た わた し た ち 
が 悪かっ た ぴょ ー ん ん っ! 

* つ 一 わけ 人 今月 の プレ ゼン ト 。 
深 沼 先生 の 涙 の 結晶 (の 余り ) の 
チョ コ ボ ー ル を サイ ン 入 り で 上 げ 
ちゃ いま す ! ハガキ に 「 ち ん シ 
ス P 希望 」 と 書い て ね 。 ち な み に 
岡本 先生 は この 後 閉店 11 時 まで 一 
人 で 打ち 続け 、 最 終 的 に 勝っ た の 
で す が 、 7 時 間 分 の 駐車 場代 が … 
結局 、 空 し い 一 日 だ っ た か も 。 償 








初 フ ィ ー バ ー に 
笑い が 止ま ら ず ! ヤ 
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' ほ 


③ = メーw>N で びび そ 当 さき 


. 導 ま し しょう! 





井上 一 一 花咲 く チ ュー リッ プ の 園 
= ノバ チンコ に 行っ て みた ー い ! 

小田 島 一 一 へ っ 、 わ た し 行っ た こ 
と な いん ス け と 面白 いん で すか 。 
井上 ーー わた し も 初め て な ん だ け 
ど 、 プ レイ グ ス の 皆様 が 無類 の パ 


チン コ 好 きら し く 、 そ の 秘 儀 を 教 


えて くだ さる と 言う の で す 。 
小田 島 一 一 スー、 プ レイ グ ス っ て 
な ん か 怖 そう 。 音 も 轟音 だ し ぃ ー。 
井上 ーー いえ いえ 、 ヴ ォ ー カ ル の 
深 沼 さ ま は 、 な ん と 実家 が お 寺 で 、 
自分 で も 門徒 さん を 回 っ た こと も 
ある らし い 仏 心 の ある 方 な の よ 。 
小田 島 一 一 た を 、 そ 一 ん な 功徳 の 高 
い 方 が な に ゆえ パチ ンコ を !? 
井上 一 一 人 間 の 業 を 身 を 以 て 勉強 
し て らっし ゃ る の で せ う -。 
小田 島 一 いや いや 、 そ れ ほ ど ま で 
に 面白 いも の か も し れ な ー い ! 
井上 ーー そう いえ ば 最近 は 女性 を 
対象 に し た パチ ンコ 屋 さ ん も 増え 、 
な ん と 景品 に シャ ネル や ラン コム 、 
全 た また タリ スチ ャ ン ・ ディオ ー 
ル の 化粧 品 ま で ある らし いわ よ 。 
ぜひ っ 、 ぜ 一 び う 。 
< と いう わけ で 当日 、 六 本 木 WA 
VE で プレ イグ ス と 待ち 合わ せ > 
岡本 一 一 へ えー、 こ の ビル 全部 レ 
コー ド 屋 な ん だ あ 。 

深 沼 一 一 そう そう 。 結構 ある よ 。 
井上 エーー ひ 、 ひ ぇ 一 ! WAVE を 
知ら な い ミ ュー ジ シ ャ ン が いら っ 














し ゃ る と は ぁ 。 し か も プレ イグ ス 


を 大 々 的 に 推し て る の に ぃ ー。 
マネ ー ジ ャ ー 嬢 一 一 あの 、 す いま 
せん ! 今日 、 ド ラム の 後藤 が 熱 
を 出し て これ な いん で す 。 一 番 楽 
し 当 に し て た の に …………。 

小田 島 一 ー わ あ 、 も し か し て これ 
っ て ダブ ル デ ー ト 状態 !? 

井上 ーー これ これ 。 3 人 の 中 で は 
後藤 さん が 一 番 お 上 手 な の で すか 。 
深 沼 一 一 上 手 い けど 、 負 ける 額 も 














4 喫茶 店 に て 打合せ & 
パチ ンコ の 秘 儀 を 聞く 。 
大 きい よね 。 今 まで の 総額 合わ せ 

る と ベン ツ が 買え る くら い 。 俺 な 
ん か 軽 だ も ん ( 笑 )。 だ っ て アレ だ 
よ 。 もう 7 時 過ぎ て さあ 、 銀 行 し 
まっ て た ら 、 ク レジ ッ ト カ ー ド で 
お 金 お ろ し て や る ん だ よ 。 

井上 ーー ひ ぇ ー。 

く と いう 間 に 到 着 > 

小田 島 一 うわ あー 明る い ! ホ 
テル の フロ ント みた い 。 お まけ に 
「 黄 門 ち ゃ ま 」 と か 「 恐 竜 」 と か 
色んな 種類 が ! わ 、 カ ー ド て 出 
来る の で すね 。 う わ ー グ リグ リ 。 
店 員 さ ん 一 一 あ 、 お 客 さ ん 、 ハ ン 
ドル 回 さ な く て も いい ん で す よ 。 
小田 島 一 一 あみ 、 す いま せ 一 ん っ ! 
井上 一 一 初心 者 っ て ば れ ば れ ね 。 





な ん か 左上 の 辺り を 狙う と いい らし 


いわ よ 。 と は いえ 全然 入ら な い 一 。 


砂漠 に 水 を 搬 く よう な 虚 し さ よ 。 
小田 島 一 一 お 姉 さ きま 、 も う 3 千 円 


分 な く な っ ちゃ っ た あー。 
井上 ーー し ょ う が な いわ ね 。 ハ イ 。 
小田 島 一 一 あれ 、 そ うい えば 深 治 
さん と 岡本 さん は ? 
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食 獣 対応 大 型 冷蔵 庫 を 手 に 入 こう いっ た も の の け に 取り つ ど な ど 、 食 料 品 売場 は 人 生 模 様 
れ た 。 こ うな りゃ も う 、 食 料 買 か れ た 様 な 研究 熱心 な 人 達 は ま の パラ レル ・ ワ ー ル ド で ある 。 
い 溜め る し か ね ー、 と ば か り に だ 好感 に 値する 。 だ が 中 に は 一 。 と 冷静 に 語る 僕 も 、 の 
ヒマ を 見 つけ ちゃ ダイ エー 食料 突然 、 抱 きか か えて いた 赤 ん ニア 。 ま ず ソ ー セ ー ジ 売場 で 使 
品 売場 へ 足し げ く 通い 、 た らぶ 、 坊 を 降ろ し 、10kg の 新米 袋 を 簡 っ た 半角 を 寺 4 な 
〈 仕 入れ て 帰っ て くる ん だ が 、 易 ベ ッ ド に し て オム ツ 交 換 を 売 ら 、 島 カラー カル ビー ホタテ ーー 
これ が 楽し い の な ん の っ て 。 も 場 で 繰り 広げ ちゃ う 、 ヨ シキ 似 カニ ・ サ ラダ ー カ ツ オ の た た き 
う リア リティ ・ オ プ ・ 今 * っ の ヤン (キー) マ マ 。 も ちろ ん 米 っ 豆腐 一 漬け 物 イ チ ゴ ー ア イ 
て 感じ で 様々 な 人 間 模 様 が クロ 袋 は 棚 に 戻し て まし た 。 ス と 食べ 歩き フル コー ス ・ オ リ 
ス ・ バ トル を 繰り 広げ て いる の 六 ヨ ー グ ルト 、 ゼ リー 売場 で 放 エン テイ リン グ だ あ ! 2 往復 
だ 。 最 近 は 食品 を チェ ッ ク す る 尿 し ちゃ っ た 女の子 。 思わず そ する と けっ こ 一 腹 に 潤 まる っ 
事 よ り 、 食 品 を チェ ッ ク す る 人 こ だ け が 丸い 広場 に な っ て し ま ス 。 な ーー ん て 、 あ ちら の 世界 の 
を チェ ッ ク す る 事 が オモ ロ く て い 、 あ われ 女の子 は 円 の 中 心 で 佳人 に な っ て し まう の だ 。 
し ょ う が な い 。 例 えば ー 一 。 一 人 泣き じゃ くる の で し た が 、 それ に し て も 何故 、 食 料 品 売 
グレ ー プ ・ フ ルー ツ の 語源 は 親 は その 円 の 外 で 顔 を 真っ 赤 に 場 に は 極端 な 奇行 が は ぴこ る の 
何 ? と 売り 子 さ ん に 誠 ね 、「 グ し な が ら ほ と ぼり が 冷め る の を だ ろう か ? 僕 は 思う 。 そ れ は 
レー プ み た い に 実 が 木 に も た れ 待つ の で し た …… (この 親 、 店 食料 品 売場 が エク スタ シー を 感 
て る か ら グ レー プ み た いな 果物 員 が 女の子 を 保護 し よう と し た じ る 場所 だ か ら 、 と 。 物 を 食う 
と いう ネー ミン グ な ん で す 」 と 所 で 初め て 出 て き て や ん の )。 事 (食欲 ) は SEX す る 事 (性 欲 ) 
親切 に 答え て も ら っ た に も 拘ら こん な 有 恥 し ら ず 恐れ し ら ず の と 同じ 次 元 で 語る べき で あり 、 
ず 、 じ ゃ あ グ レー プ 自 体 は 果物 厚 顔 マ マ 達 に は も う 降 参 。 せ い すなわち 食っ て る 姿 を 見 られ る 
じゃ な い の か 、 え えっ ! と 語気 ぜ い こ の 事実 が 子供 達 の トラ ウ 事 は SEX を 覗か れる 事 と 同じ な 
を 荒 げ 、 挙 句 の 果て に 、 こ ん な マ に な ら ぬ 事 を 祈る の み 。 他 に の だ 、 と ある 種 の 人 々 は 言 う 。 
不 埼 な 果物 は 食え ん ! と 大 声 も 、 閉 店 直前 の ディ スカ ウン ト な ら ば 、 そ の 食事 の 材料 を 取り 
で が な り 立 て 売り 子 を 泣か せ ち タイ ム に な る と 、 神 出 鬼 没 し 、 扱う 食料 品 売 場 は 、 大 人 の オモ 
ゃ う 50 過 ぎの オヤ ジ 。 サン マ の 塩焼 き に 貼ら れ た 『 た チャ 屋 と 何ら 変わ らん で は な い 
京 試食 品 の ナス の 漬け 物 の 前 に だ 今 150yen ! 」 の シー ル を は が か 。 そ うな の だ 「! 食料 品 売 場 
立ち つく し 何 十 秒 に も わた っ て し て うな ぎの 蒲焼 に 貼り 替え て と は エク スタ シー と その 裏腹 に 
クン クン 臭い を か ぎ 廻 し 「 ジ ャ 悠々 と レジ へ 持っ て っ ちゃ う 泉 ある 恥じ らい が 同居 する 「 秘 め 
マ よ ! アンタ 達 の 方 が よっ ぽ 。 ピン 子 付 の オバ ハン や 、 突 然 夫 場 」 な の だ 。 そ の 場 に 居る と い 
ど 臭 いわ よ 」 と カツ 入れ され な 婦 ゲ ンカ を 始め 思わ ず 「 ド ラマ う 事実 が 僕ら に 動揺 を 与え 、 放 
が ら も 相 も 変わ ら ず タク アン の の ロケ 現場 か !?」 と ど よ めか せ 尿 や 無 意 味 な ケン カ と いっ た 奇 
臭い を か ぎ ま く る 中 年 夫婦 。 て し まう 悪役 商会 の ひつ X さ ん な 行 へ と 走ら せる の だ 。 の ひ 
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本 誌 ア ー ト ・ デ ィ レ クタ ー ノ 
デザ イナ ー の 中 島 が 6 月 いっ ぱ 
いで 辞め る 事 に な っ た 。 い よい 
よ 独 立 し て 事務 所 を 開く の で あ 


る 。 ス タッ プ 間 の スト ー リ ー は 


私 情 や 感傷 が 入っ て 恥ず か し い 
の で あま り 書 きた く は な い が 、 
中 島 は 特別 な の で 短い お 別れ だ 
け で も 書い て お きた い 。 

今 ま で JAPAN は 5 人 の アー 
ト ・ デ ィ レ クタ ー が か か わっ て 
きた が 、 そ の 中 で も 中 島 は 最も 
重要 で 、 最 も 特別 な 存在 だ っ た 。 
彼 が か か わり 始め た の は 92 年 11 
月 号 か ら 、 つ まり 今 の サイ ズ に 
リニュ ー ア ル す る 1 年 前 か ら 
で 、 つ まり リニュ ー ア ル の 発想 
は 中 島 と の 共同 作業 を 経て 出 て 
きた も の で ある 。 レ ギュ ラー 読 
者 な ら お 気付 きだ と 思う が 、 中 
島 以前 ・ 以 後 で は JAPAN に お け 
る ヴィ ジュ アル の 考え 方 が 全く 
変わ っ た の だ 。 具 体 的 に 言う と 、 
神経 質 な スタ ジオ 撮影 が 減り 、 
アク ティ ヴ な ロケ 撮影 が 増え 
た 。 装飾 的 な デザ イン が 減り 、 
シン プル な 文字 組み へ と 変わ っ 
た 。 それ は 中 島 の デザ イナ ー と 
し て の クセ が 単に そう だ っ た か 
ら 、 と いう わけ で は な い 。 つま 
り 、 彼 は JAPAN が 何 を 伝え よう 
と し て いる の か を 知り 、 解 釈 し 
た 上 で ディ レク ショ シ ・ デ ザイ 
ン を 行っ た の で ある 。 言 いた い 


事 が ハッ キリ し て いれ ば 文体 は 


シン プル ぞ で スト レー ト に な っ で て 
いく 。 そこ まで 密接 に コミ ッ ト 
する 形 で 彼 は JAPAN に か か わ 
っ て きた 。 そん な の 当たり 前 じ 
ゃ な い の ? と 思う 人 が いる か 
も し れ な い が 、 残 念 な が ら 業 界 
の 現状 は 全然 そう で は な い の 
だ 。 編 集 者 と アー ト ・ デ ィ レ ク 
ター と の 間 に あ る の は 妥協 / 
* 無 気力 7 ある い は 時 と し て ` 英 


意 " で あっ た りす る 。 レコ ー ド ・ 
ジャ ケッ ト や 雑誌 を 見 て いる 
と 、 ず いぶ ん ピン ト の ズレ た い 
び つ な も の が 多い が 、 僕 みた い 
な プロ が 見 る と 、 ス タッ フ と デ 
ザイ ナー の ディ スコ ミュ ニケ ー 
ショ ン が 見 えて 苦笑 し て し ま 
う 。 そ ん な の は も う 子 供 の や る 
事 で ある 。 僕 と 中 島 は そう いう 
の は 嬢 だ っ た の で 、 ス タイ リス 
ト や メイ ク な ども 極力 排除 し 、 
カメ ラマ ン も JAPAN で 何 を や 
る の か を ハッ キリ と 見 据え て い 
る 人 だ け に 絞っ て チー ム を 組む 
方 式 を と っ た 。 その 結果 、 
JAPAN の アー ティ スト ・ ヴ ィ ジ 
ュ ア ル は 明確 に 一 つの スタ イ 
ル 、 ム ー ド を 持つ 事 が で きた 。 
そし て その ヴィ ジュ アル は 、 僕 
ら 編集 スタ ッ フ が 活字 を 通し て 
言い た い 事 と 見 事 に 一 致し て い 
た 。 こ ん な 幸福 な こと は 実は そ 
う あ る も の で は な い の だ 。 それ 
は 読者 に も 伝わっ た よう で 、 部 
数 は 増え 、 他 誌 に も JAPAN の ヴ 
ィ ジ ュ ア ル を 真似 た も の が 出 回 
り 始 め た 。 中 島 個 人 も ADC 年 鑑 
や 「 デ ザイ ン の 現場 」 誌 な ど で 
注目 の 若手 クリ エイ ター の 代表 
と し て 取り 上 げ ら れ 、 イ ベン ト 
等 に も 数 多く 招 か れる よう に な 
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ざ @= き 財 弓 忠 串 ( 培 団 : へ トミ 
・h 必 ドー・HIRA へ NM ド ー 
て テ ・h ト KS TANT ロ ー2 江 mA ィ 7 
KJ 系 ・R へ 当 K 弄 ) 
ざー ぎ 革 忠 中 ( 押 昧 : O 〇 エマ 
テマ NKD 和 へ へ 舞 魏 ルネ ホ さ 人 日 選 
赴 " 祖 咽 咽 証 NTYRAHPAK7 
コー ルト ンー・RN や ミ ・ ド セー 
ょ よ SA THAN ロー 江本 へ 型 ) 
ご 三 ぎ 革 中 中 ( 悦 昧 : 本選 の 
の 〇 〇 >m へ そ 民 明 11 へ ヘミ ・ 


1 h 必 ドー・ 昌利 選 へ "ヒビ ヒ の と と の 





軒 テ o つ の の 〇 の つ コ ニー の ロビ 7 ト 選 へ 


| 革 一 ・2NHS て <・ へ トト て エト さて 
| NK 由 選 へ 中 四半 下 四 KK 
く で 心 き ・I ト Th 弄 ) ※ り G 串 G 
必 正 訳 還 志 堂 臣 じ 
ご = 叶っ 忠 車 ( 悦 団 : り 中 R 
ーー・h ト て や へ 表 論 : ロー ミ 
部 る 欄 医 衣 や ・ で で H ロ ー・ 由 へ 
キャ キー”′ R9 み ・RR さ て” N 必 TA 
ふ ・ せ SKK 上 電 崩 可 I 民 信 〇 エ 
と マ " に の と の om の 〇 の 
つつ コ の に ヒ 尋 ) 
= ご さ 忠 中 ( 村 : 郵 田 中 
圭 NKS で 下 き ・ ト yh トマ 
NNK JAH ロー ふく トー 
・J 穫 INK ふ ーーK "て PRNK せ キー" 
共に 電信 賠 : 臣 世 折 帳 民 ) 
ざお = ぎ 甘 忠 車 (所 轄 : 福田 押 
混 N 郵 田中 了 K 中 私 届く ミー 
テ に の と 〇 の と o'… の 〇 の つ コ 
の ロビ” ヒエ ロ ヒー 和 受 員 記 の " 
械 る QN 必 ホーK′ さ ふ ふ ーK^ 
や ・Kー ニ ーー・KIN マ ネーK“ 
玉 ・R へ 玉 KK 型 
っ < く 0. く Z# 層 選 有 や や 0 
@ で 因 ン て G 査 世 じ S 公 で 公選 誤字 
く 財 し さっ 所 け お 8 相補 毅 訪 
林 信 つ W* ew 語 昭 路 抑 じ 環 電 
釘 幸 G 民 し 人 S 也 つ 約 束 に も うっ" 
oR 下 の き eoo 外 " RG ら の らら 
ご 針 ( 下 斉 対 丈 ) 6 っ 必 で 人 し じ 世 
つ 約 愉 束 也 む モ お 二 ” @ 卓 細口 
彫 せ く 私 ふ ・ ト ヘミ ー 量 糧 虐 り 


尽 串 人 で 6 似 補 畿 妨 容 倒 公選 久生 
政 記 つじ に も っ?" @ 叫 人 で G 羽 
補 畿 妃 規 史 G 選 8” 者 所 中 Sp 


6 し けり 人 G 世 つ 的 店 に も っ 


区 つじ" e 幅 抑 皿 持 G 映 時 繋 ロ " 
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@ 家 で 三 KN 上 06 所 "0 座 つ っ 台 
や しゃ? | 査 UIh マ か 中 つき や 候 "3 代 由 
財 直 0 じ s"[IF 思 手 編 凶 当 op・8・ 避 
曽 蛇 採 撤 ] 

@K い ヤマ ヘ ーーK ロ 6 系 ・RA 和 KT 
や さ ふ ′ 了 振 営 つっ い っ 上 取 WS 高 民 
じゃ 鶴 把 恥 K 配 で さっ で もし 選 拘 さ ( 
に っ “上 亡 評 和 選 男 鶴 秋 凶 時 央 - 昼 こ 
の ・ 過 F 芯 | 祝 ] 
か 
p 失 べ レヒ ww うっ“ 環 国 っ や さく? 民 常 ンマ 


コト 


11 う 入 え 


過 マ / 


6 ぬ つ ンマ KK"[F 富 ・ 計 止 細 躍 李 弓 維 民 怪 


恒 抱 岬 ある ・ ゞ 三国 局 中 ] 

@ 三世 帆 ド つ 届 届 "中 ドーー6h ト ハ 
し "さり NFANG マ っ さっ 6 も 立つ っ 
じゃ" SS 誤 じ te く ′ 性 時 に もう" 名 所 7 
人 避 判定 G 認 も “ [IF 婁 騙 民 選 圏 小 眉 ゞ 
・ 守 ・ー・ 言 誰 三 失 表 中] 

@ 仙 レン 村 心 拓 四 っ 豆 記 公 中 央 も で 
けり レ つ うつ で ?)) で SS 訓 め 交 技 
りさ の レヒ ww っ" 多 慌 じゃ"[IF 還 表 蘭 医 二 
悪 民 爺 N 三 臨 き ・ コ ・ つ 媒 諭 挫 撤 ] 

@ トロ 穫 避 客 パ レン で で 素 搬 


ミ く ” ドー ペー” ト さ 條 ドー エ ー へ ハ " や 


党 阪 呈 " 政 UN さ きく ・NKAGRSS 由 
購 に も うっ" G 必 っ つも " [IF 据 上 世 亜 K 
旭 帳 押 れ 民 ・2 板 抽 円 ] 

@ 口 い ホ ーー・K 和 ふ 和 NNDO っ うじ 6 下 難 競 
で セ に Ww っ "Gt で ロロ つ J で SS で NeG 尺 7 
州 で 出 超 や で で) 刀 ン 0 く 稼 う レン で ぃ @ 
うり 提 つ っ し じゃ? S 民 っ うつ? [上 則 足 堅 選 
や 凶 岩 各 き K 肖 己 ・p・ 地 季 押 瑞 ] 
て HPNGT へ トマ ー 調 『「 く へ トン ・ く 


崩 


ーK』 や 角 で レヒ も っ? 緯 酸 軸 紀 想 記し 坦 
塗ら うっ " 3Q 宮 トリー ジ リコ リー や で も お で ハ 
くさ 素 K ふ ー い モ 二 "[F 園 用 貴 刻 胃 選 
己 全 由 コー・ 言 ・ 貴 填 ヨ 特 ] 

@ ロロ) い NG 三 ・ ロ ふ A ト マー 所 革 oN 
"上 思 の ヽ 紀 一 王 N い コー ゴ ュ ュー 邊 ~ 
へ N さ し” で 公 つ 民 じ ゃ 入り へ ふつ レヒ 
も っ" 尋 定 ロ 〇 ロキ せい ー 笠 揚 つ 二 
[IF 選 吸 暑 較 KK 束 コ ・ 届 ・ 避 ・ 辿 そる 圭 昨 
明 ] 

@ くく て 届き ーー コー 記 " 三 要り 皇 螺 
心 代 RG 紗 李 ト ー ト 才 つ レ に W ゅ っ" 公 で で 
ロコ コー そる ヨ 田 " KK 下さ ローN 選 
ー 公 堅 剛 抽 凶 G 下 王 畑 つ 必 人 穫 RG トー 
GS 舞 つ つ "[IF 澤 展 罰 民 球 中 凶 押 正 楼 
悪 や ー・ 容 本 寸 李 由 ] 

@ ふい へ ふ 必 へ” 尼 田 挟 据 り さめ し p 
臣 必 QpG′ 態 C レ に 2 っ" リリ COQ DSG 
〇 ロ 号 り 選 悪 jp 尽 了 じ も " [| 咽 財 李 
5 止 押 了 押 由 ] 

紅 87K 下 さ GKh ト へ A し も" や リリ し 
FPP 
悪 つ や ぐ 人 Sc で 生 せ 粒 団 押 寺 し 弄 卒 に 
や うっ ?[F 国 瑞貴 国 瑞 選 貼 凶 怪 監 反 ト ・ の 
・ 己 。 十 G 旬 下 ] 

@ の ーママ 世 拓 G 選 旨 隊 皿 恨 トマ で 上 ト く 凍 " 
恨 コ や きじ 民 年 K 隙 析 昌 宰 は つ Wh“ 
容 全 トート ヾ ベー て 環 調 つ じ 糧 球 押 財 じ 
下っ 4⑪ や も に っ“[IF 害 棚 翼 載 足 骨 民 控 4 
・Q・ の ・ 呼 議 衝 余 胃 ] 

@ 二 い ー・ へ で も 和 A や に h さ て 
ふさ か を 、( へ へ ヘ ペ ーー) 馬 ws" て H 
PAG 抽 GpGy 翼 G 愉 除く 公 中 


環 つ Pe 五 3) ( 半 )* [IF 崇 人 把 記 選 的 


Q・eo・ 選 。 陣 処 失 勤 拡 ] 
@ へ さり か AHG 尽 つ 舞 W/ テ ロ 紙 mw 
Pe 
R" ) 殖 卒 人 S 電 つじ wm" [上記 素 記 選 
2 濁 祝 部 ] 
e ロー ハロ 下 も to 玩 所 % 必 "コー 
” 環 三 範 中 "ハー ふさ かー て ・ ロ ー ミ テト 
YS AHD 臣 to 時 の G 羽 都 p 避 ” ニ Kー 
湘 teG も 雇 由 区 哲 じ 寺 雇 Q"[I 副 喜 書 掴 明 
京 選 上 時 忘 理 臨 現 回 ] 
@ 品 申 ロ ー ハ | 中 HH ドーK 私 心 へ 人 
へ 唱 芝 @ 暴 選 % 必 "8 外 以 貴 臣 許 じ 
期 卒 に w っ " 肌 ふ さ G 尽 押 W 人 ト 慰 里 
態 じ レヒ it@ 慌 や 圭 綴 に も っ"[ 営 較 世 
区 政 図 孤 賠 つ ・Q・ 名 ・ 党 玉田 長 ] 
em 避 挫 湾口 ドリ ユー′ トミ ー ド 填 
マーK ロ くく AN せ AH SR つ 代 トミ ぬ 思 性 
朋 司 を" 燃 外 せ 園 選 品 芯 表し" [IF 
巨 業 明 凶 人 陣 コ ・ の ・ コ ・mO 祝 勧 拘 東 ] 
eK 壮 ご 団 天 失 淡 ′ 打 民 OO ( 選 )′" きる gm 
(@8)^  ( 加 )* 斑 せ 忌 下 史 束 和 を 社 ふ 一 系 
ト 只 GA ホ ミ し も" 0 マン 8 填 揚 思 事 
し 國 コ シ ペ っ 頑 由 6 民 ′ 寺 容 に w っ" 
トト ー ト 当 コ we 本“[IF 辿 ・ 押 堆 忠 じ ン 
民 尽 コ コマ co 民 田 功 | ] 
eS で で レン So 右 ′ の 倒 押 " 和 


尽 や 押 ジ り m” RKIIN PRK サー 


ロー ルド 人 穫 下 ミ 選 称 させ っ し ゃ *[F 加 
押 距 避 棒 英 興 本 引 展 鳳 や 本 po・ の 6・ 避 
・ 言 甘 下 地 ] 

e ミー テ 多 陸 ′ 釘 所 G 可 民 " 中 さか トー 
トト ′ 穫 Kw3 く Km つの OH ローA” K 


MMS SO 








本 。 Tu な も 計 PP さ 計 1 に EL 


テー へ KK” 染 和 nh トロ を ル を さ 刀 う っ? 醒 ふ ミ 記 
S ズ 吉 国 " 0 ・ [IL・ さ は 志 時 人 
維 硬 尽 下 吹 貴 選 ・ 選 二 弄 普 掌 ] 

@ H く ーー 押 ′ 中 凌 革 編 に 配 ” 半 や 尽 や 
押し p 人 SW で っ S 暴 取っ 時 や 也 陣 つ 
避 う っ し も" ミ く <" へ ヘ h く 7 下 ふ へ 電 皮 下 
w 友 豆 代 ン 回 っ つじ っ wp" の 〇 S る つ 程 
Ne 選民 も ^[ 涯 拉 民 縮 四則 世 中 愉 ロ ・Q 
・・ 訪 革 長 神 四 ] 

@ 守 ペー・ バ ー ベ K 閣 じ を で し ゃ うら うぷ で 
うっ うっ 心 を や つう っ 選 ′ 世 由 時 に も っ "中 公 G 
きっ りり) や 公 こ で 6 や 畠 公 @O 〇 ン 絡 
ヤレ に も うっ" 震 応 世 編 9 終 臣 浴 つ しゃ" 
了 園 っ つ セ "[I 守 押 中 く 財 選 殊 田 4 
の o・・ さ 昌 悪 信 球 中 ] 

@ 拒 聞 pp さ っ 翼 範 選民 、 提 五 堅 つ mW つ で ! 
ン 6 選 避 所 じじ jp で っ うっ 豆 っ 6 もし" 羽 還 詰 
外 理 齋 じ 揚 つ 二 % 本 7 )) SS 民 や 人 交 NO 
G 刀 で 的 7 員 茶 弓 ぐ しゃ レ に っ "上 F 議 


重明 臣 る 球 民 る 球 い ・ 理 出 林 章 ぞ ] 


@ 回 症 皿 中 へ い ト へ 羽 振 引 。 避 正 ” ロ 
o ら 「zihTA」U 版 和 。 層 人 民 SNINN ペ ー ヘ 
6 臣 革 W 芯 鷺 つ 刀 上 コ 串 せ 足羽 旨 基 涯 許 因 
必 革 ” 梁 府 過 外 尽 叶 攻 注 し ” [IF 望 守 和 玉 六 
押 鐘 の ゅ ・・ 拉 民 悪 由 ] 

@ KK く で K マ リロ ュ ke KK て 6 理 GHII ロ 一 ハ 
性 症 さ % つ せ " 上 お つじ 性 孤 私 心 公 せ 
妃 ペ し SGS 末 つ 座っ 心 り し 擬 夫 


容 倒 G 民 早 皿 中 G 設 早 理 抑 臣 折 6 ゴゴ 


na 
@ 款 周三 〇 ロコ 時 角 週 GT 
年 つ つつ お" 言 皿 間 抑 (IF 玖 束 ) ロ じ 


Q つ ン で "TIF 当 拓 田 旬間 氷 p・ 言 ・ 避 
< 当 。 田 民 中 ] 

e て 日 由 へ 療 滅 い 各 可 6" 慌 演 GS 民 
品 外 尽 吐 下 折 じ 寺 宗 やっ" 舌 短 G 居 失 


拒 訪 宮 や 搬 螺 甘 "[IF 補 利明 貴 地上 本 選 福 


料 挟 財 羽 選 忠 補 ・ の ・ 過 了 甘 照 琴 亜 ] 
@ つて ロ マデ 6 喧 守 届 羽 思 じ 角 じ レヒ に う " 
鵜 赤 下 民 つ W 村 "Jp 選 6 で も おく " 吟 聞 


GS つじ 更 容 門 0 し wk"[IF 思 崩 ヨ 忠 ※※ 咽 


世に 避雷 叩 記 所 中 衣 ] 
e 8 革 一 喘 還 し 6 李 氷 明 訪 晶 下 つ wp 
問 つっ トー ト で ベー 構 誤 6 十 ′ 糧 悪 近 秀 や 
いつ ン ” 交 り 林 選 控 世 し 1 ズ 拉 ぐつ 補 
つじ しぃ 幅 客 意思 避 枯 つ っ 所 恨 交 りさ で 
に も っ “[IF 家 ・ 貴 医 貴 玉 計 葉 押 己 凶 
二 民 田 の ・ 包 ・ の ・ 写 革 環 叩 由 ] 
@ 抽 尿 昌 褒 避 恥 邊 つ % も " 尽 つ 押 W。 mm 
到 つ っ 民 せ こさ Kー 選 弄 GS し 外 以 
幅 敬 じ 圭 卒 に ヒ Ww う っ" ん み K 下 さら 型 ) 羽 事 
忌 *[ 思 塩田 嘘 覆 世 器 評 さ ・o・8 
三 撤 名 ] 
@ 品 ロー へ ” 」 (の) 時 ( 忌 押 如 
志 選 じ 艦 ニ % 本 "コーEG り 羽 郭 尽 一 
ベー 公民 teG も し 外 尽 中 区 拍 じ 期 卒 に W 
っ *[IF 巡 表層 世 糧 析 図 炭 粗 コー・ 選 ・ コ 福 
田 硫 選 店 ] 
@ へ ふ ふ ペーK′。 oN へ o 叶 穫 G 必 て ロ | 
EE で レヒ mte 民 中 よき 耳 さ " 記 で 
盾 つじ 語 *pS9GP 抽 時 さい レン St 
KJ 和 RA TNI トー や 取 思 本 し" [IF 罰 
冨 穫 選 抑 藤 鐘 | 尾 生 捉 く ・ の ・ 当 時 ヨリ 
和 ] 
@ ロ ぐー・ く トー へ mA らら へ No 授 還 ユキ 


トー ミー3G 中 トミ てい 打 恨 還 十 潜 話 じ て. 


抵 さ mk” 相 量 毅 財 し 圭 窪 に w っ " [ 軸 握 
栄 世 如 中 凶 尽 中 4 らい ・ 宮 衣 失 正 中 ] 
@ へ い ー く こさ 日 oN 計 所 溢 條 扉 G 中 よ よ 
ーー 天 避 熊 さ ws" 糧 束 打 村 し 二 容 に w っ 1 
[IF 詞 胃 世 現 三 凶 索 岬 面 さ ・o・ 販 ・ 呈 
中 世 さい 中 ] 
@hNh そ へ や ・ せ Ko へ NN 回 K 蘭 革 甘 
ー ミ 6 中 ふか て 天 如 角 ニ wm 坦 団 畠 
貼 し 寺 卒 に も っ “[I ぶ 田 民 選 二 中 古 ・ 
KR 表 尊 人 き さ リ ] 
@ 郵 田 忠 電 6 中 ムー 区 P レ に も っ ( ベ ヒ 


区 区 好 )" oNeoK さ o 球 思 王寺 財 補 一 


[IF 誤 半 展 世 現 三 凶 賑 志 思 コ ・ 己 ・ の ・ 過 
昼 畑 も % り ] 6 へ 習 豆 了 還 購 財 持 い 記 [IF 
媒 知 強 選 懲 岡 固 つ ・ 記 ・o 
o へ ヽ へ 語 区 せ 暫 評 堅 軒 判 財 補 つ 衣 "[IF 宮 ・ 
舞 選 卓 和 和 Q・ 選 ・ 罰 藤 左 拉 呈 区 臣 *TL 
尾 下 堅 葉 革 求 較 宮 岡本 ・ コ ・ つ ・ 注 避 
搬 余 宮 ] 

「 思 由 皿 」 痕 槍 湊 ホー ふ ミ ・%llT 
7 魚 区 m ン 填 班 蜜 羽 悪 G ロ ー ト ー し ゃ *E 
好 せ 品 凡 区 し 忠 全 を セン 状 選 6 粘 烹 
司 ロ 糧 団 棚 地 末 T レ に も うっ? 潤 医 押せ 
弄 0 し 國 四 敵 つ %" 下 “所 9 肛 心 、 時 6 
悪 4m" 現 導 豆 さ 億 閉 更 民 ば し や で G セ し 
思 じ 油 に もっ” 刀 / 下 緯 竣 @ て IN 時 
6 前 出せ | 以下 っ 公 S で (※ 押 邊 漠 演 
GE 移 遇 散 " 必 さ 二 S せ 恥 む や や" 丹 
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いち テー 

「 レ ゃ 揚 せ まお 代 公 ・ 括 綻 時 、 
( 政 )) を で 8 リリ も る で ye? 
寺 )GN ト さく さく G で 名 で ルト 
AH ミ ー3 さ し ゃ 生 中 逢 下 ・ ド ー 
しゃ さく や ゃ つ (部 )」 

@( 了 )) ON で SS で で 
46」)G ト さく さく 員 隊 で 衣 つ を S 
ン SStO Jp つ で さっ うむ yp | 交 交 
衝 で し の し さく 公 レ トロ トロ ー 和 ムレ を 
いし レ つ CO Pt0G や / 交 で ゼ 敵 で 
し 1) う っ 管 さ 壮 C じ ie つ " じ | 章 
で っ うさ ロ へ 6 版 統 夫 公 く か て 
NR へ A し 回 っ ろ し じゃ p「 福 田 和 ke 
ヤー」 い し 稔 DG ト NAT AAW 
se 6 ぐさ ト で 福田 凡 湯 じじ うっ 
ぐ Gp6 妃 宿 さ 閉じ うっし" うっ 


くき ざり っ Q SS 宜 田 李 湯 公 う 
し で 公 電設 祝 財 Te で や 
むふ 福田 肌 皿 責 せ 皿 東 符 め り ロ 


_- っ ne で し うっ 心 ペー 穫 旭 地 しぃ 6 


G で で で 

「 は …… 押 弓 四 6 民 由 下 て 療 
しゃ で 」 

@ 押 思 時 で で で 

「 押 経 四 GR 由 そ 酸 唱 っ 00 で セレ 
っ 心 リ | 四 條 で で うつ 必 ロ つ 
Pte" BCPIKN 穫 SNS や 6 
し 環形 ロビ WWQ を っ う 選 公 で で 7 
性 耶 ロ " お へ 人 K 必 折 唱 皿 挫 抽 控 
けり エキ ーー トー 人 マー" 
いや レル を で レ 『 季 飲 。 取 人 0 さや 
も へ かさ へ やつ レン で ” 福田 硫 世 
GS も お AN へ AS・ 玉 江 SNK』」 愉 豆 
っ SpG 豆 8 二 つや せめ りつ じゃ 
で 『 人 GS 福田 硫 江 1 に 穫 和 ヘー』 
いし 帆 で で Ne jp つ で さっ うむ め )7 
や で ap 心 日 A ヘ ーー トマ へ ハー 
つ し うし っ うっ 心 公 さく 愉 机 選 
ウレ つ や で ・」 

@ jp )G ト さく ざく 選 く か 


R へ し 乾 っ し じゃ 押 綻 時 G ド 中 
計 て 琴 公 で 醒 0 レ ン i@ 押 で じ う 心 
天 り 6 吉 )) さ うむ めで 

「 や で ぬ し で や” 括 給 時 6 ド 
中 証 て そ 操 っ ne 公 で も 6” る で 
SR べ 邊 pp 人 で 衣 大 じ に ト ャ ンー ミ 
沈 押 りつ じ し 政 競 つ し っ せっ 音 公 うっ 
NO SQ や” や 心 う つう 候 pp6 避 療 で 
刀 で 因り 昭 愉 」 

@ や nOH6SD" 守 公 @ リ や 敵 十 
p | 亜人 中 塵 五 じ っ モ で し っ 
/" 
「 和 人 心 ろ 候 朋 所 昭 人 間 で 7 
『 ロ ー ド で だ 呈 」 で し じ う っ 心 秋 彫 
| 亡 世 中 G 器 で で ぐ 昭 江 じ 科 づつ 
し | 泌 世 由 G 語 つ を さっ うらや ロ " 
や G 峡 せ 寺 パ 民 由 由 エ ロリ で し レ で 
SC し じ う で GRS 交 ご 6 選 友 で 
半 う 凍 や は さぶ 当 を 宮 ン ピーーーー ツ や 
で やせ 吾 G 志 く G 覆 ご 団 下 せめ 昭 
っ や 」 

@ 忌 8 折 加 覆 唱 っ 6 衣 品 抽 証 徐 
役 つ @ 堪 躍 や 羽 っ じゃ で で 


@ 電 公 下 医 品 さ ざり) り 〇 りり ン 人 KK 
ヘレ つや 候 の 尺 

「 ヤ で 4 で や で で さっ うべ や 抽 弓 
想 り っ te て の を さっ うっ で "で や 7" 
人 公 で 中 に で つじ し で も AS び 
レ っ 心 棚 退 つ を さ ン レ " 航 尼 天 
明 芽 幅 会 濾 We で や 判 時 や の 昭 っ 
か -6」 

@ hoH6SO で ) 思 人 8 の を 交 担 
窒 師 も くり SKR く 届く 寺 世 つり) 
心 交 で レ い て で て で の ローー 
や で め ロ レル で 46 柚 唐 稚 め 到 
K ヽ へ 丈 せっ うさ Gr し SG で SS で 
「 さ っ うう" 由 正 由 「 し Q つ 選 
剖 倒 和信 マ ヘレ を いし ぃ 6 出 央 で や 
さっ Sp つ で で っ うっ 」 

@ い うり 昭 條 で 6 で 7 や 心 生 6 
「 班 で C8 さ りり)CQG 陽 計 G 選 公 
中 つっ っ 和 ル 」 の 0 し っ 心 層 りさ 
ぐう で 

「 ヤ し RnTO モ し じ 「 も お 私 へ KK 
・h さ キー で 避 峯 選 つ 』 
いし 由 い 刀 で る で 本 ぐ で で 
(上 )" 尋 SS ホン SG も お 代 ふ K・ 必 ユ 
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所 攻 革 ぶ も お つう 招い OOp7 AA ぶ く ふつ し 医 旧 則 で 稚 et@ て と 和 因 9 招 O 


ャ キー う 9 愉 み ロー 込 A も へ ? 富 
ロ つ を さっ うっ SD つ で さっ うむ うめ ^ 交 
ぐ 6 盛 幅 骨 刀 の や p 昭 0 し さっ 、 
し ′ RG リリ の 7S や だり 心 S 
CQ を 心 の で 避 失 じ ゃ 心 ト ミミ 
させ 症 で さめ 昭 心 ()」 

@ つと を 共 で や 人 心 AOTP 
いで 過 超 選 皿 所 唱 つ 刀 語 四 
(RG を させ や うっ 嶋 め 悦 で で し っ ぃ 6 
餅 ふぐ く 心 へ K ゼ 福田 四 G 世 じ ゼ 
りう 心 っ 心 較 りさ で し っ ne GS で で ・ 
い ご 綻 細 串 記 虹 中 過 犬 草 ぐ 舌 
(RGS く INNK・ ヘ ーー や 和 め 心 っ 
必 因 SO で Ge 

「 TS の 必 打 6JK ふ NN 
G 起り SO Q を 心 犬 め ^ 導 披 品 志 
で し ne で し も で? ふん AN 
うり っ うう 7 や GT『O 但 称 さも うっ 』 
いじ 殆 信 Q 控 めで Ne 骨 や 交 で 3 
『 和 リロ 佑 ど Pko 刀 むし っ うっ し 
*』」" ト 昌 親 G 志 中 如 下 QtG 
虐 や 人間 で 487 や 心 っ 心地 中 し で 7 
や で 革 性 折 唱 舞 *% で Pe" さ ロ ー 
中 へ や G 半 や や 心 補 で 上 つ ? 


『 も が 他 さ も うっ 』」 も 6GjpG 
Jp 人 S で 8 『 ド ー ヘ ・ ト ささ Ap 外 
乱 四 中 を さや で も っ 』」 忌 っ SG 
JpSN0 つ ? 宙 公 尽 折 で 部 
喪 心 も h@ で 部 更 宜 の 
te く 公 レン I@ ふ や て の へ 必 公 。 
性 外 唱 痢 で 寺 史 っ レ ゼ 二 幅 て 
ロー トー へ AT つじ しい 6S 宙 」 

@ Pap や SS 革 じ ゃ p も 私 藤 鶴 皿 
NR し 来 人 Se で むつ を SS うっ で 

「 ツ 国共 を で 拉 さ 惑 下記 り 
SNe で レセ 尺 で < 選 組 人 公 や へ 
くり SD じ っ う 心 所 ” 舗 る 翌 
尿 感 生得 豆 Q 彫 0 じ eoーKKp 選 
璧 つき ン と で し 能率 で 公 く 刷 
AK 届 で し jp で の 拒 臣 公明 
じゃ 抱 装 選 p 必 Ne 愉 つる で 」 
@ ho) で” レ 設 せ 招 で で 
か 公 ” 福田 腸 公 Q 嘱 レロ へ N・ へ 
ー ハ ” IN・ ヘ ペー 和 ハ や 釣 心 咽 
レ っ ht@ GS で で 

「 思 性 G ロ NN・ ヘ ペー へ の 公 思 首 
GSINN・ ヘ ペー へ の) 公 で し っ 心 叫 
民 し や で で の し 各 きっ うく で 叫 


5 人 シン ボド エロ AN・ 下 キー と 8 つ 
6 つや 心 公 " ド つ TNG て 私 人 ト ら 
けり Zie 担 パ 孝 GOJDG) せ ER 
世 土 色 机 心 つじ ap^ ん で 6 愉 
さや で も で 玉 N6HA ペ ー ト ヤヤ X ヘ ー 
G 役 中 せ 補 つ Ne6" YS 人 RS お 
っ り じ 昭 C じ 順 中 jp 人 SC 

NOG SD つう で きっ むく) 『 人 SS 
いっ 心 義 全 所 刀 人 ぐり で せ 心 
ポレ で て NOS 更 」 の SS 
NeH63)G で / Rh よし 心 選 っ ゼン 
0Gp で SGS」 の 到 で っ 
TnG せ 夫 や 6 生 6 や G せ キ 中 
ー も や 愉 GQ わ 2Q で te6 没 中 で S さ 
Wh を で 詩 さ て ト ロ 昌 で 
む S ひ し 」 

@ 選 臣 や や 心 っ 心 雷 選 由 じ ペ 
せ や 下っ 6 せ 可 時 
りつ じゃ せ 間 0 で 穫 お も 夫 Sn 
つ を っ c. 下 理 己 ト さ 朴 レレ 
や 「 祖 天 リ を 」 の 公選 S 
「( 赤 ) や で jp 愉 N 和 ヘー 公 
QtO で も - 人 0 」 

@ ドロ ンジ を 


「 っ 称 。 間 で 喝 (部)」 

@ 反っ No 公 で 6 購入 や 
で やむ 46 明 雷 幅 記 一 上 っ で? 
「 ツ で や p 心 上 一 到 5 ロー 
KS 更 Ne で む 刀 公 で 条 相 し さっ 
じゃ 豆 」 

@ や で MO PIG の 0 的 ロー 人 K 不 
給 NeG 太 公 G 猪 症 玉 しり トー 
トー で レ さ しゃ 暫 羽 つう ン 
中 早 ロ SC し っ SS さっ で 

「 つ の を 交 で の 0 0 を 犬 骨 で で 
「 の を 給電 で せ 思 コー て 欄 で 
で で ロ 心 刀 人 6 尺 で で 」 り の ピ っ 
で け 6 で DOPGUAS や くく 」 
C レ GOQ を 人 ) や WS うっ S で 7 
ご 愉 さ つの を うむ うめ ” や 6 革 し 
編 困 ・ 隊 味 Q る つも で 人 で で 一 
一 嘱 沙 吾 ロ せ 判 里 天 SS 羽 避 地 で 
レ っ ン ロ つ レレ ゃ ーー 第 で 8 さる つ 


いい * 抽 中 ヘー へ や 刻 池 で G 洋 中 


つ し ゃ p 込 ふく 徹 I@ つ 公 さ っ うめ 昭 
っ 6 か 6” 軸 交 べ S 才 最 近 且 じ ロ 
か へ 選 入 で 4Q 判 時 口 皇 で 0 公 や 
つ で ざっ | 刀 補 軸 朋 映し < 
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TAKEDA SHINII 


由 押 G 明 季 め 公 的 KN0" の を 交 揺 膨 
で Me で CO で Q 必 8800 人 S で 
レ し っ で で の J 選 きっ し つ ゃ / 理 
浸り? 条 介 つ や を 心 の 7 で 
ww で で CB2Q7 心 う 心 有 の 昭 っ 
nC 公 ふく 和 ふつ じゅ 6 選 公 忌 服 っ ペ 
つう を さっ 公 さ め 昭 心 ( 否 )」 
@S 代 宙 田 殆 江 人 ポ せり 
ゼー (部) 
「( 閉 ) 性 ロ で せ 交 6 屋 で 
ね で し や へ に つ を 軍 む しさ うっ ズ 押 
いう う 季 二 公 で G 祥 "RT 
S 給 うり 昭 候 やや 思 必 で ロト 
しゃ SN@ で むつ を さっ うし ゃ や で“ 
人 Qp の コリ) ぐさ で 刀 Q 悪 昭 心 
ぐし むふ ^ 目 必 8 如 思 で 所 ざ 巡 
下 人 0 つ 公 さっ うめ 昭 心 く も パ で " 
や 心 つ ぐ くつ か 人 か を りゃ p 交 凌 
じ wte つ " 條 く つか 分 生 唱 思 選 
べ 公 二 じ じゃ 机 攻 で 説 やや 
心 く も 6 や で で や 心 ト スゴ ド 
り 糧 く や te 本 性 く ロ 6 吾 じ を び 
さ ′ 凸 性 くい し っ 心 器 敵 全 で 記 
レゴ 届 を 心 つ 篤 さ うっ う ペ し や” や 
で で 82Qp 心 。 箇 展 晶 GI ト SR 
っ ざ 守 公 必 翼 展 虹 理 じ ゃ 


み い い 
い 





間 り レレ ンー を 人 伺 ツ を 疫 押 で NO 
し つや ゃ 心 で 。 上 前 融 U さ 公 
で で ご 寺 公 大 で で で) p 心 | 回 押 
伴 G 画 人 こく へ や ロロ し ゃ で を 人 


で で レン 昭 っ 本 6” や つじ や 


さ ーG 甘 選任 G や ドー ド ユ 
くう つじ し 揚 油 『 じ っ で G 愉 夫 う 
こう っ うむ 36^ や せ 人 で で し うっ 
ン め 昭 う っ セ 」 

@ noH6S) で 5 の 錠 S 押 繰り 雅 つ 
し :p” 揚 著 己 塊 で で 玉 や へ K 選 お 
し Tj) 鶴 も おう) 慰 当 私 打 
っ っ 」 で し 幅 ひ し 選 で し つ ゃ 心 公 
8 っ ^ の ” Q つ ① | お っ 公 
つ で さっ うむ jp 避 公 く ロー 旭 地 で 
レー 昌 ご 敵 くじ Ke 民 RS や 時 
沙 G 容 還 豆 直し ie で し じ う 選 " 

「 刀 め 昭 心 守 麗 」 

e 潜 浴 G 研 きつ じい oG 民 GR で 
さっ と へ を パト エ 愉 KKG 公 
幅 っ うう 候 " 

re e-( 暑 )) 電王 秩 互 
十 公 Ne JJ も 介 や 愉 ー( 玩 )? 緊 
性 太 WS 十 全 っ うじ 昌 中 、 
いし SO DOD を さっ し も 人 Sc で | 
で で し を で 虹 さ お か へ ヘ 和 を ツジ つじ ゃ 


疎 尾 尽 O で G 民 公 寺 甚 へ セレ 
っ 心 公 世 性 巴 RA ホコ トー 
喝 天宮 つ で で 素 岡 G で ロ p 恥 く 
で で (9@” 散 t@ DU 民 較 陣 テ @ も お 
か いと) つじ 秦 S で で NO6 身 忠信 交 
CD を さ う しゃ で Sc で じゃ や 維 委 
りう 尽 導 務 G 給 聞 選 せり で さち 9 だ 
むつ の を さ う し で” 交 で 駆 NO 
り 抽 飛 唱 還っ 起 忠 更 Ne レ つ せ で 
旭 公 G 置 屋 全 つ 公 で 本 唱 所 性 衣 で 
屯 いひ 代 さめ 公 移 者 口 つ じ っ 公 
きっ っ う )? 台 天 代入 ーー や お 公 
S ヽ Kap マ ーKap ケ DD パ や 6 男 
Sp くち SG で N」 

@ や で や 浅 玩 の つじ や 則 加 っ 昭 
ぐう 9) や 心 う 心 環 早 折 9 窒 田 
も 0 で ぐ G 條 回 GN ミ くく 全 潤 太 
妙 豆 で” 坦 宗 理 幸 さ トミ くさ ロ 
さ で Q) う っ ぐ G や め 心 じ ち で 
「 や で 心 避 で し っ 尽 愉 で を 
n 346 つの や で JQ ル で つや る 心 
で 上 必 衣 G 骨 Ke や で 所 マー 
ぷぷ や や りり い セ ラン ピ レ さ うす の 7 
KK 部局 つ O 尽 唱 つ Q 揚 貴 心 
せ 選 狗 選民 よじ 話 玉 で で で 担 せ 記 
っ うめ 昭 ひじ wm 公民) Qp つ O へ へ 


ロト ャ ー 公 到 む で 人 到 か ホン 
P+p 拓 り じ Ne くち リリ で 
6 抽 水 G 関 恥 如 折り 」 

@ で っ 86 

「 っ ん ツ 心 N0 漂 で 配本 
むか SNK パ ご や p 心 刀 全 に 峠 どじ うっ 
心 (上 )) 」) で 公 悪 6 敵 じ ち も (部)“ 
うり 心 や 下さ ぐ G 二 中 っ 選 PRS TI 
n モ で teapGG 民 公 っ うっ つの を 
っ じゃ で (部 )」 

@ ( 裁 ) で 公 で 閥 で ロ み ロー 込 人 
ャ へ うつ し うう を で レシ う ンド 
し っ 心 展 地 避 せ 間 te で し も 公 “ 
「 カ ロー 迄 へ その つじ いや うっ 心 
JJQ で の 較 つ っ つく し も むふ め ^ 
6 うう も 愉 リ 民 由 エロ 0 で ビレ 
Jp っ っ 公 さ で し うっ 心 上 補 公 史 で せ 
で で で せく つじ (部) 皿 
RG を ささ 記 うり の jp 寺 つ で CC で 7 
や を で レル を で レ っ で だ で G 記 更 
昭 っ で "区" 路 中 じ セ 公 
や ( 半 )」 

@ や や の へ 必 串 0 レン も っ" 條 上 せ 
DS 公 の で 0 っ うつ? 
「3 う 人 愉 人 さ 到 ので ぐ 0 うつ 


J」 9 
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WIZKIDS し 230 


THE STREET SLIDERS 


575 


シー ナ & ザ ・ ロ ケッ ツ 286 BAAD 
JUSTY-NASTY 331 BLUE-BOY 
8。 JUN SKY WALKER(S) 292 PERSONZ 
THE YELLOW MONKEY | 219 ジル ・ ド ・ レ イ _ | 341 BopY 380 REV 
019 いし だ 電 成 | 221 SILVER ROSE |] 296 BARBEE BOYS 385 LINpBERG 
116 稲垣 潤一 540 JITTERIN'JINN 298 浜田 省吾 REDIEAN MODE 
118 今井 美樹 229 Zo0 299 浜田 麻里 
119 避 野 清志 郎 224 すか ん ち 
126 WAVES | 226 THE STAR CLUB 
127 EDGE 228 STALIN 































































































































































130 宇佐 元 恭 一 
125 大 内 義明 







253 CHAGE & ASKA 


載 


232 Strawberry fields 
234 SPARKS GO GO 425 389 懇 職 
548 SMAP _ | 327 FENCE OF DEFENSE | 391 LADIES RS$〒M 
237 加 飲 魔 II 329 THE BOOM _ | 596 LA-PPISCH 
239 Sepian Roses | 572 林田 健司 | 597 レッ ドウ ォ リ アー ズ 
0GS 241 SOFT BALLET 332 8 JET CITY 430 LArc-en-Cirl 
645 L- 一 R 188 C.C. ガールズ : |] 400 濾 辺 美里 
132 AURA | 211 ソウ ルフ ラ ワ ー・ ユ ニオ ン 計 402 渡辺 秀樹 
134 大 江 千 里 214 Sheen | : 水 沢 猿 三  】 594 wAhDS 娘 
137 同村 靖幸 215 シャ 乱 O 334 THE BLUE HEARTS 598 YMO 
139 ー 豊 176 sooN 335 PRINCESS 2 ] 378 RABBIT 
BRAIN DRIVE | 240 Ridng 
142 和 ミ 245 DEEN 336 HEAVEN | 430 EE 
144 THE ORIGINAL LOVE 243 DIAMOND YUKAI 302 花田 裕之 050 
410 小野 正利 | 244 pie in cries 304 バースデー スー ツ 051 
412 大 滝 詠一 246 高野 寛 | 307 VolcE 052 
514 男 肢 呼 組 | 247 高橋 幸宏 313 保坂 尚輝 | 053 sakee 
103 東野 純 直 248 橘 いずみ 317 久松 史奈 242 Little Bach 
161 大 星 摩季 Tears "人 ヒー トウ ェ ー ブ きま 全 お 笑い を 
171 内 田 有 紀 1 人 





CHARA 





152 Class 
157 KAN 








153 KONTA 
064 コー ネリ アス 











522 GAO 





158 KIX'S 
160 寺川 晃司 



















』 111 売り ます (全国 ) 









買い ます (全国 ) 









メン バー 募集 (全国 ) 


































































































131 CUP'S 









168 Kinki-Kids 










175 坂井 真紀 
173 スパ イラ ル ラ イフ 
174 JUDY and MARY 













279 長渕 剛 
281 NEWEST MODEL 



























187 ZARD 





284 NOKKO 


” MASAKI 


MITSUO 








163 筋肉 少女 帯 021 trf | 347 禁 原 敬之 555 Music フレンド 募集 () (全国 ) 
523 Cutemen 259 「-BOLAN | 350 松岡 甘 明 666 Music フレ ント 募集 2) (全国 ) 
164 KUSU KUSU 260 DEEP 351 マッ ドカ プ セ ル マ ー ケ ッ ツ | 777 Music フ レン ト 募集 3) (全国 ) 
166 久保 田 利伸 261 De-LAX 352 松任 谷 由 実 991 Music フ レン ト 胡 人 9 (全国 ) 
169 GRASS VALLEY 262 DFERLANGER | 354 MALUTILMAX 3 3 次: 
524 工藤 静香 264 電気 GROOVE 580 牧瀬 里穂 。 選民 
8 潤 米 米 GEUB To Be Continued | 581 松田 聖子 
東京 ヤン キー ス 582 三 上 博史 
178 小泉 今日 子 270 徳永 英明 | 583 観月 あり さ 
421 近 懇 名 奈 273 Dreams Come True | 586 森高 千 星 3 2 
| 165 宝 泊 の 564 DOG FIGHT 512 MITSUO 888 "私 吾 て 情報 
155 時 | 玩 263 Decue | 364 マニ ウッ ツ シュ 999 コス プレ 大 作戦 
高橋 克 典 388 松田 利和 ] 990 電話 で ヵ ラ ォ ケ ? 
SS 谷村 有 美 393 持田 真紀 697 電話 で ロッ ク 
Si 弄 | 434 TOKIO 406 松井 常松 |] 698 電話 で ポッ プス 
015 GLAY t 田 真治 355 MRCHLDREN * | 699 電話 で ラッ プ 





到 | 992 悩み の 相談 コー ナー 


| 993 起 c な っ 甘 」 


| 995 作詞 仲間 募集 
996 作曲 仲間 募集 
997 TV 番組 に 物申す 

上 海外 アー ティ スト 仲間 
911 スポ ー ツ 大 好き 仲間 









































































190 坂 本 龍一 568 中 山 美穂 913 その 他 タ レン ト 情報 
191 SAKANA 569 者 368 山下 達郎 914 イン ディ ー ズ 情報 
192 佐久 問 学 318 中森 明 乗 374 吉田 栄作 918 な つか し の アー ティ スト 情報 















194 サザ ン オ ー ル スタ ー ズ 








KNiFe 





米倉 利紀 











CM タレ ント 情報 



















































売り の ます ・ 買 いま す ・ 交 換 し ます ・ メ ン バ ー 募 集 ・ ベン フレ ンド 募集 ・etC. 


ファ ン の だ め の 
SaaS 


・3335- 5-0092 


表 の BOX 番号 数 字 3 桁 
〇 OO 〇 〇 を ダイ ヤル ! 


























の 0990- ら 7 プ : 329 


表 の BOX 番号 数 字 3 桁 
〇 〇 〇 を ダイ ヤル ! 


KA 上 間 10). 介 妥 
の 0990-537.329 


好き な BOX 番号 数 字 4 桁 

OOOO き ツィ ピル | 

BOX ご 利用 例 (は な さん の 坦 

婦 メ ン バ ー の 欲し い は な さん は 、PRIVATE BOX 8753 
を 登録 。 炊 に FAN BOX' メン バー 募集 。333 に " は な で す 。 


メン バー を 募集 し ます 。 記 募 は PRIVATE BOX8753 に 連結 先 を 
録音 し て 下さ いと 録音 。 後 は 8753 に 情報 が び 入 る の を まつ だ 


DO 
_ あお だ と アー ティ ンス ト の 介し ー 
0990・5・72356 
h 4 

文 の つい だ アー ティ スト の 
BOX 番号 数 字 3 桁 つつ 〇 を ダイ ヤル ! 
デル フィ ー 相性 ・ 恋 占い 。 
の 99 の ・ ち 7・775 
ご 希望 の 占い 番号 数 字 3 桁 

〇 〇 〇 を ダイ ヤル ! 
西洋 占星 術 で 占う 二 人 の 相 相 
121 | 二 人 に 幸せ を 招く 開運 タロット 
120 | 日 々 の 運気 が わ ひ る デイ リー タロット 
211 | 四柱 推命 で 占う あな だ と 後 の 相 柏 
221 | あな だ の " 今 " を 鑑定 する ダイ ス 占い 


311 | 古代 ルー ン で 透視 する あな だ の 
| 710 | 洪 在 意識 が 語 5 る あな だ の ココ ロジ ー 


支 生年 月 日 は 、 年 を 西暦 4 桁 、 月 日 を 4 桁 、 計 8 桁 を ダイ ヤル し て 
いい 攻 2 23 日 生む の 時 は 、49750123 と ダイ ヤル じ ヒ て )。 
収 集 で きだ ー タ の 範囲 で 鑑定 じ て い ます 。 予め ご 了承 下さ い 。 




























































































































@ 悪 口 や プラ イバシー に 関す る 録音 、 著 作 権 ・ 肖 人 権 に 骸 れ る も の の 売買 は よそ う ね 。 16 歳 
用 の 人 は 香り 了 第 を も ら つて カ ら 征 お う 。 「 フ ァ ン コミ 」・「 ボ イス エキ スプ レス 」 は 、 
PRIME-NET が 使用 し て いる サー ビス マー ク で す 。 ア ー テ ィ ス トド 事務 所 ・ フ ァ ン フラ ブ ・ 
ダサ クル 等 と は 無関係 で す 。 利用 者 間 の トラ ブ ル に は 対処 し みね ます の で ご 注意 下さ い 。 
人 @ 提 供 :PRIME-NET 一 般 第 二 種 電 気 通信 事業 者 (届出 番号 Aー05ー669) 
発 信 地 : 東 京都 情報 料 : 6 秒 10 円 / お 問合せ : ど 03-3578--ー9308 
口座 番号 : 00190-7-660982/ 加 作者 名 : ( 有 ) プ ライ ムネ ツ ッ ト ノ 〒168 東京 都 杉並 区 宮前 4-32-15 


つなが ら な い 時 は の 3-3 ち Z8-93 の お 








記 の 利用 方 法 を 


てく 見 て ね ! 


用 
コー ル 数 と 伝言 内 容 の 面白 さ は 業界 NO1! 細 分 W を ダイ ヤル | 條 計 科 46 秒 ) 


六合 首 久 衝 人 計 沼 E 間 356+ 千 久 仙人 語族 品 久 3 交 月 介 衣 EEk 衣 351 は HEMADCAPSULEMARKETSIEogg ォ 総合 番組 ガイ ド 
104# UP-BEAT 357# 杭 島 伸次 383# スピ ッ ツ 287# BY-SEXUAL + 義 
108# RC SUCCESSION 439# GARDENN 458# 鉛 木 トオル 099# 開局 リク エス 
























































































109# THE ALFEE 支 |440# 河合 みわ こ 459# SLAP STICKS 24# マニ ッシュ 希望 する アー ティ スト ボッ クス の リク エス ト を 入れ て ね 。 
791# 東野 純 直 160# 吉川 昌司 大]|238# SEX 291# BUCK-TICK 727# MAGIC 900 テン 
851# Ens:vier 63# 筋肉 少女 隊 衣 |857# SAVIOR 292# PERSONZ 810# マル シア 900# 開局 ボッ クス 速報 





新しく 開局 し た アー ティ スト BOX を いち 早く 紹介 。 








CESS 840# Kyo 241# SOFT BALLET 胡 |298# 浜田 省吾 345# Mi-Ke 
248# dears 283# SONIA 301# 林田 健司 317# 松田 博幸 












2013 2 166# 名和 266 半 公 |6+ 基 還 で た と 
902# 買い た し 
73# アフ ター イメ ー ジ |69# GRASSVAHEY 還 2 交 3 衣 基 問 上 300 肝 因 攻 [2355 最 有 あり 3 903 ま バン ド メ ン バー 事 信 





ー ム 


12# THEYELLOW MONKEY 支 |800# GLAY 244# Die In Cres 395# HAL 364# 宮沢 りえ 
L は 生 % コ 

19# 忌野 清志 郎 256# クリ ンプ トン 
ツ 
と 壱 成 












































249# 谷村 有 美 1399# 原田 租 二 = =" |318# 水野 美 記 。 
1 417# ダウ ンタ ウン 座 |401# Parsblle |321# mWUM  。 。 。 。  』lI905# LONG フ リー トー ク 

1668# 橘 いずみ |403# 服部 守 民子 ここ で は 5 分 の 伝言 可能 ! 声 の OO 
617+ 令 委 有 196* _ 到 田 人 宏 4 ー | 計 蝶 子 | 話 由 美 了 1474# 服 間 隊 2 こつ) | 服部 隊 み ZS MeenDeee 。 に な ん と ここ で は 5 分 の 伝言 が 可能 ! 声 の 文通 BOX と し て 使っ て ね 。 








906# 絶叫 テレ フォ ン ラ イブ 
者 詳 で 東 っ ち て おう 油 奉 し ちゃ お うと いう 秋 組 。 さ あ の 見 で 所 | 
907# ボー イフ レン ド 募 集 


908# ガー ルフ レン ド 募 集 


ー』 


663# DIRTY TRASHROAD 360# THE MODS 


Oo 


|815# IKKO |444# 〈 ま # め う 子 285# タケ カワ ユキ ヒデ | 482# Holywood Motors |820# モダ ンチ ョ キチ ョ キズ 
821# 森口 博子 
高 征 里 






ek 
















82# 右 川 は L ひ 2 |47# CLUBD |290# 田 疹 時 504# 早川 義 大 


229# EAST END X YURI 熊 人 
338# EASY WALKERS |175# ケラ = = 。 |392# 種 と も こ 
01# 原爆 オナ ニー ズ 393# 田辺 守 
























/ 
339# 今西 太一 


































ャ ーー 
[424# ISSAY |368* KeeerLOVEDYMMGHSI461 衣着 1312# Te ピーズ” |524# モト 入村 8& エ FU 909. コ ペン レ 大 作 埋 。 
314# ピチ カー ト フ ァ イ ブ ャ 行 アー ティ スト カイ ド 997+ SE 計 2 の ST 議 
430# 和 石井 裕樹 178# 小泉 今日 子 046 ま 藤 お 1319# 氷室 京介 ” ” 雄 |366# YAPOOS 3 
402# WINK 411# COCO |259# CHAGE&ASKA 放 |320# P-MODEL 0 ドン フレ ンド 生業 
1404# ウッ チャ ン ナ ンチ ャ ン |189# COBRA 254# CHARA |322# Bily&The Sluts 1987# スポ ー ツ 大 好き 


Co 


25# 光 GENJ 文 988# お 笑い タレ ント 











324# 柳原 幼 一 朗 
2953 上 閉 |256# 辻 人 大 。)。。 |877# 久松 天 奈 。 |3 未森 
432# 宇都 美 慶子 185# THE COLLECTORS 1303# BEYOND _ 和議 CR 8 













435# WEST ROAD BLUES BAND| 744# コー ネリ アス E 
305# 平田 尊 19 
260# D 
: De 


992# 作曲 し よう ぜ は 
993# 作 問 し よう ぜ 。 
994# お 薦め アー ティ スト ・ ニ ュー ソン グ 
君 の 大 好き な アー ティ スト や 曲 を も っ と 世に 広め ちゃ お う 。 
995# 答 ト ー ク 

者 だ けが 知っ て いる アー ティ スト の 情報 や 、 

と て も 人 に は 言え な い 事 な どこ っ そり 伝言 し ちゃ お う 。 
996# バカ ヤロー を 言わ せろ ! 
腹 に た まっ て いる こと を ぶち まけ よう 。 
憎たらしい あい つ に バカ ヤロー と 言っ て し まえ ! 
997# 海外 アー ティ スト 
998# 女の子 の BOX 1 
910# 待ち 合わ せ BOX 
フリ ー ボ ックス の て CO) 番 で この アー ティ スト に つい て 
語る う ] と 「 つ さん 、 〇 〇 番 で 待っ て いる か 5 遊び に | 
き て ね ] な ど な ど 。 こつ 


911# 一 940# フリ ーBOX 
プラ ベー ト BOX と し て 自由 に 使っ て ね 。 














C う っ 











2 
130# エレ ファ ント ・ カシ マシ |43# 導電 す 














125# ARB 












wm 


875 ま LGR 619# 酒井 美希 28# 二村 麻希 
829# ELMALO 人 












806# THE DEAD POP STARS |334# THE BLUE HEARTS 376# THE RYDERS 
862# DEEN 335# PRINCESS PRINCESS |377# LOUDNESS 
|863# ThsTime |681# BLUEBOY 379# LAUGHIN 'NOSE 
















236# エス カレ ー タ ー ズ 271# 叫ぶ 詩人 の 会 
239# ELLS 277# SANDI 






地 







ー+ 






32# AURA 670# if 685# 藤重 政 ま 846# | Ac-en-Cel 
37# 岡村 靖幸 452# SAMARIE 295# テイ ・ ト ウ ワ 805# ブカブカ 874# Lato Lanalu 
39# 尾崎 豊 衣 |200# ZZ:KILL 296# dipinhepool 809# BASER 415# LAV 





ーーs ル 













ー+ 







= 





42# 織田 容 二 217# JUN SKY WALKERS 297# DIMENSION 866# FESTA MODE 22 * * ザ テッ ド 
44# THE ORIGINAL LOVE 499# CCB 299# Dual Dream 869# FLYING KIDS 330# LOVE-PEACE& TRANCE 


ー ト 





















406# 男 闘 叶 組 
3 を 人 
705*# 結 方 恵 美 


ー 307# FEEL SO BAD 736# REDIEAN・MODE 
342# 尾崎 亜美 381# SEEK 867# 東京 パフ ォ ー マ ンス ドー ル 支 | 514# 藤生 ゆか り 










747# JUDYANDMARY 到 |270# 徳永 英明 535# Lite Bach 





# |: | 
1898# シャ 乱 Qd  " |268# 束 氷 2 が パフ ダ イス オー ケス トラ 







235# 衛藤 利恵 



















































964 小山 ー oe 
り 行 アー ティ スト カイ トド 691= SI33 用 の WET を VRM の 水 し の 5 
7 GAHGOYE |222* 200  x 連 ZZ 害 7E 2mmPe_eeeo ルー 
276 中 島 み めき 0 
279# 長 同 3943 本 ーーーーーーーーーーーーーーー 
156# 川村 か もり [227# スチ ャ ダラ パー |422# 中 山 才 |346# 本 晶 。 |39* IADESRSfM 太 

一 般 回 線 会 員 募集 中 | 

1 62 


問 お 得 な 60 分 3000 円 ! 入会 希望 の 方 は 


A 
住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・「 A 入 会 希望 」 


243# 加藤 いづ み 416# SMAP 大 |467# 永井 ホ ト ケ 符 71# BOSSANOW CASSANOVA |420# les 5-4-3-2-1 
245# 神崎 まき 856# SPEED -D 423# 西田 ひか る 


O 
9 結 化 
247# 神谷 望 # スパ イラ フル ライ フ 
支 ーーー== 


ー ユ 







17# 河相 我 間 230# THE STREET SLIDERS 5# ナイ ン テ ィ ナ イン 878# 細川 ふみ え 
8 A 

































と 明記 の 上 、 下 記 E-NET まで ハガキ で 。 
|246# 川村 結 診 。 |667# 鈴木 彩子 9 まき …〔・〔{nn 人 2 
# 秒 本 理 
# 





【BOX の 登録 方 法 】 


特定 の 相手 に メッ セー ジ を 送る と き や 、 
PRIVATE BOX に ん 0 ン ) ペク ミン ロン ンド ハン シン 
あと の に ペンダ 549. 9 


4 ケタ の BOX 番号 を ダイ ヤル と の ドミ クリ の 


09 90-525- 1 P4 | ーーーー ーー 【 ご 利用 例 】 
6 3 伝言 を 聞く 時 は 7 # | 伝言 を 残す 時 は 3 # | を 残す 時 は 3 # ロバ ンド メン バー を 探し て いる 美奈 子 さ ん は 、 名 前 の ゴロ を 合わ せ て 、 プ ライ ベー ト ボ ックス 3753 (ミナ コ サ ン ) を 登録 。 


つづ つながらない 人 四 オ ー プ ン ボ ックス 「 バ ンド メン バー 募集 ] 903# に 「 美 奈子 と 言い ます 。 ギタ ー を や っ て ます 。 ダ ンス 系 の バン ド を 組 
3 03-570 1 - り 9400 暗唱 番号 を ダイ ヤル みた い の で 、 ベ ー ス と ボー カル を 募集 し ます 。 プ ライ ベー ト ボ ックス 3753 まで 連絡 くだ さい 。] と 録音 。 
回 後 は 3753 に 連絡 が 入る の を 待つ だ け 。 


この 番組 は ファ ン 同 志 を 結ぶ ネッ トワ ー ク ステ ーション で す 。 ル ー ル を 守っ て 楽し く ご 利用 くだ さい 。 他人 の プラ イバシー を 侵害 する よう な メッ セー ジ や 著作 権 ・ 肖 像 権 に 関わ る も の の 売買 は 禁じ られ て いる の で 注意 し まし ょ う 。 
沿 、 こ の アー ティ スト ダイ ヤル コミ ュ ニ ケー ジョ ン は アー ティ スト 所 属 事務 所 や ファ ンク ラブ と は 無関係 で す 。 (発信 地 / 東 京都 6 秒 10 円 ) 
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1LILIL」# アー ティ スト クイ ズ 


支 印 の つい て いる アー ティ スト は 、 そ れ ぞ れ の ボッ クス 番号 の 頭 に 1 を つけ て 
ダイ ヤル すれ ば クイ ズ が 楽し め る 。 全 間 正 解 者 に は 抽選 で 3000 円 分 の 
CD チケ ッ ト を プレ ゼン ト ! な お 伝言 に 戻る に は 0 # を ダイ ヤル し て ね 。 
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Hid【1323 伝言 を 半 す 時 は 3 * 
の 
【BOX の 登録 方 法 】 
に あと お と 交 ケタ の 


に も を こ きら さん う る 
ダイ ギヤ 


クッ シー ツン ンク 生 に ドー 
ドド ーー レー フー 
2 包 人 2 に ようす 


6 の レン 
に すめ 短い 

に > 吉 く の 

【 ご 利用 例 】 

皿 バ ンド メン バー を 探し て いる 美奈 子 さ ん は 、 名 前 の ゴロ を 合わ せ て 、 プ ライ ベー ト ボ ックス 3753 (ミナ コ サ ン ) を 登録 。 

皿 オ ー プ ン ボ ックス 「 バ ンド メン バー 募集 ] 903# に 「 美 奈子 と 言い ます 。 ギ ター を や っ て ます 。 ダン ス 系 の バン ド を 組 

みた い の で 、 ベ ー ス と ボー カル を 募集 し ます 。 プ ライ ベー ト ボ ックス 3753 まで 連絡 くだ さい 。] と 録音 。 

四 後 は 3753 に 連絡 が 入る の を 待つ だ け 。 


ルー ル を 守っ て 、 他 人 の プラ イバシー を 侵害 する よう な メッ セー ジ は や め ま し ょ う 。 著作 権 ・ 肖 像 権 に 関わ る も の の 売買 は 法律 で 禁じ られ て いま す 。 
(発信 地 東 京都 6 秒 10 円 ) 


尚 こ の 番組 は アー ティ スト 所 属 事務 所 ・ フ ァ ン クラ ブ と は 無関係 で す 。 
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124# X 雄 | 461# 有 丹波 和朗 
52# チェ ッ カ ー ズ 容 |206 ま メル トバ パ ナチ 
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CHRCKTT! 


俺 何故 ビ チカ ー ト や っ て た ん だ ろう # 


遂に ソロ 活動 を スタ ー ト させ た 高 浪 敬 太郎 。 
アル バム 完成 を 前 に し て 本 当 に 誠 き た か っ た 事 


イン タ ヴ ュー 三 鹿野 淳 


去年 の 9 月 に ピチ カー ト ・ フ 
ァ イ ヴ 脱退 を 表明 し た 高 浪 敬 太 
郎 が ソロ 活動 を スタ ー ト する 
(6 ノ 21sg、7 プ 1 AL) と いう 
情報 が 届い た 。 勿論 、 取 材 の オ 
ファ ー も 来 た 。:.. が 、: 僕 は どう も 
て も アル バム の 話 を 訳 く 前 に 彼 
が 何故 ビ チ カ ー ト を 脱退 し た の 
か ? を 誠 き た か っ た 。 彼 自身 、 
その 事 に つい て 何 も 語 っ て いな 
か っ た か ら で あ る 。 何故 、 こ の 
絶頂 期 に ? も と も と ピチ カー 
ト ・ フ ァ イ ヴ は 3 人 の 「 個 人 商 
店 」 的 な ノリ で 運営 し て いた の 
だ か ら 、 脱 退 と いう 一 言 は 意外 
に 重く 響い た の だ 。 今月 は まず 
そこ を 突い て みた 。 以 下 、 彼 の 
証言 。 

「 一 言 で いう と 潮時 "で す ( 笑 ) 。 
明言 を 避け て る っ て ? いや 、 
理由 は いろ いろ ある ん だ けど 、 
かび と り に な りな た か っ た っ で いう 
の は 大 きい で す 。 あ 、 田 島 貴 男 
君 っ て ピチ カー ト 辞 め る 時 、 何 
て 言っ た ん だ っ け ?」 

@ た し か …… 卒 業 ? 

「 そ うそ う 、 卒 業 ( 笑 )。 僕 も 田 
島 君 の マネ し よう と 思っ た ん だ 」 
@ きた な いで すね え ( 笑 )。 で も 
田島 さん は オリ ラヴ に 本 腰 入 れ 
る 為 っ て の が あっ た で し ょ ? 
「 そ う ね 、 僕 は 戻る 場所 っ て 別 
に な いで す も ん ね れ ね 。……" や っ ぱ 
り 大 学 の 時 は 所 訟 アマ チュ ア だ 
か ら 、 ビ ジネス 的 な 事 と か プラ 
イベ ー ト の 拘束 も 何 も な いじ ゃ 
な いで す が 。 それ が …… 大 き な 
理由 と は 言い ませ ん が ( 笑 )、 い 
ろ ん な 事 か ら ね 、 ひ と り に な り 
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た か っ た っ て いう の が いち ば ん 
大 きい 」 

@ それ は ポッ プ ・ ビ ジネス に 疲 
れ て し まっ た っ て 事 で すか ? 

「 そ れ も 含 まれ る ん で し ょ う ね 。 
あと や っ ぱ イ ンタ ヴュー 受け て 
て も “ ビ チ カ ー ト ・ フ ァ イ ヴ の 
高 当 さ ん ” っ て いう 冠 が 絶対 あ 
る わけ で す よ ね 。 それ が 邪 魔 と 
まで は 珍 わ な く と も 「 ピ チカ ー 
ト の 高 浪 な ん だ か ら こ う 考 え こ 
うい う も ん を 演 る ん だ ろう 』」 っ 
て の が 良く も 悪く も ある わけ じ 
ゃ な いで すか 。 で も 僕 は 僕 と し 
て 見 せ た か っ た し 、 離 婚 し た の 
に 旧姓 が つい て る みた いな ( 笑 ) 
の は ヤ だ な あと 。 それに バン ド 
が 始ま っ た 頃 っ て すご く 美 し い 
じゃ な いで すか 。 プライ ペー ト 
で も 行き 来 が あっ た り 。 ピ チカ 
ー ト は その 時 期 が 凄く 早く 終わ 
っ て る ん で す よ 。 で 、 音 楽 性 も 
含め て 自然 と コミ ュ ニ ケイ ショ 
ン が な く な っ て くる し 。 元々 鹿 
野 さ ん が 言っ て た 通り 解散 を 前 
提 に あっ た バン ド と いう か 、 3 
年 で 解散 し よう と 最初 は 言っ て 
まし た か ら ( 笑 )。 元 々 は 作家 に 
な り た か っ た じゃ な いで すか 、 
僕 も 小西 さん も 。 で も それ が だ 
ん だ ん マル チ ・ メ ディ ア 的 な ア 
ーー ティスト ・ イ メー ジ が 拡がっ 
て 。 当 夫 アー ディ スト と し て の 
快楽 に 浸っ た 時 期 も あり まし た 
けど ( 笑 )、 ち ょ っ と 僕 に は 窮屈 
に な っ て また ん で す よ 。 で も 小 
西 さ ん に は それ が 向い て いた し 、 
彼 が いち ば ん グロ ー バ ル な 視点 
で も の を 見 て いた し 、 ま た 彼 は 


そう いう 事 が や り た い 人 だ っ た 
の ね 。 忙し く な り た が る 人 だ か 
ら 今 は どう だ か 知ら な いけ 
どー 一 で も 僕 は 忙し い の あ まり 
好き じゃ な いか ら ( 笑 )」 

@ で も 高 浪 さん の 中 で も 自分 が 
ピチ カー ト の 運命 握っ ちゃ お う 
か な 、 と いう 気合 い 込 め て た 時 
期 も あっ た ん じゃ な いで すか ? 
「 い や ね 、 真 貴 ち ゃ ん が 入っ た 
頃 、 何 度 も ミー ティ ング し て 皆 
いろ ん な アイ デア を 出し 合っ て 
た ん で す よ 。 で も 小西 さん の 出 
す 案 が いち ば ん お も し ろ い の ね 。 
自分 が 貧困 だ と は 思わ な か っ た 
けど 、 彼 の 方 が 凄かっ た の 。 こ 
れ は も うま か し と く の が いい や 
っ て 思っ て ね ( 笑 )。 ピ チカ ー ト ・ 
ファ イヴ は 今 の まま で いい ん で 
す よ 。 凄く うま い 見 せ 方 し て る 
と 思う し 。 だ か ら ね 、 正 直 に 言 
うと 「 讐 、 な ん で ビ ピチカート や 
っ て た ん だ ろう ? 』」 っ て 思う ん 
で す ( 笑 )。 今 、 僕 は ひと り に な 
っ て 、 ち ゃ ん と 自分 を 見 せ た い 
な っ て 思っ て る ん で す 」 

@ わ か り ま し た 。 ひ と り に な っ 
て の 調子 は どう で すか ? 

「 そ う で すね 。 民 生 君 みた い に 、 
し ば らく 釣り を や っ て た り し て 
( 笑 )。 ま あ 今 は や れる と こま で 
と こと ん や っ て みよ うと 思っ て 
アル バム 作っ て ます 。 あ ん まり 
握り こぶ し も ん じゃ な いけ ど 、 

自分 の 居場所 が や っ と 見 えて き 
た も あん ぞ こ 史学 メラ と いう か ーー デ 
一 僕 だ か ら “ふつ ふつ ” で すね 
( 笑 )。 静 か に 燃え て き て ます 。 
僕 な り に 今 、 忙 し いで す 」 償 








CHECK TTI 


めげ な い 子 供 送 


ロッ ク ・ フ ァ ン へ の イラ イラ 爆弾 “550 を 捜せ !/ を 聞い て 、 自 分 を 笑 お う 


文 三山 崎 洋一 郎 


前 々 回 の 記事 で は 見 事 ワ ー ス 
ト に 輝き 、 そ の 次 に は 「 負 ける 
な スト レイ ! 」 へ と 一 転 。JAPAN 
内 トト カル チョ ・ コ ー ナ ー と 化 
し つつ ある スト レイ ・ ペ ー ジ で 
ある が 、 さ て 今回 の ニュ ー・ シ 
ング ル “550 を 捜せ ! "で その オ 
ッ ズ は 上 が る か ? 下がる の か 
7 サウ ンド は ニュ ー・ ワ ウェ イ 
ヴ ・ ポ ボップ と 歌謡 曲 を バカ に し 
な が ら ダ ン ゴ に し た よう な “ キ 
ッ チ ュ な 毒 入り オモ チャ ” 路線 
を さら に 突き 進ん だ 痛快 モノ 。 
歌詞 に いた っ て は 「 パ ソコ ン の 
ネッ トワ ー ク 上 を 、 消 えた 少女 
を 捜し 回 る 」 と いう SF お た く ア 
ニニ メ も ここ まで … ぷ "* と いう 開き 
直り モノ 。 あ 、 や っ ぱ オ ッ ズ 下 
が る な こり ゃ 。 今月 の 穴馬 。 


安田 光 「 今 回 の シン グル で 第 一 
期 ス トレ イ は 完結 な ん で す 。 一 
方 的 に ほざい て ます けど ( 笑 )。 
どう いう こと か っ て 言う と 、 デ 
ビュ ー 前 、 月 に 5 一 6 本 、 多 い 
時 は 20 本 近く ライ ヴ を や っ て い 
た ん で すけ ど 、 毎 回 お ん な じじ 
ゃ 自分 達 が 飽き ちゃ う の で 、20 
人 くら い の パ ー カ ッ シ ョ ン を 入 
れ た り 、 弦 の カル テッ ト と いっ 
し ょ に や っ た り 、 と に か く や り 
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た い 放 題 や っ て まし た 。 い ま 思 
うと お 客 さ ん の こと を 全然 考え 
て な か っ た で すね ( 笑 )。 自 分 達 
の こと ば っ か り で ( 笑 )。 ま あ 、 
そん な 感じ で 、 そ の 時 、 や り た 
い 事 を 、 や り た い 時 に 、 や り た 
い 奴 と や る っ て いう の が 僕達 の 
中 に あっ て 、 そ れ を 形 に し た の 
が デビ ュー・ ア ル バ ム な ん で す 。 
だ か ら バ ラバ ラ で 、 い ろ ん な と 
ころ に ベク トル が と ん で いっ て 、 
それ を 今度 の シン グル で まとめ 
る つも り が も っ と 散ら か っ ちゃ 
っ て ( 笑 )」 

「 い つも お も し ろ い 事 を や っ て 、 
そし て 何より も 刺激 的 で いた い 
し 。 そう いう 意味 じゃ 第 一 期 ス 
トレ イ は 刺激 と いう より か は 様々 
な グル ー ヴ を 中 心 に や っ て きた 
の で そろ そろ 本 来 の スト レイ の 
動物 的 本 能 を 一 気 に 噴出 させ て 
も いい か な と 思っ て ます 。 刺激 
衝 で アッ パー で 、 サ イツ で や ッ 
た ら 宇 宙 ま で と べ る よう な 新型 
の ティ ー ン エイ ジ ・ パ ンク を 秋 
に 出す アル バム で は や り ま す 。 


ーー 550 を 捜せ !” は “グル ー 


ヴ ” か ら 刺激 ′ へ の 重要 な プ ブ 
リッ ジ と な る 曲 で す ネ 。 第 一 期 
スト レイ の ファ イナ ル を 和 飾る 記 
念 す べき 作品 と いい ます か ( 笑 )」 


し スト 材 イ 柱 、 ミ ツ パ チ ・ ロ ッ 

グ な ん 補 ず すず 。 ク マン バチ の よう 
に 肩 ひ じ は っ て 筆 を ふり あげ る 
よう な 音楽 じゃ や な いし 、 女 王 蜂 
ほど 腕 美 系 じゃ な いし 、 ミ ツバ 
チ の よう に きれ いな 花 か ら 花 へ 、 
し か も 風 や 日 差し を よん で 飛ん 
で いく 。 キラ キラ し て て か わい 
いけ ど 隙 を みせ る と 刺さ れる 。 
そん な ミツ バチ が 大 好き で す 」 

か 一 っ 尋 

取材 当日 、 カ ゼ で 高熱 を 発し 
た た め 一 了 皇 ボツ に な り 、 後 日 メ 
ッ セ ー ジ を も ら う と いう 事 で 来 
た の が コレ 。 や っ ぱ カ ゼ で も イ 
ンタ ヴュー する ん だ っ た 。 好き 
な 事 言っ て る あげ くに 「 ミ ツバ 
チ ・ ロ ッ ク 」 う ぅ うぅ? ムチ ャ ムチ 
ャ 腹立つ な あ 。 

し か し まあ 第 一 期 ス トレ イ が 
この シン グル で 完結 する の か ど 
うか は と も か く 、 世 間 的 に は こ 
の シン グル は 丁度 ピッ タリ の 名 
刺 が わり に な る だ ろう 。 ス トレ 
イ の 軽薄 さと ヒネ ク れ 具合 、 
タ ズ ラ っ ぽ さ が コン パク ト に ま 
と まっ て いて 、 筋 金 入 り の ロッ 
ク ・ フ ァ ン を 如 ら せる に は 今 ま 
で の どの 曲 よ り も 効果 的 で ある 。 
腹立つ あと に 笑い が 来 た る 、 や 
っ ぱり 今月 の 穴馬 。 仙 





CHECK TT! 


っ ぱり … せつ な いん で す よ 


自ら の ' 無 力 さ 」 を 突き つめ た sheen の か な り せ つない 
ハッ ピー・ ソ ング 『BANANAMOON」 


イン タ ヴ ュー 井上 貴子 


子供 の 頃 「 フ ラン ダー ス の 大 」 
を 見 な が ら 、 小 学生 心 に 「 子 供 
と いう 存在 の 無力 さ 」 に イラ つ 
き 、 胸 が つぶ れ そ うに な っ た の 
を 覚え て いる 。 それ と 全く 同じ 
感覚 を つい 最近 難 ら せ て くれ た 
の が この sheen。 1 st ミニ ・ ア ル 
バム 『 神 様 の イタ ズラ 』 に は 、 
太陽 の 出 を また ず に 力 果 て て し 
まう 薩 花 植物 の よう な 「 ひ 騙さ 」 
が 、< こ の 夜 を 越え られ な い 僕 ら 
は プ ブリキ の 汽車 > と いう 詞 と 、 
グラ ム 調 GS サウ ンド に の っ て し 
と ど に 浴 れ そい た た: だ か し う 月 
21 日 リリ ー ス の 6 曲 入 り ミ ニ ・ 
アル バム 『BANANAMOON』」 は 
音 は 60 年 代 マ ー ジ ー・ ビ ー ト へ 
湖 り 、 詞 は 自ら の 「 ひ 騙さ 」 を 
ポテチ ィ ヴ グ な メッ タージ と し て 
放ち 始め て いる 。<〈 な ぜ 僕 ら は 傷 
つけ 合う の / こ の 優し く 冷 た い 
花園 で ?* と いう ~BANANAMOON 
SONG” も 、 く < 悲し い 僕ら の 歌 が / 
色づい た 圭 を と か し て ノノ 踊り 出 
すこ の 街 を 満た す よ うに > と い 
う flowers” も 、 キ ッ プ も 買え 
な い 、 道 に は 迷い まく る 、 現 実 
社会 に お いて は 「 無 力 な 」 沙 後 
者 で し か な い 自 分 を 真っ 向 か ら 
受け 入れ 、 そ れ を 社会 に び ぶつけ 
て いる の で ある 。 現 実に は 何 の 
役 に も た た な い 子 供 の 笑顔 に と 
ん で も な く 救 われ る こと も ある 
よう に 、 彼 ら の 無垢 さ ( 三 現実 
で の 無力 さ ) は 一 つの ハッ ピー 
な メッ セー ジ と し て 、 響 いて く 
る 。 

@ 今 まで の 「 僕 た ち は 太 陽 が 出 
る 前 に 消え て し まう 一 」 的 な 
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さ に 比べ て 、 今 回 は 、 せ つ な さ 
は その まま に 、 そ れ を 認め た 上 
で 。. 選 刺 聞 送 衝 本 まう 、 と どい う 
の が 出 て ます よね 。 

阿久 津 達也 「 それ は ……… 後ろ 
に 誰か つい て る か ら じ ゃ な いか 
な ( 笑 )」 

本 oo、 メジ ャ ー だ か ら っ て 7 
往信 は ほ は は 、 そ うそ う 。 作ら 。 
ヤン キー で も 後ろ に 強い 先輩 が 
つく と 「『「 よ っ し ゃ あー ! 」 っ て 
な る で し ょ ? そん な 感じ じゃ 
な いか な あ 、 き っ と 。 ちょ うと 
sheen を 応援 し て くれ た 人 も 増え 
た し 『 よ っ し ゃ あ !」』」 み た いな 。 
弱い と こ ば っ か り 見 せら れ な い 
ぞ っ て いう 」 

@ いや いや 、 そ うい う 庶 勢 を は 
っ た 強 さ じゃ な く て 、「 ひ 騙さ 」 
を メッ セー ジ と し て 放っ た カミ 
ング ・ ア ウト 宣言 と いう か 。 
ce な しょ よう ね 。 て も 
・ と ゃ ape や っ ぱり 、 何 か せつ な い 
ル ん で すま で 。 尼 が せつ な いか 
な あっ て 考え る と 、 結 局 ね 、 歌 
いた いこ と な いん で す よ 。 世間 
に 対し て と か 自分 に 対し て と か 
人 に 対し て と か 、 歌 お うと する 
と 何 か 嘘 っ ぽい し 、 歌 いた い 歌 
が な いな あっ て 。 何 で だ ろう な 
あ 、 そ うい う 時 代 な の か な あっ 
て 思っ た 時 一 一 それ が 一 番 せ つ 
な いん や で ます よ 」 

@ も うち ょ っ と わか りや すく 説 
明 し て も ら え ます か 。 

「 だ か ら 、 僕 、 ず ー っ と 子供 の 
まま だ っ て 言っ て る けど 、 そ れ 
っ て 見 な いよ うに 見 な いよ うに 
し て る だ け で あっ て 、 ふ っ と 見 


る と 見 な きゃ いけ な い 現 実っ て 
山 ほ ど あ る ん で す よ 。 で も それ 
見 ちゃ っ て も 、 自 分 た ち が そ れ 
に 対し て どう し よう も な い 時 代 
だ っ て いう の に 対し て の せつ な 

さか な 。 具体 的 に 、 こ れ 作 っ て 
る 時 に 、 諾 災 が あっ て 、 最 近 で 
は サリ ン 事 件 と か あっ て 、 そ う 
いう こと 李 当 は 歌う べき だ けど 
ーー だ っ て 一 番 心 に きま て る か ら 
ね 。 お か し いよ な っ て 思う けど 
の mm で も 、 や っ ぱり 歌え な い 」 
る で も 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 
それ を 直接 歌う の は 必ず し も 正 
義 と は 思わ な いで すけ ど ね 。 

「 う ん 。`flowers” の 歌詞 を 書い 
て る 時 に 、 自 分 た ち は 心 の 中 の 
夫人 な ろう よ 、 っ で チー マ が 業 
初 に あっ た ん だ けど 、 で も 余り 
に も 重く て 書け な か っ た ん で す 
よ 。 あ ん な 状況 テレ ビ で 見 せら 
れ て 何 言 っ て も どう に も な ら な 
いじ ゃ な い 、 っ て 。 で も ね 、 今 、 
物質 的 に は 随分 復旧 し て き て ま 
す よ ね 。 衣類 と か 食料 と か 、 そ 
こ に ダン ボー ル が 一 つ 送 られ て 
き て 、 開 けた ら バ ーッ と 花 が 一 
面 に 入っ て た ら ど うか な っ て 。 
それ を 想像 し て 書い た ん で す よ 。 
そこ で 何 か 生 まれ る ん じゃ な い 
か な っ て 、『" 何 じゃ 、 こ りゃ 』 と 
言わ れる ん じゃ な いか な っ て 」 
@ 現実 に は 役に立た な いけ ど 一 
瞬 楽 し けれ ば いい と 。 

「 う ん 。 一 骨 楽 し か っ た その 気 
持ち で 何 か を 取り 戻せ な いか な 
っ て 。『 こ の 気持 ち 忘れ て た わ 』 
っ て 、 そ れ が きっ か け に な っ て 何 
か 変わ ちゃ ん じゃ な いか な あ 」 仙 





CHRCKTT! 


も う 正 気 で は や っ て らん な か つっ た 


イヤ ん な る ほど の 揚 傑 作 「 マ スタ ー ベ イシ ョ ン , 徹 底 検証 


イン タ ヴ ュー 鹿野 淳 


先月 号 で 伝え た 通り 、 マ ルコ 
シ は 変わ っ た 。 夫 きく 変わ っ た 。 
リア リザ ィ 1 キー メー ド メ ぞ * 
アッ プ 」 と 言い 放ち 、 身 音 と も 
に 赤 当 に ノー・ 法 が つ そ で 
し まっ た マル コシ と アル バム 『 マ 
スタ ー ベ イシ ョ ン 』。 ま る で 変 な 
薬 打 た れ ち ゃ っ た か の 様 に 「 も 
うど うに で も し て 一 !? 」 と 言い 
た く な る 様 な 圧倒 的 な る 威圧 感 
が ある 。 先月 号 で は 勢い あま っ 
て コメ ント 入れ ず に 原稿 書き き 
っ て し まっ た の で 、 今 月 は 4 人 
の 言い 分 を どう ぞ 。 
@ 何で 急 に こん な も ん が 出来 た 
ん で すか ? や ぶ か ら ぼ うな 火 
事 場 の クソ カ で 作り 上 げた っ て 
感じ な ん で すけ ど 。 
秋 間 「 は は は 。 自 分 で 聞い て て 
も ね 、 な ん か 楽器 的 な テン ショ 
ン で は な い 、 精 神 的 な パワ ー 感 
が ある な 一 と 思っ て て 」 
@ 気 狂い の 様 に や っ て た ら 、 こ 
ん な も ん が 勝手 に 生ま れ ま し た 
的 な 乱暴 さ が 音 か ら 伝わる よね 。 
佐藤 「 で も ね 、 今 まで も 気狂い 
の 様 に 頑張 っ て た ん で す よ 。 今 
回 は ね 、 気 狂い の 様 に 無責任 に 
作っ た 。『 俺 は いい よ 』 っ て 感じ 
( 笑 )。 で も 、『 ア ンタ の 事 な ん 
か 知ら ね ー よ 」』 っ て 感じ 」 
@ は は は は 。 石田 さん 、 「 俺 は 大 
丈夫 」 で し た か ? 
石田 「 も う 開 き 直 り ま し た ね 。 
ドラ ム な ん て ドン パーン 1 で ぞ 
いい や っ て 」 
@ 秋 間 さ ん 、「 俺 は 一 一 」。 
秋 間 「 い や 、 俺 は 大 丈夫 じゃ な 
か っ た ん だ よね 。 か な り 煮 詰 
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っ た し 、 自 分 で ここ 迄 作っ て き 
て さ 、 さ ら に 愉 好 いい も の な ん 
て 『 も う 出 来 ね ー よ !!」 っ て プ 
レッ シャ ーー 感じ て た し 。 そう い 
う 自 分 で 自分 の 首 を 絞め た り 、 
その 反動 で は じ け た り 、 そ の 繰 
り 返 し だ っ た 」 

@ 最後 に 鈴木 さん 、 今 回 一 番 キ 
レ た 仕事 振り を 披露 し て ます が 、 
「 俺 は 大 丈夫 」 で し た か ? 
鈴木 「 あ の 一 、 本 当 は ね 、 俺 は 
ナマ ケモ や と ン で や 『 ま この の ら か や 」 
っ て 言っ ちゃ う 奴 な ん だ けど 。 
ナマ ける 前 に も うち ょ っ と ヤレ 
1 っ て 感じ だ っ た ん だ ろう な あ 。 
考え る 前 に も うち ょ っ と や っ て 
みっ か ーー っ て 感じ 」 

@ わ か り ま し た 。 な ん か 今回 、 
音 が 怒っ て ん じゃ な い 。 ケ ンカ 
売っ て る 様 に 俺 に は 聴こえ て き 
た ん で すけ ど 。 

佐藤 「( 笑 ) 具体 的 に 誰 の 首 根 っ 
こつ か ん だ と か いう 事 は な いけ 
ど さ 、 こ う や っ て ユタ カ ( 鈴 木 ) 
が さ 、『 ま あい っ か っ て いう 前 に 
や る 事 や っ て る 』」 っ て パワ ー 発 
し て る わけ じゃ な い 。 で も その 
すぐ 横 で 『 も う ダ メ か も し ん な 
い 』 な ん て セン チ メ ン タル な パ バ 
ワー を 発揮 し ちゃ っ て る 人 も い 
る わけ で す よ 。 その 両方 が 自分 
の 目 の 前 で 展開 する わけ じゃ な 
いで すか 」 

@ あはは は は は 。 

佐藤 「 も う 一 体 こ れ は 何 な ん だ 
っ て 状態 だ っ た ん で す よ 。 何 回 
も 言う けど さ 、『 ヴ ー! 苦し い 』 
な ん て セン チ 入 っ ちゃ っ て る 奴 
と 『 ま あい っ か あ 、 大 丈夫 か あ 。 


後編 





で も 大 丈夫 っ つう 前 に ちょ っ と 
曲 を 作る か あ 、 お 前 』」 な ん て 奴 
が いて さ 、 石 田 さ ん ちょ っ と ど 
うな っ て ん だ よ 、 こ の パン ド は 
2 っ て 言う と き き To ん Sea 
大 丈夫 』 っ つう ん だ か ら さ あ 
( 笑 )。 も うな ん だ バカ 野郎 ! っ 
て 世界 な ん で す よ 。 も う 、 俺 は 
今回 、 正 気 で は や っ て らん な か 
っ た 」 

@ だ か ら 自 分 が 狂い 、 音 も 狂っ 
た 様 に 鳴っ て いる と 。 

秋 間 「 な ん か 、 結 局 人 に 求め ら 
れる 事 を や ろう と し て た 所 が あ 
っ た 、 今 迄 。 殆 ど 曲 を 作っ て や 
り た い 事 を や っ て る 自分 で すら 
計算 が 働き すぎ て た ん で す よ 。 
で それ が 自分 の 中 で は 限界 だ っ 
た の 。 も う 前 作 を スケ ー ル ・ ア 
ッ プ と か ね 、 い い の 。 新しい マ 
ルコ シア ス ・ バ ンプ を 作る っ て 
だ け で いい の っ て 思っ て 」 
佐藤 「 今 まで の 僕ら は 家族 的 な 
バン ド だ っ た の ね 。 良く も 悪く 
も 変 な 絆 。 で も さ 、 そ ん な の 面 
倒 臭い よね 、 実 際 の 家族 みた い 
に 血 つ な が っ て な いし 」 

@ 当たり前 じゃ な いで すか 。 で 
も バン ド の 甘え を 取っ 払っ て 、 
個人 勝負 の 集会 所 っ て いう モー 
ド に 今 の マル コシ が いる の は わ 
か る 。 

佐藤 「 も うさ あ 、 俺 は 俺 の や る 
事 や る か ら 、 自 分 の 事 は 自分 で 
勝手 に や っ て っ て 。 それ ぐら い 
じゃ な きゃ 、 い いも ん は 作れ ま 
せん よ 。 み ん な 勝手 に 悩ん で 浮 
か れ て 怒っ て や っ て りゃ いい ん 
だ 、 本 っ 当 に ( 笑 )」 仙 





CHRCKTTI 


新宿 歩い て て も 瓦 隊 の 山 に 見 える し 


せつ な く て 、 美 し く 、 悲 し く て 、 た くま し い 、 昔 つき な が ら 疾 走 する ISSAY の 
心象 風景 、 デ ル ジ ベ ッ ト の 新作 『GREEN』 に つい て 一 一 後編 


イン タ ヴ ュー 井上 貴子 


デル ジ ベ ッ ト の 新作 'GREEN』 
結 :E 位 タプ と か マニ アッ ク だ と 
か ー 切 考え な いで 、 デ ル ジ ベ ッ 
ド あ も いこ と を や ろう 」 そ いう 
地点 か ら 生 まれ た 、 と て も 開放 
され た アル バム だ 。 ここ 数 年 の 
デル ジ ベ ッ ト の 作品 が 求 心 的 に 
疾走 し て ゆく 音速 の ジェ ッ ト コ 
3 今 作 
は メリ ー ゴ ー ラ ンド や コー ヒー 
カッ プ の よう に 遠心 的 な 空間 マ 
ジッ ク に よっ て めく る めく 世界 
が ちり ば め ら れ て いる 。 せつな 
か っ た り 、 美 し か っ た り 、 悲 し 
か っ た り 、 昔 立っ た り と いっ た 
心象 風景 が び 、 カ タカ タ と 音 を た 
て て 映写 機 か ら 流れ 出す 。 それ 
は 、 「 結 局 、 僕 は 虚構 で し か 生き 
られ な い の か も し れ な いと 思う 」 
(プレ スシ ー ト より ) と いう ISSAY 
の 見 た 無常 感 か も し れ な いし 、 
或いは また 美しい 浄土 な の か も 
4 
り 見 え 方 が 違う アル バム だ と 
0 3S OO 
実 か ら 解 き 放 た れ た 自由 な 作品 
だ と いう こと だ け は 確か だ 。 前 
編 で は 、 今 作 が 「 デ ル ジ ら し さ 」 
を 合い 言葉 に 特に テー マ も きめ 
ず 詞 も 音楽 も 思い 浮か ん だ も の 
を 自由 に 奏で て いっ た と いう 話 
だ っ た が 、 今 月 は 「 な ぜ そ の よ 
うな 作品 が 生ま れ た の か ?」 を 
聞い て み ま し た 。 
@ レ コー ディ ング し て る 時 に 、 
世間 的 な こと で 気 に な が っ た こと 
と か あり ます ? 

「 う 一 ん …… ちょ うど 僕 が 詞 を 
書い て た 時 に 、 中 学生 の 子 が 若 


217 JAPAN 


め ら れ て 自殺 し た じゃ な い ? あ 
の 子 の 遺書 が 発表 され て た じゃ 
な い 。 変わ っ た 遺書 書く 人 だ な 
あっ て 見 て た の は ある けど …… 
と 別に の even 」 

@ ここ 最近 は 街 の こと を 歌っ て 
た り も し た ん で すけ ど 、 そ うい 
う 下 界 の こと も 意識 せ ず ? 
「 僕 に と っ て 、 や っ ぱり 街 っ て 
いう の は 絶対 的 に 未来 の 廃 寺 な 
ん だ よ 。 生れ ほし レク トキ サッ 
ク ・ ム ー ン 」 の 頃 か ら 変 わっ て 
な い の ね 。 な ぜ か いつ も 形 あ る 
も の に 関し て は 終わ っ た と こ が 
見 え ち ゃ う の 。 新宿 と か 歩い て 
て も 、 瓦 礁 の 山 に 見 え ち ゃ うし 」 
@ な る ほど ( 笑 )。 で は そう いう 
下界 を 意識 し な か っ た 結末 と し 

、 今 回 ISSAY の 中 の 少年 性 が 
自然 に 出 て る わけ で 。 た だ 『 思 
春期 。 と いう アル バム が 、 そ の 
混 池 と し た 部 分 を 出し て た と し 
た ら 、 今 回 「 心 閉ざし て いた の 
さ グ みん な 大 好き だ っ た の に 」 
と いう 言葉 で ポッ プ に 歌っ て る 
よう に 感じ た ん で す が 。 

「 い や 、 僕 は その 時 代 に 対し て 
は 愛情 も ある し 、 憎 し み も ある 
か ら 。 それ だ け メ ー タ ー が 振り 
切っ て た か ら 、 両 方 に 。" 大 好き 
だ っ た の に 』 っ て 言葉 だ っ て "大 
嫌い だ っ た の に 』 っ て いう の と 
同じ だ か ら ね 。…… た だ 、『 思 春 
期 」 の 時 は ほん と に あれ を 吐き 
出さ な か っ た ら 死 ん じ ま う と か 
思っ て た わけ だ か ら 。 今 作 で や 
ん な く て どう する っ て いう 使命 
感 あ っ た けど 、 そ ん な 大 上 段 に 
構え た 感じ は 今 は な いし 、 す こ 


く ナ チュ ラル で ニュ ー ト ラル な 
状態 で 由 て きた と 思う よ 。 本 当 
に 、 今 回 何 が 言い た いと か 一 切 
考え ず に 書い た か ら 」 

@ それ は どう いう 経緯 で ? 
「 僕 が どう いう 詞書 こう か な っ 
て 悩ん で る 時 、HIKARU か ら 一 番 
得意 な や り 方 に 戻せ ば いい じゃ 
ん っ て いう サジ ェ ス チョ ン が あ 
っ て 。 あ あ 、 そ うか 、 そ りゃ 楽 
だ な っ て 。 今回 、 デ ル ジ ベ ッ ト 
らし くっ て こと 一 番 強 く 言 い 出 
し た の は HIKARU だ っ た か ら 。 あ 
と 、 僕 も ソロ と か や っ て 、 肩 の 
力 抜く 練習 が 出来 た ん じゃ な い 
か な あ ? 何 年 も や っ て く と 作 
詞 家 と し て の 自分 だ っ た り 、 歌 
い 手 と し て の 自分 だ っ た り が だ 
ん だ ん 固まっ て きち ゃ っ て て 。 
それ が 『POP MANIA」 と ソロ に 
よっ て 乱暴 で は あっ た けど 、 リ 
ハビ リ が すん だ っ て いう の か な 
あ 。 歌 に 対し て の 解釈 、'' こ う で 
あら ね ば な ら な い 』 っ て いう 思 
い 込 み を 一 回 捨て る こと が で き 
た っ て いう 。 それ は 作詞 する に 
あたっ て も 結構 あっ た と 思う の 
ね 。『GARDEN」 辺 りか ら ず っ と 
『 何 を 言う か 」 っ て こと に こ だ 
わり を 持っ て や っ て き て 一 一 聴 
く 人 の 存在 を 意識 し て き て 。 そ 
れ は 必要 な 作業 だ っ た ん だ けど 、 
すご く 。 それ に あの 作業 や っ た 
か ら 、 い ま 前 の 感じ と は 違う も 
の に な っ て る と 思う し 。 で も 一 
回 身 に 付い た も の を 破壊 する の 
は ほ は 大変 な ん で す よ ( 笑 )。 …… 最 
初 は 聴く 人 の こと な ん て 考え て 
も みな か っ た か ら ね ( 笑 ) 」 仙 











CHRCKTT! 


よほど 新しい 時 代 が つま ん な いん だ ね 


ラヴ & ピ ー ス の 花咲 く 70 年 代 の 生き 字 引 ・ コ モエ スタ 八重 欄 、 
『LOVE ROCK」 に て 当世 クラ ブ ・ シ ー ン に 舞い 降り る 


イン タ ヴ ュー 小田島 久 恵 


コモ エス タ 八 重 標 の ユニ ッ ト 
5 th GARDEN の セカ ンド アル バ 
ム 『LOVE ROCK』 は 、 前 作 の 60 
年 代 未 一 70 年 代 初頭 の ロッ ク & 
フォ ー ク ・ テ イス ト を 基調 に し 
た 90 年 代 版 クラ ブ プ ・ ミ ュー ジッ 
ク 。 し か し 、 当 時 の テイ スト を 
音 の カタ ログ 的 に 殺 列 し て いた 
前 作 に 比べ 、 今 回 の セカ ンド は 
より スピ リ チ ュ アル な 次 元 で の 
70 年 代 回 帰 と いう か 、 当 時 の ユ 
ニ ヴ ァ ー サ リズ ム 指 向 を 初 入 さ 
せる サウ ンド に 仕上 が っ て いる 
の だ 。 半分 は イン スト ・ ナ ン バ 
ー だ っ た ファ ー ス ト に 比べ 、12 
曲 中 10 曲 が ヴォ ー カ ル 入 り と い 
う 変 化 に も 、 八 重 枯 氏 の 確か な 
「 ボ ポッ プ 指 向 」 が 肝 え る 。 前作 
で は 4. 人 だ っ た メン バー も 2 人 
に 減り (! )、 よ り 八 重 枯 氏 の パ 
ー ソ ナル な 欲求 に 答え る 作品 に 
な っ た こと は 間違い な い 。 レト 
は な か ドラ ダス ミュ ー ジ ッ 
ク 」 に 当時 を 知ら ぬ 若 者 た ち が 
踊り 狂う 今 、 奇 妙 に も 5th GAR- 
DEN の 最新 クラ プ ・ ミ ュー ジッ 
ク は 、 そ の 風潮 と ドッ キン グ し 
て いる の だ 。 

@ この アル バム に 満ち 満ち て い 
る よう な 60 年 代 未 一 70 年 代 初 豆 
の テイ スト と いう の は 、 ク ラブ 
で も スト リー ト で も 若い 子 た ち 
の 絶大 な 支持 を 得 て い る わけ で 
す が 、 こ の へ ん は 八重 本 さん に 
し て みれ ば 「 や っ ぱり キタ ぞ お 
ー」( 笑 ) っ て 感触 な ん で すか ね 
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「 い や 別に ( 笑 )。 よ っ ぱと 新 し 
い 時 代 が つま ん な いん だ な 一 と 
感じ る ゃ こと は あり ます けど ね 。 
僕 が 某 出 版 社 で 70 年 代 特集 を 編 
和 暴 する こと に な っ た の が 84 年 な 
ん だ けど 、 当 時 は サイ ケ だ ウル 
トラ マン だ と 言っ て も 、 そ ん な 
の 一 部 で し か 受け な い だ ろ うな 
ー と 高 を 括っ て た ん で す 。 時 代 
っ て 奇妙 な も の で す よ ね ( 笑 )」 
@ 今 の 音楽 オタ ク に し て も クラ 
ブ 小 僧 に し て も 、 リ アル な 60 一 70 
年 代 を 知ら ず に 「 カ ッ コ イー」 
な ん て 言っ て る わけ で す よ ね 。 
当時 を 知っ て る 八重 禁 さ ん に し 
て みれ ば 「 何 言っ て ん だ よ 」 っ 
て 感じ じゃ な いで すか 。 

「 っ て いう か 、 今 の 人 達 の 方 が 
ょ よっぽど 詳し いん で 驚く こと が 
多い ん で す 。 昔 だ っ た ら 目 玉 が 
出る よう な 貴重 盤 を あっ さり 持 
っ て た り ね 。 昔 は 輸入 盤 屋 の 数 
が 少な か っ た と いう の も ある け 
ど 、 や っ ぱ CD の 時 代 に な っ て 変 
わっ た よね 。 情報 と いう 点 で は 
昔 と 比べ 物 に な ら な いん じゃ な 
いで すか ね 」 

@ で 、 今 回 の 『LOVE ROCK』 な 
ん で す が 、 手 法 と し て は 前 作 の 
延長 線上 に ある と 見 て いい ん で 
し ょ うか 。 

「 そ う で すね 。 基 本 的 に は 」 
@60 一 70 年 代 の テイ スト が 鮮烈 
に 表れ て る と いう 点 で は 同じ だ 
と 思う ん で す が 、 歌 モノ が 増え 


まし た よね 。 で 、 歌 詞 も 今 の 感 
覚 で 聞く と ちょ っ と 違和感 が あ 
る よう な ラヴ & ピー ス も の が 目 
立つ 印象 を 受け た の で す が 。 
「 そ れ は 、 違 和 感 が あっ て 当然 
だ と 思い ます よ 。 意 図 的 に や っ 
て る 部 分 も ある し 」 

@ 敢 えて こう いう 有 訂 面 の 無 さ を 
出し て いこ うと 思っ た きっ か け 
は 。 家 だ っ た ん で し ょ う 。 

「 ま あ 、 当 時 は 世界 は ひと つ だ 
と か 、 愛 が すべ て だ と か 、 そ う 
いう 楽天 的 な メッ セー ジ の 歌っ 
て の は 当然 の よう に あっ た わけ 
だ けど 、 そ れ ら は 非常 に 普遍 的 
な メッ セー ジ だ っ た と も 思う ん 
で す 。 だ か ら 、 当 時 の 危機 的 状 
況 一 一 ベト ナム 戦争 な ら ベ トナ 
ム 戦 争 を 、 ま た 別 の も の に 置き 
換え て 歌っ て も いい ん じゃ な い 
か と 思っ た ん で す よ 」 

@ リ アル な 60 年 代 一 70 年 代 が 終 
わっ て し まっ た と き の 庶 脱 感 と 
いう の は 当時 あり まし た ? 

「 う 一 ん 。 皆 が 漢 然 と 「 何 か が 
変わ る 。 そし て 素晴らし い 世 界 
が 訪れ る 」 な ん て 信じ て て 、 結 
局 何 も 起こ ら な か っ た っ て いう 
時 代 だ か ら ね 。 で も 、 当 時 の ワ 
クワ ク し た 感じ と いう の は 皆 覚 
えて いて 、 あ れ は あれ で 良かっ 
た ね っ て 思っ て る は ず な の 。 そ 
うい う 時 代 の 意志 を 、 ノ スタ ル 
ジー か ら 一 歩 踏み 込ん で 伝え て 
いき た いと いう の は あり ます ね 」 
ひ 











CHRCKTTI 


南 の 島 に 行く べき な の か も … 


ナイ ー ヴ な コミ ュ ニ ケイ ショ ン 不 全 症 候 群 た ち が 生 ん だ 


あま り に 幸福 な 天使 降臨 図 「 天 使 達 ノ 言葉 デ 話 ノウ 』 


イン タ ヴ ュー 三井 上 貴子 


胸 の 中 に 起こ っ た ぐる ぐる う 
ず ま き 、 ぶ きっ ちょ な 紙 飛 行 機 
の よう に 相手 に 届く 前 に 落下 し 
ちゃ っ た 言葉 、 現 実 か ら こ ば ぼれ 
お ち た そん な モノ た ち が 救 われ 
た 気 が し て 嬉し か っ た 、 3 曲 入 
り マ キシ ・ シ ング ル 『 天 使 達 ノ 
言葉 デ 話 ソ ウ 』。 何 も 言わ ず に わ 
か り 合 う 、 と か 、 誰 に も 構わ ず 
キス を する 、 と か 、 あ る い は ま 
た 言葉 で 全て を 伝え る 、 と か い 
う 完 璧 な コミ ュ ニ ケイ ショ ン が 
常に 実感 で きた と し た ら 、 わ た 
し は 文章 な ん て 書い て な いし 、 
きっ と 彼ら も 音楽 を 作っ て な か 
っ た だ ろう 。 人 だ MM パム 
『Lemon GROVE'S」 で 、 シ エナ 
は 繊細 な 声 で く 笑 いた い 時 に 笑 
わ ず に 、 泣 きた い 時 に 泣か ず に 
いた 、 リ アル に な れ な い > と 自 
閉 症 的 な 内 面 を 描き 、 小 野 は 神 
経 症 的 な ギタ ー・ サ ウン ド に よ 
っ て 張り つめ た 空気 を 生み 出し 
た 。 子供 の 頃 か ら 朝 も 昼 も 夜 も 
が むし ゃ ら に 絵 を 描き 続け 、 武 
蔵 野 美 大 で 必然 的 に 知り 合っ た 
シエナ と 小野 祐司 の 本 質 は 、 き 
っ と その 密室 的 な が アコース ティ 
ッ ク ・ ポ ッ プ に ある 。 し か し な 
が ら 「 絵 を 描く っ て 作業 が どん 
どん 突き 詰め て し ん どく な っ て 
きた ん で 、 も うち ょ っ と 快楽 的 
な こと を 求め て 音楽 を 始め た 」 
と 言う シエナ は 、 そ の グチ ャ グ 
チャ に か ら ま っ た 心 の 毛糸 玉 に 
風 を 送る べく 音楽 を 始め 、 そ し 
て この 「『 天 使 達 ノ 声 デ 話 ソウ 』 
で は 、 そ うし た 心地 好い 風景 が 
や っ と 描か れ た わけ だ 。 音 の 糞 
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に の せ て 解き 放っ た わた し の 想 


い 、 他 人 と の ぎこちない コミ ュ 
ニケ イシ ョ ン を 柔らか く 包 み 込 
む 天 使 た ち 。 す べ て が 満た され 
た 幸福 の 絶頂 。 幸 せな 夢 の 中 に 
ま ど ろ む よう な 祝福 の 瞬間 
そん な 満た され た 空気 が 、 こ こ 
に は あふ れ て いる 。 

@ この 曲 を 聴い て 、 わ た し 映画 
『 ベ ルリ ン ・ 天 使 の 詩 』 を 思い 
出し た ん で す よ ね 。 不 稀 用 で 、 
狐 独 な 、 都 会 の 大 人 た ちと 、 彼 
ら の 独り 言 を そっ と 聞き な が ら 
背中 を 撫で る 天使 達 の 姿 が 浮か 
し で PP 

シエナ 「 あ れ わ た し すず すっごく 。 
一 番 好 き な 映 画 な ん で す 。 な ん 
か 救 わ れ た っ て いう か 。 で 、 ち 
ょ っ と そう いう 関係 を 歌っ て み 
よう か な あっ て 。 天 使っ て 言葉 
を 使わ な か っ た ら 、 テ レバ パシ ー 
で も いい ん だ けど 、 も っ と そう い 
う 部 分 で わか り 合 えた らい いな 
あっ て 願望 と か すご いあ る な あ 」 
@ 去 年 の アル バム で は 、「 言 いた 
いこ と が うま く 言 えな いわ た し 」 
に 対す る 歌 だ っ た けど 、 今 回 の 
は それ を 何と か で き な い か な あ 
っ て いう アク ショ ン で す よ ね 。 
シモ す -「 な ん が や の 名 よ つ を 、 
コミ ュ ニ ケイ ショ ン し よう か な 
っ て いう 舌 に な っ た っ て いう 。 
言え な いな ら 言 えな いな り に 伝 
えよ う が あ る か な っ て 。 ま だ 『' 何 
で も 言っ ちゃ え ! 」 と か 、『 言 え 
る ぞ ぉ ! 』」 と か いう 気分 じゃ な 
いけ れ ど も 、 な ん か 伝え よう か 
だ . 枝 えた いな っ そい と ころ 」 
小野 「 彼 女 は 二 面 性 持っ て て 、 





普通 人 と 話す 時 は すご く 明 る い 
じゃ な いで すか 。 その 部 分 が 出 
て て 、 で も その 奥 に は グチ ャ グ 
チャ どろ どろ し た 溶岩 みた いな 
も の が ある ん じゃ な いか っ て 。 
1 st で は そっ ち が 出 て た ん だ け 
ど 、 だ ん だ ん も う 一 つの 面 が 表 
現に も 出 て きた ん じゃ な いか な 」 
@ た と えば く 海 に 一 番 近 いあ の 
ホー ム で だ れ に も 構わ ず キ ス を 
し よう / ノ 世界 の こと も 明日 の こ 
と も 忘れ て > と いう 歌詞 は すご 
く 開 放さ れ て る ん で す が 、 それ 
は 二 面 性 の 表側 が 出 た と か 、 出 
来 な いか ら こ そ 歌 っ て る ん だ と 
か で は な く 、 溶 岩 を 表側 に ひき 
ずり 出し て る 気 が す る ん で す よ 。 
シエナ 「 あ あ 。 で も 、 開 放さ れ 
すぎ て 収拾 が つか な く な っ た っ 
て 感じ ? 普通 に 生活 し て ゆく 
ペー ス と 、 自 分 の 精神 的 に 開放 
され て いく ペー ス が 一 致し て る 
と 、 バ ラン ス よ く 楽 し く 平 穏 に 
いけ る ん で す が 、 あ まり に も 開 
放し よう と か 、 開 放 の 状態 が 飛 
び 抜 けち ゃ うと 、 社 会 的 な 面 が 
追い つい て いか な いわ け で す よ 。 
ふっ と 我 に 返っ た と き に 、 あ れ 
2 どう し よう ? っ て ( 笑 )」 

@ ああ 、 あ あ 。 あ り ま す よ ね 。 
シエナ 「 電 球 切れ た か らし ば ら 
く 暗 炉 で 暮らし て て 、 こ れ で い 
いか も っ て 思っ て る ん だ け と 。 
で も ふと 気がつい て 、 や っ ぱ ダ 
か も “の みた いな 繰り 返し ? 
だ か ら 、 そ れ だ け で や っ て いけ 
た ら 幸 せ で す よ ね 。 南 の 島 に 行 
くべ きか も し れ な いけ ど 、 わ た 
し 太陽 光線 っ て 苦手 だ し ( 笑 )」 欠 





CHRCK TT! 


聴く 人 の 言葉 で 責 う 音楽 
何故 に SHO-TA は ブレ イク し た の か ? 2nd『N! を 機 に 、 戦 略 性 や 状況 論 を 
凌 匂 する 本 人 自身 の 変化 を きく 


イン タ ヴ ュー 兵庫 慎司 


今や 出す 曲 出す 曲 大 ヒッ ト 、 
1 st アル バム も 25 万 枚 の 好 セ ー 
ルス を 記録 し た 田村 直美 三 元 
PEARL の SHO - TA。 簡 単に 言っ 
て し まえ ば 、 ま ず 音 楽 性 の 大 き 
な 変化 、 及 び タ イア ッ プ や 露出 
の 増加 が その 要因 な の だ が 、 今 
や タイ アッ プ 付 いて た っ て 売れ 
な いも の は 売れ な いし 、 バ ンド 
や め て ソロ に な っ て 分 か りや す 
い 音 楽 や っ た っ て ダメ な も の は 
ダメ だ 。 と いう か 、SHO-TA 自 身 
に 「 こ うい う 共 か が りや すい も の 
作れ ば ぱ ば 売れ る で し ょ う 」 と いう 、 
聴く 人 を ナメ た 姿勢 な ど 微塵 も 
な い 。 米国 の ミュ ー ジ シャ ン 多 
数 参加 (し か し どの 人 も 実力 派 
だ が 、 技 術 畑 の 人 ば か り 。 よ っ 
て 「 外 タレ 参加 ! 」 と いう 宣伝 
効果 は 限り な く ゼ ロ に 近い ) で 
作ら れ た 2nd『N'』」 も 、 発 想 や 
方 向 性 自体 は フリ ー フ ォ ー ム な 
の だ が 、 そ の 結果 と し て 「 そ こ 
まで ビシ ビシ に 作ら ん で も 誰 も 
文句 言わ な か ない の に 」 と つい 余計 
な つっ こみ を 区 れ た く な る よう 
な 音 と 歌 が 完成 を 見 て いる 。 今 
回 は 、 そ の 辺 を きち ん と きこ う 
らし て みた 。 

@ 音 の 上 が り と し て は 完成 度 高 
いで すけ ど 、 音 楽 の 方 向 性 と し 
て は 以前 より か な り 自 由 に な っ 
て いる 気 が す る ん で す が 。 

「 う ん 、 今 は 頭 を 使っ て 考え な 
いよ うに し よう と いう か 、 理 罰 
は どう で も いい や と 思っ て る 」 
@ PEARL の 反動 で し ょ うか 。 
「 反 動 で し ょ う ね ( 笑 )」 

@ 詞 が これ だ け 分 か りや すく な 
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っ た の も 、 反動 で し ょ うか ね 。 
「 い や 、 相 変わ ら ず 身 を 切っ て 
書い て る の は 同じ だ と 思う ん だ 
けど 。 で も 、 分 か りや すい っ て 
いう ん じゃ な く て 、 私 は 自分 で 
思っ て る 事 を ちゃ ん と 伝え た い 
の ね 。 そう 思っ た ら 一 一 例え ば 
0 らら て 人 で も ゃ さっ て る 
時 で も 、 自 分 が 思っ て る 事 だ け 
を バー ッ と し ゃ べ っ て た ら 、 相 
手 の 持っ て る 言葉 の ニュ アン ス 
だ と か 意味 だ っ た り と か ある じ 
ゃ な い ? 相手 の 言葉 で し ゃ べ 
ん な いと 伝 わ ん な いじ ゃ な い ? 
伝え た い 人 が いっ ぱい いて 、 み 
ん な の 本 質 に 届く と いい な と 思 
っ て や っ て る か ら 、 そ れ 考 えた 
ら A メ ロ か ら B メ ロ か ら サ ビ ま 
で 全部 が 全部 言い た い 事 を 書く 
っ て いう の は や め て る 。 それ は 
私 の エゴ だ か ら 」 

@ それ を や っ ちゃ うと 、 逆 に 伝 
わり に くく な る ど と? 

「 そ うそ う 。 それ だ と 伝わる 人 
に は すご く 強 く 伝 わる だ ろう し 、 
前 は それ で いい 音楽 を や っ て た 
ん だ ろう な と いう ふう に も 自分 
で は 理解 し て る 。 で も 、 今 は ' サ 
ビ を 聴い て も ら う た め に ここ で 
は この 革 業 を 使 お う 」 と か 、 そ 
うい う 事 を すご い 大 事 に し て る 。 
1 st を 作る 前 、 3 年 間 か か っ て 自 
分 を 変え よう と し て た の ね 。 そ 
うい う 言 葉 だ っ た り と か メロ デ 
ィ ー だ っ た り と か 歌声 だ っ た り 
と か を 、 1 年 ずつ か け て 変え て 
いこ ご う 「『 じ ゃ あ 3 年 か か る 
な 」』 っ て ( 笑 )。 そ れ が で きた か 
ら 、 名 前 も PEARL を や め て 田村 





直美 に し た の 。 こ れ は も う PEARL 
じゃ な いと 想 っ た か ら 」 

@ る な る ほど ねえ 。 も か し 。 こ の 
大 量 の 参加 ミュ ー ジ シャ ン っ て 、 
音 に は 確か に 生き て る し 最初 は 
「 お お !」 と 思う ん で すけ ど 、 宣 
伝 効 果 に な る か どい ぐう ⑨ き を ーーー。 
「 な ら な い ( 笑 )。 そ うい う の で 
は な く て 、 前 の アル バム 時 か ら 
『 上 手 い 人 と や り た い 1!』」 っ て 
言っ て 集め て も ら っ て る か ら 」 
境 ま あう 穴 に し た いか ら 上 
講 い 人 人 が 和 欲 し い 」 っ て いう ん じ 
な な いで ぞ です よ ね 。 

「 う ん 、 そ れ は な い 。 それ は 今 
は や っ ちゃ いけ な い 事 だ と 思っ 
て る 。 な ん か 色 を 決め て 形 を 決 
め て 重箱 決め て 作っ て く と 、 私 
みた いな 神経 質 な タイ プ は 重箱 
の 隅 を ガン ガン つっ つい て 、 そ 
の 結果 作品 が ちっ ちゃ くち っ ち 
や くま と まっ て いく ぐ の ね 。 それ 
より も 、 も っ と いろ ん な 人 の 手 
垢 を いっ ぱい ペタ ベタ 付け て も 
ら っ て 楽し も うと 思っ て る か ら 」 
@ な る ほど 。 じゃ みあ 今後 も この 
方 向 で ば し ば し 行こ うと ? 

「 い や 、 レ コー ディ ング 終わ っ 
た 後 ね 、 ス タッ フ 一 同 で 『 こ れ 
作っ て 分 か っ た けど 、 ど う も SHO 
- TA は アメ リカ で や っ た 方 が い 
いね 」』 っ て 納得 し た らし いか ら 。 
だ か ら 次 は 日 本 で や ろう か な と 
思っ て る ( 笑 )。 こ れ 作 っ て 新 し 
く 覚 えた 事 っ て いっ ぱい ある か 
ら 、 次 は 別 の 事 を 試し た い 気 持 
ち が あ ん の 。 例 えば 打ち 込み の 
上 で 歌 お うか な 、 と か 。 研究 熱 
心 な 私 ( 笑 )」 全 





CHRCKTTI 


俺 より で 


普通 の 人 達 の 方 が 過激 だ よ 


一 見 「 時 代 が どう 変わ ろう と も 頑固 一 徹 パ ンク ・ バ ンド 」 が 、 
時 代 と 思い っ きり リン ク し た 新作 'CRISIS。 


イン タ ヴ ュー 兵庫 丁 司 


「 一 つの 言語 で 話 そ を う 一 つの 
神話 を 信じ て 一 つの 真理 を 覗 
こう ノノ 違い が 全て の 差別 の 始ま 
り 異な る 全て を 排除 する の 
さ / 互 い の 国家 を 見 切 ろ う 互 
い の 家 族 を 離れ て 互い の 正義 
も 捨て よう 熱く て 危険 な 平和 
さ 」。 曲名 は HOT PEACE"、 ス 
ター クラ ブ の 新作 「CRISIS」 の 
ラス ト を 飾る ナン バー な の だ が 、 
ある 特定 の 事件 の 事 を 歌っ て い 
る と し か 思え な いこ の 内 容 に 思 
わ ず 「 お い お い 」 と つっ こみ た 
く な る の は 僕 だ け で は な い だ ろ 
う 。 最 近 、 ラ イヴ に お ける 客層 
も いわ ゆる 皮 ジ ャ ン パ ンク ス が 
減少 し 、 普 通 の オシ ャ レ な 暴れ 
小僧 達 が 増加 する な ど 、 流 行 り 
す た り と は 関係 な い バ ンド か と 

思っ て た らき っ ちり 時 代 と リン 
ク し て いる 部 分 が 大 きく な っ て 
来 た ス ター クラ ブ プ だ が 、 い くら 
何で も この 曲 は リン ク し すぎ な 
の で は な いか 。 よ っ て 、 サ ウン 
ド が 前 作 の 脱 パ ンク 的 冒険 路線 
か ら 王 道 に 戻っ た 等 の 変化 も あ 
る が 、 取 材 日 が 「 何 か が 起こ る 」 
と 言わ れ て いた 4 15 の 直前 だ 
っ た 事 も あり 、 や は り テ ー マ は 
そこ に 向かっ た 。 

@ この ラス ト の HOT PEACE“ 
は 、 あ まり に タイ ムリ ー な 気 が 
すず る ん で すけ ど 。 

「 あ 、 そ う ? で も これ 書い た 
の は 3 月 の 中 旬 ぐ らい で 、 あ の 
事件 より 前 だ っ た ん だ けど ね 。 
じゃ あ 歌 詞 読み 直さ な いと マズ 
いか な あ ( 笑 )。 い や 、“HOT 
PEACE” っ て いう の が 、 今 の 世 
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界 を 表す 言葉 らし いん で す よ 。 
クリ ント ン が 言っ て た ん だ っ け 
な あ ? か つて 東西 の 緊張 が あ 
っ た 時 代 と 比べ る と 、 そ れ が な 
く な っ た 今 は 熱く て 危険 な 世界 
情勢 だ っ て いう 。 こ の 曲 、 最 後 
こ に 書い た ん だ よね 。 本当 は 差別 
の 問題 を 書き た か っ た ん だ けど 、 
それ きい て ~HOT PEACE” っ て 
言葉 を も う サ ビ で 使っ ちゃ っ て 
た か ら ( 笑 ) 。 その 言葉 を 使っ て 
差別 の 問題 を 歌わ な きゃ いけ な 
い 、 じ ゃ あ も っ と 意味 を 広げ よ 
うっ て 書い て っ た ら 、 宗 教 的 な 
感じ と か 人 類 哲 学 と か も 入っ て 
来 て こう な っ た ん だ けど 。 で 、 
ちょ うど あの 事件 が 起き ちゃ っ 
た と いう 」 

@ それ に も 表れ て いる ん で すけ 
ど 、 最 近世 の 中 の 動き 方 が ほん 
と むち ゃ くち ゃ に な っ て 来 て ま 
す よ ね 。 

「 う ん 、 今 年 に な っ て か ら は す 
ご いよ ね 。 特に 日 本 に 限れ ば 」 
@ ヒ カゲ さん は 一 貫 し て 、 皆 の 
注目 が 社会 的 な 事 に 集まっ て な 
く て も 歌 の テー マ に 据え て 来 ま 
し た よね 。 そ うい う 方 か ら 見 て 、 
今 の この 状況 は どう いう ふう に 
映り ます ? 

「 事 実は 小説 より 奇 な り っ て い 
う 言葉 が 本 当 に な っ て し まっ て 
る っ て いう 状況 は ある よね 。 ま 
あ 、 だ か ら 簡 単に 言っ ちゃ うと 、 
音楽 作っ た り と か 小説 書い た り 
と か し て も の を 作っ て る 人 達 の 
感性 より も 、 一 般 の 人 達 の 病 ん 
だ 部 分 の 方 が 大 きく な っ た っ て 
事 な ん で し ょ う 。 作っ て る 人 っ 


て いう の は - 一 まあ 全員 が 全員 
そう じゃ な いと は 思う けど 、 ノ 
ー マ ル な 人 より も 感性 が すご い 
か ら 、 奇 な る も の を 作れ る わけ 
じゃ な い ?` 簡単 に 言え ば 。 で 
も 、 奇 な る も の を 作れ る 才能 は 
な いけ れ ど も 、 そ の 奇 よ り も す 
ご い 心 を 持っ ちゃ っ て る ん だ よ 
ね 、 一 部 が 。 そ の 一 部 と 呼ば れ て 
た 人 々 が 増え て 来 て る っ て 事 で 
し ょ う 。 そっち 方 面 に 対す る 学 
習 が 進歩 し ちゃ っ た ん じゃ な い 
か な あ 。 そ れ が いわ ゆる 世紀 末 
思想 に も つなが る ん だ ろう けど 」 
@ つ まり ヒ カ ゲ さん に し て も 、 
常に 人 か ら 見 る と 過激 な 事 を ず 
っ と 歌っ て 来 た け れ ど 、 今 や 普 
通 の 人 達 の 方 が 一 一 。 

「 う ん 、 過 激 で し ょ う 。 上 っ 面 
は 俺 達 も 過激 だ けど さ 、 内 面 に 
潜ん で る も の っ て いう の は ま と 
も そう な 奴 の 方 が 危な いで し ょ 、 
確実 に 。 だ っ て 理解 で き な い も 
ん 、 何 で ああ いう 考え 方 に な る 
の か っ て いう の は ね え ( 笑 )。 そ 
れ は 絶対 言え る な 。『 俺 達 の 方 が 
よっ ぱ ぽ ど 保守 的 だ 」 っ て 思っ ち 
ゃ う も ん ( 笑 )。 例 えば 、 人 の 殺 

し 方 に も 表れ る と 思う よね 。 俺 
が 殺す ん な ら 銃 で 撃っ て 終わ り 
だ ろう けど 、 病 ん だ 人 は それ だ 
け じ ゃ すま な い 、 み た いな さ 。 
まあ そん な の 昔 か ら あ ん だ けど 、 
最近 増え て る っ て いう 」 

@ じゃ あ 今 作 で も 一 曲 先 取り し 
て し まっ た し 、 次 作 で むーー。 
「 う ん 、 次 に は その 辺 か ら の 影 
響 が 結構 出 て 来る か も し れ な い 
な あ …… お 楽し み に ( 笑 )」 作 
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難 れ 頃 っ て ある ん だ ね ぇ 


2nd ア ル バ ム 「 肝 団 」 で 遂に 明確 と な っ た 仲野 茂 バ ンド の 
新た な サウ ンド は 思い が けず も パン ク ! 


イン タ ヴ ュー 中 込 智子 


前 作 『 遠 く で 火事 を みて いた 』 
か ら 1 年 半 。 仲 野茂 バン ド の 2 
nd アル バム 、『 窮 虹 」 が リリ ー ス 
され た 。 これ が 驚い た の な ん の 
っ て パン ク な の で ある 。\ 四 
倒 猫 を 噛む | と は 、 か 騙 い ネズ 
ミ も 追い 詰め られ れ ば 猫 に 噛み 
つく と いう 格言 だ 。 その 風体 こ 
そ 虎 か 獅子 か と いう 仲野 だ が 、 
自ら の 周囲 を で る っ と 取り 囲む 
状況 を 猫 に た と え 、 そ の 中 で あ 
が く 自 分 を 敢えて ちっ ぽ け な 暑 
に た と えた 本 作 は 、 1 曲目 ~ ス 
ピー ド ” か ら ま さ に 息 も つか せ 
ぬ 疾 走 感 を 募ら せ 、 た た みか け 
る よう に エネ ル ギ ッ シュ なか 肉弾 
を 繰り 返し …… そう 、 本 作 は ま 
さ に 完全 に パン ク な 一 枚 と な っ 
コリ リー 二 

し か し 、 ア ナー キー か ら ザ ・ 
ロッ ク バ ンド 、 そ し て 仲野 茂 バ 
ンド と 、 歳 を 重ね る 毎 に 円 熟 味 
を 増し て いた 仲野 で ある 。 ま た 、 
前 作 『 速 く で 一 」 も 、 打 ち 込 み 
か ら ア コー ステ ィ ッ ク ま で の 幅 
広い 音 に 、 あ る 種 の 落ち 着き す 
ら 感 じ さ せる 印象 を も た らし た 
仲野 で ある 。 な の に 今 作 の この 
ピュ ア な まで の スト レー ト な 荒 々 
し さ は どう だ ろう 。 身体 中 に き 
つく 巻き つけ られ た 荒 縄 を 、 自 
ら の 力 で プチ プチ と ひき ちぎ っ 
て いく か の よう な 、 こ の 一 終 纏 
わ ぬ パン ク へ の 復活 は ? 昨年 
春 、「 一 発 こ っ きり 」 と 気楽 に 行 
われ た アナ ー キ ー 復 活 ラ イヴ が 、 
思い も よら ず 彼 に 火 を 付け た の 
か …… いや 、 ど う や ら そ れ だ け 
で 感 が いよ うだ が だ 。 
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@ まず 、 歌 い 方 か らし て 前 作 と 
全然 違う じゃ な いで すか 。 ガ キ 
みた いな 声 と 勢い で ( 笑 ) 。 

「 そ お ? 嬉し いよ ね ( 笑 )」 

@ で 、 こ の パン ク 魂 の 復活 は ど 
こ か ら 来 た も の な ん だ ろう か と 。 
「 別 に 初期 の 頃 の パン ク を 意識 
し た わけ で も な く て さ 。 一 枚 目 
っ て いう の は 俺 も ロッ ク バ ンド 
終わ っ て か ら 随 分 ずっ と や っ て 
な か っ た か ら 、 な ん か こう ふ に 
や ふい に ゃ し て て そ さ ー と に か て や 
り た いも の を や っ て いく 、 み た 
いな 感じ だ っ た ん だ よ 。 で も や 
っ ぱり ライ ヴ を 重ね て いく 内 に 、 
何 が 大 事 か っ て …… ロッ ク っ て 
や っ ぱ ス リル 感 み た い の あ る じ 
ゃ ん 2?2 ちょ っ と 言葉 が 下 世話 
だ けど さ ス リル な ん て ( 笑 ) 」 

@ で 、 そ の スリ ル 感 と いう の が 、 
私 に と っ て は アナ ー キ ー 時 代 の 
爆裂 感 を 初 徳 さ せる も の だ っ た 
ん で す が 、 こ これ は 昨年 の アナ ー 
キー の 復活 ライ ヴ が きっ か け と 
な っ て 出 て きた 部 分 も ある ? 

「 あ あ 、 そ れ は ある か も ね 。 で 
も 忘れ か け て た も の と か 昔 に 戻 
れ た っ て 言う より も 、 あ の 時 感 
じ た の は 『 昔 より レベ ル ア ッ プ 
し て る な あ 」 っ て ( 笑 )。 それで 
「『 じ ゃ あ 、 今 俺 が 出来 る 事 っ て 
どう いう 事 だ ? 」 っ て 、 ど っ か 
で 考え た ん だ ろう 析 。 ア ナー 守 
ー ん 時 みた く た だ 吐き 出し て け 
ば いい っ て も ん で も な いか ら 、 
や っ ぱ 確 信 し て いき た いわ け 」 
@ その 、 確 信 と いう の は ? 

「 だ か ら も っ と エネ ルギー と か 
リア ル な 物 が 出る よう に っ て さ 。 


だ か ら 、 何 の 為 に この 曲 を や る 
ん だ っ て いう 、 そ の や る 事 が 明 
確 に な か っ て きた 。 それ が 今回 は 
^ プ ライ ド ” っ て 曲 で さ 」 

@ プライド” は 無く し た 物 も 
ある が 、 無 くす よう な 物 は 大 し 
た 物 じ ゃ な か っ た ん だ 、 と いう 
開き 直り と 共に 、 自 身 を 凄く 開 
放し た オー プン な 曲 で 。 

「 う ん 。 その プラ イド が 神 
異 に な っ て 、 他 の 曲 は 担ぎ 手 に 
な っ て 、 ガ ッ と 走っ て る っ て 感 
じ 、 グ ッ と 向かっ て くっ て 感じ 
に な っ た 。 それ で 今回 この アル 
バム 作っ て 自分 で 嬉し か っ た の 
は さ 、 ち ょ っ と 前 と か 随分 前 に 
思っ て た 事 が …… 歌 いた いん だ 
けど 、 今 まで 言葉 と し て 出 て こ 
な か っ た 事 が 、 自 分 の 言葉 と し 
て 出 て 来 た ん だ よ 。 今 まで は 書 
いて て も な ん か 嘘 っ ぽい な あっ 
て 感じ て 自分 で も 何 か 凄 い 嫌 だ 
っ た わけ 。 そ れ が さ 、 や っ ぱ 、 
花 が 咲い て 実 が な る みた い に 、 
吾 れ 頃 っ て ある ん だ ね 。 自分 の 
中 で 歌い た か っ た 引っ か か っ て 
た 事 が スッ と 出 て きた 。 世の中 
9 者 ん な シス チム に つい て 、 ど 
う 歌 っ た ら 一 番 リ アル な の か 、 
自分 の 言葉 で 書け た ん だ よ 」 
@ 色 ん な タイ ミン グ が 重なっ て 、 
本 来 自分 が 由 し た か っ た 事 を や 
っ と 導き 出す 事 が で きた と いう 。 
「 う ん 。 で さ 、 俺 な ん か ホン ト 
強がり だ か ら 「『 聴 か な く て も い 
いか ら 買 え ! 」 な ん て 今 ま で は 
思っ て た けど ( 笑 )、 今 回 は ちょ 
っ と 『 聴 いて みな よ 」 っ て 思う 
ん だ 、 自 分 で も ( 笑 )」 仙 





CHECK TTI 


リハ バッ ビー・ ハ ッ パ ー」UK 直 撃 !! 


ニュ ー タ イプ の ダブ ・ サ ウン ド を 搭載 し た 暴走 機関 車 、 オ ー デ ィ オ ・ ア クティ ヴ 


に 注目 せよ ! 
文 三井 村 純平 


レゲエ の リズ ム を 基本 と し た 
ンー ン ン 
そこ に か ら み つく パラ ンス を 垂 
め ぶ っ 壊し て いく エフ ェクト 処 
理 、 そ し て 反復 の 中 で アシ ッ ド 
感 を 増幅 し て いく メロ ディ ーー 一 
な ん て 表現 を する と 、 ま る で [x 
(/ 革 XZ) 全 V を ] み た いな 論 
理 で が ん じ が ら め の 音 を 想像 し 
て し まう が 、 で も 「 本 能 的 」 と 
いう 意味 に お いて オー ディ オ ・ 
アク ティ ヴ ほ と 単純 明快 な 爆裂 
ザ サウ ンド は な い 。 つ まり その た 
た ず ま い は パン キッ シュ 。 瞬間 
瞬間 の いち ば ん スリ リン グ な 音 
を 皮膚 で 順 ぎ 取り 、 そ れ を 機械 
も 生音 も 巻き 込ん で プン プン 振 


り 回 し て いく 、 そ ん な ハチ ャ メ 
チャ さ が 満 載 さ れ て いる の だ 。 
UK イン ディ ー・ チ ャ ー ト 初 登 
場 14 位 を 記録 し た 海外 デビ ュ 
ー・ ア ル バ ム 「『TOKYO SPACE 
COWBOYS」 に 続き 、 こ の 4 
20 に は 待望 の セカ ンド 『 ハ ッ ピ 
ー・ ハ ッ パ ー』」 が リリ ー ス され 
た 。 前作 同様 プロ デュ ー ス は ダ 
ブ の 先駆 者 エイ ドリ アン ・ シ 
ャ ーー ウッ ギ 。 基 ャ ケッ ト で は ア 
ル バ ム ・ タ イト ル の 文字 は 煙 で 
か た どら れ て いて 、 以 前 UK で ヒ 
ッ ネ も し た 拉 イ シン チ ・ シ ング ル は 
っ Jas le 室 り サラ ァ ナ ” だ 
っ た りす る の で 、 彼 ら の 意図 は 
ナン な の だ ろう 。 残念 な が ら ま 


だ 日 本 で は その 存在 すら 知ら れ 
て な いく らい すず ごく 売れ で な い 
が 、 だ か ら と いっ て 徹底 し た 海 
外 指向 バン ド な わけ で も な い 。 

た また ま UK ダ プ ブ の 老舗 ON-U サ 
ウン ド と 気 が 合 っ て 、 音 の 自由 
さ が 英 国人 の 肌 に 合っ た だ け で 、 
あく まで も 拠点 は トー キョ ー な 
の で ある 。 今回 も アル バム 先行 
シン グル ハッ ピー・ ハ ッ パ ー タ 
(強力 に か っ こい い !! ) が まず UK 
を 炎 が つき そう だ が 、 こ れ を まき 
っ か け に ニッ ポン で も 盛り 上 が 
る の は 必至 で ある 。 い まな ら ま 
だ 間に合う 。 新 世紀 の ダブ プ ブ ・ サ 
ウン ド を いち 早く チェ ッ ク す べ 
し ! 償 





CHECKTTI 


の ほほ ん 系 エイ リア ン ・ ボ ポッ プ 


2nd ア ル バ ム 「 TABOO」 リ リー ス 。 シ ャ イネ ス の 奥 に の ぞ く 松 野 秀 香 の 


- 吉 感 と は ? 
文 = 小 田島 久恵 


「 花 らし く な ん て な り た く な い 
ング 僕ら し けれ ば いい ちがう の 
? プ やさし そう な 花 が ノ 部 屋 中 
を ノ 汚 し て く ノ 汚し て く 」 
(DEAD”) 
一 一 透明 な アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
ギタ ー の 響き に 乗せ て 歌わ れる 
こん な 歌 が 、 悲 し み と も 懐か し 
さと も 言え な い 微 妙 な ポ エ ジ ー 
を 聞く 者 の 耳 に 残し て 行く 。 
ロコ ホリ デイ ズ を 経て 、 よ り 
歌 心 の 核心 に 踏み 込ん だ 松野 秀 
香 。 彼 女 に アル バム 創作 の イン 
スピ レー ショ ン に つい て 聞き た 
いと 思っ て イン タ ヴ ュー を 申し 
込ん だ の だ が シャ イ な の か 





気負い が な い の か 、 彼 女 は 自分 


T T 
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の 音楽 に 言及 する こと を 曖昧 に 
拒絶 し 、 会 見 は ひたすら 喫茶 店 
で の 茶 飲み 話 の ノリ に 終始 し た 
の だ っ た 。 学 し そ て 、 還 そ くる 子 
ピ ソ ー ド と いえ ば 、 黒 人 の よー 
に 表 で 真っ 黒 に な っ て 遊ん で い 
た 子供 時 代 、 新 体操 部 で 活躍 し 
て いた 中 学 時 代 と いっ た 「 れ れ 
れれ 、 曲 の イメ ー ジ と 全然 ち が 
う や ん っ っ 」 の 世界 。 唯 一 糸口 
と な り そ う だ っ た の は 、 彼女 の 
姉 が 霊感 師 (! ) だ と いう こと 
と 、 中 野 の 母 (占い 師 ) に 「 あ 
ん た は 宇宙 人 だ 」 と 言わ れ た 計 
だ 。 数 々 の メジ ャ ー・ ア ー テ ィ 
スト を 手掛け る 相方 三 安宅 秀紀 
に と っ て も 、 徐 女 は ほ は 「 フ ツー だ 





物 を 、 期 待 し て ます 。 仙 


けど 意志 の 所 在 が よう わか らん 」 
不思議 な 素材 らし い 。 そん な か な 不 
可 解 さ と 、 絶 対 的 な 楽曲 の ピュ 
ア ネ ス 、 そ し て 年 齢 を 超え た 耳 
に 残る スウ ィ ー ト ・ ヴ ォ イ ス が 、 
ルビ ー・ ル ビー・ ス ター を ポッ プ ・ 
バン ド た らし め て いる の か も 知 
れ な い 。 一 見 ピン ボケ な の ほほ ぼ 
ん と し た 松野 の キャ ラク ター は 、 
地球 に 落ち て 来 た お 姫 様 と いっ 
た 趣 さ え あ る 。 翌日 レコ ー デ ィ 
ング で 静岡 へ 発っ た 二 人 。 軸 と 
カマ キリ と ゴキ プ ブリ が 大 嫌い と 、 
最後 は 意味 も な く 昆 虫 話 で 盛り 
上 が っ て し まっ た が 、 再 び 粉 害 
の そ ぼ 降 る よう な 繊細 な 音 の 織 


定 し て いな い が 、 よ ほど の 事 
が な い 限 り 、 今 の 場所 で 再び 
営業 で きそう 。 な お 現在 の 形 
で は 来年 12 月 末日 まで 通常 の 
ライ ヴ ハ ウス 営業 を 続け 、 新 
築 後 の 営 業 再 開 は 平成 11 年 7 
月 位 か ら と な る 予定 だ 。 

e フラ リー カン バニ ー ズ の 「 情 
熱 の ズン ドコ ロッ クン ロー ル 
ツア ー」 は 、5 ング 22 名 古屋 E 
LL、29 横 浜 ク ラブ 24、 6 
2 福岡 ビブ プレ ホー ル 、 9 仙台 
パー ドラ ンド 12 た 且 パ ナナ 
ホー ル 、15 渋 谷 オ ン エ アウ エ 
スト 。 見 て ね 。 フ ラカン 秘 
密 の ラブ ラブ テレ ホン 容 03 
・3295・9032 

e 日 ン グ ク ・ バ ケー ショ ン が 6 9 
新宿 リキ ッ ド ルー ム 、14 心 斎 
橋 ク アト ロ 、15 名 古屋 クア ト 
ロ で の ライ ヴ を 最後 に 、 そ の 
名 の 通り 長期 休暇 に 入る 。 復 
活 は 6 年 後 の 2001 年 を 予定 。 
e リウ ル ・ フ ラリ ー・ ユ ニオ ン 、 
神戸 市 長田 区 水 笠 公園 に て 5 
グ 21「 長田 復活 祭 」 に 出演 ( 谷 
078・521・7170) 。 その 他 、 ソ 
ウル ・ フ ラ ワ ー・ モ ノノ ケ ・ 
ミッド を MY す 9 独 で デン プラタ 
グ ド ・ ユ ニッ ト を 結成 、 神 戸 
に て 出前 ライ ヴ 、 ゲ リラ 演奏 
を 展開 中 。 

@ 4/22 新 宿 リ キッ ドル ー ム 
で JAPAN 後 援 の 下 に 行わ 
れ た より 年 ッ ド ・ ス カイ ・ ダ 
ンス ホー ル 」 は お か げ さ まで 
満員 御礼 、 来 て くれ た 皆さん 、 
どう も あり が と う ! と いう 
わけ で 、 詳 し い 模 様 は 次 号 で 
報告 いた し ます 。 (井村 ) 





e ア リノ ・ ビ ピー ト の 解散 が 決定 
し た 。 ギ ター の 岩永 が 脱退 を 
決意 し 、 そ の 後 広石 と 嶋田 が 
アッ プ ・ ビ ー ト と いう 看板 を 
降ろ す 事 に し た 、 と いう 事 だ 。 
や は り 岩 永 の 大 陸 的 な アメ リ 
カン ・ ロ ッ ク 指 向 と 、 広 石 の 
ロン ドン 的 が な サイケデリック 
・ ワ ー ル ド の 両立 は 成り 立た 
な か っ た の だ ろう か ? 今後 、 
ナ ア /21 に シシ が 形 、8 28 に 
新曲 十 ベ スト の アル バム を リ 
リー ス 後 、 8 グ 30 の 渋 公 ラ イ 
ヴ に て 幕 を 閉じ る 予定 。 





e フ リー ダム ・ ス イー ト み 山下 洋 
と コー ネリ アス が 選曲 し た ロー 
D 一 H (ホラ ンド テニ ドジ ャ ー 
デー ホ ラン ド 、60's 一 70's ソ ウル 
の 作家 チー ム ) の コン ピ レ ー 
ショ ン ・ ア ル バ ム を トラ ッ ト 
リア か ら リ リー ス 。 先月 号 で 
載せ た フリ ッ パ ー ズ の 再発 は 
ボボ りり ス ター か ら で し た 。 小山 
田 、 後 ず さ り 戦法 だ けど 後ろ 
向き で は な い ぞ 、 と いう わけ 
で 、 大 変 失礼 いた し まし た 。 
計 正 し ます 。 で も 、 コ ン セ ビ も 
いい けど そろ そろ シン プ も ね 。 
@NHK 一 FM「 ミ ュー ジッ 
ク ・ ス クエ ア 」 に サ ・ ブ ルー ハ 
ー ノ が 想 急 出演 決定 ! オン エ 
ア は 6/ グ 1 木曜 21 : 00。 彼 ら 








が 新作 の プロ モ で 放送 メデ ィ 
ア に 登場 する の は これ っ きり 
だ そう で 、 し か も 新作 の 全角 
と これ か ら の 行方 を 洗い ざら 
い 喋 る そう で す 。 他 に も 番組 
で は 5 ノ 16 バク チク 、 1s オリ ッ 
ナル ・ ラ 7、22 NOKK0、23 と 
ん と 、26 スバ イラ ル ・ ラ イフ が ゲ 
スト 出 漂 し ます 。 

@ ニッ ポン 放送 の オー ルナ イ 
ト ・ ニ ッ ポ ン で 、 且 本 め イ ン 
ディ ー ズ ・ シ ー ン を 取り 上 ば げ 
る 「 ミ ラク ル ・ ヒ ッ ツ ・ シ ョ 
ー ケ ー ス 」 が スタ ー ト 。 毎週 
土曜 深夜 3 時 一 5 時 の 生放送 
で 、 毎 回 注目 の イン ディ ー・ 
ロッ ク を 聴か せま す 。 

@ 元 POGO の 良太 の バン ド 
RYOTA BAND が 更に 
重く へ ヴィ ー に な っ て J |1G 
HEAD と 改名 。 先 頃 ミ ニ ・ ア 
ル バ ム を リリ ー ス し た 。 

e 東京 スカ バラ ダイ ス オ ー ケ スト ラ 
の クリ ー ン ペ ヘッド ギ ム ラテ こと 
杉村 英 詩 氏 が 4 月 23 日 ご 逝去 
され まし た 。 昨 年 7 月 末 か ら 
脳腫瘍 で 入院 、 し か し 手術 後 
の 結果 は 良好 で 、 今 年 に 入っ 
て 自宅 療養 に 切り か え 、 ホ ッ 
と 安心 し て いた 矢先 の 容体 急 
変 で し た 。 今年 後半 か ら は ス 
カ パ ラ 復帰 と 聞い て いた だ け 
に 残念 で な り ま せん 。 ス カ パ 
ラ は と りあ え ず 現状 の 9 人 編 
成 の 形 で 5 月 末 か ら 始 まる 全 
国 ツ アー を 回 り 、 6 プ 21 に は 
デビ ピュ ー5 財 年 記念 アル バム 
『 グ ラン プリ 』 を 発表 し ます 。 
ここ に 護 ん で 故人 の こ ご 冥 福 を 
お 祈り いた し ます 。 
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@ こ こん と こ ア ル バ ム 発売 に 
伴い TV 『 ビ デオ ・ ジ ャ ム 」 
に 出演 し て 阿部 義晴 と トー ク 
する な ど 、「 お お ! ハリ ー が 
し ゃ べ っ て いる う ! 」 と ファ 
ン に 手 に 汗 握ら せ て いる スト リ 
ー ト ・ ス ライ ダー ズ 、 な ぁ ん と V 
J まで や っ て し まう とい う 麗 
ろ し い 噂 が ! 衛星 放送 スペ 
ー ス シャ ツー すす の チェ ォ 
スト が 月 替わり で V J を 担当 
する 「 サ ウン ド & ヴ ィ ジ ョ ン 』」 
の 6 月 アー ティ スト に 決定 。 
と 言っ て も 、「 どう も 、 村越 で 
す 」 な ど と ほん と に 司会 する 
か どう か は 分 か ら な い が 、 ど 
っ ち に し て も 必見 の この 番組 
は 、 毎 週 日 曜 21 : 00 一 21 : 30 
で 一 ヵ月 の オン エア 。 スペ 
ー ス シャ ワー 容 03・3585・ 
3322 





@ まだ まだ 続く レビ リン ュ の ポ 
ル ノ ・ ポ ル ノ ・ ツ アー は 6 ン / 
2 松山 市 民 会 館 、 5 岡山 市 民 
文化 ホー ル 、 7 広島 アス テー 
ルプ ラ ザ 、8 福岡 電気 ホー ル 、 
13 岩 手 県 民 会 館 、14 青 森 市 民 
文化 ホー ル 、22 郡 山 市 民 文化 
セン ター、27・28 中 野 サ ンプ 
ラ ザ 、30 愛 知 勤労 会 館 、 7 ノ 
6 新潟 テル サ 、 7 金沢 市 文化 
ホー ル 。 ま た 5 ング 25 は 神奈 川 





県 立 青少年 セン ター に て 横浜 
7 仙 ア ベニ ュー10 局 年 記念 イ 
ベン ト に 出演 。⑳ 毒 入り クラ 
プ 会 03・5411・7255 
@「EL、FAX、 イ ンタ ーネット 
で アク セス し 、 情 報 を 引き 出 
し た り メ ッ セ ー ジ を 入れ る 事 
が 出来 る 、24 時 間 誰 で も 自由 
に 参加 で きる 今 ま で に な い イ 
ベン ト 「NT パワ ーネット 
クラ プ ・ ヘ へ テ 」 の 半 足 に 人 冬 
い 、5 /22、 小谷 ピ テ ム に て 
東京 え カ バラ タイス オー ケス トラ と 
高城 間 に よ る D 」、 ト ー ク 、 パ フ 
ォ ー マ ンス な ど を 盛り 込ん だ 
イベ ント を 行い ます 。 NT 
T パ ワー ネッ ト 事 務 局 富 03 
・5423・0731 

@ 4 22、 コ ン フ ュー ツ ョ ン が 沖 
縄 よ り 帰 還 い た し まし た 。 作 
品 、 出 来 上 が っ た みた いで す 。 
来 月 号 、 注 目 し て 下さ い 。 

e 隊 井 ノミ ヤ の CG 展 「FUML- 
YART」 が 7 12 一 23 渋 谷 パ ル 
コス ペー ス 5 に て 開催 され ま 
す 。 テー マ は 宇宙 建築 と 近 未 
来 建築 & き イン テリ ア 。 尚 、 こ 
の 後 順に 広島 、 大 阪 、 仙 台 、 
名 古屋 、 福 岡 、 札 幌 で も 開催 
され ます 。 FUMIYART 2 事 
務 局 合 03・3588・9026 

@ バンク ・ ハ リピ ー と 、 ム ー ン 
・ ラ イダ ー ズ の 岡田 徹 率 いる 
ライ フ ・ ゴ ー ズ ・ オ ン が 5 ノ 18、 
渋谷 クア トロ に て ライ ヴ を 行 
う 。 曲 者 同士 の ジョ イン ト に 
注目 あれ 。 

@ さながら 宮沢 賢治 の よう に 
東 へ 西 へ と 救済 活動 に 飛び 回 
っ て いた 怒れ る オヤ ジ 、 県 谷 し 








ける の 新作 が や っ と リリ ー ス さ 
れる 。 ま ず 5 ン /24 発 売 の ニュ 
ー シ ン グル 永遠 の 約束 プ ヘ 
ッ ド ライ ト ” は 横浜 ゴム の C 
F ソン グ に 決定 。 そ し て ニュ 
ー ア ル バ ム 「『 追 憶 の エイ トビ 
ー ト 』」 は ゲス ト ・ ヴ ォ ー カ リ 
スト に 森高 千里 を 迎え (! )、 
7 グ 21 リ リー ス だ 。 ま た 、 そ 
の アル バム ジャ ケッ ト は な ん 
と 、 大 塚 寧 々 が 撮影 …… っ て 、 
ええ っ !? ちな み に こ の 写真 
あ そう で す 。 





9、10、 1 は 、 15。 16、 24、 め 、 
ちょ っ と 変則 日 程 な 怒 号 の ラ 
・ マ マ 7DAY'S ラ イヴ を 行 う 。 
また 、7 グ 5 は 渋谷 公会 堂 に 
て 税込 み 999 円 の 破格 の ライ ヴ 
「 純 度 99.9 の 快楽 」 を 再び 。 
シュ ガー チャ イル ド 傘 03 
・5696・7737 

elHE MODSo ラ ィ ッ ょ 7 ノン 
3・4 の 両日 、 新 宿 リ キッ ド 
* ルー ム で 行う 「 下 カン ド ・ 
アク ショ ンジ ンー イ ン ・ カ オス 」。 
SOGO 谷 03・3405・9999 
@ 新宿 ロフ ト 店 舗 明け 渡し 請 
求 訴訟 に 一 応 の 結論 が 下さ れ 
た 。 新築 ビル に 再 入居 する 事 
を 前 提 に 、 裁 判 所 で の 和解 が 
成立 。 再 入居 の 条件 は ま だ 決 


いし だ 老成 十 YURI (from EAST END x YURI) 
表紙 巻頭 は H だ か ら 実 現 出来 た 、 い し だ 壱 成 と “DA.YO. NE" の YURI と の 対談 。 い し 
だ 壱 成 の | ゴミ 捨て 場 か ら 拾 っ た り も する | ロー ファ イ ・ グ ッ ズ の 数 々 、 そ し て | “DA. 
YO.NE" と “MAICCA” 5 回 つつ や れ ば みん な モト と れる ん で し ょ ?| と MC で つい し 
ゃ べ っ て し まう ぶっ ちゃ けた アイ ドル YURI の キャ ラク ター を 一 挙 公開 ! 


吉川 ひな の + 花 代 
好き な 映画 は ゴダール で も タラ ンティー ノ で も な く | 寅 さ ん と 「 釣 り バ カ 日 誌 」」。 “日 本 一 ぶっ 
ちゃ けた 15 歳 "に し て 、 現 われ る べく し て 現われ た 90 年 代 の ロー ファ イ ・ ス ー パ ー・ ア イド ル 吉 
川 ひ な の が 小 誌 に 登場 ! イ ンタ ヴ ュ ア ー は NASA 出 身 の 話 題 の 芸者 兼 シ ン ガ ー の 花 代 ! 
花 代 の て ん と う 虫 と イチ ゴ だ ら け の ポッ プ で サイ ケ な 自室 で イン タ ヴ ュー& フ ォ ト ・ セ ッ シ ョ ン ! 


カ ヒ ミ ・ カ リィ 
チョ コレ ー ト ・ ジ ャ ン キ ー に し て ジャ ンク ・ フ ー ド ・ ク レイ ジー! 知る 人 ぞ 知 る カ ヒ ミ の 素顔 を 
じっくり ご 紹介 。 様々 な お 菓子 に 関す る 彼女 の 偏愛 を 幼い 頃 か ら の エピ ソー ド た っ ぷり で 
お 届け する テキ スト & 撮り お ろ し 。 チー ズ 味 の カー ル と 500 ml コー ラ で 母親 の 帰宅 を 待 
っ て いた 小学 校 時 代 、「ET 」 に 出 て くる m&m's チ ョ コ と 宅配 ピザ に 憧れ た 中 学校 時 代 。 
な ど な と 、 こ れ を 読め ば 本 当 の カ ヒ ミ が 全部 わか り ま す ! 


スチ ャ ダラ パー 天久 聖 一 
驚異 の 傑作 アル バム を 発表 し た スチ ャ ラダ が 、 心 の ネタ モト (?)、 ロ ー フ ァ イ ・ マ ン ガ 家 
天久 聖 一 と つい に 対面 !「 バ カド リル 」 「 バ カサ イ 」 級 に 頭 飛ば し まく っ た 爆笑 座談 会 。 


ブル ー ス ・ リ ーvs. マ イク D (ビー ステ ィ ・ ボ ポー イズ ) 
ビー ステ ィ ・ ボ ー イ ズ が 小 部 数 発行 し て 瞬く 間 に ソ ー ル ド ・ ア ウト し た “ 幻 の 雑誌 |「 ク ラン 
ド ・ ロ イヤ ル ・ マ ガ ジ ン |] 創刊 号 ( ブ ルー ス ・ リ ー 表 紙 ) を わら を も つか む 追 跡 を 重ね 、 つ い 
に ゲッ ト ! マイ ク D が 敬愛 する ブル ー ス ・ リ ー を 全角 度 取材 & 研 究 し た 目玉 記事 10 ペー ジ 
を 、 独 占 契 約 の 上 堂々 掲載 !! 


さら に さら に 、「 ト ゥ ルー・ ロ マン ス 」 の アラ バ マ 役 が いま た 鮮烈 な 印象 を 残す ロー ファ イ 女 優 パ ト 
リシア ・ ア ー ク エッ ト は 登場 する わ 、 サ ント リー・ ワ イン の CM が 若 で 評判 の ちはる & ト シミ (東京 ナン 
バー ワン ・ ソ ウル ・ セ ッ ト ) 夫 妻 は 出 て くる わ 、 今 夏 大 ブー ム を 予感 させ る “ジャン グル "を 本 場 ロ ンド ン 
で 現地 撮り お ろ し し ちゃ うわ で てんこもり の 黄金 ライ ン ナ ッ プ 。 この 他 大 ネタ 小 ネ タ 取 り 混 ぜ た ロ 
ー フ ァ イ で いと お し い 誌 面 を 連休 返上 で 作っ て ます 。 どう ぞ 皆 さん 、| い ま 絶 対 ハ ズ せ な い 雑 誌 ] 
H 第 5 号 、5 月 31 日 に は ぜひ ぜひ その 目 で 確か め て く だ さい 。 
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5 月 31 日 発売 決定 


H 第 5 号 プ ロッ キン グ ・ オ ン ・ ジ ャ パン 6 月 増刊 5 月 31 日 発売 プ 480 円 (税込 み ) 











2 月 24 日 に 発売 され た 日 第 4 号 「LOVELY!」 特 集 号 は 
お か げ さ まで 完売 と な り ま し た 。 御 購入 いた だ いた ロッ 
キン グ ・ オ ン ・ ジ ャ パン 読者 の 皆さん 、 ど う も あり が と う 
ご ざい まし た 。 今 年 、H は この 調子 で が ん が ん 飛ば し て 行 
きた いと 思っ て いま す 。 今 後 と も ぜひ ぜひ よろ し く お 願 
いい た し ます 。 さ て 、 で は さっ そく な の で す が 、 前 号 よ り 
さら に パワ ー ア ッ プ し た と 自負 し て お り ま す 日 第 5 号 
「Lo-Fi LOVE 特集 の 強 カ メニ ュー、 御 紹介 し ましょ う 。 
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人 @ 224 ペー ジ ! 特別 定価 480 円 (税込 み ) 久 毎 月 1 日 発行 


ウ ヴァン 4 レン 
ガン ズ & ロ ー ゼ セ ズ 、 和 
世 紀 の キ タ 3 決 戦 『 I し 和 | 還 


米 枯 盛衰 ・ 群 雄 割 拠 ・ 下 剤 上 極まる ハー ド ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に 、 
寺 上 人 か ら 御 神託 下る ? 時 代 を 凌 騙 する 2 大 スー パー・ バ ンド 
の キタ リス ト 2 人 に よる | 豪快 ビッ ク 対 談 ] が 実現 し て し まっ た ! 
ミュ ー ジ ン ャ ン の 生き る 指標 と し て 、 全 音楽 ファ ン 必 読 


スペ シャ ル ・ ロ ケ グ 取 材 敢 行 ! スウ ェ ー ド ・ イ ン ・ 新 潟 


目 意識 の 高 さ に か け て は イエ モン 吉井 と も バリ 張り 合え る スウ ェ ー ド の 
フレ ッ ト ・ ア ンダ ー ソ ン を 、 編 集 長 増井 が [お ら が 故郷 新潟 に て 迎撃 ! 
日 本 海 を バッ ク に 、 英 国 No.1 美 形 ロ ッ カ ー に タラ バ ガ ニ を 持た せ 特 写 
せん と する 本 誌 の 計略 は 果たし て 成功 する か ! 


その 他 に も 、 ソ ロ 3 作 目 に し て | 未 到 の 境地 | に 辿り 着い た ポー ル ・ ウ ェ ラ ー、 フ ェ イ ス ・ ノ 
ー・ モ ア の 欧州 ツア ー| 怒 深 の 強行 軍 | 密着 現地 取材 、10 年 来 の 悲願 つい に 叶っ た 日 本 
人 に よる | 感涙 必至 | の モリ ッ シ ー・ イ ンタ ビュ ー な ど 、 今 月 も あき れる ほど の 豪華 な ライ ン 
ナッ プ で 完成 し た ロッ キン グ ・ オ ン の 充実 より を ぜひ お 近く の 書店 に て お 確か めく だ さい 、. 


THE HISTORY OF PAUL WELLER 
ーー ポール ・ ウ ェ ラ ー、 そ の 芯 し き 2 0 年 の 軌跡 

ニュ ー・ ア ル バ ム 「 ス タン リー・ ロ ー ド |」 発表 に 合わ せ オ ー ル ・ カ ラー の フォ ト ・ 

ピン ナッ プ と 歴史 的 イン タ ヴ ュー で 綴る ファ ン 待 望 の 永久 保存 版 ! 


この 5 月 に 、3 7. 歳 と いう 年 齢 を 迎え る ポー ル ・ ウ ェ ラ ー。 ビ ー ト ルス 
に 狂喜 し 、 ピ ー ト ・ タ ウン ゼン ド で モッ ズ に な り 、 そ し て ロン ドン の 薄 
暗い パブ で 無限 の 明日 を 夢見 て いた 1 7 歳 の 少年 の 日 か ら 、2 0 年 と い 
よる (年 才 究 8 衝 枝 さく オー 且 に 7 ク 2) まう の つ ルル っ ] 
握 し た 現在 に 至る まで に は 、 様 々 な 栄光 と 挫折 が あっ た こと は 言う まで 
も あり ませ ん .。 し か し 、 わ れ わ れ が その 道程 に 触れ た と き 、 そ こ に ある の 
が 一 片 の くも り も 無い 全 き | 疾走 | で あっ た こと を 目 に する で し ょ う 。 
「 街 で 煙い て いる の は 2 5 歳 以下 の 若者 たけだ | と 遇 る 思い を 綴っ た 
“イン ・ ザ ・ シ ティ ” か ら 、 そ の 言葉 通り 頂点 を 極め た 瞬間 に 決断 し た 
ザ ・ ジ ャ ム 衝 撃 の 解散 まで 。 洗練 と いう 教 議 の も と 、 音 楽 と ファ ッ ン ショ 
ン の 新しい か た ち を 模索 し た 2 0 代 後 半 の スタ イル ・ カ ウン シル 。 そ し 
て 、 契 約 切れ と いう キャ リア 最大 の 危機 の 渦中 、 再 び 一 人 の ミュ ー シ ン シン 
ャ ン と し て 裸 の 自分 を クラ ブ ・ ツ アー の ステ ー ジ に 晒し た 30 代 の ソロ 
一 . 今 回 、 厳選 を 重ね て チョ イス し た 写真 が 物語 る の は 、 リ ッ ケ ン バ ッ カ 
ー を か きむ し る 怒り の 顔 と 、 洒 落 た スー ツ を 着こなし 良識 ある ユー ス ・ 
カル チャ ー の スタ イル を 先取 り し た 表情 と 、 澄 みき っ た 視線 を 投 け か け 
る あま り に ナチ ュ ラ ル な た た すず まい の 、 言 いよ う の 無 い 「 青 さ 」 で す 。 綱 
1 か れ た 純情 は 、 経て きた 時 代 に 誠実 だ っ た 17 本 の イン タ ヴ ュー で も は っ 
。 ノ 邊 きり と 刻印 され て いま す 。 今 回 、 我々 が 刊行 する この 増刊 号 は 、 ポ ー ル ・ 
紀 = ] < ン ウェ ラー と いう 人 間 の 上 財 し すぎ る 情熱 の その 全て を 網 羅 し た 永久 保存 版 
ピッタ に な る も の と 自負 し て いま す , 是非 、 そ の 目 で 確か めく だ さい 。 


な お 、 今 回 ニュ ー- ア ル バ ム 「 ス タン リー・ ロ ー ド 」 の 発売 を 記念 し て 、 特 別 プ レ ゼ ント を 企画 し まし た . 
発売 中 の CD 「 ス タン リー・ ロ ー ド | と この 「 ラ ン ニ ング ・ オ ン ・ ザ ・ ス ポッ ト ] の 両方 を 買っ た 人 に は も れ な く 、 
ポー ル ・ ウ ェ ラ ー が この た め に 唄っ て くれ た と いう ナン バー が 入っ た スペ シャ ル CD を プレ ゼン ト 。 

それ ぞ れ に 付記 し て ある 応募 方 法 を 見 て 、 ふ る っ て ご 応募 くだ さい 。 


御 購入 希望 の 方 は この 注文 書 を 切り 取っ て 書店 に て 御 予約 下さ い 。 
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い 。 と いう か 出来 上 が っ た 作品 を 
聴く と 、 文 明 に 疲れ て ん だ な 一 と 
か 、 新 し も ん 好き な ん だ な ーー と か 
いう 以上 の 何 も 見 えな いこ と が 殆 
ど だ し 、 何 より 大 自然 と いう パワ 
ー の 前 に 完全 に ひざ まず いち ゃ っ 
て 、 人 間 と し て 去勢 され た 感じ が 
する の だ 。 今 回 の オリ ジ ナ ル ・ ラ 
ヴ が 素晴らし い の は 、「 摩 天 楼 も 大 
地 も 同じ よう に 生ま れ て は 死ん で 
ゆく 」 と いう 田島 の ダイ ナミ ッ ク 
な 人 生 術 に ある 。 永遠 不 減 と 思わ 
れ て る 文明 、 都 市 と いう モノ に !「 死 


期間 も た っ ぷり と っ て 、 じ っ くり 
考え な が ら 作 っ た 」 と いう 田島 の 
発言 。 そ れ は ここ に 収め られ た 高 
水準 サウ ンド や 練り 上 げ ら れ た 詞 
を 耳 に すれ ば 、 十 分 納得 で きる 。 
し か し その 結果 と し て 、 音 楽に 対 
する 深く て 濃 ゆ い 愛 情 と 、 ほ っ と 
け ば 地球 の 端 か ら 端 まで 全力 で 駆 
け 抜 け て し まい そう な と て つも な 
い ポ ジテ チ ィ ヴィ ティ と いう 、。 る 区 
まで 彼ら の 音楽 を 支え て きた 2 本 
の 太い 柱 が 殺 が れ て し まっ た 感 は 
簿 め な い 。 逆 に 音楽 と 一 定 の 距離 


体 だ け で は な く 、 ま た 情 緒 だ け で 
は な い が 、 肉 体 は 十分 に 妨 耐 強く 
挑戦 的 で 、 情 緒 は 優し く ロ マン テ 
ィ ッ ク で ある と いう か く あ る べべ き 
男性 像 。 お そら く 音 楽 的 知性 と 感 
性 を 決し て ス ノ ビ ズム な も の に 終 
始 さ せ ず 、 ポ ッ プ と し て 、 つ まり 
可動 する 運動 体 と し て 広く 流布 さ 
せ た い と いう バ パラ ンス が 、 そ ん な 
男性 像 を イメ ー ジ させ る の だ ろ 
う 。 優 れ た も の 、 セ ン シ テ ィ ヴ な 
も の 、 教 養 の 深い も の 、 芸 術 的 な 
も の 、 こ れ ら すべ て は 一 部 の イン 


と 再生 の 大 いな る 物語 」 神話 を 
持ち 込む こと に よっ て 彼 は 新しい 
パワ ー を 生み 出し て いる 。 ス タ ジ 
オ と いう 密室 も 、 ス トリ ー ト も 、 
コヨーテ の 群れ の いる 大 草原 も 、 
同じ よう に 死 と 再生 を 繰り 返す 、 
その 中 で 自分 は 力いっぱい 地面 を 
蹴 飛 ば すん だ ! と いう 地球 規模 
の スト リー ト 感 覚 を 身 に つけ て い 
る 。「 古 代 人 の 知恵 を 得 た パン ク 
ス 」 田 島 は 、 だ か ら こ の 作品 の 中 
で 、 今 まで 以上 に パワ フル に エッ 
チ に 輝い て いる の だ 。 (井上 貴子 ) 


を と ろう と し て いる か の よう な 田 
島 の 姿勢 は 、 つ まる と ころ "勢い " 
だ け で は 自分 の 思い を 何 ひ と つ 届 
けら れ な か っ た と いう 焦燥 感 か ら 
き て いる よう に 思え て な ら な い の 
だ 。 そ の 焦燥 感 自 体 は よく わか る 。 
で も 、 い くら も どか し さ を 感 じ て 
も 、 や っ ぱり 大 声 で 唄っ た り 、 せ 
い ぜ い 目 一 杯 ボリ ュー ム 上 げ て 聴 
きま くっ た りす る くら いし か で き 
な か っ た 僕 は 、 こ の アル バム を 聴 
いて いっ た い ど うす れ ば いい と い 
う の だ ろう すう 。 (大 橋 敏 彦 ) 


テリ や ス ノ ビ スト た ち に 占有 され 
る べき も の で は な い 。 す ぐれ た 教 
養 は 共有 され る べき も の だ 。 そ の 
訴求 力 を 促進 する の が 、 あ る 種 の 
熱気 と ポ ピ ュ ラ リ ティ な の だ ろ 
う 。 言う まで も な く 優 れ た 音楽 と 
いう の は 人 間 の 知性 に 対す る 祝福 
で ある 。 だ か ら ポ ッ プ と いう 拡大 
機械 を フル 稼働 させ て 、 祝 福 さ れ 
た 知性 を 「 情 熱 」 と し て 散布 する 
田島 は 正しい の だ 。 喜ば し き 達 成 
の 一 枚 。 

(小田 島 久 恵 ) 
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@ 縄文 人 の 知恵 を 得 た バン クス 
も ん の すご く 級 密 な クオ リティ 
ー を 保ち つつ 、 し か も スコ ー ル の 
よう に し た た か に 鳴り 響く サウ ン 
ド 、 そ し て 詞 この 奇跡 の よう 
な 音 に 、 ま ず 驚 く 。 そし て 次 に 「 コ 
ンク リー ト の 森 を ドラ ム を 鳴ら し 
て 古代 人 と し て 生き る 」 と いう 須 
し くも 眉 し い ラ イフ ・ ス タイ ル 
を 、 ニ ュー ウェ イヴ 出身 の 田島 が 
見 つけ 出し 、 実 践 し て し まっ た と 
いう こと に 祝杯 を あげ た い 気 持ち 
で いっ ぱい に な る 。 こ れ は 間違い な 
く オ リ ジ ナ ル ・ ラ ヴ の 最高 傑作 だ 。 








グリ ー ス と 煙草 と いっ た 文明 の 
匂い か ら 汗 と 土 境 の 匂い ヘーー。 
そん な 変化 が 前 作風 の 歌 を 聴け 』 
か ら 既 に 始ま っ て いた 。 モ ロッコ 
と か 縄文 と か 妙 な こと 口走っ て る 
な あ 、 と 思っ た ら 案 の 定 ラ テン や 
カリ プ ソ へ 行っ ちゃ っ て 一 一 し か 

今 作 で は それ が 見 事 な 筋 力 と な 
っ て 、 よ り 高 み へ の ジャ ンプ を 可 
能 に し て いる 。 ア フリ カ で も 沖縄 
で も いい が 、 民 族 音 楽に プリ ミ テ 
ィ ヴ な 力 を 求め ちゃ う 芸 術 家 と い 
う の は 、 や っ ぱど ー も うさ ん くさ 


@ 迷路 に は まっ た 永遠 の 長 距 離 ラ ン ナ ー 


前 々 作 『EYES』、 前 作 『 風 の 歌 
を 聴け 」 と 続く 僕 の オリ ジ ナ ル ・ 
ラウ 体験 と いう の は 、 も う 只 っ て 
いる ひと つ ひ と つの 音 が いと お し 
く て た ま ら な い 、 刻 まれ る リズ ム 
すべ て を 自分 の リズ ム に し た く て 
た ま ら な い 、 こ うい う 人 圧倒 的 な 音 
を 目 の 前 に する と と スピー カー から 
流れ る 音 を 聴く と いう 行為 自体 が 
も どか し く 思 えて し まう わけ で 、 
か と いっ て 大 声 張 り 上 げ て 一 緒 に 
唄っ た と ころ で その も どか し さ が 
解消 され る わけ で も な く 、 あ あい 





@ 世 の 初 めか ら 渦 望 さ れ て いた … 
理想 卿 を 夢 起 する の で は な く 
て 、 遠 いこ こ で は な い 何 処 か と し 
て 心 に 描き 、 い つか そこ へ 行く 自 
分 に 漠然 と 憧れ る の で は な く て 、 
自ら 先んじ て その 地 に 「 生 き て 」 
みせ る こと 一 一 一 現在 の 田島 貴男 
は そう いう 境地 に ある と 思う 。『 風 
の 歌 を 聴け 。 で 、 既 に バン ド と し 
て 最高 度 の 音楽 的 達成 を 実現 し て 
いた オリ ジ ナ ル ・ ラ ヴ だ が 、 そ の 
高原 状態 の ナチ ュ ラ ル ・ ハ イ は こ 
こ で も 持続 し て いる 。 ソ ウル と ラ 
テン の 熱気 、 胸 を つく バラ ー ド の 


っ その こと この 音楽 と 一 体 化し て 
し まえ た らい い の に 『 と いう 、 
言っ て みれ ば 極上 の 陶酔 と 同時 に 
ある 種 の 絶望 を も も た らし て くれ 
る 、 そ ん な 代物 だ っ た の だ 。 な ぜ 
こん な こと を 書い た の か と いう 
と 、 ひ ょ っ と し て 曲 を 作っ て る 田 
島 自 身 も 同じ よう な も どか し さ を 
感じ て いた ん じゃ な か ろう か と 、 
* 一 歩 ひ いた ” 印象 の 強い この 新 
作 を 聴い て 思っ た か ら で あ る 。 

「 前 作 は その と き の 勢 いで 作っ た 
アル バム だ と すれ ば 、 今 回 は 作曲 


うねり 、 軽 快 な ロッ クン ロー ルー 
ー そ し て 60 年 代 の ユニ ヴァ ー サ リ 
ズム 幻想 を 思わ せる 奇妙 に 楽天 的 
な パラ ダイ ス & ピ ー ス ・ メ ッ セ ー 
ジ が ここ に は ある 。 し か し それ が 
ちっ と も 胡散臭 く な い の は 、 田 島 
の 夢見 る 「 理 想 の 土地 (ちあ るい は 
愛 ! ) 」 が 、 単 な る 絵 に 描い た 人 魚 で 
は な く て 、 彼 な ら ば あと 僅か で 手 
が 届く で あろ う 「 リ アル な 理想 郷 」 
で ある か ら だ ろう 。 そし て この ア 
ル バ ム は 同時 に 、 か な り 強 く 「 男 
性 」 と いう も の を 感じ させ る 。 肉 


@ リア ル 感 の な さ が リ アル 

この 号 が 出る 頃 に は も う 古 い 話 
に な っ て いる と は 思う が 、 例 の 地 
下 鉄 サ リン 事件 横浜 駅 毒ガス 事 
件 で 一 番 怖 か っ た の は 、「 怖 い 」 と 
実感 で き な い 事 だ っ た 。 阪神 大 岩 
災 の 時 は 「 距 離 が 今 自 分 の 住ん で 
いる 所 か ら は 離れ て いる し 」 と か 
何と か 、 その 言い 訳 は 一 応 つ けら 
れ た の だ が 、 今 回 の 場合 は 東京 で 
ある 。 し か も 僕 は 地下 鉄 通勤 で あ 
る 。 オ ウム 本 部 の 前 は 仕事 で し ょ 
っ ちゅ う 通 っ て いる 。 本 誌 編集 部 
の 鹿野 な ど 、 事 件 当日 寝坊 し て 遅 
刻 し て な か っ た ら 人 巻き 込ま れ て い 
た か も し れ な いき わ ど い タ イミ ン 
グ 〆 グ だ っ た と いう 。 こ ん な に 身近 な 
事 な の に 、 実 感 が な い の だ 。 事件 
の 日 の 夜 、 い つも の よう に 満員 の 
地下 鉄 に 揺 られ な が ら 、「 あ ん な 事 
が あっ た ば っ か りな の に 、 よ くみ 
ん な 平気 で 乗っ て られ る な あ 。 あ 、 


俺 も か 」 と 思っ た 時 、 事 件 で は な 
く 軸 分 に ゾッと し て し まっ た 。 
いく ら ギ ター の 音 を ぎん ぎん バ 
ー ス ト さ せよ う が 、 往 底 的 に クー 
ル な 印象 を 聴き 手 に 残す スパ イラ 
ル ・ ラ イフ の 音 。 車 谷 の 声 に 至っ て 
は 、 ク ー ル さ を 通 り 越し て メロ デ 
ィ ー を 伝え る 以外 の 役割 を か た く 
な に 拒ん で いる か の よう に 思え 
る 。 そ し て この クー ル さ と は 、 何 
も リア ル に 感じ られ な い 自 分 を 照 
射 し て いる が 故 の も の で あり 、 こ 
の シン グル の よう に 旅情 的 で 切な 
い デ メロ ディー を 歌っ て いて も どこ 
か 感じ られ る いら だ ち ノ 居心地 の 
悪さ は 、 そ うい う 自 分 に 対す る 疑 
間 プ あら が い の よ うに 、 僕 に は 感 
じ ら れ る 。 ス パイ ラル が 、 い い メ 
ロディ ー を 書く 若き 職人 ポッ プ の 
域 に 留まら な い の は 、 こ うい う 居 心 
地 の 悪 さ に ある と 思う 。( 兵 庫 慎 司 ) 








@ 遂に 鼻 の 穴 に 人 差し 指 を 突っ 込ん だ バク チク の 快挙 


感動 し た 。 今 作 を 聴い て は っ き 
り 自 覚 し た の だ が 、 ど う や ら 私 は 
今 ま で 生き て き て 初め て 、 バ クチ 
ク の 作品 に 対し 等 身 大 の 感動 を 覚 
えた よう だ 。 その 感動 の 源 は 、 最 
大 級 の 賛辞 と し て 敢えて 言わ せ て 
頂く が 「 そ の 大 バカ さ 」 に あっ た 。 

パク チク の に パカ の 。 テ ァ ン か らぶ 
ち 殺 され そう な 発言 で ある 。 し か 

し 、 ま ず こ こ に 超 然 と 並ん だ その 
タイ トル に 着目 し て 欲し い デ タ 
ラメ 野郎 "、Kick( 大 地 を 蹴る 男 ) 
に 、 “相変わらず の 「 ア レ 」 の カタ 
マリ が の さば る 反 吐 の 底 の 吹き 潤 
まり “"、^~ 見 えな い 物 を 見 よう と す 
る 誤解 全て 誤解 だ "etc…… らら 款 
を バカ と 呼ば ず し て 何と 呼ぶ 。 と 
同時 に 、 こ こ に は 彼ら の 地 と も 言 
える リア リティ ー が あり 、 虚 飾 や 
騒 が 全く な く {で な か っ た ら こ ん 
な 恥部 全開 の タイ トル や 詞 は 作る 


まい )、 そ し て 結果 的 に 外見 と 地 の 
物凄い ギャ ッ プ を 生み 、 絶 大 な イ 
ン ツバ アト 雪 も た らし た の だ 。 ま た 、 
その サウ ンド に 於 いて も 天 と 地 の 
如く 相反 し た ポップ と 爆音 の ギャ 
ッ プ を 混 池 と 澤 然 一 体 に 打ち 出 
し 、 冷 水 と 熱湯 を 交互 に ブチ まけ 
る よう な 極端 な 打ち 出し の 中 で そ 
の 衝撃 度 を 強め ーー そう 、 今 の バ 
クチ ク は 了 肘 美 の 覆い を 完全 に 剣 ぎ 
取り 、 さ な が ら 鼻 クソ ほじ りな が 
ら ニ ッ と 笑う 美 青 年 の よう に キ て 
いる 。 そし て そん な 本 作 が 私 は 心 
底 、 好 き な の だ 。 

最後 に 。 私 の 思う バカ と は 常人 
に は 決し て 真似 の 出来 な い 何 か を 
持つ パー スト し た 実 す "の 意 だ 。 
好き な パン ド に こと ご と て く バ パカ だ 
の アホ だ の キ 印 だ の と 書き 連ね て 
いる 私 の 新た な バカ ・ リ スト に 、 
バク チク が 加わ っ た 。 (中 込 智子 ) 


SPIRAL LIFE 
「Mayhe True』 


CD : PSCR-5376 WITZ デ ボ ポリスター 
5 月 25 日 








人 
「GIX/Nine」 


CD : VICL-654 INVITATION ビク ター 
に ps 





@ 風速 百 メ ー ト ル の ロッ ク 

アル バム 『29』 の 大 反響 も 一 向 
に 醒め や ら ぬ うち に 、 早 くも ニュ 
ー・ リ リー ス さ れる シン グル は “ コ 
ー ヒ ー” と “人 の 息子 ” の カッ プ 
リン グ と いう 綴 力 盤 。 ツ アー で 披 
露 され た 新曲 群 の 中 で も ひと きわ 
目立っ た ビッ グ ・ ロ ッ ク な 2 曲 だ 。 
最大 風速 100m/s、 中 心 気圧 900 ヘ ク 
ト パ ス カル の 台風 サウ ンド が 渋谷 
公会 堂 を 駆け 巡る 中 、 帽 子 と 上 着 
を 吹き 飛ば され そう に な る 錯覚 を 
脚 え た の は 僕 だ け だ ろう う か 7 - そ 
し て メロ ディ ー も 申し 分 な し 。 歌 
詞 も 一 一 も の すご く 高 密度 の 感 
情 を 、 も の すご く 低 密度 の コト バ 
と ロー ファ イ な 構成 に よっ て 表現 
し ちまう と いう タ ミ オ 戦法 
が 姓 裂 し て いて 大 0K。 し か し や 
っ ぱり 一 番 す ご い の は 、 こ れ だ け 
の 音楽 マジ ッ ク を タ ミ オ は 相 変 わ 
ら ず 力 を 抜い た まま 指先 を チョ イ 





@ そこ の け そ この け 

スー パー・ ジ ャ ン キ ー・ モ ン キ 
ー と は 無邪気 で ある 。 それ は 、 も 
うほ と ん と 無邪気 だ け で 出来 て い 
る が た め に 、 お と ろ し くく 頑健 な 塊 
に な っ て し まっ た か の よう な 感じ 
な の で ある 。 

た と 沈 ば 左折 きれ た マシ ンチ ッ 
ク な 上 声 に し じ て も 、 チア ジ ナチ モト を PP 
きつ ける 簡潔 な ラッ プ に し て も 、 
それ か ら 、 地 面 に メリ 込む よう な 
ギタ ー・ リ フ と 、 妥 協 を 許さ な い 
硬質 な ベー ス 音 の 連続 、 そ し て 頭 
を ワシ づか み に し て プン 回 す よ う 
が ギド ラミ ング ダ に し て も 、 すま て 
純度 の 高い 質量 を ビシ ビシ 維持 で 
き て いる の は 、 ど う も これ が みな 
邪気 の 無い と ころ か ら 出 発し て い 
る か ら の よう な の で ある 。 

スー パー・ ジ ャ ン キ ー・ モ ン キ 
ー の 音 の 強 さ の 中 か ら 、 は っ きり 
と 放 た れ て いる この 爽快 な 「 善 」。 
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チョ イ っ と 動か す だ け で 作り 上 げ 
て し まっ た よう な 印象 を 与え て い 
る 事 だ 。 ド ミノ を 並べ る 人 間 と ド 
ミノ を 倒す 人 間 の 2 種類 が いる と 
し た ら 、 タ ミオ は いつ で も 倒す 側 
に 立っ て いる 。 チ ョ コ っ と 指 で 倒 
し て 、 わ ー わ ー、 き や ゃ あき ゃ あと 
言わ れる 、 そう いう ポジ ショ ン に 
必ず 立つ の だ タ ミ オ は 。30 に も な 
っ て 努力 と か 根性 と か の 人 生 観 か 
ら こ こま で 無縁 で いら れる の は 相 
当 ナ ニ で ある 。 で も 子供 は 知っ て 
いる 。 本当 に エラ い 人 は 、 ド ミノ 
を 倒す 人 で あり 核 ミ サイ ル の ボタ 
ン を 押す 人 で あり 、 ち ょ っ と の カ 
で 石 を 池 の 表 面 で 5 回 も バウ ンド 
させ る 奴 な の だ 。 タ ミオ の ナマ ケ 
モノ 主義 は 、 究 極 の 合理 主義 な の 
だ 。 ロ ッ ク は それ を 示し て いる 。 ダ 
ミオ は それ を 知っ て いる 。 
(山崎 洋一 郎 ) 


奥田 民生 


oe 


CD : SRCL-4025 
に 記 =『4 目 = 


ソニ ー レ コー ド 





これ は つま り 、 彼 女 た ち が 先天 的 
に 「 意 味 に な る こと 」 か ら 逃 れ て 
いる 速 さ が 、 あ まり に すさ まじ い 
た め に 起こ る 軽快 さき に 他 な ら な い 
の だ 。 

「 オ ン ナ 」 で ある こと の F ド 日 ド E 


だ と か 、 な に が し か の 歪み に た い 


する 表現 と し て の ノイ ズ だ と か 、 
追求 され た 結果 と し て の 江 ん だ へ 
ヴィ ネス だ と か 、 多 く の バ ンド が 
当 海 と し て 持っ て し まう こう し た 
理由 。 し か し 、 ス ー パ ー・ ジ ャ ン 
キー・ モ ン キ ー は 、 そ うい う 江 に 
汚さ れる 前 に 、 う ざっ た い ! 意 味 」 
に つか まる 前 に 駆け 抜け て し ま 
う 。 屈託 の 無い 地点 か ら 、 限 界 と 
いう 意味 も 知ら ず に 鳴ら され る 音 
は 、 だ か ら こ ん な に も 明る くく 強い 
の で ある 。 こ の 新作 EP は 、 無 邪気 と 
いう も の が ウネ ル も の で ある こと 
を 知ら し め て いた 。  ( 宮 寄 広司 ) 
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MONKEY 
「 あ いえ と う 」 


CD : SRCL-3132 
pi 


ング et 





@ 健全 な 剣 き 出し の 敵意 

"障害 者 と 健常 者 バイ ツ ミ さん パト 
カレ フ (精神 異常 者 ) "ーー タイ ト 
ル を ちょ っ と 並べ て みる だ け で 一 
目 瞭 然 、 イ ン デ ィ ー ズ 盤 と し て リ 
リー ス さ れる 今 作 は 、「 東 芝 で 出せ 
だ な だい やつ を こっ ち で 出 そ う 」 ど と どい 
う 目 論 み その まん ま 、 も は や 「 お 
い お い …… 」 と ツッコ も む 言 葉 も 絶 
名 する ほど 、 何 も ここ まで や らん 
で も の 放送 禁止 ネタ て ん こも り の 
怪 作 で ある 。 さら に 、 ラ イヴ 編集 
の 今 作 で は ゼリー さん が 「 ち き し 
よこ まあ る 再 し ゃ こう ん 
こ !」 な ど と わめい て 客 を 煽り ま 
くる MC まで し っ か り 収 録 さ れ て い 
る 。 な ん な ん だ この 収拾 つか な い 
ほど あか ら さ まな 敵意 と 挑発 の 乱 
発 は 。 以 前 の アル バム と 比べ て 、 
正義 も へ っ た くれ も ね え 狂 暴 な 野 
犬 の よう な た だ の イン ネン 野郎 が 
病 れ て いる よう な 有 様 だ 。 


@ 名 古屋 の エレ カシ か !? 

な ど と 本 誌 に 書か せ て も ら っ た 
の が 、 早 3 年 前 。 遂 に メジ ャ ー・ 
プ ビュ ー す る フラ カン で ある 。「 ア 
ンタ が 初め て 紹介 し た バン ド な ん 
だ か ら 、 責 任 取 りな さい よ 」 と か 
何と か 編集 部 兵庫 に 言わ れ て 、 そ 
れ な り に 意気 込む も 、 1 曲目 が 始 
まる や 凄まじ く 朋 待 な 気分 に な 
る 。 だ っ て 、 1 曲目 むき だ し の 
赤い 俺 "の 出だし が 「 皮 を むい て 
欲し い の / 厚 い 厚 い 皮 の 奥 」 と き 
た も ん だ 。 小沢 を 愛す る ウチ の 奥 
さん に 聴か れ た 日 に ゃ あ 晩 飯 抜き 
は 必至 で ある 。 

で も 、 実 は すっ げ ぱげ え 好き な タイ 
プ の バシ レン ド な ん だ な 、 こ れ が 。 こ 
れ ぞ マキ シマ ム R&R! と し か 言 
いよ う の な い 、 ど こま で も 真正 面 
突破 な サウ ンド 。 ヴォー カル は 初 
期 ロ ー ザ ・ ル クセ ンプ ブルグ 時 代 の 
どん と 一 一 つま り は 存在 自体 が 凄 


し か し 、 未 だ に 駅 の ゴミ 箱 や コ 
イン ロッ カー も 封鎖 され た まま 、 
も う 飽 きる くら い 誰 も が 話題 に し 
て いる 事件 続き の 中 、 今 の と ころ 
誰 も 結局 何 が 悪い ん だ か は っ きり 
と は 怒り の 向け 場所 も わか ら な い 
まま 、 不 安 だ けが 確実 に 墓 延 し て 
いる う ざ っ た い 日 々 (この 号 が 出 
る 頃 に は どう な っ て る ん だ ろ 
う ? ) に 、「 て め え ら ば か や ろ 一 」 
「 み ん な 殺し て し まえ 一 」「 自 殺す 
る まで いじ め る ぞ こ の や ろ 一 」 と 
ミ も フタ も な く 大 声 で わ め き ちら 
す タ イマ ー ズ は 実に 清々 し く 思 え 
て し まう 。 そし て 、「 い ます で お ま 
えと や り て え 、 コ ンド ー ム な ん か 
つけ た く な い の さ 。 お まえ だ け は 
マト やり て ちの だ うう も よ 
う も な い フ レー ズ が 、 私 に は 何 よ 
り も 真 黄 で 真正 直 な 愛 の 言葉 に さ 
え 聞 こえ て し まう の だ 。 ( 林 陽 子 ) 


まじ くく 危険 で アナ ー キ ー だ っ た 頃 
の どん と を 初 稔 さ せ た り も する 。 
すべ て の 良識 を 逆 撫で し て し まう 
品 の な さ 、 発 狂 寸前 の 高笑い が 腰 
を 振り まく る 。 以前 、 僕 が エレ カ 
シ 的 と 感じ て いた 、 行 き ほ場 を な く 
し て し まっ た 八方 塞 が り の 焦燥 が 
自 爆 し て し まっ た よう な 部 分 は 随 
分 と 薄れ た 。 む し ろ 、 そ ん な 過酷 
な 時 間 を 生き 過ぎ た せい で 、 遂 に 
は すべ て プチ 切れ ちゃ いま し た 、 
お 花畑 の 上 に は 真っ 青 な 青空 が 浮 
か ん じゃ ら ゥ ら て まず すず どん ーー で な 
壮絶 な 景色 が 浮か ぶ の だ 。「 ラ イト 
を 消し て 走れ 余計 な 物 を 見 過ぎ 
た 人 よ 」 一 一 お い 、 そ ん な 乱暴 で 
安直 な エク ソ ダ ス も ね え だ ろ う 、 
と いう 気 も し な いで は な い が 、 確 
か に ここ に は そう いっ た 黒 鈍 な ス 
タイ ル で すべ て を 振り 切っ て し ま 
う 勢 い が あ る 。 (田中 宗一郎 ) 


THE TIMERS 
計 キソ, 


タイ マー スズ ス 」 
CD : SWIM-CO001| SWIM_Reocords 
( 問 : BLACK BOX03-5350-3681) 


aa 








フフ リー カ ン バ ニ 
「 フ ラカン の フェ イク 


で いこ う 」 | 
CD : ARCJ-8 
5 月 2 日 


ンス フン < 


4 





@ もう 次 は 書く の ヤ だ 

書き 手 に と っ て は 困っ た アル バ 
あー キナ デス ・ ペーター 
解散 か ら 1 年 3 ヵ月 、UK プ ロジ ェ 
クト か ら ミ ニ ・ ア ル バ ム を 1 枚 出 
し た 上 で の 、 満 を 持 し て の 沖野 俊 
太郎 の ソロ ・ デ ビュ ー 作 が これ な 
MA ダダ ィ ー ナ スズ ス ・ ペー ター の 
頃 な ら た くさ ん あっ た 「 マ ンチ ェ 
スタ ー」「 洋 楽 と 同時 進行 」」 ダ ンス 」 
「 詞 が 英語 (これ は 初期 だ け だ が )」 
等 々 の 書き や すい キー ワー ド が 、 
まず ここ に は な い 。 い や 、 英 詞 の 
曲 だ っ て ある が 、 そ こ を 書い て も 
伝わら な いよ うな 気 が す る 。 今月 
号 の 記事 中 で 本 人 は 、「 ず っ と ソウ 
ル ・ ミ ュー ジッ ク を 聴い て た 」 と 
言っ て いる が 、 じ ゃ あこ の 作品 も 
まん ま ソ ウル ・ ミ ュー ジッ ク な の 
か と いう と 、 ル ー ツ 的 な ソウ ル の 
技 は 随所 に 入っ て いる けど そう も 
思え な い 。 じ ゃ あど こ に も 比べ る 


も の が な いよ うな 極め て 珍し い 音 
楽 性 な の か と いう と 、 そ ん な 事 も 
な い 。 は っ きり 言え る の は 、 わ り 
と 狙っ て 曲 に よっ て アレ ンジ と 演 
奏 を 使い わけ て いる の で は な いか 
と いう 事 と 、 そ の た め 曲 に よっ て 
全然 違う 仕上 が り に な っ て いる と 
いう 事 ぐ らい で ある 。 し て 。、 そ 
ん な よく 分 か ら な い レ コー ド 面 白 
く な いん じゃ な いか と い 信 と 、 リ 
ラッ クス し て いて 妥 々 と し て いて 
な ん か 面白 い の だ 、 こ れ が 。 つま 
りこ の アル バム は 、 欲 し いも の を 
足し て 行く プラ ス の 発想 で 作ら れ 
た の で は な く 、 そ の 曲 に よっ て い 
ら な いも の を 極力 さっ ぴき 、 本 当 
に 必要 な も の だ け を 残す 発想 で 作 
られ た の で は な いか 。 その くら い 
の 理 届 し か 付け させ て くれ な い 、 
よく 分 か ら な いけ ど や た ら 風 通し 
の 良い 一 枚 。 (兵庫 慎司 ) 


沖野 俊太郎 
「HOLD STILL-KEEP 
gUING」 


CD : PSCR.5374 TRATTOLIA プ ボリ スタ 


5 月 25 日 





@ ド カー ン と 一 発 、 世 界 を 変え て みよ う 


僕 は 倉持 陽一 の 、 メ ー タ ー が 振 
っ 切れ た 所 まで いか な いと 何 も 出 
来 な い 的 な 極端 な スタ イル が 大 好 
きだ っ 工大 ま で し な く て も ぴい の 
に 、 と いう 程 た そ が れ て 荒川 土手 
で せん べ い 喰い な が ら フ ォ ー ク 奏 
で て いた 彼 は 、 そ れ が イヤ に な る 
を つい つい ま も ら を を ある と 
も っ と スッ ピー ドー!!」 と 叫び な 
が ら ハ ー ド コア に キメ こん で し ま 
う 。 この な りき り 方 、 さ ら に 言う 
な らい か に 本 人 が な りき っ て も 僕 
ら に は 「 た だ の 倉持 」 に し か 見 えな 
い 所 、 好 きだ な あ 。 そ ん な 彼 の 今度 
の フッ きれ モー ド は この エレ ラブ 。 
テー マ は 「 世 界 を 変え る た め に や っ 
て いる 」 で ある 。 何 も そこ まで 言わ 
ん で も いい だ ろう 的 な 倉持 ワー ル 
ド は 、 や は けり ここ に も あっ た 。 
下北 界隈 で 活動 し な が ら も 決し 
て LB ネ イシ ョ ン に 参入 する 事 は な 
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い 、 ラ ッ プ 界 の ニュ ー・ カ マー、 
エレ ファ ント ・ ラ ブ 。 倉持 と 、 元 
カス テラ の 福地 、 さ ら に カス テラ 
の 前 身 バ ンド で ヴォ ー カ ル 張 っ て 
た 宮内 か ら な る それ は 、 キ ャ リア 
通り ラッ プ の と ぼけ た タイ ム 感 よ 
り ロ ッ ク の 攻撃 性 を 強く 感じ させ 
る ユニ ッ ト だ 。 例え ば LB 連 中 の ど 
こ か メル ト ・ ダ ウン し た イズ メージ 
と タメ の 利 い た リズ ム ・ ル ー プ に 
対し 、 エ レラ ブ の それ は と て も 健 
康 的 で シャ ッ キ リ と 聴こえ て くる 。 
この 人 達 は 多分 、 と て も 生 真 面目 な 
の だ と 思う 。 ラ ッ プ は 楽し む も の 
だ 一 楽し む 為 に 徹底 的 に 情報 収集 
(お 勉強 ) し よう っ せっ か く 仕 入れ 
た 情報 を 全て 押し 込め よう 一 ほら 
ー 丁 出来 上 が り ! みた いな 。 そ 
の 自分 と ラッ プ と 時 代 の 情報 に 誠 
実 な 姿 に は 好感 が 持て る が 、 ち ょ 
っ と 息 が 詰まっ た 。 (鹿野 淳 ) 


エレ ファ ント ラブ 
『 荒 野 の エレ ファ ント 
ウン 人 


CD : 23FR-034。 ファ イル 


発 ブ 


聞 
じ 





@ 楽 し さ 満載 | で も …… 
~MISSION UNBELIEVABLE” シ 
リー ズ ニ シン グル 3 連発 企画 の 第 
2 弾 は その 名 も 大阪 スト ラッ 
ト "、 歌 半分 、 し ゃ べり (大 阪 の 街 
を うろ うろ し て いる 男 二 人 の し ょ 
う も な い 会 話 に 、 そ の 辺 の お ば ち 
ゃ ん 等 が 絡ん で くる と いう 設定 ) 
半分 、 と いう 構成 。 3 月 号 の 対談 
て で 。 世 抽 ド は 「( ウ ルプ ルズ の ツウ 
ル の 追求 の 仕方 は か な り い け て 
る と 思う よ 。 す ご く え え と こい っ 
と る と 皿 う 」 と 言っ て いた が 、 こ 
の 曲 の オケ な ど そ の いい 例 だ ろ 
う 。 横 ノリ な の に パ キ パ キ し た リ 
ズム と 、 渋 い 事 や っ て る の に それ 
を 江刺 と 聴か せる 技 に 磨き の か か 
っ て 来 た ケ ナイ スケ の ギタ ー に 乗る 
と 、 そ の 会 話 の し ょ う も な さ が 楽 
し き に な る 。 前 作 「 ド コト ン で い 
こう !』 の 基本 も 、 こ うい う 楽 し 
ざ だ っ た こし か し 。 


ウル フル ズ の 一 番 す ご い 所 は 、 
喜び や 興奮 や 悲し さや 怒り の ピー 
ク の 肢 間 つまり 行き 切っ た 有 瞬間 
を その まん ま 歌 っ て 、 鬼 の よう な 
感動 を た 生ん で し まう 所 だ と 思っ て 
いる 僕 の よう な 奴 に と っ て は 、 こ 
うい う 楽 し さ は ぬる い の だ 。 トー 
タス は 植木 等 で は な く 、 黒 澤 明 に 
な れる は ず な の だ 。 だ か ら 、 楽 し 
い 踏 線 が 2 枚 続 く と 正直 「 う 一 ん 
Ne J 上 加 ゃ る て し まう 。 ここ ん と を 
こ ラ イヴ の 動員 は 増え 続け 、 本 誌 
の アン ケー ト で も 人 気 う な ぎ 登 り 
と いう 事 は 、 こ の 楽し さ が 世 に 受 
け 入 れ ら れつ つ あ る と いう 事 だ ろ 
う 。 つ まり 、 僕 の 方 が 少数 派 な の 
か も し れ な いけ ど 、 1 st を 毎日 狂っ 
た よう に 聴き 続け た 身 と し て は 、 
次 の シン グル か その 次 の アル バム 
で は 、 大 爆発 する ウル フル ズ を ほ 
ん と に 聴き た い 。 (兵庫 慎司 ) 


ンプ / グ ん 


人 4 


ウル フル ズ 
「 大 阪 ス トラ ッ ト 」 


CD : TOCT-4008 東芝 EMI 
5 月 24 日 








@ か つっ こわ るい バン ド に は 理想 を 語る 資格 な し 


彼ら が 正しかっ た の は 、 青 臭い 
け だ ドン 見 く な か っ な こも だ 。 ご れ 
は Freedom Suite の .2 作 目 の EP。 
下手 くそ な 英語 。 ソ ウル ・ ミ ュー 
ジッ ク か ら は み 出 すぎ こち な さ 。 
し か し 、 ポ ー ル ・ ウ ェ ラ ー や ドク 
ター・ ロ パード 9 の 返 作 と 同じ よう 
に 、 そ れ は 決し て 不 格好 な 音楽 で 
は な い 。 

きょう 日 、 ハ ン パ な 理想 主義 な 
ん て 大 も 喰わ な い 。 誰 で も 知っ て 
る よう に 世界 は いよ いよ 発狂 し て 
る 。 個人 的 に は 貯金 も な い 。 こ ん 
な ハー ド な 世界 を サヴァ イヴ し て 
いか な きゃ や ゃ ならない の に 、 イ ノ セ 
ント & 反 逆 者 気取り の きれ い ご と 
に な ん か 耳 を 貸し て る 暇 は な い 。 
僕 も モロ 心当たり が ある ん だ け 
ど 、 若 い 人 が 口 に する 理想 論 や シ 
ニカ ル 風 味 な も の いい の 8 割 が た 
は 小金 持ち の 自己 満足 と いう の が 


自分 の 胸 に 聞い た 実感 だ 。 前 は そ 
れ で も 通用 し た が 、 毎 日 が 「 有 事 」 
の 近頃 だ と と て も アウ ト ・ オ プ ・ 
デイ ト で 見 て らん な い 。 

いま 必要 な の は きっ と 、 う だ う 
ご 言わ ず 、 新 鮮 で か っ こよ く て わ 
くわ くす 和信 な に か を 見 つけ だ し て 
くれ る こと 。 ち っ と は マシ な な に 
か を 、 ば きっ と 提示 し て くれ る こ 
と 。 漠然 と 世界 に 期待 する ん で な 
し に 、 そ こ か ら 自 立 す る た め の い 
くつ か の えた tips を * 具 体 的 に * 
洗い 出し て くれ る こと 。Freedom 
Suite に と っ て は 、 そ の tips が ソウ 
ル ・ ミ ュー ジッ ク を 下敷 き に し た 
スリ リン グ な グル ー ヴ で ある ん だ 
ろう 。 な に が か っ こい いか 、 気 持 
ちい いか を 知ら な い 人 間 の 言葉 は 
信用 で き な い 。 


(川崎 和哉 ) 


HH 本 II(: 
「Something In The 


| 画 


CD : KYTHMAK0OI7D クル ー エ ル 
ra 





@ ポケット の 中 "の よう に 生き た 奴 が どれ だ けい る ? 


ボ ・ ガ ン ボ ス 解 散 一 一 も し か す 
る と ファ ン の 大 半 は も う 何 年 も 前 
か ら そ の 瞬間 が いつ か 来る の を 
薄々 感じ な が ら 、 そ れ を 打ち 消す 
為 に ライ ヴ 会 場 に 足 を 運ん で いた 
の で は な い だ ろ うか 。 僕 が その 瞬 
間 を 意識 し 出し た の は 、 実 の と こ 
ろ 、 も う 随 分 と 前 の こと だ 。 それ 
は 多く の ファ ン に と っ て も メン バ 
ー 自 身 に と っ て も 同じ だ っ た ん だ 
ろう な ぁ ー 一 この 「 ラ イヴ 音源 を 
ベス ト ・ ア ル バ ム 選曲 に より 発 
表 。 ボ ・ ガ ン ボ ス の 決定 盤 と も 言 
える 作品 」 と 銘打た れ た 本 作 を 聴 
いて 、 僕 は そん な 思い を 強く し た 。 

この ライ ヴ ・ ア ル バ ム は 凄まじ 
く カ ッ コ いい 。 正 直 詩 っ て 、 これ 
さえ あれ ば 、 その他 の オリ ジ ナ ル 
・ ア ル バ ム は ド プ に 捨て て も 構わ 
な い ぐ ら い に 完 璧 で ある 。 その 理 
貼 は 、 本 作 に お ける あん まり な 選 


@ 家族 

ある 日 曜 の 朝 突然 に 、 長 年 連れ 
添っ た 妻 か らい き な り 離婚 届 を 叩 
き 付 けら れ た 一 家 の 主 ……。 ボ ・ 
ガン ボス の 解散 は 、 こ の 熱 年 夫婦 
に お ける ^ 姜 デ どん と を 。 失 = 
メン バー の 図式 で ある 。 和 某 気 に 
と られ る 夫 を 前 に 、 妻 の 決意 は 非 
常に 固い 。「 ご めん な さい 。 で も 、 
子供 も 大 きく な っ た 事 だ し 、 私 は 
私 の 生き 方 を 見 つけ た い の 。 これ 
が 自分 の 人 生 だ と いう 実感 が 欲し 
い の 」- 一 一 そう 言っ て 妻 は 晴れ や 
か に 旅立っ て 行く 。 仕 事 を 見 つけ 
る の は 難し い だ ろ う 。 家 も 捜 さ な 
けれ ば 。 子供 た ち も い い 顔 は し な 
い だ ろ うし 、 を と に か て けり け スク が 大 
きい の は 分 か っ て いる 。 で も 、 こ 
の 気持 ち は 絶対 に 押さ える 事 が で 
き ない 。 長い 時 間 を か け て 胸 の 中 
に 積もっ て いっ た 鹿 は 、 い つの 間 
に か 山 と な り 、 そ し て 遂に 山 火 事 
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曲 を 見 れ ば 明らか だ ろう 。 この 選 
曲 は ボ ・ ガ ン ボ ス と いう バン ド の 
歴史 が どの よう な も の で あっ た か 
を 、 あ まり に 端的 に 、 あ まり に 残 
酷 に 物語 っ て いる 。 全 12 曲 の うち 
⑦⑧⑨ を 除い た 9 曲 は デビ ュー 前 
か ら の レパートリー。 録音 も 上 記 
の 3 曲 を 除け ば 、 す べ て デビ ュー 
前 後 で ある 。 そ う 、 も は や 誰 も 否 
定 し な い だ ろ う 。 第 本 は ポ ボ ・ ガ ン 
ボス が 唯一 ボ ホ ・ ガ ン ボ ス で あっ た 
時 代 の 音源 だ 。 こ うい う の は 卑 惨 
な 言い 方 か も し れ な い 。 だ が 、 言 
わ ね ば な ら な いと いう 気 も する の 
だ 。 だ っ て 、 我 々 は これ まで ずっ 
と ボ ・ ガ ン ボ ス に 対し 、 あ り も し 
な い 理 想 と や ら を 無責任 に 押し 付 
け て きた で は な いか 。 ボ ・ ガ ン ボ ス 
の 解散 の 知ら せ を 聞い た 時 、 僕 の 
を つい て 出 だ の は 「 当 栖 だ ま 」 
と いう 言葉 だ っ た 。 (田中 宗一郎 ) 


中 
昌志 中 
ずい き の 涙 一 
| 者 1 ホ 】3 目 

B0 GUMBUS LIVE 
RECURDINGS 一 』 


0 夫 和 Ss 
5 月 21 日 








を 起こ し て 燃え 盛っ て いる の だ 。 
本 作 は オー ル 新 曲 に し て ボ ・ ガ 
ン ボ ス の 最後 の 作品 で ある 。 脂 の 
乗っ た 演奏 を 前 に 、 当 然 な の か も 
し れ な い が 、 ど ん と に は 少々 番 気 
が な い 。 一 見 朗らか な 声 も 、 揺 れ 
続け る 危う い 音 程 に 、 ど こ か 問 々 
と し た 苦悩 を 抱え て いる 事 を 察 す 
る 事 が で きる 。 し か も 、 ラ イヴ 録 
斉 と いう 誤魔化し よう の な い 状 況 
の 中 で 、 バ ッ ク の サウ ンド の テン 
ショ ン が また 間 雲 に 高く 、 ゆ さぶ 
り を か ける よう な パワ フル な グル 
ー ヴ を 持つ だ け に 、 こ の ズレ は も 
うど うし よう も な く ダ イレ みよ に 
伝わっ て くる 。 子 供 三 聞き 手 と し 
て 、 こ の 状況 は 確か に ショ ッ ク だ 
し 、 伺 より 悲し い 。 : 友 だ 、 今 は 革 
えて 頼る ば っ か り だ っ た 母 に 、 一 人 
の 人 間 と し て 幸せ に な っ て 欲し い 
と 願う 気持 ち が 大 きい 。( 中 込 智子 ) 


日 
rE0 6O KING LIVE 


CD:ES6B:I595 エモ ッ ク ・ ノ ョ ュー 
5 月 2 日 





@ ズレ て て 何 が 悪い ! 

TAISHO が 良い 。 も う 爆 裂 し ちゃ 
っ て る 。 今 まで の 彼 が 駄目 だ っ た 
と か は いわ な いけ ども 、 ラ イヴ で 
空回り する こと 度々 。 野 音 と か の 
大 事 な ス テー ジ で すべ っ ちゃ うと 
いう 、 も どか し いり い 場面 を 嫌 と いう 
程 、 目 の 当たり に し て きた 。 辛 か 
みた 生島 ほ は 。 

と ころ が 今年 に 入っ て か ら の 
TAISHO は 違う 。 十 番 勝 負 ラ イヴ の 
ラウ ンド 1 。 むし ろ 今 まで 彼 を 引 
っ 張っ て き て いた 残り の 三 人 の 色 
が 裾 せ て し まう くら い に TAISHO 
ほ 層 か っ る た 。 ラ ウン ド 3 ぞ で は 
TAISHO の 好調 に 当て られ た 
NAOKI が 髪の毛 を ツン ツン に し て 
が ん ば っ た と いう 。 な ん と な くい 
い 風 が 吹い て きた ぞ 。 

ドッ グ ・ フ ァ イ ト は 思い っ きり 
大 上 段 に 構え た 、 時 代 と は 思い っ 
きり ズレ た 存在 だ 。 今 まで は 「 時 


@ ビ バ ! 恋愛 複雑 骨折 

昨年 9 月 に リリ ー ス され た ミニ 
・ ア ル バ ム を 繰り 返し 聴き 飽き た 
と 計っ て で たら 5、 と うと う 出 まし た 。 
初 の フル ・ ア ル バ ム 。 コ ン セ プチ 
ュ ア ル な 意気 込み は 相当 な も の だ 
と 踏ん で いた が 、 正 直言 っ て ここ 
まで 結実 し た 「 作 品 」 を ブッ 放っ 
て くれ る と は 思っ て も みな か っ 
た 。 アク ロバ パ ティック な が など / 昌 ディ 
ー・ ラ イン に 、 ホ ー ン や スト リン 
グ ス を 命 一 杯 使っ た 凝り 凝り の ド 
ラマ ティ ッ ク ・ ア レン ジ 。 縦横 無 
だ 尽 な る 菊地 成 孔 の サッ クス 。 河野 
伸 の 華 調 な シン セ & ア コピ の フレ 
ー ジ ング 、 そ し て 若い 女 の 遇 か さ 
と 高飛車 、 落 胆 と 自己 昌 下 の スト 
ー リ ー を お そろ し い ほ ど に 生 な く 
歌い 上 げ る 原 ミ ドリ の ヴォ ー カ 
ル 。 ジェッ ト ・ コ ー ス ター の よう 
に 高速 で 展開 する ラブ ・ ソ ング の 
オシ ・ パ レー ギド が こん な に 悲し も い 


代 が 悪い 」 だ っ た 。 それ が 「 ズ レ 
て て 何 が 悪い 」 に 変わ っ た 。 その 
開き 直り が お そら く は TAISHO を 
変え 、 そ し て ドッ グ ・ フ ァ イ ト を 変 
えた の だ と 思う 。 そし て 今 作 の ポ 
イン ト も 言わ ず も が な の TAISHO 
で ある 。 作曲 は ほとん ど NAOKI。 
バン ド の グル ー ヴ 感 も スケ ー ル 感 
も ジャ シブ プ ・ ア ッ プ し た 。 だ 砂 ど 。 
それ で も や っ ぱり TAISHO の ヴォ 
ー カ ル に は か な わな い 。 相 変わら 
ず 著 茸 し さ を 引 きず っ た 歌詞 で あ 
る が 、 それで も スト レー ト に 耳 に 
入っ て くる の は TAISHO の カカ と 断 
計 し て いい だ ろう 。 
「 握 り し め た 屈辱 の 汗 は ノ 栄 光 へ 
の プロ ロー グ 」(" 情 熱 ")。 も うど う 
し よう も な く 大 仰 な 、 こ ん な フレ 
ー ズ が 今 、 よ う や く リ アリ ティ ー 
を 持ち は じ め た 。 

(森内 淳 ) 


に 
中 Hi 
遇 NIOH6 


CD : PCCA-00736 ボニー キャ ニオ ン 
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の は 、 人 間 の 「 存 在 」 その も の が 
も は や た と えよ う も 無く 悲哀 に 満 
ち た も の だ か ら だ 、 な ーー ん て し み 
じみ 涙 を 流し た く な る 傑作 だ 。 
いつ も 泣き を みる ダメ 女 、 と い 
う 原 ミド リ の キャ ラク ター に は 、 
実は それ ほど メジ ャ ー な イメ ー ジ 
を 期待 し て いな か っ た の だ が 、 こ 
れ は か な り の 需要 が ある ん じゃ な 
いか (特に 女 に ) と 思っ た 。 それ 
は 固定 的 な 女の子 の イメ ー ジ で は 
な く 、 あ る 破綻 し た 状況 に ある 人 
間 の 、 心 の 運動 の イメ ー ジ だ 。 号 
泣 の 中 の ポ エ ジ ー、 供 怠 の 中 の 少 
女 趣味 、 憎 し み の 果 て の 慈悲 。 そ 
れ ら すべ て を 78 色 の 極 彩 色 カ ラー 
* 音 に する スパ ンク ・ ハ ッ ピ ー。 
音楽 的 に 高度 に 洗練 され すぎ て い 
る 感 も ある が 、 ノ ー タ リン は 聴か 
な きゃ い 一 の だ 。 た だ た だ 有り 難 
うと いい た い 一 枚 。 (小田 島 久恵 ) 
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@ 紙風船 の よう に 
< 落ち て きた ら 
今度 は 

も っ と 高く 

も っ と も っ と 高く 
何 度 で も 

打ち 上 げ よ う 


美しい 

願い ご と の よう に > 

(黒田 一 郎 ^ 紙 風船 ”) 

願望 と し て の 飛翔 と 必然 と し て 
の 落下 ーー そん な 上 下 運 動 の 繰り 
返し の な か で 、 無様 に 歪ん で いく 
紙風船 。 そ の 球体 を 押し 潰し て し 
まう の は 、 こ の 世界 の 無慈悲 な 重 
力 で は な く 「 も っ と 高く プ も っ と 
も っ と 高く 」 と 望ま ず に は いら れ 
な い 私 達 の 残酷 な くら い に 無 邪気 
な 上 昇 志 向 で ある 。 人 ぴ れ て い 
け ば いく ほど 、 強 く 打 ち 上 げ ら れ 
る と いう こと 。 そ も そそ 委 親 償 け ば 、 


@ 花 咲く 丘 の 息子 た ち 

くる くる 変化 する 音楽 的 アプ ロ 
ー チ に 「 こ れ は 成長 と いう より 単 
な る 目移り と いう や つ な の で は 
…」 と 一 抹 の 不安 を 感じ ず に は い 
られ な か っ た イン ディ ー 時 代 。 メ 
ジャ ー に 移籍 (本 人 いわ く 「 ま わ 
り に 大 人 が た くさ ん いて 嬉し い 
WW,) し て の この 6 曲 入 り の 新譜 と 
いえ ば 、 い に し え の 70 年 代 GS を 思 
い 起 こさ せる ノスタルジック ・ チ 
ュー ン の 連打 また 連打 だ 。 湿り 気 
を 帯び た 日 本 的 リリ ンズ ム と 木 っ 
ぱ ば まり の 寂 窒 感 、 そ し て 六 月 の 
濡れ た 空 ” に 顕著 な が あからさま な 
ご I? と い 
ぶ か し く 思 いな が ら も 、 こ の か 盟 
さ は ある 意味 で 彼ら の 作り に ナイ 
ー ヴ な 自我 の 行き 着く 先 だ っ た よ 
うに 思え る 。 流行 り も の ハウ ス で 
小型 ソフ トバ レ エ し て いた 頃 か ら 
阿久 津 達也 が 放っ て いた 何と も 言 
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紙風船 は その 名 前 を 吾 切 る か の よ 
うに 惨め な 姿 で 私 達 の 足元 に 落ち 
も る 名 。 

何 の 届 折 も な くく ニルヴァーナ と 
いう 名 前 を 思い 起こ させ る サウ ン 
ド 。 叩き つけ る ビー ト 、 さ さく れ 
だ っ た ギタ ー、 無力 感 に よっ て 叫 
ば れ て いる ボー カル 。 けれ ど 、 こ 
の 荒ん だ 音 風景 を 買い て いる の 
は 、 自 分 の 頭 を 撃ち 抜く と いう 悲 
劇 の 重 苦 し さ で は な く 性 懲 り も な 
く 打 ち 上 げ ら れる 紙風船 の 軽 さ で 
ある 。 破裂 痛 と と も に 全て が 砕け 
散っ て し まう 瞬間 で は な く 音 も な 
いま まく し ゃ くし ゃ に な っ て いく 
果て し な い 時 の 連なり 。 カラカラ 
に 干からび た 涙 の 粒 が 舞い 上 が っ 
て 落ち て くる よう な 僅 さ と 虚 し さ 
だ け を 刻み つけ た 音楽 。「 弱 さ に よ 
っ て 生き の びる 」 と いう 潔 さ が こ 


こ に は 、 あ る 。 ( 砂 上 史子 ) 
えな い 「 男 の 神経 症 」 的 デリ ケー 


ト 、 当 時 の 壁紙 の よう に 間 迫 的 に 
流れ る ビー ト は 、 そ ん な 彼 の 内 面 
の オモ ラ シ し そ 一 な 不安 感 を 隠蔽 
し そい ゆい た 。 し か し 。 ここ し き て り 掴 
モノ 」 と いう 積極 的 な 選択 を する 
こと に よっ て 、 そ の 「 男 の 明 さ 」 
は 全面 的 に 表面 化 さ れ た 。 メ ロウ 
な 旋律 に 乗っ て 深々 と 流れ る 泣き 
の ヴォ ー カ ル は 、 も は や 攻撃 的 で 
さえ ある 。 男 に 生ま れつ いた こと 
の 重圧 と 逃避 願望 を あら れ も な く 
スウ ィ ー ト な メロ に 乗せ て 歌う こ 
と で 、 尚 一 層 露 朋 に し て いく こと 

ョ ピピ 人 は 当 吉 カル Sc 
の で は な い だ ろ うか 。 魚 座 の 繊細 
男 カ ー ト ・ コ バー ン を 殺し た 得体 
の 知れ な い 闇 を 柔軟 に か わし て 、 
阿久 津 は テレ テレ と メダ カ の よー 
に 泳ぎ まく る 。 そ し て それ で いい 
の だ と 思う 。 (小田 島 久 恵 ) 


| 
是 目 政 | 還 山 
山上 


CD-: ch:11 Less Than T.V. 
( 問 ・: ミュ テ ジ ッ ク ・ マ イン 03-3573-8193) 
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ソフ トバ レ エ 


日 本 全国 クネクネ 百 景 3・14 プ 15 


実は この 撮影 、 企 画 が 余り に 
も 画 自 そう だ っ た シン グル 「Y 
OU” の プロ モ ・ ビ デオ 撮影 に 
便乗 し た も の 。 ビ デオ も 相当 ヌ 
ケ て いた が 、 現 場 は マジ に トン 
で いた 。「 森 岡 さ ー ん 、 じゃ ー つ 
クネクネ お 願い し ま ー す !」 と 
いう か け 声 と と も に 、 晴 天 の 断 
崖 絶壁 に 立っ て 腰 を クネクネ ッ 
する 森岡 。 遠藤 は 裸足 で 尊 き 火 
の 周り を ピョン ピョン と びな が 
ら に 上 /Y レ レー クリシュナ ー」 と つ 
ぶ や き 、 藤 井 は すっ ぽ ぱん ぽん の 


武田 真治 


金髪 譲 を ハー レー に の せ て 公道 
を 疾走 し 、 森 岡 & 藤 井 は エー バ 
ッ ク で トイ レ に 駆け 込む 。 カメ 
ラマ ン 平 間 氏 は ナン デス カマ ン 
みた いな 特製 スー ツ に 着替え て 
踊り 始め 、 ス タイ リス ト と 私 は 
平間 氏 持 参 の 看護 婦 服 を 気 が つ 
く と 着せ られ 、」) だ ん だ ん 好き 
に な る -、 の 大 合唱 ‥………… 
ここ は どこ ? 私 は 誰 ? 何 か 
大 事 な も の を な くし た 気 も する 
の だ が 、 と りあ え ず 3 人 が 仲 よ 
さそ う で 嬉し か っ た で す 。 ( 井 ) 


ビン ゴ 爆 発 ! 4・11 都内 某所 


今年 に 入っ て か ら 一 度 も 休み 
が な いと いう 武田 真治 の 初め て 
の 休み 、 だ と いう の に 取材 や っ 
て し まい まし た 。 し か も その 夜 
は レコ ー デ ィング 終了 記念 の 大 
打ち 上 げ パ ー テ ィ ー が ひか えて 
て 、 い や ホン ト 、 直 前 まで 縛っ 
て し まっ た わけ で す 。 ちなみに 
持 放 ki パー ティ ー は スタ ジオ 
を 借り 切っ て 完成 し た アル バム 
を 聴き な が ら ー ま 、 要 する に 
試聴 会 で すね 。 マ ジ メ で ある 。 
武田 真治 は ドラ マ で も 音楽 で 


も 取材 で も 、 と に か く 積 極 的 に 
楽し む タ イプ で 、 し か し それ は 
うっ と お し い タ レン ト に あり が 
ちな 「 あ た し 、 ポ ジテ ィ ヴ な ん 
で 一 す 上 」 と いう の と は 培っ て 
どちら か と 言う と ピエ ー ル 瀧 タ 
イプ 、 つ まり 醒め て いな が ら 面 
白 が っ ちゃ える 奴 な の だ 。 バカ 
ポジ ディ ヴ や イン チリ ・ ター 
ル を 超え た 、 ク ー ル な まま 高速 
回 転 で きる 男 、 武 田 真治 。 時 代 
の 申し 子 と いう の は 、 と っ て つ 
けた コピ ー で は な い 。 ( 山 ) 





※ と 、 喜 ん だ の も 束の間 ………… くぅ 、 解 
散 し て し まう と は ! この 想い は 単行 本 
「『FORMBOOK」 に ぶつ けさ せ て いた だ き 
ます (詳細 P158)。 解散 に 関す る コメ ント も 
の っ け ま す 。 よろしく !! 
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場外 乱 半 





スバ パイ ラル ・ ラ イフ 


泳げ は 天国 4・9 LA 


まさ に カリ フォ ルニア の 青い 
空 。 撮 影 に 使っ た ビー チ は 活気 
に 満ち 、 泳 ぎ 出す 者 、 サ ー フ ィ 
ン USA し ちゃ っ て る 者 、 様 々 
で ある 。 な ん て 平和 な 世界 な の 
だ ろう 。 そ の 夜 の ニュ ー ス で は 
「( そ の ) ピー チ で 濾 に の まれ て 2 
人 死に まし た 」…… だ と き さ 。「 今 
か ら 泳 いで くれ 」 と 現場 で 頼ん 
だ 僕 の 所 に 2 人 が ヤミ 打ち に や 
っ て 来 た 事 は 言う まで も な い 。 
昼間 と 夜 の 気温 差 が 激しい L 
A 。 だ か ら っ て ダウ ン 着 込む 事 


も な か ろう 車谷 。 石 田 は 罰 と し 
て 僕 に ホテ ル 内 の プー ル で 泳げ 
と いう 。 聞 け ば 2 人 共 、 海 パン 
を 持っ て き て る と いう で は な い 
か 。 ま だ 水温 10*C 前 後 の 朝 方 、 
僕ら の 寒中 レー ス は 始ま っ た 。 
死ぬ ぜ 。 車谷 は 深 寝 で 欠場 。 石 
田 は …… や っ て 来 ま し た 、 薬 の 
海 パ ン で 。 さ す が 元 水泳 部 、 マ 
ジ で 全身 スト レッ チ や っ て 筋肉 
伸ばし て ます 。 結果 は 写真 の フ 
ォ ー ム 見 れ ば 一 目 瞭 然 。 

( 左 が 石田 、 右 の へ っ ぴり 腰 が 鹿 ) 


BUCK-TICK 


ロッ ク の 人 4・4 東京 ステ ーション ・ ホ テル 


撮影 を 伝え ず 普 通 に ルー ム ・ 
チャ ー ジ し た 僕 は BT 一 行 様 の 
到着 を 待つ 。 あ ちゃ ー「! 櫻 井 & 
今井 、 見 事 に メイ ク を キメ て フ 
ロン ト に 登場 で す 。 お まけ に 柄 
井 は 白い ポル シェ で 入口 まで 乗 
りつ け 、 ニ ラミ を 利 か す 始 末 。 
無理 が あっ た 。 支配 人 が 僕 を 呼 
び 止 め 一 言 ・'「 あ の 人 達 、 ロ ッ ク 
の 人 で す よ ね ?」 い や あ 、 ま あ 」 
「 と いう 事 は あな た は ロッ ク の 
企業 の 人 で す よ ね 」「 僕 は 出版 業 
で 」「 会 社名 は ?」「 ロ ッ キ ン 


グーー」「 ほ ら あ 、 ロ ッ ク の 企業 
じゃ な い ! ロッ ク の 人 と ロッ 
ク の 企業 で ご 何 を や ら か そう と い 
う の で ざき いま すか うす? ョ いや 、 
ちょ っ と し た 撮影 を 」「 申 し 訳 ご 
ざい ませ ん が 、 ベ ッ ド で ハネ た 
り 、 窓 ガラ ス を 傷つけ る マネ は 
し な いで 下さ い 」「 は あ 」。 ロ ッ ク 
の 現状 は 厳し い の で ある 。 櫻井 
と 今井 は お 行儀 よく 駅 弁 を 食べ 
な が ら 静 か に 撮影 に 臨ん で くれ 
た と いう の に 。 これ も 一 つの ロ 
ッ ク で ある 。 ( 鹿 ) 





※ こ の 表紙 大 特集 の 勢い で スパ イラ ル と 鹿 
野 は トー ク ・ ラ イヴ まで や っ ちゃ いま す 。 
5 月 25 日 19 : 00 一 渋谷 HMV に て 。 ち な み に 
スパ イラ ル の ニュ ー・ シ ング ル 発 売 日 で す 。 
結集 せよ ! 








通信 カラ オケ は 、 ギ カ 。 








記し じ パ つる で に じゃ る つ " 
S む し ゃ つ 棚 っ うじ パ つめ 直上 
6 り りり し 
⑨w 午 くく で て 心 き ・ 必 で hG 
を 
さや で いく ベニ 当 K ホ ーー る“ 

SW で りり 熊 掛 で き 作 や 代 玖 の 
括り 7 
ぐ 違 Wo へ o 凸 慌 衝 歯 押し " 
NTYAHPEAKNRK ふ 代 公 
へ へ N ヒ に と の の ccopoG 四 深 
きよ KW 還 民 し 選 で で や ゼ 鬼 や 


SH ロホ ャ へ AWK で し じ oM 打 " 
求 忠 串 り 記 他 志 Gi) 隊 寺 " 
宿 田 硫 氏 G ^m コ CO 和 テ つ ca、 
トド や やら 中 横 り " 

へ と ・ ふ や ロロ へ GPC 公 ン 
じ 央 つ や 心 で トト ロ 刷 臣 く 
AN o 直 拉 ロ 
KJ 入 地 G 込 と へ 洒 ユ ー・ 
へ トー ヒビ ハエ (d 時 ) 表し 
選 Q で し じ う で 避 靖 つつ 「 民 や 
ぐせ うっ や や 心 補う っ 」 め 超 記 
で や さ つやの 志 摘 ロ ? 


4 中 で 「 身 軍 N へ や ハー」 


h 必 ホーK・ 必 か G ぎ 県 素 
K ふ ーwWm 据 り " 

⑨⑩K ト か ドー の ロロ 圭一 ふ ヽ 
ー や 所 うっ ヒビ の と と の 己 oー 
うこ 0 の ロビ 6 翌 胃 忌 王 胡 

の o 才 やせ か ポー で うり 中 栗 ? 
③ ざ の 〇 ビレ で つ の 愉 咽 晶 RINR よ 
の ー の マト イトー ふ K パ ご 
ロー ユー 才 回 6 上 トド R 選 め め 一 
で う 包 直 所 けり " 

へ トー くさ へ HG『L の 且 」 玉 
K ふ ーー” j) ビ 骨 ロ や で や で 6 県 


> SS 計 介 の 


@⑥^ 還 、 へ へ や ミユ ユーK 喘 
⑯ つ じ " 押 収 ふ ミ ー ト 6 尼 公 
己 如 ーー ミ マ へ A 刀 の 連 所 
⑤S 民 "世紀 そ ロ 甘 画 近 表 貞 
や も て ふ で つて ロマ 選 ド つつ 込 ウ き 
G ロ か へ トト ハ ーー ロ ー ペ ヒビ ハ キ 公 
名 電 栖 り 7 

トト ハト ホー て < く RS せ @ 電 人 羽 構 ロ 
論 つ うっ 胡 G 貴 叫 所 艇 っ じ 間 地 
窟 ば ン ら つら や つう)) 選 搬 ン 補 
っ "RG 震 尽 こせ の 忠 思 中 
所 ” 
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SINGLE「 唄 」N0DW ONSALE SINGLE「 疲 動 」NOWONSALE 
% 莉 へ (アル バム 未収 録 曲 ) CDS VIDL192 930(TAX 遇 ) 2 に | 還 中 SITE:I! 1 

HH 衝 昌 H( TUUR LULUJULHT ee LM TOTAL INFORMATION:BUCK-TICK DI IE 全曲 ] 
Oi 日 3 磁 すい 6・12(MON) 群馬 音楽 セン ター 7・11(TUE) 仙台 サン プラ ザ ホ ー ル ( 
EAIEL に 6・13(TUE) 群馬 音楽 セン ター AE 有る | 
5・20(SAT) うり 5・18(SUN) 神奈 川 県 立 県 民 ホ ー ル 7・17(MON) 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 

5・25(TNU) 宇都 宮 市 文化 会 館 6・20(TUE) 新潟 県 民 会 館 7・21(FRI) 金沢 市 観光 会 館 
5・26(FRl) 郡山 市 民 文化 セン ター 6・23(FRI) 長崎 市 公会 党 _ 7・23(SUN) 長野 県 民 文 化 会 館 
6・1(THU) 広島 郵便 時 金 ホー ル 65・24(SAT) 福岡 サン パレ ス 7・28(FRI) 京都 会 館 

_5・2(FRI) 岡山 市 民 会 館 ' 4 は 中 7・30(SUN) 名 古屋 国際 会 議場 セン チュ リー ホー ル , 
5・4(SUN) 香川 県 民 ホ ー ル 7・4(TUE) 千葉 県 文化 会 館 8・1(TUE) 大阪 厚生 年 金 会 館 多 


し に 4 オル 5 ガル 


6・9(FRI) 茨城 県 立 県 民 文化 セン ター 7・6(THU) 静岡 市 民 文化 会 館 8・2(WED) 大 阪 厚生 年 金 全館 ooooowe 





・ へ ヘ 子 ・ ん キム ペロ ピピ 
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